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ใɾใʹ͓ Δ͚ͷ͞ߴͷ༧͕࣮ࡍͷͷ͞ߴΛେ͖͘ Լճͬͨ͜ͱ͕ɺॅຽͷආߦ

ಈΛಷΒͤͨҰҼͱͳͬͨ͜ͱͳͲ͔Βɺܯใɾใͷൃද༰ൃදํ๏ʹ͍ͭͯ༗ࣝऀ

ؔػؔࡂ͔ΒͳΔݕ౼ձΛ։͠࠵ɺվળࡦΛͱΓ·ͱΊ·͠ ʢͨಛू̎ࢀরʣɻ

○津波避難時の危険な行動

ɹֳɾফிɾؾி͕ڞಉͰͨͬߦԊ؛Ҭͷॅຽʹର͢Δฉ͖औΓௐࠪͷ݁ՌͰɺͷ

༳Ε͕ऩ·ͬͨޙʹආΛ͠ͳ͔ͬͨਓͷଟ͕͘ɺͦͷཧ༝ͱ͠ ʮͯՈΛ୳͠ʹ͍ͬͨΓɺܴ͑ʹ͍

ͬͨΓ͠ ͔ͨΒʯʮࣗʹ͔ͬͨΒʯʢӈϖʔδͷਤઢғ͍ʣͱ͠ ͍ͯ· ɻ͢ՈΛॿ͚ʹߦ ɺ͘ආ

ʹඞཁͳΛ४උ͢Δͱ͍͏વͷߦಈɺࡂͰ໋ͷݥةʹͭͳ͕Γ· ɻ͢·ͨཧ༝ͱ͠ ʮͯա

ͳ͔͔ͬͨΒʯʢͷഁઢғ͍ʣͱ͔ͭ͑͠ߟͷͰ͕དྷͳ͔͔ͬͨΒʯʮͷ͜ͱڈ ͨਓ

ଟ͍͘·ͨ͠ɻ͔͠͠ɺຊपғΛւʹғ·ΕͨࠃͰৗʹͷ͞ࡽʹݥةΕ͍ͯ· ɻ͢·ͨɺ

ͦΕͧΕͷҬͰɺਙେͳඃΛͨΒ͢ Α͏ͳࡂेɺඦʹҰͷग़དྷࣄͰ͋ΔͨΊɺ

ࡂͷൃੜִؒʹൺͯؒظͷݸਓͷ͍ͨͮجʹݧܦஅ͕ۃΊͯݥةͰ͋Δ͜ͱͬͯ ͓͔

ͳ͚ΕͳΓ·ͤΜɻ

ɹಉௐࠪ݁ՌͰɺܯใΛݟฉ͖͠ ͍ͯͳ͍έʔεɺใ͕ͳ͍ͨΊආ͕Εͨέʔε͋Γ·

ͨ͠ɻޙࠓͷରࡦʹ͓͍ͯɺܯใΛਖ਼͘͠׆༻͠ɺ·ͨೖख͕ؒʹ߹Θͳ͍߹ʹ໋Λक

ͬͯ ͨ͘ Ίʹɺʮ͍ڧ༳ΕΛͨ͡ײ߹ʹࣗΒͷஅͰආ͢Δʯ͜ͱ͕جຊͰ͋Δ͜ͱΛɺڭࡂҭɺ

܇ࡂ࿅ͳͲΛ௨ͯ͡ࠃຽͷօ༷ʹेཧղͯ͠  Δ͚Α͏͞ ΒʹॏతʹऔΓΉඞཁ͕͋Γ· ɻ͢

� ฏ̎̏ͷݟʹࡂΔආ行ಈͱ՝

特集１　命を守るための避難と防災情報
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特集１　命を守るための避難と防災情報

○津波てんでんこ

ɹʑͷඃΛड͚͖ͯͨࡾํͰɺʮͯΜͰΜ͜ʢେ͖ͳ͕དྷͨΒɺʹ

ಀ͛Ζɺࣗͷ໋ࣗͰकΕʣʯͱ͍͏ঝʹΑߴΘͣʹ֤ࣗͯΜͰΜΒΒʹҰਓͰߏ

Γɺདྷऻ࣌ʹՈΛॿ͚ʹͨͬߦΓΛऔΓʹͯͬߦආ͕Ε໋Λམͱ͍͚ͯ͠ͳ͍ɺ

ͱ͍͏͜ͱΛ͑ͯདྷ·ͨ͠ɻ͜ΕɺଞਓΛແࣗͨ͠ࢹຊҐͷߦಈͰ͋Γ·ͤΜɻͦΕͧΕ

͕ਖ਼͍͠அͰආͰ͖Δ͜ͱɺͭ·Γ͓͍ޓͷ৴པΛલఏʹɺΛ୳͠ʹͨͬߦΓͤͣʹ֤ࣗ

͕ਅͬઌʹආͤΑɺͱ͍͏͑ڭͰ͢ɻࠓճͷࡂͰՈͷ͑ڭʹैͬͯਝʹආͨ͠Γɺͯ

ΜͰΜ͜ͷ͑ڭΛक͕ͬͯͦࢠΕͧΕผʑʹආߦಈΛͱΓॿ͔ͬͨྫࣄ͋Γ·ͨ͠ɻ͜͏͠

ͨආߦಈʹɺࡂͰՈͷ҆൱Λ֬ೝ͢Δؒʹ໋ͷ͕ݥةഭΔ͜ͱΛཧղ͠ɺ͍͟ͱ

લʹेʹ͠߹ͬͯ४උ͓ͯ͘͠ࣄಈ͢Εྑ͍ͷ͔ɺߦΕͧΕ໋͕ΛकΔʹͲ͏ͦʹ࣌͏͍

͜ͱ͕ඞཁͰ͢ɻ

平成 23 年東日本大震災における避難行動等に関する面接調査（住民）分析結果（中央防災会議「東北地方太平洋沖地震を教訓とした地震・津波
対策に関する専門調査会」報告　参考図表集）より
用事後避難：揺れがおさまった後、すぐには避難せず、なんらかの行動を終えて避難した。
切迫避難：揺れがおさまった後、すぐには避難せず、なんらかの行動をしている最中に津波が迫って来た。

すぐに避難しなかった理由
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○周囲の避難・声かけの効果

ɹޙࡂͷฉ͖औΓௐࠪͷ݁Ռʹɺࡂલ͔ΒͷऔΓΈͷޮՌΛ࣮ূ͍ͯ͠Δͱ͑ݴΔͷ

͋Γ·ͨ͠ɻආͨ͠ਓୡͷҙݟɺൃੜޙʹආ͖͔͚ͨͬ͠ͱͯ͠ɺʮେ͖ͳ༳Ε͔Β

͕དྷΔͱ͔ͨͬࢥΒʯͷ࣍ʹଟ͍ͷʮՈ·ͨۙॴͷਓ͕ආ͠Α͏ͱ͔ͨͬݴΒʯͰͨ͠ɻ

ౡݝͰʮՈ·ͨۙॴͷਓ͕ආ͠Α͏ͱ͍͔ͬͨΒʯʮۙॴͷਓ͕ආ͠Α͏ͱ͍͔ͬͨΒʯ

Λ߹ΘͤΔͱආ͖͔͚ͨͬ͠ͷׂ̑Λ͍͑ͯ·͢ʢԼਤઢғ͍ʣɻͭ·Γɺͷେ͖ͳ༳

ΕܯใͷൃදͰආͷஅʹࢸΒͳ͔ͬͨਓͰɺՈͷ༠͍ۙॴͷਓ͕ආ͢Δ࢟ʹ

ΑͬͯආΛ։ͨ࢝͠ͷͰ͢ɻਓؒͷूஂ৺ཧʹपғͷߦಈʹ߹ΘͤΑ͏ͱ͢Δͷ͕͋Δͱݴ

ΘΕ·͕͢ɺ͜ͷΑ͏ʹɺආ࣌ʹࣗΒઌͯ͠ආɾ͔͚ΛۙྡॅຽʹͤݟΔ͜ͱͰҬ

ॅຽͷආΛଅ͢ 	 ʹઌආऀ 
 Λ࡞ΔऔΓΈҰ෦ͷҬͰߦΘΕ͍ͯ·ͨ͠ɻ͜ͷ

औΓΈޙࡂଟ͘ͷҬʹ͍͕ͯͬ·͢ɻ

○津波から身の安全を守るために

ɹ͔ΒΛ҆શʹकΔͨΊʹɺؾி͕ൃද͢Δܯใҙใͷ༰ͳͲΛཧղͨ͠

্Ͱར༻͢Δ͜ͱେมॏཁͰ ɻ͢ҙใւਫཋүΓɺւதͰͷۀ࡞ɺཆ৩ࢪઃͳͲɺւ

Ҭʹରͯ͠ ҙΛݺͼ͔͚ΔͷͰ͕͢ɺܯใ͕ൃද͞Εͨ߹Ҭͷਁਫͷ͓ͦΕ͕͋Γɺ

Ԋ؛ͷॅຽͪʹߴ҆શͳॴආ͢Δඞཁ͕͋Γ· ɻ͢·ͨɺຊͰͷൃੜ͕ݯ

Ԋ؛ͷۙ͘ʹ ഭͬͯ ͓ΓɺൃੜޙఔͰ͕དྷऻ͢Δ͓ͦΕ͕͋Γ·͕͢ɺܯใͷൃද

ʹগͳ ͱ͘Λཁ͢ΔͨΊɺܯใͷୡ͕ͷདྷऻʹؒʹ߹Θͳ͍͜ͱ͋Γ· ɻ͢͜ͷͨ

ΊԊ؛Ͱɺ͍ڧ༳Εʢ̐ ఔҎ্ʣɺऑͯ͘ ͍ؒ࣌Ώͬ͘ Γͱ͠ ͨ༳ΕΛͨ͡ײͱ͖ ɺ

ܯใͷൃදΛͨͣʹͪʹ҆શͳॴʹආ͢Δඞཁ͕͋Γ· ɻ͢ආʹ͋ͨͬͯ ɺํ࣏ࣗମ

͢ΔϋβʔυϚοϓͳͲ͕༗ޮͰ͕͢ɺൃੜ͢ΔఆΛ࡞͕ Δ͑߹͕͋Δ͜ͱྀ͠ߟɺط

ఆͷఆʹͱΒΘΕͣগ Ͱ͍͠ߴͱ͜Ζɺ͍ߴͱ͜Ζ͕ͳ͚Εগ Ͱ͠Ԋ͔؛Βԕ ͘ಀ͛ΔΑ͏ɺ

ળΛਚ͘͢࠷ ͜ͱ͕ॏཁͰ ɻ͢

平成23年東日本大震災における避難行動等に関する面接調査（住民）分析結果（中央防災会議「東北地方太平洋沖地震を教訓とした地震・
津波対策に関する専門調査会」報告　参考図表集）より

避難したきっかけ
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特集１　命を守るための避難と防災情報

○津波警報発表の考え方

ɹܯใɺආߦಈʹेͳ͕ؒ࣌ͱΕΔΑ͏ਝʹൃද͢Δඞཁ͕͋Γ· ɻͦ͢ͷͨΊɺൃ

ੜޙͷݶΒΕͨσʔλʹΑΔنਪఆͦͷଞͷෆ֬ఆཁૉΛྀ͠ߟՊֶతʹ͋ΓಘΔ࠷େͷݥة

Λ Δ͑༰Ͱൃද͠·͕͢ɺͦͷ݁Ռͱ͠ ·ͷΑΓେ͖Ίͷ༧ଌͱͳΔ߹͕͋Γࡍ࣮ͯ ɻ͢େ͖

Ίͷ༧ଌͩͬͨܯใͷମݧʹͱΒΘΕॅຽͷආߦಈ͕ಷͬͨͱߟ Β͑ΕΔ͕ྫࣄաڈʹ͋Γ·

͕ͨ͠ɺͷདྷऻ࣌ʹɺΛ͔ͯݟΒආΛஅͨ͠ͷͰ໋ΛकΕ·ͤΜɻܯใ͕ൃද͞

Εͨ߹͕དྷऻ͢ΔՄੑ͕͍͜ߴͱɺʹ͔ͯ͑ݟΒͰආ͕ؒʹ߹Θͳ͍͜ͱΛे

ཧղͯ͠ ࣮֬ʹආߦಈΛऔΔ͜ͱ͕ॏཁͰ ɻ͢

○津波は第２、第３波と襲ってくる

ɹ͞Βʹɺʮ͍ͬͨΜҾ͍ͨޙୈ̎ɺୈ̏ͱऻͬͯ͘Δʯɺʮୈ͕̍࠷େͱݶΒ
ͳ͍ʯɺʮୈ͕̍౸ୡ͔ͯ͠Β࠷େ͕͘Δ·Ͱʹؒ࣌Ҏ্͔͔Δ߹͋ΔʯͳͲɺܯใ͕ൃ
ද͞Ε͍ͯΔؒඞͣආߦಈΛܧଓ͢Δඞཁ͕͋Γ·͢ɻ౦ํଠฏ༸ԭͰɺୈ̍ɺ
ୈ̎Ͱඃ͕ͳ͘ɺൃੜ͔Β̎ؒ࣌Ҏ্ͯͬܦऻͬͨୈ̏ʹΑͬͯେ͖ͳඃ͕ੜͨ͡
Ҭ͋Γ·ͨ͠ɻॳ؍ଌ͞Εͨͷ͕͞ߴখ͍͔͞Βͱ͍ͬͯ༉அͤͣɺܯใɾҙใ
ͷղআ·ͰؾΛ؇Ίͳ͍͜ͱ͕େͰ͢ɻ·ͨɺؾிͰॱ࣍ใΛߋ৽͍͖ͯ͠·͢ͷͰɺආ
ઌʹ͓͍ͯ࠷৽ͷใΛѲ͢Δ͜ͱॏཁͰ͢ɻ

ɹؾிɾʹΑΔ͚ʹࡂݮɺܯใؚΊͨɾʹؔ͢Δใप׆ಈʹͭ
͍ͯɺࠃͷؔػؔࡂɺํ࣏ࣗମɺڭҭؔؔػɺใಓؔػͱ࿈ͯ͜͠ܞΕ·ͰҎ্ʹ৫
తʹऔΓΜͰࢀΓ·͢ɻ

東日本大震災を経験して得られた教訓や後世に伝えたいことについて出された主な意見

平成 23年東日本大震災における避難行動等に関する面接調査（住民）分析結果（中央防災会議「東北地方太平洋沖地震を教訓とした地震・津波対
策に関する専門調査会」資料）より
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質問箱

　気象庁が津波情報で発表する津波の高さは、津波がなかったと仮定した時の潮位（平常潮位）と津波によ
り実際に上昇した潮位との差です。（図の①）
　津波が陸上に来襲した場合、後日に津波の現地調査が各機関で行われることがありますが、調査方法によ
り「津波の高さ」の定義が異なります。建造物等の痕跡と平常潮位との高さの差を痕跡高（こんせきこう、図の
②）、陸地に駆け上がり最も奥地まではい上がった地点と平常潮位との高さの差を遡上高（そじょうこう、図の
③）と言います。
　また、建物等の痕跡と地表面との高さの差を浸水深（しんすいしん、図の④）と言います。
　なお、津波の遡上する高さは湾の形などの地形や津波の周期などの要因により、海岸線における津波の高さ
の２～４倍になることがあります。

■津波の高さには、種類があるみたいなので教えてください

津波の痕跡高の調査
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特集１　命を守るための避難と防災情報

（２）平成２３年台風第１２号に見る避難行動と課題
ɹฏ �� ෩ୈ �� ߸ʹΑΓɺلҏౡ

ͷൣ͍ғͰ૯߱ਫྔ͕����ϛϦΛ Δ͑ͳ

ͲهతͳେӍͱͳΓ·͠ ͨɻಸྑ্ݝࢁ

ଜ্ࢁͰɺ�� ਫྔ͕������ϛϦ߱ؒ࣌

ͱͳΓ���� ͷ؍ଌ։࢝Ҏདྷͷ͜Ε·Ͱͷ

େ࠷ ���ϛϦΛେ͖͘ ্ճΓ·ͨ͠ɻ·ͨɺ

෩͕ԕ͔͟Γͭͭ͋ͬͨ �݄�ະ໌ʹ

ͷޙ���ϛϦલʹؒ࣌�ҏౡͷೆ౦෦Ͱل

ͳӍ͕߱Γ·ͨ͠ɻ͜ͷେӍʹΑΓلҏ

ౡೆ෦Λத৺ʹՏͷ൙ཞਂ่յ

ͷେنͳ࠭ൃ͕ࡂੜ͠ɺಸྑɺՎࢁɺ

ෆ໌ऀํߦɾऀࢮͰݝࡾॏͷࡾ �� ໊ɺॅՈ

ͷશյ ���� ౩ɺচ্ਁਫ ���� ౩ʢฏ

�� ��݄��ࡏݱফிࢿྉʣͳͲਙେ

ͳඃͱͳΓ·͠ ͨɻ

ɹؾிͰɺֳফிɺࠃަ௨

লͱ߹ಉͰ෩ୈ �� ߸ʹΑΔਓతඃͷ

େ͖͔ͬͨಸྑٴݝͼՎݝࢁͷ͍͔ͭ͘ͷ

ொଜʹରͯ͠ࢢ ɺආࠂקͷஅॅຽ

ͷใୡʹ͍ͭͯฉ͖औΓௐࠪΛ͍ߦ·

ͨ͠ɻௐ͔ࠪΒɺͨ͜͠ݧܦͱͷͳ͍େӍ

ʹର͢ΔࢢொଜͷࡂରԠॅຽͷආߦಈ

ͷ͠͞ɺؾͷൃදͨ͠ࡂใ͕ར

༻ऀͰ͋Δࢢொଜͷ୲ऀॅຽʹײػةΛ

ेʹ͖͑Ε͍ͯͳ͔ͬͨɺͱ͍͏՝͕

ු͔ͼ্͕ͬͯ ͖·͠ ͨɻ

○避難勧告等の判断・伝達はどのように行われたか

ɹࢢொଜͰ �݄�ʙ�ͷൺֱతૣ͍ஈ֊ͰɺܯใͷࡂใμϜͷ์ྲྀ࿈བྷΛड͚ͯɺ

͠·ͼ͔͚ݺΓฦ͠܁ແઢͰॅຽʹࣗओతͳආΛߦࡂ ͨɻ·ͨɺࡂใਫҐʹ͍ͯͮجఆ

ΊΒΕͨஅج४ʹΑΓආࠂקΛൃྩͨ͠Ҭ͋Γ·͠ ͨɻ

那智川（那智勝浦町）沿いの土石流の跡

台風第12号による紀伊半島の雨量分布

写真左上から右下に流れる那智川沿いに集落があります。山間から集落に向
かって白っぽい筋のように伸びているのが土石流の跡です。（写真提供：国土
地理院）

9月2日から4日までの解析雨量の分布図
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ɹ͔͠͠ɺ͕ࡂଟൃ࢝͠Ίͨ�༦ํҎ߱ݱࡂͷରԠʹ͞ࡴΕͯؾঢ়گؾใΛ

֬ೝ͢Δ༨༟͕ແ ͳͬͨ͘ͱͷ͜ͱͰͨ͠ɻதؒࢁҬͰ҆શͳආॴආܦ࿏ͷ֬อ͕͠ ɺ͘

ؒӍ͕ڧ·ͬ ͔ͯΒͷආ͔͑ͬ ொଜ͋ࢢૹͬͨݟͷൃྩΛࠂקͱ͍͏அ͔Βɺආݥةͯ

Γ·͠ ͨɻ

ɹ·ͨɺݝؾͰࢢொଜͷආࠂקͷஅΛࢧԉ͢ΔతͰɺܯใͷࡂใʹՃ͑ͯ

ӍྔࢦྲྀҬӍྔࢦΛ׆༻ͨ͠ϝογϡࣜܗͷใεωʔΫϥΠϯਤΛఏͯ͠ڙ ͍·͕͢ɺ͜

ΕΒͷใʹ͍ͭͯʮӍྔਫҐͷํ͕ঢ়گΛཧղ͍͢͠ʯɺʮ�LNϝογϡͷใͰආࠂקΛ

ൃྩ͢ΔҬΛߜΕͳ͍ʯͷҙ͕ݟฉ͔Εɺใͷҙຯ׆༻ํ๏ʹ͍ͭͯेʹීٴͰ͖͍ͯͳ͍

͜ͱ͕͔Γ·͠ ͨɻ

○住民はどのような避難行動をとったのか

ɹμϜͷۙ ͘୩Ԋ͍ʹॅΉॅຽɺμϜͷ์ྲྀྔʹΑͬ ͯͷਫҐ͕Ͳͷఔ্ঢ͢Δͷ͔Λݧܦత

ʹཧղͯ͠ ͓Γɺଟ ͷ͘ॅຽࢢொଜ͔Βͷ์ྲྀͷ࿈བྷආͷݺͼ͔͚ʹԠͯࣗ͡ओతʹආ͠·͠

ͨɻ͔͠͠ɺର؛ͷେنͳ่࠭ΕͰൃੜͨ͠େྔͷ࠭ͱਫʹΑΓॅ͕ԡ͠ྲྀ͞ΕΔͳͲɺ͜Ε

·Ͱ҆શͱࢥΘΕ͍ͯͨॴͰඃʹૺΘΕͨํ͍·͠ ͨɻ

ɹࢁԊ͍ͷूམͰɺࣗཪͷੴ͔֞Βͬͨਫ͕ྲྀΕ͍ͯΔͷΛͯݟආ͠ɺ่࠭Ε͔Β͘͏ة 

ΛಀΕͨํ͕͍·͠ ͨɻҰํͰɺ͢ͰʹهతͳେӍͱͳͬͯ ͍Δதɺ Β͞ʹؒʹؒ࣌ͷͳӍ

·Λेʹ֬อͰ͖ͳ͔ͬͨํ͍ؒ࣌ΘΕɺආʹඞཁͳݟʹ ɻ͢

9月1日から4日の那智勝浦町那智川沿いの土石流発生地域のスネークライン図。9月3日16時頃スネークラインがCL（土砂災害発生危険基
準線）を超え、4日2時から4時頃にかけてはCLを大幅に超過しています。土石流はこの時間帯に発生したと見られます。（那智勝浦町へのヒ
アリングより）※スネークライン及びCLについてはP13の質問箱を参照ください。

那智勝浦町室泉寺付近のスネークライン図
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特集１　命を守るための避難と防災情報

○防災情報で気象台の危機感は十分に伝わったか

ɹؾͰ͕ࡂଟൃ͢Δ�Ҏ্લ͔ΒେӍɾߑਫܯใ࠭ܯࡂռใΛൃද͠ɺ͜ΕΒΛิ

͢ΔؾݝใͰʮ૯߱ਫྔ͕����ϛϦΛ͍͑ͯΔʯʮ༧͞ΕΔ�� ਫྔଟ͍ͱ͜Ζ߱ؒ࣌

Ͱ Β͞ʹ���ϛϦʯʮ�� Ͱݱռ͕ඞཁʯͳͲͷදܯͷݶେ࠷৽ͨ͠ʯʮߋΛۃਫྔ͕͜Ε·Ͱͷ߱ؒ࣌

͠·ͼ͔͚ݺռΛܯΛ͑گʑͱมԽ͢Δঢ়ࠁ ͨɻ

ɹࢢொଜ͜ΕΒͷใΛड͚ͯײػةΛڧΊ͍ͯ·͠ ͨɻ͔͠͠ɺͨ͜͠ݧܦͱͷͳ͍େӍͷதʮӍྔ

ͷ࣮گ༧͚ͩͰޙࠓͲͷΑ͏ͳঢ়گʹͳΔͷ͔ΛΠϝʔδ͢Δ͜ͱ͔ͬͨ͠ʯɺʮޙࠓɺଟ͍ͱ͜

ΖͰ Β͞ʹ���ϛϦͱ͍͏Ӎྔ༧͕ඞͣࣗ͠Βͷொͷ͜ͱͱ͠ ͯड͚ࢭΊΒΕͳ͔ͬͨʯɺʮӍ͕খ߁ঢ়

ଶͱͳΓ෩͕ԕ͔͟Γͭͭ͋ͬͨͷͰɺ͜ͷ··Ӎ͕ऑ·ΔͷͰͱͨͬࢥʯͳͲͷฉ͔Ε·͠ ͨɻ

ࡂใͷ༰͑ํʹ՝͕͋ͬͨͱߟ Β͑Ε· ɻ͢

質問箱

大雨によって発生する土砂災害（土石流・が
け崩れなど）は、斜面の土壌中に含まれる水
分量が多いほど発生の可能性が高くなりま
す。土壌雨量指数は降った雨から土壌中の
水分量を推定することで、土砂災害の危険
度を示す指標です

■「土壌雨量指数とは？」
降った雨は地中に浸み込んだり地表面を伝っ
たりしながら河川に流出し、下流へと流れて
いきます。流域雨量指数は河川の流域に降っ
た雨の量や流域の形状などを考慮して、市町
村などの対象区域における洪水の危険度を
表したものです。

■「流域雨量指数とは？」

　気象庁では、土壌雨量指数に加え60分間積算雨量で土砂災害の発生の危険性を判断しています。刻
々と変化するこれらの状態を一定時間毎につないだ線をスネークラインといいます。前ページの図のよ
うに、時間とともに変化する線の動きが蛇に似ていることから、このように呼ばれています。スネークライ
ンが、あらかじめ設定した基準線（「土砂災害発生危険基準線：CL」といいます。CLは、Critical Lineの
略です。）を超えると、土砂災害の危険性が非常に高まっていることを示します。

■「スネークライン図とは？」

土壌雨量指数のイメージ 流域雨量指数のイメージ
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○経験したことのない大雨から身を守るために

ɹӍͷಛੑҬʹΑͬͯ େ͖͘ ҟͳΓ· ɻ͢Լͷਤ����ʙ���� ͷ �� ؒʹ͓͚ΔղੳӍྔ

ͷ �� େΛදͯ͠࠷ͷࢉੵؒ࣌ ͍· ɻ͢෩ͳͲʹΑΔେӍͷؒظΛ�� ͱԾఆ͢ΔͱɺԼͷؒ࣌

ਤͦΕͧΕͷҬʹ͓͍ͯաڈ �� ؒʹͨ͜͠ݧܦͱͷͳ͍߱ਫྔͷ҆Λ͍ࣔͯ͠Δͱ͑ݴ· ɻ͢

��ҏౡೆ෦Ͱل ʹؒ࣌ ���ϛϦલޙͷ߱ਫྔݧܦͷൣғͱͳΓ·͕͢ɺ෩ୈ �� ߸Ͱଟ͍

ͱ͜ΖͰ ����ϛϦͰͨ͠ͷͰɺӍͷଟ͍لҏౡͷํʑʹͱͬ ͯ·͞ʹͨ͜͠ݧܦͱͷͳ͍Ӎͩͬͨ

͜ͱ͕Θ͔Γ· ɻ͢

ɹʮఆ֎ͩͬͨʯʮ͜Ε·Ͱͨ͜͠ݧܦͱ͕ແ͔ͬͨʯʮ·͞ ͔͜ΜͳࣄʹͳΔͱࢥΘͳ͔ͬͨʯͱ͍͏

༿ɺ͜Ε·Ͱଟݴ ͷ͘ඃࡂͰࣖʹͯ͠ ͍·͕͢ɺࠓճͷฉ͖औΓௐࠪͰಉ༷ʹฉ͔Ε·͠ ͨɻ

ɹؾ͔ࡂΒ໋ΛकΔʹࣄલͷආߦಈ͕ԿΑΓେͰ ɻ͢ݧܦఆͷΈʹཔΒͳ͍ආߦಈ

ʹ݁ͼ͚ͭΔͨΊʹɺͬ͜ىࠓ ͍ͯΔɺ·͔ͨࠓΒ͜ىΖ͏ ͱ͠ ͍ͯΔݱ͕ɺҬʹͱͬ ͯԿʹك

Ͱݥةͳঢ়گʹ͋Δͷ͔ɺؾՏɺ࠭ࡂʹؔΘΔઐՈ๊͕͍ͨײػةΛɺࢢொଜॅຽͱ

ͷؒͰ͜Ε·ͰҎ্ʹڞ༗͢Δ͜ͱ͕ॏཁͰ ɻ͢

ɹؾிͰɺΑΓ͔Γ͍͢ࡂใͷఏڙͱɺؾݱࡂใʹؔ͢Δීٴɾൃܒʹ͍ͭͯ

ͯ͠ܞͱ࿈ؔػؔ औΓΜͰ͍͖· ɻ͢

雨の多い紀伊半島南部、四国の太平洋側、九州南部などでは 48時間積算の最大は 800 ミリ前後ですが、
雨の少ない北海道など 200 ミリ前後で最大となっています。このように過去に経験した大雨の状況は
地域によって大きく異なります。

1991年～2010年における解析雨量の48時間積算の最大値分布
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特集１　命を守るための避難と防災情報

（３）平成 23年 7月新潟・福島豪雨に見る避難の呼びかけ
ɹฏ ��  �݄��͔Β��ʹ͔͚ͯ৽ׁٴݝͼౡݝձͰهతͳେӍͱͳΓɺ৽ׁݝͱౡ

ࢮͰݝ ɾऀํߦෆ໌ऀ �ਓɺॅՈͷচ্ਁਫ���� ౩ɺ่֑Ε ��͔ॴͳͲͷඃൃ͕ੜ͠·͠ ʢͨฏ

 �� ��݄��ࡏݱফிࢿྉʣɻؾிͰ͜ͷେӍΛʮฏ ��  �݄৽ׁɾౡ߽Ӎʯͱ໋໊

͠·͠ ʢͨେӍͷৄࡉτϐοΫεࢀরʣɻ

ɹ৽ׁݝͰ�� ொ͕ɺͷࢢ �� ສਓʹରͯ͠ ආࠂקΛൃྩ ʢ͠৽ׁݝʮୈ̒ճ߽Ӎࡂରࡦຊ෦

ձٞࢿྉʯʹΑΔʣɺౡݝͰ ொ͕ɺͷࢢ� �ઍਓʹରͯ͠ ආࠂקΛൃ ʢྩফிʮฏ �� 

�݄৽ׁɾౡ߽Ӎʢୈ �� ใʣʯʹΑΔʣ͠·͠ ͨɻ

ɹؾிͰɺආࠂקΛൃྩͨ͠৽ׁٴݝͼౡݝͷࢢொʹରͯ͠ ආࠂקͷஅॅຽ

ͷใୡʹ͍ͭͯͷฉ͖औΓௐࠪΛ͍ߦ·͠ ͨɻ

ɹ৽ׁݝͰɺฉ͖औΓௐࠪΛ͍ͣͨͬߦΕͷࢢɺ࠭ܯࡂռใ͕ൃද͞Εͨ߹Տͷ

ਫҐ͕Ұఆͷ͞ߴ·Ͱ্ঢͨ͠߹ͳͲɺආࠂקͷ۩ମతͳஅج४ΛఆΊ͍ͯ·͠ ͨɻॅຽʹର

ͯ͠ ͦͷஅج४Λࣔ͢ͱͱʹɺૣΊͷආͱ߹ʹΑͬ ͯݐͷ� ֊Ҏ্ͷආ͕҆શͰ͋

Δ͜ͱΛपͯ͠ ͍·͠ ͨɻࠓճͷ߽Ӎʹͯ͠ࡍ ɺ͜ΕΒͷج४ʹԠͯ͡ɺૣΊʹආࠂקΛൃྩ͠

͍ͯ·͠ ͨɻආࠂקͷใɺߦࡂແઢʹΑΔ์ૹͷ΄͔ɺใंɺαΠϨϯɺொձͷ

ిɺফஂɾࣗओࡂ৫ʹΑΔݺͼ͔͚ɺॅຽͷϝʔϧɺ/55υίϞͷΤϦΞϝʔϧɺࢢͷϗ

ʔϜϖʔδɺࠂٸۓΤϑΤϜϥδΦɺέʔϒϧςϨϏɺ֤ใಓؔػͷपͳͲɺෳͷखஈʹΑΓॅ

ຽʹୡ͞Ε·͠ ͨɻͦͷࡍɺࣗͷ� ֊ͷආݺͼ͔͚ΒΕ͍ͯ·͠ ͨɻ

ɹ৽ׁ͕͜ݝͷ߽ӍࡂͷূݕͷͨΊʹฏ �� ळʹ࣮ॅͨ͠ࢪຽΞϯέʔτௐ ʮ߽ࠪӍ࣌ࡂͷආ

ߦಈʹؔ͢Δݝຽҙࣝɾ࣮ଶௐࠪใࠂॻʯʹΑΕɺฏ ��  �݄৽ׁɾౡ߽Ӎʹͯ͠ࡍ ආ͠

ͨॅຽͷ �ׂ͕ɺࣗͷͦͷݐͨډ࣌ͷ̎֊Ҏ্ʹආͨ͠ͱͷ͜ͱͰ ɻ͢

地域と連携した防災力向上の取り組み

平成 22 年 10 月に豪雨災害に見舞われた鹿児島県奄美市
では、市や学校、名瀬測候所などが連携して地域の防災
力向上を目指した取り組みを進めています。
奄美市立崎原小中学校では、平成 23 年 12 月 2日に大雨
災害を想定したDIG（災害図上訓練）を実施し、児童・
生徒や地域の方々が大雨時の災害や避難行動について一
緒に考えました。
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ɹ·ͨฉ͖औΓௐࠪΛͨͬߦౡݝͷ͋Δொɺආࠂקͷ۩ମతͳஅج४ఆΊ͍ͯ·ͤΜ͕ɺ

ͯ͠ࡍʹճͷ߽Ӎࠓ ொ৬һɺ۠ɺফஂͳͲ͕ՏਫҐͷݱ֬ೝΛ͍ߦɺ͜ΕΒͷใΛͱʹ

ආࠂקΛൃྩͯ͠ ͍·͠ ͨɻொ͔ΒͷආࠂקͷใߦࡂແઢͰ์ૹ͞Εͨ΄͔۠

ফஂ͕ށผʹආ༠ಋΛ͍ߦɺ͜ΕΒͷ݁Ռ΄ͱΜͲͷॅຽ͕ආ͠·͠ ͨɻ·ͨผͷொͰɺ

͠ආࠂקͷൃྩ͕ͳͯ͘ॅຽ͕ૣظʹࣗओతʹආ͢Δ͜ͱ͕େͩͱ͠ ͓ͯΓɺࠓճͷ߽ӍͰ

��ੈଳ͕ࣗओతʹආ͠·͠ ͨɻ

自治体による避難行動の説明例

出典：長岡市防災情報提供システム

新潟県三条市における住民に対する大雨時の避難行動の説明
出典：三条市「豪雨災害対応ガイドブック」
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特集１　命を守るための避難と防災情報

多様な手段による避難情報の住民への伝達の例

住民への避難情報の例（長岡市）

出典：新潟県長岡市「大雨による災害に備えて」
新潟県長岡市では、河川の水位や新潟地方気象台と新潟県が共同で発表する土砂災害警戒情報を避難勧告等の判断基準にしており、避難
勧告等を発令した場合は、緊急告知ＦＭラジオ、町内会長、報道機関、市からのメール、市のホームページ、広報車等の多様なルートや
手段で住民に伝達しています。

出典：長岡市防災情報提供システム

� ݄̎̔ޕલ࣌̕ɹආ४උใ

Ԭࢢʹ࠭ܯࡂռใ͕ൃද͞Εͨ͜ͱʹ͍ɺޕલ̌̌̕ɺආ४උใΛൃද͠·
ͨ͠ɻରͱͳΔொձҎԼͷͱ͓ΓͰ͢ɻ

ʙҎԼɺུʙ

Ԭػةࢢཧࡂຊ෦

݄̓̏̌̑̌̑࣌ɹආྩൃࠂק
ͳঢ়ଶʹͳΓͭͭ͋Γ·͢ɻݥةɺ٢ɺՏͷ૿ਫͷͨΊࡏݱ

ʯΛൃྩ͠·ͨ͠ɻམͪணࠂקʹ٢͔Β֓Ͷ̼̏̌̌ҎͷҬʹʮආ̌̑࣌લ̑ޕ
ɻ͍ͩͯ࢝͘͞͠ఆ͞ΕͨආॴʹආΛ։ࢦ͍ͯ
ʢུʣ
ۙ͝ॴʹආ͕ࠔͳਓ͕͓ΒΕ·ͨ͠Βɺආͷखॿ͚Λ͓͍͠ئ·͢ɻ
ආॴආ͢ΔΑΓɺࣗͷ̎֊ͷආɺ͓ۙ͘ͷϏϧͳͲආ͢Δํ͕҆શͳ
߹͋Γ·͢ͷͰɺ͝ݕ౼͍ͩ͘͞ɻ

Ԭػةࢢཧࡂຊ෦
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　津波や風水害などの災害による人的被害に遭わないためには「早めの避難」が重要です。ここでいう「避難」
とは「人的被害を避けるために他の場所へ移動すること」を指しますが、一口に「避難」といっても、災害の種類
や切迫性など、置かれた状況によってとるべき行動は異なります。
　国の中央防災会議の「災害時の避難に関する専門調査会」では、災害時の避難などの安全確保行動について、
いくつかのパターンに分けて検討が行われました。

　今は雨が降っていなくても今後大雨による被害が予測される場合には、できるだけ危険から遠ざかるよう、
被害が及ばない避難所や知人宅に事前に避難するのが安全です。特に、大雨が降り続くと雨量基準の超過や土
砂崩れの発生等により道路が通行止めになり、安全な避難所に避難できない状況に陥る可能性があることに
留意する必要があります。
　一方、大雨が降っており道路に水が流れている場合などは、避難所まで徒歩で避難することは大きな危険を
伴います。自宅の浸水が切迫した状況にある場合、雨の中を無理に避難所まで避難するよりも、近隣の頑丈な
建物の2階以上（それも難しい場合は自宅の2階以上）に避難する方が相対的に安全である場合があります。
また、急斜面に隣接した住宅にいて土砂災害の危険がある場合は、次善の策として、同様に近隣の頑丈な建物
の2階以上（それも難しい場合は、自宅の2階以上や斜面から離れた部屋）に避難することで、被災のリスク
を減らすことができます。
　地震の発生等により津波の襲来が予測される場合は、海から離れたできるだけ標高の高い地点まで避難す
る必要がありますが、平地にいて津波の到達まで時間的猶予が無い場合は、周辺のできるだけ高い建物に逃げ
込み少しでも被災のリスクを減らすことを考える必要があります。
　また、地震により建物が被災し損壊を受けた場合、その後の余震で倒壊する可能性があり、その建物にその
まま留まることは危険です。安全のため、頑丈な建物に避難するようにしてください。

　このように、災害の切迫性などの状況によって、命を守るために取るべき避難行動が異なることから、身の
回りに起こっている状況に留意し、その時点で最も安全な行動は何かを考える必要があります。
　特に、災害発生まで時間的な余裕がある場合には、命を守る最善の方法は、切迫した状況になる前に少しで
も早く、より安全な場所に避難することです。気象庁が発表する警報・注意報などの防災情報や、災害の前兆
現象に注意し、少しでも被災のリスクを減らすために早めの避難を心掛けましょう。

　災害の発生が予測される場合にとるべき安全確保行動は、以下のような分類ができます。このうち、待避、垂
直移動、水平移動（一時的）は命を守るための緊急的な避難行動（Evacuation）であり、水平移動（長期的）は一
定期間仮の生活をおくる避難行動（Sheltering）として整理されています。
　ただし、「待避」、「垂直移動」については、緊急時・切迫時に行われる次善の策である場合が多いことに留意
が必要です。

　災害の種類や規模、それぞれの人が置かれた状況などは、以下のように分類することができます。それぞれ
の状況に合った安全確保行動をとることが重要です。

（中央防災会議「災害時の避難に関する専門調査会」資料を参考に気象庁作成）

（中央防災会議「災害時の避難に関する専門調査会」資料を参考に気象庁作成）

道路が冠水している場合に徒歩で避難

することは、ふたが外れたマンホールや側

溝に気付かないなど、かえって危険を伴う

（新潟県見附市提供）

コラム

■安全確保行動 ■状況に応じた安全確保行動を

■災害の種類・規模、災害発生時の状況はさまざま

■安全確保行動の分類

平成23年7月新潟・福島豪雨時の状況

（中央防災会議「災害時の避難に関する専門調査会」資料を参考に気象庁作成）

災害の分類
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特集１　命を守るための避難と防災情報

　津波や風水害などの災害による人的被害に遭わないためには「早めの避難」が重要です。ここでいう「避難」
とは「人的被害を避けるために他の場所へ移動すること」を指しますが、一口に「避難」といっても、災害の種類
や切迫性など、置かれた状況によってとるべき行動は異なります。
　国の中央防災会議の「災害時の避難に関する専門調査会」では、災害時の避難などの安全確保行動について、
いくつかのパターンに分けて検討が行われました。

　今は雨が降っていなくても今後大雨による被害が予測される場合には、できるだけ危険から遠ざかるよう、
被害が及ばない避難所や知人宅に事前に避難するのが安全です。特に、大雨が降り続くと雨量基準の超過や土
砂崩れの発生等により道路が通行止めになり、安全な避難所に避難できない状況に陥る可能性があることに
留意する必要があります。
　一方、大雨が降っており道路に水が流れている場合などは、避難所まで徒歩で避難することは大きな危険を
伴います。自宅の浸水が切迫した状況にある場合、雨の中を無理に避難所まで避難するよりも、近隣の頑丈な
建物の2階以上（それも難しい場合は自宅の2階以上）に避難する方が相対的に安全である場合があります。
また、急斜面に隣接した住宅にいて土砂災害の危険がある場合は、次善の策として、同様に近隣の頑丈な建物
の2階以上（それも難しい場合は、自宅の2階以上や斜面から離れた部屋）に避難することで、被災のリスク
を減らすことができます。
　地震の発生等により津波の襲来が予測される場合は、海から離れたできるだけ標高の高い地点まで避難す
る必要がありますが、平地にいて津波の到達まで時間的猶予が無い場合は、周辺のできるだけ高い建物に逃げ
込み少しでも被災のリスクを減らすことを考える必要があります。
　また、地震により建物が被災し損壊を受けた場合、その後の余震で倒壊する可能性があり、その建物にその
まま留まることは危険です。安全のため、頑丈な建物に避難するようにしてください。

　このように、災害の切迫性などの状況によって、命を守るために取るべき避難行動が異なることから、身の
回りに起こっている状況に留意し、その時点で最も安全な行動は何かを考える必要があります。
　特に、災害発生まで時間的な余裕がある場合には、命を守る最善の方法は、切迫した状況になる前に少しで
も早く、より安全な場所に避難することです。気象庁が発表する警報・注意報などの防災情報や、災害の前兆
現象に注意し、少しでも被災のリスクを減らすために早めの避難を心掛けましょう。

　災害の発生が予測される場合にとるべき安全確保行動は、以下のような分類ができます。このうち、待避、垂
直移動、水平移動（一時的）は命を守るための緊急的な避難行動（Evacuation）であり、水平移動（長期的）は一
定期間仮の生活をおくる避難行動（Sheltering）として整理されています。
　ただし、「待避」、「垂直移動」については、緊急時・切迫時に行われる次善の策である場合が多いことに留意
が必要です。

　災害の種類や規模、それぞれの人が置かれた状況などは、以下のように分類することができます。それぞれ
の状況に合った安全確保行動をとることが重要です。

（中央防災会議「災害時の避難に関する専門調査会」資料を参考に気象庁作成）

（中央防災会議「災害時の避難に関する専門調査会」資料を参考に気象庁作成）

道路が冠水している場合に徒歩で避難

することは、ふたが外れたマンホールや側

溝に気付かないなど、かえって危険を伴う

（新潟県見附市提供）

コラム

■安全確保行動 ■状況に応じた安全確保行動を

■災害の種類・規模、災害発生時の状況はさまざま

■安全確保行動の分類

平成23年7月新潟・福島豪雨時の状況

災害の分類
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コラム  

■災害の種類に応じた避難行動 地震と風水害の「防災・減災対応」の時間的相場観の違い

　地震は、突然激しい揺れに襲われ、この瞬間に多
くの被害が一度に発生します。一方、大雨による水
害や土砂災害は徐々に状況が悪化しますので、河
川の氾濫や土砂災害が発生するまでは、基本的に、
人的被害は発生しません。
　このように、地震、津波、火山、大雨、高潮等による
災害から命を守るためには、これらの災害をもたら
す現象の時間的な特徴に応じた避難行動をとるこ
とが大切です。

■地震から命を守る
　地震の揺れから身を守るためには、家屋の耐震化や家具の固定などの事前の備えが何より重要です。
そして、地震の揺れを感じたら、頭を保護し丈夫な机の下に避難する、ブロック塀の倒壊や建物からの落
下物に注意するなど、身の安全を確保するための最善を尽くします。緊急地震速報を見聞きしたときも同
じです。

■津波から命を守る
　津波から命を守るためには迅速な避難が大切です。沿岸部で地震の強い揺れを感じたり、長い時間
ゆっくりとした揺れを感じたときは、津波警報などの発表を待たず、すぐに高台などのより高いところに
避難します。また、地震の揺れを感じていなくても津波警報が発表されたら、ただちに安全な場所に避
難します。（詳しくは次のページの質問箱を参照）

■火山噴火から命を守る
　火山噴火から身を守るためには、噴火発生から短時間で襲来し生命に対する危険度が高い「大きな
噴石」、「火砕流」、「融雪型火山泥流」といった火山現象に遭わないようにすることが重要です。これら
の現象に対する「警戒が必要な範囲」を示した噴火警報や噴火警戒レベルが発表された場合は、これら
の情報を活用して、安全なエリアまで直ちに避難します。また、噴火発生時の風下側ではこぶし大の噴
石が遠方まで風に流されて落下してくる可能性があるため、風下側で噴火に気付いたら建物や頑丈な
屋根の下に退避します。

■大雨による災害から命を守る
　地震と違い、大雨による水害や土砂災害の危険度は徐々に高まってきます。河川の水位は目で見る
ことができますが、上流での大雨による増水は実感しづらく、猛烈な雨によって一気に増水する場合も
あります。土砂災害はその危険度の高まりを災害発生前に目で確認することが難しいです。また、激し
い雨の中や夜間では避難所へ移動することがより困難になります。このため、大雨警報、洪水警報、土
砂災害警戒情報、指定河川洪水予報などを活用し、水害や土砂災害が発生する前に避難すること、川や
崖などの危険な場所に近付かないことが大切です。状況によっては次善の策として安全な建物に留ま
ることや屋内の2階以上に移動することも有効です。

■高潮による災害から命を守る
　台風や発達した低気圧の接近、上陸に伴って短時間のうちに急激に潮位が上昇し、海水が海岸堤防
等を超えると一気に浸水します。高波が加わるとさらに浸水の危険が増します。台風が接近すると、暴
風、激しい雨、波しぶきなどで避難所へ移動することが困難になりますので、台風情報や高潮警報など
を確認し、安全に行動できるうちに避難することが大切です。

出典：「地域防災と街づくり」　山口大学大学院　准教授 瀧本浩一　
住民等がとるべき防災・減災対応は災害の種類によって時間的な概念
（横方向の緑矢印）が異なります。

↓ここで被害の多く一度に発生
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特集１　命を守るための避難と防災情報

質問箱

　津波は、主に地震により発生し、海底の岩盤がずれることにより周辺の海水全体が急激に持ち上がっ
たり下がったりし、大きな波となって周囲に伝わっていく現象です。津波は波長（波の山から山、または
谷から谷の長さ）が数十キロメートルから数百キロメートルという巨大な水の塊として押し寄せてきま
す。津波が沿岸に押し寄せると、波と言うよりも激しい流れとなって、岸から遠く離れた内陸まで一気
に浸水し陸上の建物などを破壊します。その進む速さは例えればオリンピックの陸上短距離選手並みで
す。津波を見てから走って逃げたのでは間に合いません。いったん津波に呑み込まれてしまうと、その
水流で身動きがとれず、海中に引きずり込まれたり、破壊された家屋などの漂流物にぶつかったりして
命を落としてしまいます。

■津波から身を守るにはどうすればよいの？

津波から身を守るには 

津波警報の発表や避難の放送等があったら、直ちに高台や避難ビルなど安全 
な場所に避難して下さい。 

津波警報を発表するよりも早く津波が到達する場合や、停電等により警報が 
伝わらない場合も考えられます。沿岸部で強い揺れを感じたり、長い時間 
ゆっくりとした揺れを感じたら、自ら避難し避難先で情報を入手して下さい。 

揺れを感じなくても、はるか遠い場所で発生した津波が日本に到達する場合 
もあります。津波警報が発表されたら避難して下さい。 

津波は川を 上し浸水する場合がありますので、川沿いの避難は大変危険です。 

津波注意報が発表されたときは、居住区では避難の必要がありませんが、海に 
入っての作業や、海水浴、磯釣り等は危険です。直ちに港、海岸、河口から離れ
て下さい。 

津波は繰り返し襲い、最初に到達してから数時間後に最大 
波が襲ってくる場合があ ので、ラジオ、広報車などに 
より正しい情報を入手して、警報が解除されるまで避難を 
続けて下さい。 

いざというときに落ち着いて迅速に避難できるように、 
高台や避難ビルなどの避難場所の位置と安全な避難経路 
について、予め確認しておいて下さい。避難経路につい 
ては、地震の揺れによる家屋の倒壊等で通れないことが 
ありますので、複数の避難経路を確認しておいて下さい。 

すりま
迅速な避難が 
命を守ります。 
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緊急地震速報の仕組み

緊急地震速報の活用イメージ

地震発生後、震源に近い地震計で地震波を観測。観測データを受信した気象庁で震源や地震の
規模の推定を行い、基準を満たせば緊急地震速報を発表します。

緊急地震速報を見聞きしたときは、「まずは身を守る行動を」。家庭では、丈夫なテーブルの下
に隠れるなどの行動を取ります。
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津波警報・注意報の種類

参考：変更後（予定）の「津波警報・注意報の分類と津波の高さ予想の区分等」

特集１　命を守るための避難と防災情報
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Γͱ͠ ͨ༳ΕΛ࣌ͨ͡ײɺࣗΒஅͯ͠ ͪʹ҆શͳॴආͯ͠ ͩ͘ ͍͞ɻ

ɹҙใւͷதւ؛ۙʹ͍Δਓୡͷҙͷݺͼ͔͚Ͱ ɻ͢ҙใ͕ൃද͞Εͨ߹ɺ

ҬͰආͷඞཁ͋Γ·ͤΜ͕ɺւ͔Β͕͋Γւ͔؛ΒΕͯ͘ ͩ͞ ͍ɻ

※気象庁では現在、津波警報改善に向けた取り組みを行っており、津波警報・注意報で発表される津波の高さの値等を変更する予定です。（特集２参照）

津波警報・注意報を発表した場合、津波の到達予想時刻や予想される津波の高さなどを津波情報でお知らせします。
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ɹൃੜޙɺ৽ͨͳσʔλ͕ೖΔʹ͕ͨͬͯ͠ ɺٸۓใɺܯใɾҙใɺใɺ

ใΛॱ࣍ҎԼͷΑ͏ʹൃදͯ͠ ͍· ɻ͢

ɹւ֎Ͱ͕ൃੜͨ͠߹ɺຊͰ༳ΕΛ

ΛͨΒͳͯ͘ɺ͕ൃੜ͠ຊʹඃ͡ײ

͢߹͋Γ· ɻ͢͜ͷ߹ܯใɾҙใ

Λൃද͠·͢ͷͰɺඞͣ҆શͳॴආͯ͠ ͘

ͩ͞ ͍ɻ

ɹ܁Γฦ͠ऻ͍ɺ࠷ॳʹ౸ୡͯ͠ ͔Β࣌

େ͕ऻͬͯ࠷ʹޙؒ Δ͘߹͕͋ΔͷͰɺ

ใ͕ղআ͞ΕΔ·ͰආΛଓ͚ͯ͘ܯ ͩ͞ ͍ɻ

ɹͳ͓ɺܯใɺ࠷৽ͷੳ݁Ռ৽ͨͳ

͕͋߹৽͞ΕΔߋଌσʔλͷೖखʹΑΓɺ؍

Γ·͢ͷͰɺආઌͳͲ҆શΛ֬อͨ͠͏͑ Ͱϥ

δΦͳͲʹΑΓ࠷৽ͷใΛೖखͯ͠ ͩ͘ ͍͞ɻ

地震発生後、22 時間以上をかけて津波は太平洋を伝わり、日本の沿岸
に到達しました。根室市花咲では津波の第１波を観測して、約４時間
30分後に最大波を観測しました。

平成22年（2010年）2月27日15時34分（日本時間）の
チリ中部沿岸の地震による津波の観測例（根室市花咲）

津波情報の種類

気象庁が発表する地震・津波に関する情報の流れ
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防災対策上重要度の高い火山現象

大きな噴石（左）、火砕流（中）、融雪型火山泥流（右、上富良野町提供）

特集１　命を守るための避難と防災情報

（３）火山噴火
ɹՐࢁՐʹͬͯ ࡂର্ࡦॏཁͳ༷ʑͳՐݱࢁ͕ൃੜ͠· ɻ͢

・大きな噴石　രൃతͳՐʹΑΓਧ͖ඈ͞Εͨؠੴ͕མͪͯ͘ ΔݱͰ ɻ֓͢Ͷ ��ηϯνϝʔτ
ϧҎ্ͷେ͖ͳੴ෩ͷӨڹΛ΄ͱΜͲड͚ͣʹՐ͔ޱΒํ࢛ʹඈ͠ࢄɺेඵఔͷؒ࣌Ͱམ

Լ͠ɺݐͷࠜΛଧͪഁΔ΄ͲͷഁյྗΛͯͬ࣋ ͍· ɻ͢

・火砕流　ߴԹͷՐࡅʢՐࢁփɺܰੴʣͱߴԹͷΨε͕Ұମͱͳͬͯ εϐʔυͰࢁෲΛ͚ۦԼΔ
Ͱݱ ɻ͢Թ͕ඦɺ࠷େ࣌ ���ΩϩϝʔτϧҎ্ʹୡ͠ɺͦͷ௨աҬͰমࣦɾഁյͳͲ

յ໓తͳඃ͕ੜ͡· ɻ͢ՐྲྀࡅͷઌपลՐࢁփΛؚΉߴԹɾߴͷྲྀؾͱͳͬͯ ͍ͯɺ͜ͷ

෦ΛՐࡅαʔδͱ͍͍ɺՐྲྀࡅຊମΑΓൣғ͔ͭεϐʔυͰ͕Γ· ɻ͢

・融雪型火山泥流　Ր࣌ʹൃੜͨ͠Րྲྀࡅ͕ੵઇΛ༹͔͠ɺେྔͷਫͱ͕࠭Ұମͱͳͬͯ ߴ
ͰྲྀΕԼΔݱͰ ɻ͢ੵઇͷঢ়گʹΑͬ ͯԊ͍Λத৺ʹՐྲྀࡅͳͲΑΓΔ͔ʹԕ ·͘ͰҰؾʹ

ྲྀԼ͠ɺେنͳࡂΛҾ͖͜͠ى ͍͢ݱͰ ɻ࣌͢ ��ΩϩϝʔτϧΛ Δ͑͜ͱ͋Γɺഁյྗ

͕େ͖͘ ௨աҬͰյ໓తͳඃ͕ੜ͡· ɻ͢

ɹ͜ΕΒ̏ ͭͷՐݱࢁɺՐൃੜ͔Βؒ࣌Ͱऻདྷͯ͠ ੜ໋ʹݥةΛٴ΅͢͜ͱ͕ಛͰɺݱͷ

ൃੜΛ֬ೝͯ͠ ͔ΒආΛ։࢝͢ΔͷͰؒʹ߹Θͳ͍ͨΊɺࣄલʹ҆શͳͱ͜Ζ·Ͱආͯ͠ ͓͘͜ ͱ

͕ඞཁͰ ɻ͢

ɹ͜ͷͨΊɺؾிɺՐ׆ࢁಈͷࢹɾධՁͷ݁Ռʹ͖ͮجɺ͜ΕΒͷՐݱࢁʹର͢Δܯռ͕ඞ

ཁͳൣғʢੜ໋ʹٴ͕ݥةͿɺҎԼʮܯռ͕ඞཁͳൣғʯʣΛ໌ࣔͯ͠ ආΛଅͨ͢ΊͷՐܯใΛൃ

දͯ͠ ͍· ɻ͢Րܯใʮܯռ͕ඞཁͳൣғʯʹॅډҬؚ͕·ΕΔ߹ʮՐܯใʢॅډҬʣʯɺ

ؚ·Εͳ͍߹ʮՐܯใʢՐޱपลʣʯʢུশՐޱपลܯใʣͱ͍͏໊শͰൃද͞Ε· ɻ͢

ɹ Β͞ʹɺՐࢁͷݩͷಓݝɾࢢொଜɾؾɾ࠭෦ہɾՐࢁઐՈ͔Βߏ͞ΕΔʮՐࢁ

ਐΊΒΕ͍ͯͯɺආͷλΠϛϯάͱආ͕౼ݕಉڞ͍ͯͭʹॅຽͷආऀࢁొ͍͓ͯʹձʯٞڠࡂ

ରҬͷݕ౼݁Ռ͕ࢢொଜͷҬܭࡂըʹө͞Εͨ��Րࢁʢฏ ��  ʣͰɺඞཁࡏݱ݄�

ͳߦࡂಈΛ̑ஈ֊ʢฏৗɺՐޱपล੍نɺೖ੍نࢁɺආ४උɺආʣͰࣔ͠ ʮͨՐܯռϨϕϧʯ

͕ఏ͞ڙΕ͍ͯ· ɻ͢

ɹͳ͓ɺՐൃੜ࣌ͷ෩ԼଆͰɺ͜Ϳ͠େͷੴ͕��ΩϩϝʔτϧҎ্ԕํ·Ͱ�� ఔͰ෩ʹྲྀ

͞Εͯ߱Լͯ͠ Δ͘߹͕͋ΔͨΊɺʹୀආ͢ΔͳͲҙ͕ඞཁͰ ɻ͢
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（４）大雨による土砂災害、浸水害、洪水
ɹେӍʹΑͬ ͯͨΒ͞ ΕΔओͳࡂʹɺ࠭ࡂɺਁਫɺߑਫ͕͋Γ· ɻ͢

ɹ࠭ࡂ༧ଌͷ͍͠ࡂͰ͕͢ɺൃ ੜ͍͢͠Ҭ͋Δఔಛఆ͢Δ͜ͱ͕ग़དྷ· ɻ͢·ͣɺ

ॅΜͰ͍Δॴ͕࠭ݥةࡂՕॴ͔Ͳ͏ ͔Λ֬ೝͯ͠ ͓͖· ɻͦ͢͠ ͯɺେӍ࣌ͷ࠭ࡂʹର͢Δආ

ͷஅʹʮେӍܯใʢ࠭ࡂʣʯͱʮ࠭ܯࡂռใʯΛ׆༻ͯ͠ ͩ͘ ͍͞ɻʢ࣍ϖʔδදࢀরʣ

ɹؒ࣌ʹେӍ͕߱ΔͱଆߔԼਫಓ͚ͩͰӍਫΛྲྀ͖͠Εͳ ͳ͘Γ໘ʹਫ͕ཷ·Γ· ɻ͢Լۭ

͕ؒਫ͢Δɺಓ࿏͕ףਫ͠ंཱ͕ͪԟੜ͢ΔͳͲͷࣄଶʹͳΓ͔Ͷ·ͤΜɻ͜ͷΑ͏ͳਁਫʹର

͢Δආͷஅʹɺڧؒ࣌Ӎ͕༧͞ΕΔ߹ʹൃද͢ΔʮେӍܯใʢਁਫʣʯΛ׆༻ͯ͠ ͩ͘ ͍͞ɻ

ɹߑਫɺେӍʹΑΓՏ͕൙ཞͯ͠ ى Δ͜ࡂͰ ɻ͢ߑਫʹର͢ΔආͷஅʹɺෆಛఆͷՏ

ͷ૿ਫʹΑΔࡂʹରͯ͠ ൃද͢ΔʮߑਫܯใʯͱಛఆͷՏΛରͱ͠ ʮͨࢦఆՏߑਫ༧ใʯΛ

ͯ͠༺׆ ͩ͘ ͍͞ɻ

ɹͳ͓ɺʹҰఔ͔͠ൃੜ͠ͳ͍Α͏ͳهతͳ̍ هଌຢղੳͨ͠߹ʹʮ؍ӍྔΛؒ࣌

తؒ࣌େӍใʯΛൃද͠· ɻࣗ͢ͷҬྡҬ͕໌ࣔ͞Ε͍ͯͨΒɺେӍʹΑΔॏେͳࡂ

͕͢Ͱʹൃੜͯ͠ ͍Δຢഭͯ͠ ͍Δࣄଶͩͱଊ͑ɺࣗͷΛकΔ͜ͱΛୈҰʹߦಈͯ͠ ͩ͘ ͍͞ɻ

ɹେӍܯใɺߑਫܯใɺ࠭ܯࡂռใࢢொଜ͝ͱʢ౦ژͷಛผ۠۠͝ͱɺ·ͨɺҰ෦Ͱ

·ਫ༧ใՏ͝ͱʹൃද͠ߑఆՏࢦொଜΛׂʣʹɺࢢ ɻ͢

平成 23年 7月新潟・福島豪雨の際に新潟県南魚沼市で発生した土石流（左）と新潟県十日町市で発生した崖崩れ（右）
写真提供：新潟県

平成 23年台風第 12 号の際の三重県紀宝町での洪水（左）と浸水（右）の状況
写真提供：三重県紀宝町

大雨によってもたらされる主な災害
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※は、気象庁「防災情報提供システム」により防災
関係機関向けに提供しています。

特集１　命を守るための避難と防災情報

ɹ͜ΕΒࡂใͷछྨ͝ͱʹɺࢢொଜॅຽʹظ͢ΔओͳࡂରԠߦࡂಈɺԼͷදͷΑ͏ʹ

ͳΓ· ɻ͢

ɹࢢொଜͰɺ͜ΕΒͷࡂใͷ΄͔ɺؾி͔ΒʮࡂใఏڙγεςϜʯΛ௨ͯ͠ ؔػࡂʹఏ

ͯ͠ڙ ͍Δ࠭ܯࡂռఆϝογϡใɺྲྀҬӍྔࢦͳͲͷΑΓৄࡉͳใߟࢀʹ͠ͳ͕Βɺආ

ࠂקͷൃྩΛݕ౼ͯ͠ ͩ͘ ͍͞ɻॅຽͷօ͞ΜɺࣗͷҬʹ͜ΕΒͷࡂใ͕ൃද͞Ε͍ͯ

Δͱ͖ʹɺϨʔμʔɾ߱ਫφΩϟετͰӍͷ͞ڧɺӍӢͷ͕ΓɺҠಈํͳͲΛࣗΒ֬ೝ͢Δͱ

ͱʹɺݩͷؾ͕ൃද͢ΔؾใͳͲ֬ೝͯ͠ ͩ͘ ͍͞ɻ

災害の種類に応じた防災情報と防災対応の例

避難の判断の参考となる主な気象情報
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高潮による災害に対して避難するタイミングのイメージ

竜巻の被害

特集１　命を守るための避難と防災情報

෩ҬʹೖΔ֬ʯར༻͠· ɻ͢ΑΓૣظʹආͷஅΛ͢Δʹɺ֘ࢢொଜʹର͢Δʮߴைҙใʯ

ͷຊจͷதͰߴைܯใͷՄੑʹͯ͠ٴݴ ͍Δ͔Ͳ͏ ͔Λ֬ೝͯ͠ ͩ͘ ͍͞ɻ

ɹࢢொଜɺ෩ҬʹೖΔલʹॅຽͷආ͕ྃͰ͖ΔΑ͏ʹආࠂקΛݕ౼͠· ɻ͢ॅຽܾͯ͠

ւ؛Տޱۙʹ͔ۙͮͳ͍Α͏ʹ͠ɺࢢொଜ͔Βͷආͷใʹҙͯ͠ ͩ͘ ͍͞ɻ

（６）積乱雲がもたらす竜巻などの激しい現象
ɹൃୡͨ͠ੵཚӢʹΑͬͯͨΒ͞ΕΔओͳࡂͱͯ͠ɺཽרͳͲͷܹ͍͠ಥ෩ɺམཕɺہతେ

ӍʹΑΔͷ͕͋Γ·͢ɻཽרͳͲͷܹ͍͠ಥ෩ɺམཕɺہతͳେӍͷΑ͏ʹൣ͍ڱғʹൃੜ͢Δ

৽࠷༧ใΛ֬ೝ্ͨ͠ͰɺؾͷൃੜΛਖ਼֬ʹ༧ଌ͢Δ͜ͱٕज़తʹ͍ͨ͠Ίɺఱݱؾ͍ܹ͠

ͷ༧ଌใੵཚӢͷۙͮ͘ஹ͠ʹҙΛ͍ɺҰਓͻͱΓ͕ΛकΔߦಈΛͱΔ͜ͱ͕ॏཁͰ͢ɻ

ア . 事前に天気予報や雷注意報を確認する
ɹ֎׆ಈલʹɺఱؾ༧ใͰʮେؾͷঢ়ଶ͕ෆ҆ఆʯʮཕʯʮٸͳ͍ڧӍʯͳͲͷΩʔϫʔυͷ༗

ແΛ֬ೝ͠·͢ɻ·ͨɺग़͔͚Δઌͷࢢொଜʹʮཕҙใʯ͕ग़͍ͯΔ͔Ͳ͏͔֬ೝ͠·͢ɻ

この事例では、15 時から 18 時の時間帯に潮位が高潮警報の基準を超えると予想し、10 時頃に高潮警報を発表しています。高潮による災害から身
を守るためには、暴風となる 12時から 15 時の時間帯より前に避難を完了させておく必要があります。

平成21年10月30日　秋田県能代市での竜巻被害
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竜巻発生確度、雷、降水ナウキャストの例

1 時間先までの竜巻（激しい突風）の可能性、雷、降水を予測する３つのナウキャスト

イ . ナウキャストで最新の状況を確認する
ɹ֎Ͱ׆ಈ͢Δͱ͖ɺʮཽൃרੜ֬φΩϟετʯʮཕφΩϟετʯʮ߱ਫφΩϟετʯ

Ͱ࠷৽ͷঢ়گΛ֬ೝ͠·͢ɻφΩϟετʢOPXDBTUʣͱɺࠓʢOPXʣͱ༧ใʢGPSFDBTUʣΛΈ

߹Θͤͨݴ༿Ͱ͢ɻۙͷؾͷมԽ͖ͮجʹ ࣌ͳ༧ଌΛɺ͍͔ࡉఔઌ·Ͱͷ͖Ίؒ࣌	�

ִؒؒͰ͍ߦɺৗߋ࣌৽ͯ͠ൃද͢Δ༧ใΛ͍͍·͢ɻ

・竜巻発生確度ナウキャスト　
ɹൃੜ֬ ̍̎ɺཽ ͳͬͯʹگঢ়ؾൃੜ͍͢͠ʹࠓͳͲͷܹ͍͠ಥ෩͕ר ͍Δ͜ͱΛද͠· ɻ͢

ൃੜ֬ ͕̍̎༧͞Εͨ߹ɺपลͷؾঢ়گͷมԽΛҙਂ͘͠ࢹɺੵཚӢ͕ۙͮ͘ஹ͕͠

͋Εɺؤৎͳݐͷதආͯ͠ Լ͍͞ɻ

・雷ナウキャスト　
ɹ׆ಈ̎ʙ̐ɺطʹཕӢ͕ൃੜͯ͠ ͓Γɺ͍ͭམཕ͕͋ͬͯ ͓͔͠ ͳ͍͘ঢ়گͰ ɻ͢͜ΕΒ͕༧

͞Εͨ߹ɺͪʹݐࣗಈंͷதͳͲ҆શͳॴආͯ͠ Լ͍͞ɻ

・降水ナウキャスト

ɹྲྀܢਫެԂͳͲͰɺੵཚӢʹΑΔہతͳେӍ͕߱Δͱ߱ͬͨӍ͕ҰؾʹྲྀΕࠐΉͨΊɺे

Ͱਙେͳඃൃ͕ੜ͢Δ͜ͱ͕͋Γ· ɻ͢ߦಈͷઅʹɺ߱ਫφΩϟετʹΑΓӍͷঢ়گΛ֬ೝ

ͯ͠ Լ͍͞ɻ

ウ . 積乱雲が近づく兆し
ɹཽרͳͲͷܹ͍͠ಥ෩མཕɺہతͳେӍΛͨΒ͢ ੵཚӢ͕ؒۙʹ͍͍ۙͮͯΔ߹ʹɺҎԼ

ͷΑ͏ ͳঢ়گʹͳΓ· ɻ͢͜ͷΑ͏ ͳੵཚӢ͕ۙͮ͘ஹ͠Λͨ͡ײΒɺͪʹɺݐආͯ͠ Լ͞ ͍ɻ

ɹɾਅࠇͳӢ͕͖ۙɺपғ͕ٸʹ҉ ͳ͘Δ

ɹɾཕ໐͕ฉ͑ͨ͜Γɺిޫ͕ͨ͑ݟΓ͢Δ

ɹɾώϠοͱ͠ ͨྫྷ͍ͨ෩͕ਧ͖ग़͢

ɹɾେཻͷӍʮͻΐ͏ ʯ͕߱Γग़͢
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自分の命を守るために活用する防災情報（静岡県富士市民の例）

静岡県富士市の住民が自分の命を守るために活用してほしい防災情報を整理した表です。自分にとって重要な防災情報の種類や発表される地域等
の名称を事前に把握しておくことが大切です。

特集１　命を守るための避難と防災情報

（７）自分の命を守るための防災情報
ɹؾி͕ൃද͢Δࡂใɺใຖʹɺରͱ͢Δࡂɺใ໊শɺ༧ใ۠Ҭ͕ҟͳΓ· ɻ͢

·ͨɺॅΜͰ͍Δॴʹى Γ͜ಘΔࡂͷछྨେ͖͞ɺࣗͷ͓͔Ε͍ͯΔঢ়گʹΑͬ ͯɺඞཁͱͳ

Δࡂใҧͬͯ ͖· ɻࣗ͢ͷ໋ࣗͰकΔͱ͍͏؍Ͱɺࣗʹͱͬ ͯॏཁͳࡂใԿ͔ͱ

͍͏͜ ͱΛࣄલʹѲͯ͠ ͓͘͜ ͱ͕େͰ ɻ͢

ɹ͜͜Ͱɺ੩Ԭݝࢢ࢜Λྫʹɺରͱ͢Δࡂผʹ׆༻͢Δใͱൃද۠Ҭͷ໊শΛղઆ͠· ɻ͢
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住民一人ひとりが入手できる防災情報

（８）住民一人ひとりが入手できる防災情報
ɹؾி͕ൃද͢Δ༷ʑͳࡂใɺςϨϏɺϥδΦͳͲʹΑΔ์ૹͷ΄͔ɺࢢொଜͷߦࡂແઢ

Λ௨ͯ͡ॅຽʹ Β͑Ε· ɻ͢·ͨɺۙ࠷ͰΠϯλʔωοτܞଳిͷීٴʹΑͬ ͯɺҰਓͻͱΓ

͕ඞཁͳࡂใΛద࣌ʹೖखͰ Δ͖Α͏ʹͳͬͯ ͍· ɻ͢

ɹใ͕ൃද͞ΕΔͱ͙ ʹΒͤͯ͘ ΕΔʮϓογϡܕʯͷใఏڙαʔϏεͱ͠ ͯɺٸۓใɺ

ܯใͳͲΛҰ੪ʹಉใ৴͢ΔܞଳిͷʮΤϦΞϝʔϧɺٸۓใϝʔϧʯɺ࣏ࣗମຽؒձ

ࣾͳͲʹΑΔϝʔϧ৴ɺ'"9৴ͷαʔϏε͕͋Γ· ɻ͢

ɹ·ͨɺඞཁͳ࣌ʹใΛऔಘͰ Δ͖ʮϓϧܕʯͷใఏڙαʔϏεʹɺؾிࠃަ௨লࡂ

ใఏڙηϯλʔɺ࣏ࣗମɺຽؒձࣾͳͲͷϗʔϜϖʔδͳͲ͕͋Γ· ɻۙ͢ී͕ٴਐΜͰ͍ΔεϚʔτϑ

ΥϯͰɺ؆୯ʹใΛಘΒΕΔΞϓϦέʔγϣϯ͕૿͑ͯ ͖͍ͯ· ɻ͢

ɹ͜ΕΒͷํ๏ͰೖखͰ Δ͖ࡂใΛ࣌ࡂʹ্खʹ͜͏ ͱͷͰ Δ͖Α͏ɺใͷͭ࣋ҙຯೖखํ

๏ͳͲʹ͍ͭ ҰͯਓͻͱΓ͕͔ࠒΒཧղͯ͠ ͓͘͜ ͱ͕େͰ ɻ͢

	

気象庁の発表する防災情報の入手手段
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特集１　命を守るための避難と防災情報

コラム  

　津波警報や様々な気象情報などの災害情報は、予測技術や観
測技術の向上によって、その精度や地域解像度が近年急速に高ま
っています。しかし、災害情報の高度化が防災の向上に直結する
のかと言えば必ずしもそうではありません。災害情報が防災にお
いてもたらす効果は、住民自身が災害情報を活かして適切な行動
を取った結果として現れるものであり、どれだけ住民が災害情報
を活かすかが大きな鍵となります。
　しかし、災害情報の多くは住民からみればリスク情報を意味し
ます。つまり、端的に言うと、『あなたの命が危ない』という情報で
す。元来この種の情報について、人はなかなか上手く活用できな
いことが知られています。まずその基本的な理由として知られて
いるのが、「正常化の偏見」です。津波警報や避難勧告といった
身に危険が迫っていることを知らせる情報を得たとしても、まさか自分の身にそんな事態が差し迫っ
ているとは考えない、考えたくないものです。火災報知器が鳴り響く状況を想像して下さい。そのけ
たたましいベルの音は、火災を知らせていることは誰もが知っています。しかし、その時、自分が火災
のなかにあって、まさに死と直面しているとは誰もが考えません。そして、多少の不安を感じつつも、
「多分誤報だろう」、「前も誤報だった」、「みんなも逃げていない」などと、不安とは裏腹に避難して
いない自分を正当化します。ここにおいて住民の意識は、避難しない意思決定をしている訳ではなく、
避難する意思決定をしていないだけで、結果として避難しない状態を継続することになるのです。
　災害情報が上手く活用されない理由には、このような災害心理学的な人の情報理解特性に加えて、
もう一つ大きな理由があります。災害対策基本法制定以降に形作られたわが国の防災体制のなかで、
住民に自分の命を守ることへの主体性が著しく欠落している問題です。わが国の防災体制は、国民の
命を守る責務を行政に課すことに基本が置かれ、阪神淡路大震災や東日本大震災という特例を除
けば、毎年の災害犠牲者数は著しく低下しました。そこにおいて災害情報の高度化が果たした役割も
極めて大きいものでした。
　しかし、その一方で、住民に「自分は守られる対象」という意識が強く形成され、災害情報について
も、危ない時には行政が避難勧告等で教えてくれるといった意識が根強くなりました。こうした行政
に依存する意識、情報に依存する意識が過剰に高まる中で、情報待ちの姿勢が避難を阻害するといっ
た新たな危険が目立つようになりました。いくら災害情報が高度化しようとも、相手は自然であり、
全ての住民に最適な行動を指南し得るほどの情報精度は確保できませんし、情報の解像度も情報伝
達の手段も確保できるものではありません。そして、こうした依存の大きさが、現実とのギャップの
中で、住民からみた「空振り感」を常態化させることになり、結果として災害情報の高度化とは裏腹
に、住民からみた情報信頼度の低下と災害時の情報無視へとつながってしまっているのが現状です。
　災害情報は高度化する一方で、それを活かす住民の主体的な姿勢を醸成しなければ、真に防災に
役立つものとはならないのではないでしょうか。

■災害情報を活かすことの難しさ
　群馬大学大学院　広域首都圏防災研究センター長　片田敏孝教授

群馬大学大学院　片田敏孝教授
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� ࣗવ͔ࡂΒΛकΔͨΊʹ
○豊かな自然と多発する自然災害

ɹຊྻౡɺٿதҢͷϢʔϥγΞେ౦؛ʹҐஔ͠ɺ̐ͭͷւʢຊւɺଠฏ༸ɺ౦γφւɺ

ΦϗʔπΫւʣʹғ·Ε͍ͯ· ɻ͢ຊपลͷ֪ΛݟΔͱɺ̐ͭͷϓϨʔτʢϢʔϥγΞϓϨʔτɺଠฏ

༸ϓϨʔτɺϑΟϦϐϯւϓϨʔτɺถϓϨʔτʣͷڥքʹҐஔͯ͠ ͍· ɻ͢·ͨɺΞδΞϞϯεʔϯͷ

ӨڹΛड Δ͚࣪५ͳީؾͰɺͷ�ׂҎ্Λࢁ͕Ί͓ͯΓɺࢁ͔ΒҰؾʹྲྀΕԼΔՏٸफ़

ͳ̫ࣈ୩Λܗ͠· ɻ͢͜ͷΑ͏ͳཧతͳ͔ڥΒɺຊࣗવͷԸܙΛड͚Δͱಉ࣌ʹɺੈքతʹ

ͷଟ͍Ҭͱͳͬͯࡂɺ෩ɺେӍɾूத߽Ӎɺେઇɺ෩ઇͳͲɺࣗવࢁɺɺՐͯݟ ͍

· ɻͪͨ͢ࢲͷઌਓࣗવͱڞੜͭͭ͠ɺࣗવࡂͱͷಆ͍ͷྺ࢙Λ܁Γฦͯ͠ ͖ͨͱͯͬݴ ྑ͍Ͱ

ΐ͠͏ ɻ

○ハード防災とソフト防災

ɹࣗવ͔ࡂΒࠃຽͷ໋࢈ࡒΛकΔͨΊɺՏఅ࣏ਫμϜɺ࠭ԃఅɺைఅͳͲϋʔυ໘ͷ

උ͕ߦΘΕ͖͍ͯͯ· ɻ͢·ͨɺࠃ࣏ࣗମ͔Βൃද͞ΕΔࡂใʢؾܯใܯใɺࢦఆՏ

ͳͲʣͷվળͱ͍ࠂקମͷආ࣏ਫ༧ใɺࣗߑ ι͏ϑτ໘ͷରࡦߦΘΕ͖ͯ·͠ ͨɻྫ͑ɺؾி

͕࣮ۙͨ͠ࢪऔΓΈʹɺࢢொଜͷ͏ߦආࠂקͷஅॅຽͷࣗओతͳආߦಈΛࢧԉͰ͖

ΔΑ͏ࢢொଜ͝ͱʹؾܯใΛൃදͨ͠ΓɺՐࢁຖʹආͷஈ֊ͱରԠͤͨ͞ՐܯใΛൃදͨ͠Γɺ

ͦͷଞʹܯใͷվળɺٸۓใཽרҙใͷ։࢝ͳͲ͕͋Γ· ɻ͢͜ͷΑ͏ʹϋʔυɾ

ιϑτ྆໘ͷࡂରࡦΛਐΊ͖͍ͯͯ·͕͢ɺܹ͍ࣗ͠વݱຖͷΑ͏ʹൃੜ͠ɺਙେͳඃΛͨ

Β͠ ͍ͯ· ɻ͢

ɹฏ �� ɺ౦ຊେࡂʢฏ �� ʢ����ʣ౦ํଠฏ༸ԭʣ෩ୈ �� ߸ɾ��߸ɺ

ฏ ��  �݄৽ׁɾౡ߽ӍͳͲɺࣗવࡂͷܹ ɾ͞ա͞ࠅΛ·͟·͟ͱ͚ͭͤݟΒΕͨͰͨ͠ɻ

ʹରቂ͠ͳ͚ݱड͢ΔҰํͰɺܹ͍ࣗ͠વڗΈΛܙΜͰͦͷॅʹࠃɺຊͱ͍͏ࣗવ๛͔ͳͪͨࢲ

ΕͳΓ·ͤΜɻ͜Ε·Ͱʹͨ͜͠ݧܦͱ͕ແ͍Α͏ͳաࠅͳࣗવͬ͜ى͕ࡂ ͨͱ͠ ͯɺͦΕ·ͨ

ࣗવͷҰ෦Ͱ͋ΓɺࣗͷۙͰى Δ͜Մੑ͕͋Δͱ͍͏͜ ͱΛೝࣝ͢Δඞཁ͕͋Γ· ɻ͢

○自然災害に向き合う姿勢～「まさか」を「いつかは」に～

ɹࣗવࡂʹରͯ͠ ɺϋʔυ໘ͷࡂର͚ͩࡦͰݶք͕͋Γɺࡂใͱ͍ ι͏ϑτ໘ͷରࡦʹ͓͍

ܹ͍ͯࣗ͠વݱͦΕʹ͏ࡂͷ༧ଌʹݶք͕͋ͬͯ ສશͳͷͰ͋Γ·ͤΜɻࠃ࣏ࣗମʹ

ΑΔϋʔυɾιϑτ྆໘ͷࡂରࡦʮެॿʯ͚ͩͰॅຽͷ໋࢈ࡒΛकΔ͜ͱࠔͰ͋Γɺॅຽࣗओ

ࡂ৫Λத৺ͱ͠ ʮͨࣗॿʯʮڞॿʯʹΑΔࡂݮɾ͕ࡂෆՄܽͰ͋Δ͜ͱ͕໌Β͔ͱͳͬͯ ͍· ɻ͢ʮࣗ

ॿʯʮڞॿʯΛଅਐ͢Δ্Ͱɺࣗવݱࡂɺࡂใʹؔ͢ΔΑΓਂ͍ཧղ͕ॅຽʹ·Ͱ͘ ͠ٴී

͍ͯΔ͜ͱେͳ͜ͱͰ͕͢ɺ໌ʹى Δ͔͜͠ Εͳ͍ࣗવ͔ࡂΒ໋ΛकΔʹɺॅຽࣗΒͷࣗ

વڏݠ͏߹͖ʹࡂͳ࢟ͦ͜ ͕ॏཁͰ ɻ͢౦ຊେࡂͷࡍɺ͔ࠒΒͷ܇࿅ֶशͷதͰʹͭ

͚ͨͦͷ࢟ʹΑͬ ͯଟ ͷ͕ͪͨ͘ڙࢠॿ͔ͬͨྫࣄ		ɺوʹͪͨࢲॏͳ܇ڭΛࣔͯ͠ Ε͍ͯ͘· ɻ͢＊
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平成 24 年１月 17 日に福岡県苅田町の与原小学校（670 名）、新津中学校（1年生 130 名）で緊急地震速報対応行動訓練及び津
波を想定した避難訓練を実施しました。福岡管区気象台は、この訓練の実施に対して、福岡県及び苅田町教育委員会と連携し
て取り組みました。

*　岩手県釜石市では約３０００人の小中学生のほとんどが襲い来る巨大津波から逃れることができました。これは、同市で長
年防災教育の指導にあたってきた群馬大学広域首都圏防災研究センター長片田敏孝教授が提唱する「大自然の前ではここなら
大丈夫と言う場所はない」「そのときどきで最善を尽くせ」「周りがにげていなくても自ら率先して避難することが大事」など
の教えを守り、それぞれの状況の中で日頃からの備えや教えを活かし、最後まで努力し続けたことの賜物といえます。

特集１　命を守るための避難と防災情報

ɹࡂͷͨΊͷઃඋʢϋʔυʣʹࡂใʢιϑτʣʹݶք͕͋Δ͜ͱΛཧղ্ͨ͠ͰɺࣗવΛΔ͜

ͱͳ ɺࣗ͘વ͕ࣗࡂͷொͰى Δ͜Մੑ͕͋Δͱ͍͏͜ ͱΛೝࣝ͠ɺࣗͷ໋ɾՈͷ໋ࣗΒ͕

कΔͱ͍͏ҙࣝɾ͕࢟େͰ ɻ͢ʮ·͔͞ɺ͜Μͳ͜ͱ͕͖ىΔͱࢥΘͳ͔ͬͨʯͰͳ ɺ͘ʮ͍͔ͭ

͜Μͳ͜ͱ͕͖ىΔ͔͠ Εͳ͍ͱͯͬࢥ ͍ͨʯͱݴ Δ͑৺͑ߏͰ ɻ͢ɺ෩ɺߑਫͳͲͰ

ࣗՈɺॅՈொ͕ඃʹૺ͏͔͠ Εͳ͍ͱ࣌ͨ͡ײʹɺݥةΛආ Δ͚ͨΊૣΊʹͷ҆શΛ

ਤΓ·͠ ΐ͏ ɻૣΊͷʮආʯߦಈ͕ԿΑΓେͰɺ͠ ݁Ռతʹେ͖ͳࡂʹͳΒͳ͔ͬͨͱ͠ ͯʮͨ

͍ͨ͜͠ͱ͕ແͯ͘ Α͔ͬͨʯͱࢥ Δ͑ҙ͕ࣝɺࣗՈͷ໋ɺ Β͞ʹճΓͷਓͨͪͷ໋ΛकΔ͜ͱʹͭ

ͳ͕Γ· ɻ͢

ɹؾிɺࡂΛͨΒ͢ ࣗવݱʹ͍ͭͯɺͦΕΛݟಀ͢͜ͱͳ࣮֬͘ʹ͠ࢹɺΑΓద֬ͳใΛ

ਝʹ Β͑ΕΔΑ͏ɺ؍ଌٕज़༧ଌٕज़ͷ্ɺࡂใͷվળʹΊͯࢀΓ· ɻ͢ಉ࣌ʹɺࣗવ

ɾҙࣝɾࣝͷେ࢟Β໋ΛकΔͨΊͷ͔ࡂ Λ͞ࠃຽͷօ͞Μʹཧղͯ͠ ͍ͨͩ Δ͚Α͏ ɺؔؔػ

ͱྗΛ߹Θͤී׆ٴಈʹऔΓΜͰࢀΓ· ɻ͢

教育機関との協力
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コラム  

■災害に対する高い耐障害性を有する観測網の構築に向けた取り組み

　東北地方太平洋沖地震では長時間の
停電で地震計・震度計の予備電源が持ち
こたえられず、通信回線網も機能が停止
しました。このため東北地方を中心に一
時、地震波形や震度が観測できない状態
となり、緊急地震速報の精度の低下や、
余震による震度を十分に把握できない
状況が生じました。

　このような長時間のデータ欠落を避け
るため、地震計・震度計ともに予備電源
で72時間稼働できるようにするととも
に、衛星通信を用いたバックアップ回線
を増強しました。
　また新たに地震計を50か所に設置し
ている他、今後既設の80か所に巨大地
震でも振り切れない広帯域強震計を付
設するなど、災害時の対応能力強化を図
っています。

１．地震観測施設の強化
新たに設置した地震観測施設（与論島）

地震観測網の強化

　気象庁では、様々な情報作成のための基盤となる気象観測網について、東北地方太平洋沖地震で
の経験を踏まえて、電源や回線の強化などにより災害への耐障害性を高めるとともに、巨大地震で
も振り切れない広帯域強震計の付設や、被災した観測施設の復旧や被災地の観測網の強化が直ちに
行えるように機動型津波観測装置や可搬型のアメダスなどを整備など、災害対応能力の一層の強化
を図っています。
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特集１　命を守るための避難と防災情報

コラム  

　気象庁は、津波や潮位の監視のため、
全国の沿岸に観測施設を設置しています。
東北地方太平洋沖地震に伴う津波により、
施設自体が被害を受けたのをはじめ、電
話回線の不通や長期にわたる停電などに
より、多くの観測施設の観測データが入
手できない状態となりました。
　今回の津波による観測施設の被害を教
訓として、回線障害に対応する衛星回線
を用いたバックアップ回線の整備、長期
間の停電に対応できる非常用電源の長時
間化、観測装置を収納している筐体を強
化するなど、観測施設自体の機能強化を
行っています。
　また、仮に観測施設が被害を受けた場合にも、迅速に津波・潮位監視を再開させ、欠測期間を最小
限に抑えることができるよう、太陽電池パネルや衛星携帯電話回線を使用する機動型津波観測装置を
本庁と管区・沖縄気象台に整備します。

2. 津波・潮位観測施設の強化

機動型津波観測装置は、本庁、札幌、仙台、
東京、大阪及び福岡管区気象台、沖縄気象
台に整備

機能強化を図る津波・潮位の観測施設

機動型津波観測装置
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コラム  

　地震、津波等により停電が発生した場合、離島においては渡島に時間を要することから復旧が遅れ、
観測データに長期の欠測が生じる可能性があります。
　今後、発生が想定されている東海・東南海・南海地震などの大地震による長期間の停電に備え、離
島に設置された気象観測所の電源を強化し、災害時においても安定した観測データを提供できるよう
観測施設の信頼性の向上を図ります。

3. 離島に設置している気象観測所の電源強化

電源を強化する気象観測所
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特集１　命を守るための避難と防災情報

コラム  

　気象庁の全国20か所の気象レーダーは、平成18年の東京レーダーを皮切りに順次、きめ細かい
降水の監視・予測に非常に有効なドップラーレーダーへの更新を進めています。平成23年度には秋
田のドップラー化を実施しました。平成24年度末までに残る３か所（長野・静岡・名瀬）の気象レー
ダーのドップラー化を行い全国のドップ
ラーレーダー観測網が完成する予定で
す。これにより、大雨、突風等に対する
監視能力を強化し、災害の防止・軽減を
図ります。
　また、種子島や名瀬（奄美大島）、石
垣島の離島のレーダーは、土砂災害など
で通信が途絶えると、復旧作業に時間を
要し長期間の観測停止となる恐れがあり
ました。このため、従来の地上回線に加
えて、衛星を利用したバックアップ用の
通信回線を新たに整備します。また、名
瀬のレーダー塔は、ドップラー化にあわ
せて建て替えて、耐震性能を強化します。
レーダー塔の耐震性能の強化や通信機能
強化により、災害時においても高い耐障
害性を有する気象レーダー観測網の構築
を図ります

4. 気象レーダーのドップラー化と通信機能の強化

　気象庁は平成13年に25か所、平成15年に
６か所のウィンドプロファイラの運用を開始しま
した。ウィンドプロファイラは、豪雨などの局地
的な気象災害の要因である「湿った（湿度が高い）
空気」の流れを観測することにより、数時間先の
大雨の予測の精度向上に大きく寄与しています。
　東北地方太平洋沖地震により、地盤の弱くなっ
ている被災地域周辺では、大雨による土砂災害が
発生しやすい状況となりました。被災地における
大雨の監視・予測を強化するため、仙台市、会津
若松市の2か所にウィンドプロファイラを新設
し、平成24年３月から運用を開始しました。

5. ウィンドプロファイラの増設

気象庁の気象レーダー観測網

気象庁のウィンドプロファイラ観測網
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ɹؾிɺฏ �� ʢ���� ʣ౦ํଠฏ༸ԭʹΑΔඃͷਙେ͞ʹؑΈɺൃ࣌

දͨ͠ܯใͷ༰ٴͼλΠϛϯάΛ͠ূݕɺਓ໋ΛकΔࡂใͱͯ͠ͷܯใΛޙࠓͲ

ͷΑ͏ʹվળ͖͔͢ʹ͍ͭͯݕ౼͢ΔͨΊɺ༗ࣝऀٴͼؔؔػࡂ͔ΒͳΔʮ౦ํଠฏ

༸ԭʹΑΔඃΛ౿·͑ͨܯใվળʹ͚ͨษڧձʯΛɺฏ ��  � ݄͔Β �݄ʹ

͔͚ͯ �ճ։͠࠵·ͨ͠ɻ

ɹษڧձͰɺܯใͷ՝ʹ͍ͭͯҎԼͷͱ͓Γ �ͭʹཧ͠·ͨ͠ɻ

ᶃɹൃੜ �ޙʹൃදͨ͠ܯใͷୈ �ใʹ͓͍ͯਪఆͨ͠نʢϚάχνϡʔυ

���ʣ͕աখධՁʢ࠷ऴతʹ ��� ͱਪఆʣͱͳΓɺ͜ͷنΛجʹ༧ଌͨ͠ͷ͞ߴ

࣮؍ʹࡍଌ͞Εͨͷ͞ߴΛେ͖͘ԼճΔͷͱͳΓ·ͨ͠ɻॳਪఆͨ͠ͷݯ

ʢϚάχνϡʔυܕΓͷ࿈ಈدߔԭͷւݝٶɺఆ͞Ε͍ͯͨنͼٴ ���ʣͱ΄΅

Ұக͠ɺهܗʹपظͷӽ͕ݟΒΕͳ͔ͬͨ͜ͱ͔Βɺਪఆͨ͠ن

ͷධՁ͕աখͰ͋ΔՄੑΛೝࣝ͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖·ͤΜͰͨ͠ɻ͜ͷͨΊɺϚάχνϡʔυ

͕ �Λ͑ΔΑ͏ͳڊେʹ͍ͭͯɺਝʹͦͷنΛਪఆ͢Δख๏Λಋೖ͠ୈ �ใʹ׆

༻͢Δ͜ͱ͕՝ɻ

ᶄɹنΛաখධՁͨ͠தͰؠखݝɺౡݝʹൃදͨ͠ʮ༧͞ΕΔͷ͞ߴ �ϝʔτϧʯ

͕ɺաڈͷݧܦ͔ΒைఅΛӽ͑Δ͜ͱͳ͍ͱͨͬࢥͳͲɺආͷΕʹ͕ྫ͕ͨͬܨ

͋ͬͨͱ͑ߟΒΕ·ͨ͠ɻ͜ͷͨΊɺܯใͷୈ �ใʹ͓͚Δ༧͞ΕΔͷ͞ߴͷൃ

දͷ͋Γํ͕՝ɻ

ᶅɹൃੜ �� ͞ࢉܭʹޙΕΔϞʔϝϯτϚάχνϡʔυʢ.Xʣ͕ɺେ͖ͳ༳ΕʹΑͬ

ܯͰ͖ͣɺࢉܭͷଌఆൣғΛ͑ͨͨΊܭଳҬʹஔ͍ͯͨ͠΄΅શͯͷࠃͯ

ใߋ৽ͷଓใ͕ਝʹൃදͰ͖·ͤΜͰͨ͠ɻ·ͨɺ(14࿘ܭͷσʔλʹ͖ͮجൃੜ

͔Β �� ޙʹܯใͷߋ৽ʢٶݝ �� ϝʔτϧҎ্ɺؠखݝɾౡݝ �ϝʔτϧʣΛߦ

͍·͕ͨ͠ɺΑΓԭ߹ʹઃஔ͍ͯ͠ΔέʔϒϧࣜւఈਫѹܭʢܭʣͷσʔλΛܯใ

ͷߋ৽ʹөͤ͞Δํ๏͕ෆेͰͨ͠ɻ͜ͷͨΊɺܯใߋ৽ͷଓใʹ͓͍ͯɺͷ

ΊΒΕٻʹΛΑΓ֬Λͬͯ༧͢ΔͨΊɺϞʔϝϯτϚάχνϡʔυʢ.XʣΛਝ͞ߴ

ΔΑ͏େ͖ͳ༳ΕͰৼΓΕͳ͍ଳҬܭͷ׆༻ͱͱʹɺԭ߹ʹ͓͚Δ؍ଌͷ

Խͱͦͷར༻ٕज़ͷ։ൃ͕՝ɻڧ

ᶆ	 	ใͰൃදͨ͠ͷ؍ଌ݁Ռʮୈ����ϝʔτϧʯΛݟฉ͖͠ɺࠓճͷ͍ͨ

ͨ͜͠ͱͳ͍ͱͨͬࢥͳͲɺආͷΕதஅʹ͕ͨͬ͋ྫ͕ͨͬܨͱ͑ߟΒΕ·ͨ͠ɻ

͜ͷͨΊɺͷ؍ଌใʹ͓͚Δ͑ํɺใจͷ͋Γํ͕՝ɻ

ɹ·ͨɺൃੜޙͷఀిʹΑΓܯใߋ৽ͷଓใͷ؍ଌใ͕ॅຽेʹΘ

特集２　津波警報改善に向けた取り組み
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͍ͬͯͳ͔ͬͨ͜ͱ͕໌Β͔ʹͳΓ·ͨ͠ɻ

ɹಉษڧձʹ͓͚Δࢦఠఏݴɺ͞ΒʹҰൠ͔Β͍͍ͨͩͨҙݟΛ౿·͑ɺฏ ��  �݄ �� 

ʹᶃɺᶅͷओͱٕͯ͠ज़త՝ʹର͢ΔվળࡦΛʮ౦ํଠฏ༸ԭʹΑΔඃΛ౿·

͑ͨܯใͷվળͷํੑʹ͍ͭͯʯʢҎԼɺʮܯใվળͷํੑʹ͍ͭͯʯʣͱͯ͠ͱΓ·

ͱΊ·ͨ͠ɻ

ɹ͞Βʹɺʮܯใվળͷํੑʹ͍ͭ

ͯʯʹ͓͍ͯɺผ్ݕ౼͢Δ͜ͱͱͨ͠ᶄɺ

ᶆͷɺܯใͰͷͷ͞ߴ༧ͷ

۠ใจͰͷ۩ମతͳ͑ํʹ͍ͭ

ͯɺʮܯใͷൃදج४ͱใจͷ͋

Γํʹؔ͢Δݕ౼ձʯΛɺฏ ��  �� ݄

͔Βฏ ��  � ݄ʹ͔͚ͯ � ճ։͠࠵ɺ

۩ମతͳվળ༰ʹ͍ͭͯݕ౼Λ͍ߦ·͠

ͨɻ

ɹಉݕ౼ձʹ͓͚ΔٞΛ౿·͑ɺ۩ମ

తͳվળ༰ΛఏݴҊͱͯ͠·ͱΊɺฏ

��  �� ݄ʹެද͠ɺվળ༰ʹର͢ΔҙݟΛࠃ͘ຽ͔Βืू͠·ͨ͠ɻͦͷޙɺ͍ͨҙݟ

Λ౿·͑ɺܯใͷ۩ମతͳվળʹ͍ͭͯͷఏ͕ݴͱΓ·ͱΊΒΕɺฏ ��  � ݄ � ʹ

ެද͠·ͨ͠ɻ

津波警報・情報発表の流れと課題

検討会の模様

特集２　津波警報改善に向けた取り組み
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� ܯใͷ۩ମతͳվળ
ɹܯใͷୈ �ใɺආʹཁ͢Δؒ࣌ΛͰ͖Δ͚ͩ֬อͰ͖ΔΑ͏ɺൃੜޙ �ఔҎ

ͷൃදΛै͢ࢦདྷͷํ࣋͢ݎΔͱͱʹɺͷݯʢւఈͷ֪มಈʣͷਪఆʹෆ֬ఆཁ

ૉ͕͋Δ߹ɺ҆શαΠυʹཱͬͨͷਪఆʹ͍ͯͮجܯใΛൃද͠ɺͦͷޙɺಘΒΕΔ

ɾσʔλղੳ݁Ռʹ͖ͮجɺΑΓ֬ͷܯ͍ߴใʹΓସ͑Δ͜ͱΛجຊํͱ͠ɺվ

ળࡦͷݕ౼Λ͍ߦ·ͨ͠ɻ·ͨɺఀిճઢোʹΑΓୈ �ใ͕ಧ͔ͳ͍Մੑྀ͢ߟΔ͜ͱͱ

͠·ͨ͠ɻ

（１）技術的な改善

ɹܯใୈ �ใൃදͷਝੑΛ֬อ͢ΔͨΊɺنͷਪఆ �ఔͰࢉܭՄͳؾிϚ

άχνϡʔυʢ.KʣΛ༻͍Δ͜ͱΛجຊͱ͠·͕͢ɺϚάχνϡʔυ �Λ͑ΔΑ͏ͳڊେ

ͷ߹ʹɺͦͷنΛ �ఔͰਖ਼֬ʹࢉग़͢Δ͜ͱٕज़తʹࠔͰ͢ɻͦͷΑ͏ͳ

߹ʹաখධՁͱͳΒͳ͍ાஔ͕ඞཁͰ͢ɻ͜ͷͨΊɺਪఆͨ͠ؾிϚάχνϡʔυʢ.Kʣͷ

աখධՁͷՄੑΛ͔ʹೝࣝͰ͖Δࢹɾఆख๏Λಋೖ͠ɺաখධՁͷՄੑ͕͋Δ߹ʹ

ɺ͕ൃੜͨ͠ւҬͰఆ͞ΕΔ࠷େϚάχνϡʔυΛద༻ɺͳ͍͠ಉख๏ͰಘΒΕΔϚά

χνϡʔυͷ֓ࢉΛ༻͍ͯɺ҆શαΠυʹཱͬͨܯใͷୈ �ใΛൃද͠·͢ɻ

ɹͦͷޙɺ࠷৽ͷɾͷ؍ଌσʔλ͕໌Β͔ʹͳΓ࣍ୈɺ͞ߴ༧ଌʹ͍ͭͯΑΓ֬ͷ͍ߴ

ܯใʹߋ৽͠·͢ɻ۩ମతʹɺܯใͷਝ͔ͭదͳߋ৽ʹඞཁͳϞʔϝϯτϚάχν

ϡʔυʢ.XʣΛ ��ఔͰਝ͔ͭ҆ఆతʹٻΊΔͨΊɺେ͖ͳ༳ΕͰৼΓΕͳ͍ଳҬ

ܭΛ৽ͨʹඋ͠׆༻͢ΔܭըͰ͢ɻ·ͨɺϞʔϝϯτϚάχνϡʔυʢ.XʣͷਝͳਪఆҎ֎

ͷղੳख๏ʹ͍ͭͯߋʹٕज़։ൃΛਐΊ·͢ɻ

ɹ·ͨɺؾிͰɺฏ �� Ͱࠃɺશࡏݱ݄� ��ͷ (14࿘ܭʢࠃަ௨লߓہʣͱ ��

ͷέʔϒϧࣜւఈਫѹܭʢؾிɺʢಠʣࡂՊֶٕज़ڀݚॴɺ౦ژେֶڀݚॴɺʢಠʣւ༸ݚ

͍͓ͯʹɺ౦ํଠฏ༸ԭ͍ͯͭʹܭΓɺ(14࿘͓ͯ͠༺׆ʹࢹʣΛߏػ։ൃڀ

ܯใͷߋ৽ʹॏཁͳׂΛՌͨ͠·ͨ͠ɻฏ �� �݄ʹɺ(14࿘ܭʹՃ͑ͯɺέʔϒϧ

ࣜւఈਫѹܭʹ͍ͭͯɺݧܦଇʹ͍ͨͮج؆ศͳख๏ʹΑΔܯใͷ׆༻Λ։࢝͠·ͨ͠ɻ

→元ファイル：【特集２】②津波警報・情報発表の流れと課題（図）.pptx	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

気象庁では、地震の規模を示すマグニチュードの計算方式として、気象庁マグニチュード（Mj）
と、モーメントマグニチュード（Mw）のふたつの方式を使用しています。	 
気象庁マグニチュード（Mj）は、周期 5 秒程度までの強い揺れを観測する強震計で記録された地
震波形の最大振幅の値を用いて計算する方式で、地震発生から 3 分程度で計算可能という点から速
報性に優れています。しかし、マグニチュード 8 を超える巨大地震の場合、より長い周期の地震波
は大きくなりますが、周期 5 秒程度までの地震波の大きさはほとんど変わらないため、気象庁マグ
ニチュード（Mj）では地震本来の規模に比べて小さく見積もられ、正確に規模を推定できません。	 
一方、モーメントマグニチュード（Mw）は、地震による断層運動の大きさを的確に表すもので、
広帯域地震計（より長周期の地震波も観測可能）により記録された周期数十秒以上の非常に周期の
長い地震波も含めて解析し計算することから、巨大地震についても正確な規模の推定が可能であり、
なおかつ地震の発震機構（逆断層か横ずれ断層かなど）も同時に推定可能という利点があります。
しかし、10 分程度の地震波形データを処理する必要があるため、モーメントマグニチュード（Mw）
の推定には地震発生から15分程度を要します。	 
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（２）津波警報及び情報文等の改善

○津波警報等の発表基準と津波の高さ予想の区分
ɹͷ͞ߴͱඃͱͷؔͷௐࠪ݁Ռ͔Βɺܯใͷൃදج४ΛվΊͯਫ਼ࠪ͠ɺҬͷਁ

ਫඃ͕ੜ͡ΔԼݶͷ �ϝʔτϧΛܯใʢʣͷɺՈͷྲྀ ɾࣦશյ͕͢૿ٸΔ �ϝʔ

τϧʢਁਫਂ �ϝʔτϧʹରԠʣΛܯใʢେʣͷɺ͓ͷ͓ͷൃදج४ͱ͠· ʢ͢ߦݱͲ͓Γʣɻ

·ͨɺͷ͞ߴ༧ͷ۠ʹ͍ͭͯɺࡏݱ ���ɺ�ɺ�ɺ�ɺ�ɺ�ɺ�ϝʔτϧɺ��ϝʔτϧҎ্

ͷ �ஈ֊ͱ͍ͯ͠·͕͢ɺܯใج४༧ଌͷࠩޡɺͱΓ͏ΔࡂରԠͷஈ֊Λ౿·͑ͯ �ɺ

�ɺ�ɺ��ϝʔτϧɺ��ϝʔτϧͷ �ஈ֊ͱ͠ɺใͰൃද͢Δ༧͞ΕΔͷ͞ߴɺ؆ܿͰ

୯Ұͷͱ͠ɺײػةΛ͢ىשΔͨΊɺ͞ߴ༧ͷ۠ͷ෯ͷ͍ߴͱ͠·͢ɻ·ͨɺن

ͷաখධՁͷՄੑΛݕ͠ɺ֘ւҬͰఆ͞ΕΔ࠷େͷϚάχνϡʔυΛద༻͢ΔͳͲͯ͠

ܯใͷୈ �ใΛൃද͢Δ߹ɺنਪఆͷෆ֬ఆੑ͕େ͖͍ͱ͑ߟΒΕΔ͜ͱ͔Βɺ༧

͞ΕΔͷ͞ߴΛɺͰͳ ʮ͘ڊେʯͳͲఆੑతදݱͰൃද͢Δ͜ͱʹΑΓɺ௨ৗͷͱ

ҟͳΔඇৗࣄଶͰ͋Δ͜ͱΛ͑Δ͜ͱͱ͠·͢ɻ

ͳΔߋΑΓ͞Βʹԭ߹ʹઃஔ͢ΔͱͱʹɺܭʢϒΠࣜʣΛέʔϒϧࣜւఈਫѹܭɺւఈޙࠓ

ԭ߹؍ଌͷσʔλར༻ٕज़ͷ։ൃΛਐΊ·͢ɻ

改善後の津波警報・情報発表の流れ

特集２　津波警報改善に向けた取り組み
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ɹͳ͓ɺൃੜ �� ޙʹɺϞʔϝϯτϚάχνϡʔυʢ.XʣʹΑΔ֬ͷ͍ߴͷ༧ଌ

ͷ؍ଌ݁Ռʹ͍ͯͮجܯใͷߋ৽Λ͍ߦ·͕͢ɺ͜ͷ߹ͷ༧͞ΕΔͷ͞ߴ

Ͱൃද͠·͢ɻ

ɹܯใɺܯใʢେʣɺܯใʢʣͱྨ͍ͯ͠·͕͢ɺҰൠʹ͘༻͍ΒΕ

͍ͯΔʮେܯใʯɺʮܯใʯΛಉٛͷͷͱ͠ɺܯใใจதʹ͓͍ͯʮେܯใʯɺʮ

ܯใʯΛ༻͍Δ͜ͱͱ͠·͢ɻ

○津波到達予想時刻の発表

ɹͷ౸ୡ༧ࠁ࣌ʹ͍ͭͯɺ༧ใ۠ͷதͰ࠷ૣ͕͘౸ୡ͢Δٴͼ༧ใ۠ͷද

తͳ؍ଌͷ౸ୡ༧ࠁ࣌Λൃද͠·͢ɻͨͩ͠ɺͷ౸ୡࠁ࣌ಉ͡༧ใ۠Ͱ

ेఔ͔Β Ҏ্ҧ͏͜ͱ͕͋ΔͨΊɺ͜ͷΑ͏ͳͷಛΛ໌ࣔͯ͑͠Δ͜ͱͱؒ࣌͠�

·͢ɻ

ɹ·ͨߴɺ ͍͕ͪʹऻͬͯ͘ΔڪΕ͕͋ΔͳͲɺഭ͕Θ͔ΔΑ͏ใจʹϑϥάʢࣝผූʣ

ΛՃ͠ɺશࠃશͯͷ༰Λ͑Δ߹ʹ͓͍ͯ༏ઌ͖͢༰͕Θ͔ΔΑ͏ʹ͠·͢ɻ

○津波観測データの発表

ɹԿ܁Γฦ͠དྷऻ͠·͕͢ɺୈ �͕࠷େʹͳΔͱݶΒͣɺୈ �ɺୈ �ͳͲޙଓ

͕ΑΓେ͖͘ͳΔ͜ͱ͕ଟ͍ͱ͍͏ੑ࣭͕͋Γ·͢ɻͦͷੑ࣭ͷप͕ඞͣ͠ेͰͳ͍ঢ়ଶ

Ͱɺͷୈ �ͷখ͞ͳ؍ଌΛൃදͨ͠߹ɺࠓճͷখ͍͞ͷͱͷޡղΛ༩͑ΔڪΕ

͕͋Γ·͢ɻҰํɺ͕؍ଌ͞Εͨͱ͍͏࣮ࣄΛ͑Δ͜ͱॏཁͱ͑ߟΒΕΔ͜ͱ͔Βɺ

ͷୈ �ʹ͍ͭͯɺ౸ୡͨ͠ࠁ࣌ͱԡ͠ɾҾ͖ͷΈൃද͠ɺ࠷େʹ͍ͭͯɺ؍ଌ͞Εͨ

ͷ͞ߴͷ͕ɺ༧͞ΕΔͷ۠͞ߴΑΓेখ͍͞߹ɺʮ؍ଌதʯͱఆੑతදݱͰൃ

ද͢Δ͜ͱͱ͠·͢ɻͳ͓ɺ؍ଌͨ͠ͷ͞ߴΛͰൃද͢Δج४ද �ͷͱ͓ΓͰɺ࠷ʹط

େ͕؍ଌ͞ΕͨͱޡղΛ༩͑ͳ͍Α͏ʮ͜Ε·Ͱͷ࠷େʯͱද͢ݱΔ͜ͱͱ͠·͢ɻ
																																				ɹɹɹɹɹɹɹ

予想される津波の高さ	 
警報・注意報の分類	 

発表基準及び	 
津波の高さ予想の区分	 数値での発表	 定性的表現での発表	 

大津波警報	 

10ｍ	 ～	 	 

5ｍ	 ～10ｍ	 

3ｍ	 ～	 5ｍ	 

10ｍ超	 

10ｍ	 

5ｍ	 

巨大	 

津波警報	 1ｍ	 ～	 3ｍ	 3ｍ	 高い	 

津波注意報	 0.2ｍ	 ～	 1ｍ	 1ｍ	 なし※）	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ※）情報文中では表記しない	 

津波警報・注意報の分類と津波の高さ予想の区分等
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○沖合の津波観測データの発表
ɹ౦ํଠฏ༸ԭͰɺେ͕Ԋ؛ʹ౸ୡ͢Δલʹ(14࿘ܭʹΑΓͷ౸ୡΛݕ

͠ɺܯใͷߋ৽ʹ׆༻͞ΕΔͳͲɺԭ߹Ͱͷ؍ଌͷ༗ޮੑ͕࣮ূ͞Ε·ͨ͠ɻԭ߹ͷ

ଌใͱผ؍ଌσʔλͱ߹Θͤͯൃද͍ͯ͠·͕͢ɺ͜Ε·Ͱͷ؍ͷ؛ɺԊࡏݱଌσʔλɺ؍

ʹ৽ઃ͠ɺԭ߹ͰΛ͍ͪૣ͘ݕ͠ɺԊݦʹ؛ஶͳ͕ԡͤ͠دΔڪΕ͕ೝΊΒΕͨ߹ʹ

ɺͪʹൃද͢Δ͜ͱͱ͠·͢ɻ·ͨɺ(14࿘ܭΑΓߋʹԭ߹ʹઃஔ͍ͯ͠Δւఈਫѹܭʢ

ܭʣͷ؍ଌσʔλ׆༻͢Δ͜ͱͱ͠·͢ɻؾிͰɺͷ࣮گΛ͞Βʹૣ͍ஈ֊ͰѲ͢

ΔͨΊɺ౦ํͷଠฏ༸ଆԭ߹ʹւఈܭʢϒΠࣜʣΛฏ �� தʹඋ͢ΔܭըͰ͢ɻ

ɹͷ͞ߴɺਫਂͷਂ͍ԭ߹Ͱͯ͘ɺਫਂͷઙ͍Ԋ؛ʹۙͮ͘΄Ͳͦͷ͞ߴ͘ߴͳΔ

͜ͱ͔Βɺԭ߹Ͱ؍ଌ͞Ε͕ͨԊ؛ʹ౸ୡͨ͠߹ͷਪఆ͞ΕΔ͞ߴ߹Θͤͯൃද͍ͯ͠·

͢ɻԊ؛Ͱਪఆ͞ΕΔͷ͞ߴͷ͕ɺ༧͞Ε͍ͯΔͷ۠͞ߴΑΓখ͍͞߹ɺආ

Λ͛Δ͜ͱ͕ͳ͍Α͏Ԋ؛ͷ؍ଌʹؔ͢Δใͱಉ༷ʹɺදͷͱ͓Γൃදج४Λઃ͚ɺج४

ʹୡ͠ͳ͍߹ɺԊ؛Ͱਪఆ͞ΕΔͷ͞ߴʮਪఆதʯͱఆੑతදݱͰൃද͠·͢ɻ

ɹͳ͓ɺൃද͍ͯ͠Δ༧͞ΕΔͷ۠͞ߴΑΓɺԊ؛Ͱਪఆ͞ΕΔͷ͍ߴ͕͞ߴ߹ɺ

ܯใͷߋ৽ൃදΛ༏ઌ͠·͢ɻ

発表中の警報等	 数値で発表する基準	 

大津波警報	 観測値＞1ｍ	 	 	 （基準に達しない場合は「観測中」で発表）	 

津波警報	 観測値≧0.2ｍ	 	 	 （基準に達しない場合は「観測中」で発表）	 

津波注意報	 すべて数値で発表（ごく小さい場合は「微弱」で発表）	 

 

Ⓨ⾲୰ࡢ
㆙ሗ➼

ἢᓊ࡛᥎ᐃࡿࢀࡉ
ὠἼࡢ㧗್࡛ᩘࢆࡉ

Ⓨ⾲ࡿࡍᇶ‽
ᇶ‽㐩ࡓࡋሙྜ ᇶ‽㐩࠸࡞ࡋሙྜ

ὠἼ㆙ሗ ἢᓊࡢ᥎ᐃ್㸼3㹫
Ἀྜࡢほ ್ࠊἢᓊ࡛᥎ᐃ
್ᩘࡶࡉ㧗ࡢὠἼࡿࢀࡉ
࡛Ⓨ⾲

ὠἼ㆙ሗ ἢᓊࡢ᥎ᐃ್㸼1㹫
Ἀྜࡢほ ್ࠊἢᓊ࡛᥎ᐃ
್ᩘࡶࡉ㧗ࡢὠἼࡿࢀࡉ
࡛Ⓨ⾲

Ἀྜࡢほ ್ࠕࡣほ ୰ ࠊࠖ
ἢᓊ࡛᥎ᐃࡿࢀࡉὠἼࡢ
㧗ࠕࡣࡉ᥎ᐃ୰࡛ࠖⓎ⾲

ὠἼὀពሗ ⾲Ⓨ್࡛ᩘ࡚ࡍ
Ἀྜࡢほ ್ࠊἢᓊ࡛᥎ᐃࡿࢀࡉὠἼࡢ㧗್࡛ᩘࡶࡉ
Ⓨ⾲

沖合の観測値及び沿岸で推定される津波の高さを数値で発表する基準

観測された津波の高さを数値で発表する基準

特集２　津波警報改善に向けた取り組み
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海底津波計（ブイ式）の概要と整備計画

　海底津波計（ブイ式）は、沖合の海底に設置した水圧式のセンサーで津波を観測するもので、観測されたデータは、海中では音響通信を用いて海上に係留
された通信ブイに送信され、その後、通信衛星を経由して、ほぼリアルタイムで気象庁に伝送されます。

GPS波浪計の概要

GPS 波浪計は、GPS 衛星を用いて沖に浮かべたブイ（GPS 波浪計）の
上下変動を計測し、波浪や潮位をリアルタイムで観測する機器です。GPS
波浪計は国土交通省港湾局が整備したもので、気象庁において、平成 20
年 7月 1日から順次津波情報等に活用しています。
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○その他の改善

ɹൃੜ�ޙʹɺ�Ҏ্Λ؍ଌͨ͠Ҭ໊ͱͷ༳Εͷൃࠁ࣌ݱʹ͍ͭͯɺใΛ

ൃද͍ͯ͠·͕͢ɺ͜ ͷใจʹ͓͍ͯൃੜͷڪΕʹ͍ͭͯ͑Δ͜ͱͱ͠·͢ɻ

ɹ·ͨɺ܁Γฦ͠དྷऻ͢Δͷ࣮گਪҠΛΘ͔Γ͑͘͢ɺආͷపఈຢܯใͷղআ

ΛਐΊ·͢ɻ౼ݕ͍ͯͭʹΔ͜ͱ͢༺׆४උతͳใͱͯ͑͠ΔͨΊɺ৽ͨʹਤใΛ͚ͨʹ

� ͷऔΓΈޙࠓ
ɹܯใͷվળ༰ʹ͍ͭͯɺޙࠓɺؾிͷγεςϜվमΛ͏ߦͱͱʹɺใΛར༻͢Δ

ؔػؔࡂใಓؔؔػʹ͓͚ΔγεςϜվमͷܭըΛ౿·͑ɺૣ ΔΑ͏࢝͢ӡ༻Λ։ʹظ

ʹ४උΛਐΊ͍ͯ·͢ɻ

ɹ·ͨɺආʹ͓͍ͯɺܯใͱආࣔࢦͷࡂରԠɺආߦಈͱͷؔΛཧ͢Δͱͱ

ʹɺใୡखஈɺϋβʔυϚοϓڭࡂҭͷࡂରࡦͱͷ࿈͕ܞॏཁͰ͋Γɺதԝࡂ

ձ ʮٞ࣌ࡂͷආʹؔ͢Δઐௐࠪձʯʹ ͓͍ͯٞ͞ΕΔ༰Λेʹ౿·͑ͭͭɺΑΓҰ

ͷܯใͷվળʹऔΓΉ΄͔ɺେֶɺؔػڀݚͱ࿈ͯ͠ܞɺࢹɾ༧ଌٕज़ͷ։ൃʹੵۃత

ʹऔΓΈ·͢ɻ

特集２　津波警報改善に向けた取り組み
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津波情報（津波到達予想時刻・予想される津波の高さに関する情報）の例
    ＜予想される津波の高さを定性的表現で発表する場合>

վળ
ɾͷ౸ୡ༧ࠁ࣌ɺୈ �ͷࠁ࣌Ͱ͋Δ͜ͱ͕Θ͔ΔΑ͏ʮୈ �ͷ౸ୡ༧ࠁ࣌ʯͱ͢Δ
ɾ	ɺୈ �͕࠷େͱݶΒͣɺୈ �ɺୈ �ͳͲޙଓ͕࠷େͱͳΔ߹͕ଟ͍͜ͱ͔Βɺ༧͞ΕΔͷ͞ߴɺ
ʯͱ͢Δ͞ߴେͷ࠷Ͱ͋Δ͜ͱ͕Θ͔ΔΑ͏ʮ༧͞ΕΔͷ͞ߴେͷ࠷
ɾใൃද࣌ʹ͓͍ͯɺୈ �ͷ౸ୡ༧ࠁ࣌ͱͳ͍ͬͯΔ߹ɺʮطʹ౸ୡͱਪଌʯͱ͍͕ͯͨ͠ɺͷ
ղΛ༩͑ͳ͍Α͏ʮ౸ୡதͱਪଌʯͱ͢Δޡͱͨͬڈ͕ݥة
ɾ	نਪఆͷෆ֬ఆੑ͕େ͖͍ͱ͑ߟΒΕΔ߹ͷʮ༧͞ΕΔͷ࠷େͷ͞ߴʯɺڊେʢେܯใʣߴɺ ʢ͍
ܯใʣͷఆੑతදݱΛ༻͍ͯൃද͢Δ
ɾܯռจʹ͓͍ͯɺආΛݺͼ͔͚Δͱͱʹɺ౸ୡ༧ࠁ࣌༧ใ۠Ͱҧ͍͕͋Δ͜ͱ࠷େ౸ୡ·Ͱʹ͕ؒ࣌
͔͔Δ߹͕͋Δ͜ͱͳͲΛ͑Δ
ʢڞ௨߲ࣄʣ
ɾܯใʢେʣɺܯใʢʣΛɺେܯใɺܯใͷදهʹม͢ߋΔ
ɾ༏ઌͷ͍ߴॏཁͳใʹϑϥάʮˈʯΛՃ͢Δ
ɾنਪఆͷෆ֬ఆੑ͕େ͖͍ͱ͑ߟΒΕ߹ͷͷنɺʮ�Λ͑Δڊେʯͱ͢Δ
˞ɹྫจͷ༰ɺޙࠓมߋʹͳΔ߹͕͋Γ·͢
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վળ
ɾͷୈ �ɺ͕౸ୡ͍ͯ͠Δ͜ͱΛ͑ΔͨΊɺ౸ୡࠁ࣌ͱԡ͠ɾҾ͖ͷΈΛ͑Δ
ɾ࠷େɺࡏݱ·Ͱͷ࠷େͷ͞ߴͰ͋Γɺߋޙࠓʹେ͖ͳ͕དྷΔՄੑ͕ݥة͘ߴͳঢ়ଶ͕ଓ͍͍ͯΔ͜ͱ͕Θ͔
ΔΑ͏ʮ͜Ε·Ͱͷ࠷େʯͱ͠ɺ࠷େͷ؍ଌ͕༧͞Ε͍ͯΔͷ͞ߴʹൺͯेখ͍͞߹ఆੑతදݱʮ؍
ଌதʯͱ͢Δ
ɾ͜Ε·Ͱͷ࠷େͷ͞ߴɺج४Ҏ্ͷ͞ߴΛ؍ଌͨ͠߹ʹͰൃද͠ɺͦͷޙਫҐ্͕ঢதͷ߹ͷޙ
ʹʮʴʯΛՃ͢Δ
ɾܯռจʹ͓͍ͯɺߋޙࠓʹେ͖ͳ͕དྷΔՄੑ͕͍͜ߴͱɺॴʹΑΓ͘ߴʹߋͳΔ͜ͱΛ͑Δ
˞ɹྫจͷ༰ɺޙࠓมߋʹͳΔ߹͕͋Γ·͢

津波情報（津波観測に関する情報）の例

特集２　津波警報改善に向けた取り組み
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վળ
ɾԭ߹ʹ͓͚Δͷ؍ଌɺԊ؛ͷݕைॴͷ؍ଌͱҰॹʹൃද͍ͯ͠Δ͕ɺ͍ͪૣ͑͘ΔΑ͏ैདྷͷ؍ଌใ
ͱผʹൃද͢Δ
ɾԊ؛Ͱͷͷ͞ߴͷਪఆ͕ܯใ૬Ҏ্ͷ߹ɺͦͷࢫΛݟग़͠ʹ͓͍ͯΘ͔Γ͑͘͢Δ
ɾͷୈ �ɺ͕౸ୡ͍ͯ͠Δ͜ͱΛ͑ΔͨΊɺୈ �ͷ؍ଌࠁ࣌ͱԡ͠ɾҾ͖ͷΈΛ͑Δ
ɾ࠷େɺࡏݱ·Ͱͷ࠷େͷ͞ߴͰ͋Γɺߋޙࠓʹେ͖ͳ͕དྷΔՄੑ͕ݥة͘ߴͳঢ়ଶ͕ଓ͍͍ͯΔ͜ͱ͕Θ͔
ΔΑ͏ʮ͜Ε·Ͱͷ࠷େʯͱ͠ɺ࠷େͷ؍ଌ͕༧͞ΕΔͷ͞ߴʹൺͯेখ͍͞߹ఆੑతදݱʮ؍ଌதʯ
ͱ͢Δ
ɾ͜Ε·Ͱͷ࠷େͷ͞ߴɺج४Ҏ্ͷ͞ߴΛ؍ଌͨ͠߹ʹͰൃද͠ɺͦͷޙਫҐ্͕ঢதͷ߹ͷޙ
ʹʮʴʯΛՃ͢Δ
ɾԭ߹ͷ؍ଌ͔ΒԊ؛Ͱਪఆ͞ΕΔୈ̍ͷਪఆ౸ୡࠁ࣌ɺ͜Ε·Ͱͷ࠷େͷਪఆ౸ୡٴࠁ࣌ͼͷ͞ߴΛ༧
ใ۠୯ҐͰهड़͠ɺਪఆ͞ΕΔͷ͞ߴʹ͍ͭͯɺج४ʹୡͨ͠߹ʹͰൃද͠ɺج४ʹୡ͠ͳ͍͍ʹ͍ͭ
ͯɺආߦಈΛ͛ͳ͍Α͏ఆੑతදݱʮਪఆதʯͱ͢Δ
˞ɹྫจͷ༰ɺޙࠓมߋʹͳΔ߹͕͋Γ·͢

津波情報（沖合の津波観測に関する情報）の例
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津波の実況及び推移に関する図情報の例（イメージ）

特集２　津波警報改善に向けた取り組み
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ɹฏ ��  �݄���� ࣌ �� ɺࡾԭΛݯͱ͢Δʮฏ �� ʢ����ʣ౦ํଠฏ༸ԭʯ

ʢϚάχνϡʔυ���ɺ࠷େ̓ʣ͕ൃੜ͠·͠ ͨɻ͜ͷͷޙɺଟͷ༨͕ɺؠखݝԭ͔Βҵ

ԆͼΔ͞ʹԭͷ౦ʵೆೆํݝ ���Ωϩϝʔτϧɺ෯ ���ΩϩϝʔτϧͷྖҬͰൃੜͯ͠ ͍

· ɻ͢ຊͷൃੜޙʹϚάχνϡʔυ Λ̓ӽ Δ͑༨ཱ͕ͯଓ͚ʹൃੜͨ͠΄͔ɺ�݄�ͷ༨ʢϚ

άχνϡʔυ���ʣͰɺ࠷େ̒ڧͷ͍ڧ༳ΕͱͳΓɺ�݄��ͷ༨ʢϚάχνϡʔυ���ʣͰ

Λ؍ଌ͠·͠ ͨɻ

ɹ౦ํଠฏ༸ԭͷ͔ޙΒ݄̒ ʹ͔͚ͯɺ༨׆ಈҬ͔ΒΕͨݝ෦ʙ৽ׁݝதӽ

ํɺ੩Ԭݝ౦෦ɺळాݝ෦ɺҵݝೆ෦ɺݝத෦Ͱ࠷େ̑ڧҎ্ͷ͕ൃੜ͠·

ͨ͠ɻ·ͨɺমַശࠜࢁͳͲ౦ຊͷ͍ͭ͘ ͔ͷՐࢁͷपลʹ͓͍ͯ׆ಈ͕Ұ࣌తʹൃ׆ͱͳΓ

·͠ ͨɻ
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㻠᭶11᪥171㻢ศ㻌

M7㻚0㻌 㟈ᗘ㻦䠒ᙅ㻌

ᮇ㛫��11ࡣᖺ 3᭶ 11᪥1ࡽ�᭶ 31᪥、▴ᙧࡣవ㟈ᇦ、ᅗ୰㹋ࠋࡍ♧ࢆࢻ࣮ࣗࢳࢽࢢ࣐ࡣ�

వ㟈ᇦෆ7ࢻ࣮ࣗࢳࢽࢢ࣐ࡢ��以上ࡢᆅ㟈、ࡣࡓࡲ、㟈ᗘ㸴ᙉ以上ࢆほ ࡓࡋᆅ㟈྿ࡁฟࡋ

࡛、Ⓨ⏕้、ࢻ࣮ࣗࢳࢽࢢ࣐、᭱㟈ᗘࡢࡓࡋ♧ࢆࡉࡁ�

㻟᭶1㻡᪥22㻟1ศ

M㻢㻚㻠㻌 㟈ᗘ㻦䠒ᙉ㻌

㟼ᒸ┴ᮾ㒊

㻟᭶11᪥1㻠㻠㻢ศ

M㻥㻚0㻌 㟈ᗘ㻦䠓䠄ᮏ㟈䠅

㻠᭶7᪥2㻟㻟2ศ㻌

M7㻚2㻌 㟈ᗘ㻦䠒ᙉ㻌

㻟᭶11᪥1㻡0㻤ศ

M7㻚㻠㻌 㟈ᗘ㻦䠑ᙅ㻌

㻟᭶11᪥1㻡2㻡ศ

M7㻚㻡㻌 㟈ᗘ㻦䠐㻌

7᭶10᪥0㻥㻡7ศ

M7㻚㻟㻌 㟈ᗘ㻦䠐㻌

㻟᭶11᪥1㻡1㻡ศ㻌

M7㻚㻢㻌 㟈ᗘ㻦䠒ᙉ㻌

㻟᭶12᪥0㻟㻡㻥ศ㻌

M㻢㻚7㻌 㟈ᗘ㻦䠒ᙉ㻌

㛗㔝┴䞉᪂₲┴┴ቃ㻌

ศᕸ マグニチュード5.0以上の地震の分布ࡢᆅ㟈ࡢ���以上ࢻ࣮ࣗࢳࢽࢢ࣐

期間は 2011年 3月11日から12 月 31日、矩形は余震域、図中Ｍはマグニチュードを示す。
余震域内のマグニチュード 7.0 以上の地震、または、震度６強以上を観測した地震に、吹き出しで発生時刻、マグニチュード、最大震度の大きさを
示した。
※「平成２３年（2011年）東北地方太平洋沖地震」の活発な余震活動により非常に多くの地震が発生し、2011年 3月～ 5月に発生した地震観測
　データの解析処理が終了していないため、2011年 12 月時点で解析処理が済んだ地震の回数を掲載している。

ʮฏ��ʢ����ʣ౦ํଠฏ༸ԭʯͷ༨׆ಈͱใఏڙ
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ɹؾிɺେ͖ͳ͕ൃੜ͠ɺͦͷ༨Ͱඃൃ͕ੜ͢ΔڪΕ͕͋Δ߹ʹɺ༨ൃੜ֬Λؚ

Ίͨ༨ͷݟ௨͠ʹ͍ͭͯͷใΛൃද͢Δ͜ͱʹͯ͠ ͍· ɻ͢౦ํଠฏ༸ԭͷࡍɺ༨ͷ

͠·Ί࢝௨͠ͷൃදΛ�݄��͔Βݟ ͨɻ��ͷݟ௨ Ͱ͠ɺϚάχνϡʔυ ʢ̓࠷େ ʣҎ্ڧ�

ͷ༨͕͏͜ �ؒʹൃੜ͢Δ֬��ˋͰͨ͠ɻ༨׆ಈ͕࣍ୈʹԼͨ͜͠ͱʹ͍ɺ�݄��

ʹൃੜ֬��ˋ·ͰԼ͠·͠ ͨɻͦͷޙɺൃੜ͕֬��ˋະຬͱͳͬͨͷͰɺ༨ൃੜ֬

ͷൃදΛऴྃ͠ɺ༨ͷൃੜঢ়گ্ࡂͷཹҙ߲ࣄͳͲͷ͓ΒͤΛఆظతʹͯͬߦ ͍· ɻ͢

ɹ౦ํଠฏ༸ԭͷൃੜ͔Β� �ϲ݄͋·Γ͕ͪܦɺ༨ͯͬݮ ͖·͠ ͨɻ͔͠͠ɺ௨ৗͷ

ঢ়ଶʹΔ·Ͱʹ୯Ґͷ͔͔͕ؒ࣌ΔͱࢥΘΕɺޙࠓ·Εʹେ͖ͳ༨͕ൃੜ͢Δ͓ͦΕ͕͋Γ

· ɻ͢

	

※「平成２３年（2011年）東北地方太平洋沖地震」の活発な余震活動により非常に多くの地震が発生し、2011年 3月～ 5月に発生した
　地震観測データの解析処理が終了していないため、2011年 12 月時点で解析処理が済んだ地震の回数を掲載している。

「平成23年 (2011年 ) 東北地方太平洋沖地震」の余震月別回数（マグニチュード5.0以上）

最大震度５弱以上の余震の回数 (2011年 3月11日～12月 31日 )

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 ᭶� 4᭶� �᭶� 7᭶�᭶ �᭶ �᭶ 1�᭶� 11᭶� 1�᭶

 震度５弱	 ３０回	 

震度５強	 １０回	 

震度６弱	 ２回	 

震度６強	 ２回	 
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コラム

　余震には、①その発生数は本震直後に多く、時間とともに少なくなっていく、②規模が大きい地震の
数は少なく、規模が小さい地震の数は多いという、二つの性質があります。この二つの性質に基づいて、
今後、発生する余震の数とその中に含まれる大きな余震の数を推定して余震発生確率を計算します。こ
の余震発生確率は10％単位の数値で発表されます。

　例えば、「今後3日以内に、マグニチュード7.0以上の余震が発生する確率は、20％」といった情報の
場合、同様の地震活動が10回起こった場合、そのうち2回の事例でこのような余震が発生するというこ
とを示しています。東北地方太平洋側の海域での過去40年間（1971年～2010年）の発生状況をも
とにすると、3日間にマグニチュード7.0以上の地震が発生する確率は0.2％であり、20%というのは
通常の100倍と非常に高い確率です。

余震の見通しの情報（余震発生確率）について

発生数は本震直後に多く、時間とともに

少なくなっていく

規模が大きい地震の数は少なく、規模が
小さい地震の数は多い

余震活動の性質
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浸水予測マップ

浸水被害が発生する石巻市内

　平成23年東北地方太平洋沖地震により、東北地方の太平洋沿岸地域は大きく地盤が沈下しました。
これに伴い、海岸近くの地域では、広い範囲で大潮の満潮時を中心に浸水や冠水の被害が発生するよ
うになりました。
　このため、気象庁では、大潮の満潮時の天文潮位と国土地理院が作成した地震後の陸地の標高値を
比較して、大潮の満潮時に浸水する可能性のある地域とその日時、最大の浸水深を図で示した「大潮の
期間の浸水予測マップ」を作成しています。浸水予測マップは、被災地域の自治体等に提供され、住民
の生活や、復興・復旧活動に活用されています。

大潮の期間の浸水予測マップ
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ɹฏ �� ʢ����ʣ౦ํଠฏ༸ԭͰɺݯҬ͔Β���ΩϩϝʔτϧΕɺ࠷େ͕
̏ͷେࢢࡕͷߴϏϧͷߴ֊Ͱɺཱ ͬͯ ͍ΒΕͳ͍΄Ͳͷ༳ΕͱͳΓ·͠ ͨɻ·ͨɺฏ�� ʢ����

ʣेউԭͰɺւಓখࢢͰɺੴ༉λϯΫͷ༉͕େ͖͘ ༳ΕΔεϩογϯάʹΑͬ ͯੴ༉λ

ϯΫͷഁଛ͕ੜ͡λϯΫՐൃ͕ࡂੜ͠·͠ ͨɻ͜ΕΒେʹͬͯ ൃੜͨ͠पظಈʹΑΔӨڹ

ͱߟ Β͑Ε· ɻ͢

ɹຊͰ���� Ҏ߱ɺࢢ෦ͰߴϏϧ͕૿Ճͯ͠ ͓ΓɺपظಈʹΑͬ ͯӨڹΛड Δ͚ਓޱ

ʑ૿Ճͯ͠ ͍· ɻ͢͜ͷͨΊɺؾிͰɺपظಈʹର͢Δࡂใͷఏ͕ڙඞཁͱ͑ߟɺ

ࡂใͱ͠ ͯͷׂɺ༰ɺൃදͷλΠϛϯάͷݕ౼Λߦ ͱ͏ͱʹɺֶࣝऀݧܦؔলி͔Β

ͳΔʮपظಈʹؔ͢Δใͷ͋Γํݕ౼ձʯΛઃஔ͠·͠ ͨɻ

ɹؾிͰɺ౦ํଠฏ༸ԭʹ͓͍ͯपظಈʹΑͬ ͯ༳Ε͕େ͖͘ ͳͬͨߴϏϧ্ 

֊ͷਓϏϧཧऀώΞϦϯάௐࠪΛ͍ߦɺͦͷ݁ՌɺදͰ؍ଌ͞ΕͨͰɺϏϧͷதʹ͓͚

Δਓͷߦಈͷࠔ͞ͳͲ͕ཧղ͠ʹ͘ ɺ͘·ͨɺԼ֊ͷਓ্͕֊ͷ༳Εͷେ͖͞ Λೝࣝ͢Δͷ͕͍͠ɺ

ͱ͍͏͜ ͱ͕໌Β͔ʹͳΓ·͠ ͨɻ

ɹ͜ͷͨΊɺݕ౼ձͰɺपظಈʹؔ͢ΔใɺҰൠͷํϏϧཧऀɺؔػؔࡂͰ

௨ʹར༻Ͱڞ Δ͖ใͱ͠ ͯɺݻ༗प͕ظ�ʙ�ඵ͔Β�ʙ�ඵఔͷؒͷߴϏϧΛରͱ͠ ɺߴϏ

ϧͷ༳Εͷେ͖͞ ͳͲΛΠϝʔδ͍͢͠Α͏ ɺҬ୯ҐͰߴϏϧ͕େ͖͘ ༳Ε͍ͯΔՄੑ͕͋Δ

͜ͱΛਝ͔ͭ؆ܿʹ Δ͑ใͱɺ؍ଌ͞ΕͨಈΛɺؒ࣌Λ͔͚ͯੳ্ͨ͠Ͱ؍ଌຖͷ༳

Εͷঢ়گͷৄࡉͳใͷఏڙɺஈ֊తͳൃද͕ඞཁͰ͋Δͱ͞ Ε͍ͯ· ɻ͢

ɹؾிͰɺݕ౼ձͷٞΛ౿·͑ɺʮपظಈʹؔ͢Δใʯͷൃද։͚ʹ࢝ɺ४උΛਐΊ

͍ͯ· ɻ͢

ɹ		

長
周
期
地
震
動
に

　
　
　
　関
す
る
情
報

ユ
ー
ザ
ー

+ +

・体感した揺れに対するさらなる
　理解と事後の行動の判断
・防災対応の優先順位の検討、危
　機管理対応の検討 など

長周期地震動が発生して
いる地域に対する迅速かつ
簡潔な情報を提供

長周期地震動が発生した地点
における、より詳細な情報の
提供

・通常の地震とは異なる揺れで
　あることの理解
・震度が同じであっても、何らか 
　の影響があることを認識して
　意識を高める

など

・情報作成に必要なデータの入電時間、解析時間、情報編集時間
・非常時の情報過多による混乱の回避制約条件

長周期地振動に関する発表のタイミングを発表内容 (案 )

पظಈʹؔ Δ͢ใͷ͋Γํݕ౼ձʹ͍ͭͯ
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質問箱

　波の山から次の山までの時間間隔を周期といいます。地震動には、短い周期の波によるガタガタとし
た揺れと、長い周期の波が伝わって生じるゆっくり繰り返す揺れとが、同時に混ざっています。このゆっ
くり繰り返す揺れを長周期地震動と呼びます。長周期地震動はマグニチュードが大きい地震ほど大きく
なります。高層ビルや、石油タンク、長大橋梁等の長大構造物は、周期数秒から十数秒の固有周期（構造
物が揺れやすい特有の周期）を有するため、大地震に伴って発生する長周期地震動によって大きな揺れ
を生ずることがあります。

■ 「長周期地震動って何？」

超高層ビルや石油タンクの被害
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ɹҏ౾ౡͷ౦෦͔Βԭ߹ʹ͔͚ͯɺେࣨࢁΛ͡Ίͱ͢ΔଟͷখܕͷՐ͕ࢁͯ͠ ͍· ʢ͢ҏ౾౦

෦Ր܈ࢁʣɻ͜ΕΒͷՐࢁ୯ՐࢁͱݺΕɺՐͷʹผͷॴʹ৽ͨͳՐޱΛੜͯ͡Ր͢Δͱ͍

͏ಛ͕͋Γ· ɻ͢���� Ҏ߱ɺҏ౦ࢢͷԊ͔؛Βԭ߹ʹ͔͚ͯͷྖҬͰൃ܈తͳ׆ಈ͕�� ճ

ൃੜ͠ ͓ͯΓɺ܁Γฦ Ϛ͠άϚͷ্ঢ͕ͬ͜ى ͍ͯΔͱߟ Β͑Ε· ɻ͢͜ͷ͏ͪ ɺ���� �݄ʹɺత

ͳඃ͋Γ·ͤΜͰ͕ͨ͠ɺҏ౦ࢢԭ �ΩϩϝʔτϧͷւఈʢखੴւٰʣͰ༗࢙ҎདྷॳΊͯͷՐ͕

ൃੜ͠ ·͠ ͨ

ɹ͜ΕΒͷɾՐ׆ࢁಈͷ

ࡂରࡦʹཱͯͯΒ͏ ͨΊɺ

ฏ ��  �݄ҏ౾౦෦Րࢁ

ಈͷ༧ଌ׆Δʮ͚͓ʹ܈

ใʯͱʮՐܯռϨϕϧʯͷӡ

༻Λ։࢝͠·͠ ͨɻલऀɺԼ

ͷϚάϚͷ্ঢʹؔ࿈֪ͯ͠

มಈͷ؍ଌσʔλʹҟ

ৗͳมԽ͕ݱΕɺൃ׆ͳ׆

ಈͷൃੜ͕༧ଌ͞Εͨ߹ʹɺ

ͱɺ̍نେͷ࠷

Ҏ্ͱͳΔͷճɺ׆ಈظ

ؒͷݟ௨͠Λʮҏ౾౦෦ͷ

ಈʹؔ͢ΔใʯͰ͓Βͤ׆

͠· ɻ͢ऀޙɺप

Րੑࢁඍಈͷ؍ଌ݁Ռʹ͖ͮج

ϚάϚͷ্ঢ͕Րʹ݁ͼͭ͘

Մੑ͕͋Δͱஅͨ͠߹ʹɺ

ࡂରԠʢආɺආ४උʣΛࣔͯ͠ ൃද͢ΔใͰ ɻ͢Ր͢ΔॴΛಛఆͰ͖ͳ͍ҏ౾౦෦Րࢁ

ಈ͕ൃੜͯ͠׆Ͱʮ܈ ͍ΔൣғʢՐ͕ޱग़͢ݱΔՄੑ͕ൣ͍ߴғʣ͔Βपล֓Ͷ �Ωϩϝʔτϧ

ͷൣғʯʹରͯ͠ ՐܯใͰܯռʢආɺආ४උʣΛݺͼ͔͚· ɻ͢

ɹࡏݱɺҏ౦ࢢؾிΛ͡Ίͱ͢ΔؔػؔࡂͰߏ͞ΕΔҏ౾౦෦Ր܈ࢁٞڠࡂձʢձɿ

ҏ౦ࢢʣʹ͓͍ͯɺ۩ମతͰ࣮ફతͳආܭըͷࡦఆʹڞ͚ͯಉͰɺݕ౼ΛਐΊ͍ͯ· ɻٞ͢ڠձ

ͷؔإ͕ؔػͷݟ Δ͑ؔΛߏங্ͨ͠Ͱɺආܭըʹͮ͘جࡂରԠͷΠϝʔδΛڞ༗͠ɺॅຽආ

Λత֬ʹࢧԉ͢ΔଶΛߏஙͯ͠ ɺՐࡂͷܰݮΛͯ͠ࢦ ͍· ɻ͢

噴火の影響が及ぶ可能性のある範囲

�ҏ౾౦෦Ր܈ࢁʹ͓͚Δʮ׆ಈͷ༧ଌใʯͱʮՐܯռϨϕϧʯ
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（１）平成２３年（２０１１年）7月新潟・福島豪雨

ɹ�݄��͔Β��ʹ͔͚ͯɺ৽ׁݝͱౡݝձΛத৺ʹେӍͱͳΓ·͠ ͨɻಛʹɺ��͔Β��ɺ

લઢ͕ேౡ͔ΒํΛ௨ͬͯ ؔ౦ͷ౦ʹ͔͚ͯఀ͠ɺલઢʹ͔ͯͬ ஆ͔͘ඇৗʹۭ࣪ͬͨ

ͷঢ়ଶ͕ෆ҆ఆͱͳͬͯؾΈɺେࠐΕྲྀ͕ؾ ɺ৽ׁݝͱౡݝձΛத৺ ʮʹฏ �� �݄৽ׁɾౡ

߽ӍʯΛ্ճΔهతͳେӍͱͳΓ·͠ ͨɻ

	͜ͷେӍʹΑΓɺ৽ׁݝɺౡ໊�͕ऀࢮ͍͓ͯʹݝɺํߦෆ໌ऀ͕�໊ͱͳΓ·͠ ͨɻ·ͨɺ৽ׁݝɺ

ౡݝͰ֤ͰఅͷܾյՏͷΜཞʹΑΓॅՈ͕ਁਫͨ͠΄͔ɺ࠭ࡂʹΑΔॅՈ

ಓ࿏ͷඃଟൃੜ͠·͠ ͨɻͦͷଞɺఀిɺஅਫ͕ൃੜ͠ɺઢ࿏ͷྲྀࣦͳͲɺަ௨ؔػʹେ͖ͳ

Ө͕ڹग़·͠ ͨɻ͜ͷ�݄��͔Β��ʹ͔͚ͯࡂΛͨΒ͠ ͨେӍʹ͍ͭͯɺؾிʮฏ �� 

݄̓ ৽ׁɾౡ߽Ӎʯͱ໋໊͠·͠ ͨɻ

○「平成 16年 7月新潟・福島豪雨」との比較

ɹʮฏ�� �݄৽ׁɾౡ߽Ӎʯʹ͓ Δ͚ڧӍؒظؒ࣌̕Ͱɺ૯߱ਫྔ࠷େͰ���ϛϦΛ͑

ΔఔͰ͕ͨ͠ɺࠓճؒ࣌̕ͷ߱ਫྔ͕ղੳӍྔʹΑΕ࠷େͰ ���ϛϦʢΞϝμεͰ�����ϛϦΛ

ଌʣΛ͑ɺ؍ Β͞ʹେӍ͕ؒ࣌ଓ͍ͨͨΊɺ݄̓ ��͔Β��ͷ ̏ؒͷղੳӍྔʹΑΔ૯߱ਫ

ྔ����ϛϦʹ ୡͨ͠ͱ͜ Ζ͕͋ΓɺӍྔͰൺֱ͢Δͱɺฏ�� ͷ߽ӍΛ্ճΓ·͠ ͨɻ

ɹҰํɺඃΛൺΔͱɺॅՈඃ͕����� ౩͔Β����� ౩ɺऀࢮɾํߦෆ໌ऀ͕�� ໊͔Β�

໊ʹͳΔͳͲɺతඃɺਓతඃͱগͳ ͳ͘Γ·͠ ͨɻ

	

コラム

　予測情報及び噴火警戒レベルの運用が開始され、当市にとっ
て防災対応が行い易くなりました。
　引き続き、これら情報を発表するタイミングや内容等につい
て、さらなる共同検討をお願いしたいと思います。
　今後は、伊豆東部火山群防災協議会において避難計画などを
共同で策定していくことになりますが、迅速・的確な防災対応を行
うには、平常時から関係機関や識者の方々との“顔の見える関係”
を築くことが重要です。この火山防災協議会を始め、訓練、フィー
ルドワークなどを通じ交流を深めていきたいと思います。
（伊東市企画部危機対策課　鈴木課長補佐）

■伊豆東部火山群防災対策のこれから　～地元・伊東市の立場から～

トピックス
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	ฏ �� ͷେӍͰܾյͨ͠ՏͷఅͳͲͷઃඋͷڧԽʹΑΔੑࡂͷ্ʹՃ͑ɺ࣏ࣗମʹ͓͍

ͯɺ͋Β͔͡Ίආࠂקͷஅج४ΛఆΊɺॅຽʹରͯ͠ ආͷํ๏Λ͋Β͔͡Ίप͢ΔͳͲ

ରࡦΛͱͬ ͓ͯΓɺૣΊʹආࠂקΛൃྩ͠ɺใΛߦࡂແઢʹΑΔ์ૹɺใंɺϝʔϧɺ

ϥδΦͳͲ༷ʑͳखஈΛ༻͍ͯॅຽʹୡͯ͠ ͍·͠ ͨɻ·ͨɺؾใจதͰʮฏ�� ͷ৽ׁɾ

ౡ߽Ӎʹඖఢ͢ΔେӍʯͱ͍ͬͨաڈͷࡂΛҾ༻ͯ͠ ҙىשΛͨͬ͜ߦͱͰɺใΛड͚ͨใಓػ

ؔͳͲʹΑͬ ճͷେӍ͕େ͖͘ࠓͯ औΓ্͛ΒΕɺॅຽʹΑΓ۩ମతʹ͕ײػةΘΓ·͠ ͨɻ

	͜ͷΑ͏ ͳ͔ࠒΒͷඋ͑ͱͷରԠ͕ɺඃݮܰʹͭͳ͕ͬͨͱߟ Β͑Ε· ɻ͢

平成 23年 7月 27日 21時～ 30日 12時 平成 16年 7月 11日 9時～ 14日 9時

平成２３年７月新潟・福島豪雨（左）と平成１６年７月新潟・福島豪雨（右）の
総降水量の分布図の比較

新潟県加茂市宮寄上（ﾐﾔﾖﾘｶﾐ）の雨の状況（7月27日～31日）

アメダスで観測した降水量について、左図は平成 23 年 7月 27 日 21 時～ 30 日 12 時、右図は平成 16 年 7月 11 日 9 時～ 14 日 9 時の期間
で積算したものです。

7月 27 日 0時～ 31 日 0時における、新潟県加茂市宮寄上 ( ﾐﾔﾖﾘｶﾐ ) での降水量と、加茂市への大雨警報などの気象情報の
発表の状況を時系列で示したグラフです。
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ɹ

（２）平成２３年（２０１１年）台風第１２号

ア．台風第12 号の状況
ɹେܕͷ෩ୈ��߸ɺΏͬ͘ Γ

ͱ্͠·͠ ͨɻ͜ͷͨΊɺຊ

͔Βຊʹ͔͚ͯؒ࣌ʹΘͨͬ

ͯ෩पลͷඇৗʹۭ͕࣪ͬͨؾ

ྲྀΕࠐΈɺلҏౡͷࢁԊ͍Λத

৺ʹൣ͍ғͰهతͳେӍͱͳ

Γ·ͨ͠ɻ�݄��͔Β�݄�

·Ͱͷ૯߱ਫྔൣ͍ғͰ����

ϛϦΛ͑ɺଟ͍ͱ͜ΖͰ߱ਫ

ྔฏͷ �ׂʹୡ͠ɺلҏౡ

ͷҰ෦ͷҬͰղੳӍྔͰ

����ϛϦΛ͑·ͨ͠ɻಸྑݝɾ

ՎݝࢁΛத৺ʹൣ͍ғͰਁਫ

࠭ൃ͕ࡂੜ͠ɺશࠃͰ ��

ࢮ໊͕ ɾऀํߦෆ໌ऀͱͳΓ·͠ ͨɻ

　　山腹崩壊 　　　河川のはん濫 

羽根川（十日町市大字丁地内）（新潟県提供） 信濃川（小須戸橋地点）　（北陸地方整備局提供）

台風第 12 号の経路図

台風第 12 号の中心位置の移動を示した図。上陸時の強風域（風速毎秒 15 メートル以上）の
大きさもあわせて示しています。

トピックス
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イ．ゆっくり進み、大きな被害をもたらした台風第12 号
ɹ

ɹ

ɹ෩ୈ�� ߸ɺࣗసंΑΓ͍ฏ࣌ۉ

 ��ΩϩϝʔτϧҎԼͰɺ��͔Β�݄�

ͷؒɺ����ΩϩϝʔτϧΛ�͔͚ؒ

ͯΏͬ͘ Γͱ্͠·͠ ͨɻ

ɹ෩ୈ�� ߸͕Ώͬ Γ͘ͱਐΜͩཧ༝ɺ

ຊۙͰ௨ৗภ෩ͷӨڹʹΑΓ

ૣʹ௨Γա͗Δͷʹର͠ɺภ෩͕ऑ͍ঢ়

ଶ͕ଓ͍ͨͨΊͱߟ Β͑Ε· ɻ͢

三重県宮川市宮川の雨の状況　８月３０日１７時～９月５日２４時

三重県宮川市のアメダス「宮川」で観測された雨の記録。9月 4 日 10 時 10 分までの 24 時間に 872.5 ミリ、同日 17 時 20 分までの 72 時間に
1519.0 ミリを観測し、ともに観測史上 1位を更新しました。8月 30 日 17 時からの総降水量は 1630.0 ミリで、宮川の年間降水量平年値 3147.5 ミ
リの 5割を上回っています。

台風第12号のゆっくりした動き

台風第12 号の中心は、8月27日には小笠原近海にあって、その後 6日間かけて
本州付近に到達しています。
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ウ．土砂の大規模崩壊とその後の対応
ɹهతͳେӍʹΑΓɺಸྑݝɺՎݝࢁʹେنͳ࠭ൃ͕ࡂੜ͠ ·͠ ͨɻ

ɹൃ͕ࡂੜͨ͠पลͷࢢொଜͰɺྲྀܢࣼ໘ʹ่ͨͬյ͕ɺͦͷޙͷΘ͔ͣͳ߱ӍʹΑͬ ͯ

ྲྀग़͢ΔͳͲͷ࠭ൃ͕ࡂੜ͍͢͠ঢ়ଶͰ͋ͬͨ͜ͱ͔Βɺ͜ΕΒͷࢢொଜΛରͱ͠ ͯൃද͢Δେ

Ӎܯใɾҙใͷൃදج४Λ௨ৗج४ΑΓҾ͖Լ͛ͨఆج४Λઃ͚ͯ�݄�ΑΓӡ༻͠ɺͦͷޙͷ

Ӎʹඋ͑·͠ ͨɻ

山腹崩壊 土砂崩れ

国道169号線（奈良県吉野郡川上村付近）

和歌山県東牟婁郡那智勝浦町（和歌山県提供）

平成 23 年 9月8日付で、和歌山県と奈良県に設定された
大雨警報（土砂災害）・大雨注意報の暫定基準

大雨警報・注意報の土壌雨量指数基準について、市町村毎の被災地の状況を考慮して通常基準の 8
割または 5 割に引き下げた暫定基準を設定し、運用しました。

トピックス
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　·ͨɺྲྀग़ͨ࠭͠ʹΑΓՏ͕͖ͤࢭΊΒΕΔՏಓด͕࠹ੜͨͨ͡Ίɺࠃަ௨লۙـํඋہ

ͰԾഉਫ࿏ࣄͳͲͷࣄٸۓΛߦ ͳ͏ͲରࡦΛ͗ٸ·͠ ͨɻؾிͰɺ͜ͷΑ͏ ͳର͕ࡦԁʹ࣮

Ͱࢪ Δ͖Α͏ ɺඃࡂҬͷۀ࡞Λࢧԉ͢ΔͨΊͷؾࢿྉΛ࡞͠ɺಉඋہͷࡂରࡦຊ෦ఏڙ

͢Δͱͱʹɺ৬һΛ͠ݣ·͠ ͨɻ

エ．台風第12 号により被災したアメダスの復旧対応
ɹ෩ୈ��߸Ͱɺ௨৴ճઢͷ్ઈ؍ଌثػͷףਫͷͨΊɺلҏౡೆ෦ʹ͓͍ͯෳͷΞϝμ

ε͕োͱͳΓ·͠ ͨɻؾிɺͪʹ৬һΛݱʹ͠ݣɺൃࡂ�ޙʹՎݝࢁͷຊٶʢ΄Μ͙

ʣ͏ٴͼಸྑݝͷ෩ʢ͔ͥʣͷ؍ଌॴʹՄൖܕͷ؍ଌثػ௨৴ثػΛྟ࣌ʹઃஔ͢ΔͳͲૣٸͳ

෮چʹΊ·͠ ͨɻ

大阪管区気象台が近畿地方整備局へ提供した災害時気象支援資料

奈良県風屋地域雨量観測所における衛星通信機器設置作業

左図は河川閉塞地点付近の 3 時間毎の雨量予測、右図は台風第12 号の被災地における天気を解説した資料です。
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（３）平成２３年（２０１１年）台風第１５号

ア．台風第15号の状況
ɹೆେ౦ౡͷւ্ʹ͠Β͘ ཹ·Γɺ࣪ͬͨ

Θͨͬͯʹ͕ؒ࣌ؾۭ ຊभʹྲྀΕࠐΜͩ͜ͱ

ͱɺ౦ւํʹ্ޙ͍ڧྗΛอͪͳ͕Β

౦ʹਐΜͩ͜ͱʹΑΓɺຊ͔Βຊʹ

͔͚ͯͷൣ͍ғͰɺ෩هతͳେӍͱͳ

Γ·ͨ͠ɻ֤Ͱਁਫަ௨োͳͲ͕ੜ͡ɺ

��ऀࢮͳͲͰݝɺѪݝɺ੩Ԭݝٶ ໊ɺߦ

ํෆ໌ऀ�໊ͷେ͖ͳඃΛͨΒ͠ ·͠ ͨɻ

イ．静岡県浜松市付近に上陸後も強い勢力
を保った台風第15号
ɹ݄̕ ���� Β͘͠ޙۙʹ্ͨ͠෩ୈ��߸ɺͦͷࢢদݝ੩Ԭʹࠒ࣌ ྗΛอ͍ͪͭͭڧ

౦ਐΈ·͠ ͨɻ੩Ԭݝ෩ͷܸΛड͚ɺ��͔Β߱Γଓ͍ͨӍ͕ɺ��ͷே͔Βڧ·Γͩ͠ɺ

༦ํʹ͔͚ͯͨ͋ؒ࣌�Γ��ϛϦΛ Δ͑ඇৗʹܹ͍͠ӍʹݟΘΕ·͠ ͨɻ

台風第１５号の経路図

台風第15 号の中心位置の移動を示した図。

レーダーが捉えた台風第 15 号
（９月 21 日 14 時）

東京都江戸川区江戸川臨海の風の状況
9 月 19 日 1 時～ 22 日 24 時

レーダーによる雨雲の様子から、上陸時には台風の目の構
造が保たれていたことが分かります。

東京都江戸川区のアメダス「江戸川臨海」で観測された10 分ごとの風速（平均
風速）の記録。21日正午前から風が強まっています。

トピックス
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ɹ౦ژͰɺ��ະ໌͔Β͍ڧӍ͕ଓ͍ͨͷͪ࣍ୈʹӍ͕ऑ·ΔҰํͰɺனલ͔Β෩͕ڧ·Γ

·͠ ͨɻށߐ۠ͷΞϝμεʮށߐྟւʯͰ�� ࣌ �� ʹฏۉ෩͕ຖඵ ����ϝʔτϧͱ؍ଌ্࢙

͍͓ʹ৽͢ΔͳͲɺ֤ߋେΛ࠷ ༦ͯํʹ͔͚ͯ෩ͷϐʔΫͱͳΓ·͠ ͨɻ

ɹ͜ͷͨΊɺटݍΛΔమಓಓ࿏ɺ෩ͷڧ·Γͩͨ͠�� Ί͕ੜ͡ɺࢭߦԆ௨ߦΖ͔Βӡ࣌͝

�� ଟʹ࣌ ͷ͘మಓ͕ӡࢭఀߦঢ়ଶͱͳΓ·͠ ͨɻ͜ͷӨڹ ͢ؼͰݍΖ·Ͱଓ͖ɺट࣌͝��

ΔλΠϛϯάͱॏͳͬͨ͜ͱ͋Γɺେྔͷؼࠔऀ͕ൃੜ͠ɺࣾձతͳӨڹͷେ͖͍෩ͱͳΓ·

ͨ͠ɻ

ウ．台風情報を利用することで
ɹ౦ژͰ�� ෩ຖඵ��ϝʔτϧΛʹ͗࣌͢

͑Δڧ෩͕ɺ͗࣌͢��ʹ෩ຖඵ ��ϝʔτϧΛ

 Δ͑෩͕ਧ͖࢝Ί·͠ ͨɻ

	ςϨϏΠϯλʔωοτ͔ΒೖखͰ͖Δ෩ใͰɺ

෩ͷਐ࿏ɺڧ෩ݍɾ෩ݍʹೖΔλΠϛϯάΛΔ

͜ͱ͕Ͱ͖· ɻ͢෩Ӎʹࠐ͖ר·Εͣʹ҆શʹؼ

͢ΔͨΊʹɺ෩ใΛ׆༻ͯ͠ૣΊʹରࡦΛͱΔ

͜ͱ͕ޮՌతͰ ɻ͢

３時間ごとのアメダスにおける平均風速及び風向の状況

台風の影響に伴う渋谷駅前の混雑

15 日  12 時 15 日  15 時

15 日  18 時 15 日  21 時

アメダスによる 3 時間のごとの関東甲信地方の
平均風向・風速の状況。首都圏は北東に進む
台風第15 号の右側にあたり、風向きが南東か
ら南西へ変化しつつ強い風が続きました。

画像提供：NHK
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コラム

　風や気温などの大気の時間変化をコンピュータで計算して将来の天気を予測する方法が数値予報
です。気象庁は、昭和34年（1959年）にわが国の官公庁として初めて科学計算用の大型コンピュータ
を導入し、その後、数値予報技術とコンピュータ技術の進歩にあわせて計算機を更新し、9代目となるス
ーパーコンピュータシステムを平成24年（2012年）6月より運用する予定です。新しいスーパーコン
ピュータの計算能力は、現在の約30倍、これは一秒間に８百兆回の四則演算を行う能力に相当し、局地
的大雨などの短時間強雨等に対する防災気象情報の高度化や、長期的な気候予測の精度向上に役立
てられるほか、気象衛星データ処理もあわせて行う計画です。

　防災機関として24時間365日の連続稼働が求められることから、計算機には無停電電源装置によ
る停電対策、建屋には積層ゴムによる横免震と上下免震装置による地震対策などの防災対策を施して
います。

■スーパーコンピュータシステムの更新

スーパーコンピュータ

建屋と積層ゴム

トピックス
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（１）桜島の火山活動ɹ

ɹฏ �� ʢ���� ʣ݄̒ ʹՐ׆ಈΛ࠶։ͨ͠ࡩ

ౡೆַ౦ࣼ໘ͷতՐޱͰɺฏ ��ʢ���� ʣ

ʹೖΓ࣍ୈʹՐ׆ಈ͕ൃ׆Խ͠·ͨ͠ɻฏ �� 

ʢ����ʣʹೖͬͯɺ݄̑ʹতՐޱͷՐޱఈͰ༹

ଓ͠ɺܧಈ͕׆ͳՐൃ׆ଌ͞ΕΔͳͲ؍ॳΊ͕ͯؠ

ೆַࢁՐޱͷՐճΛؚΊͨؒՐճ

���� ճ 	ฏ �� ɺ���� ճ 
Ͱͦͷ͏ͪ രൃతՐ

ͷճ ��� ճʢಉɺ��� ճʣʹ ୡ͠·͠ ͨɻࡩౡͰɺ

େ͖ͳੴٴͼՐྲྀࡅʹର͢Δܯռ͕ඞཁͳൣғΛʮՐ

Β֓Ͷ͔ޱ Ω̎ϩϝʔτϧʯͱ͢ΔՐܯռϨϕϧ̏ 	 ೖ

੍نࢁ 
Λܧଓ͠·ͨ͠ɻരൃతՐʹ͍ɺେ͖ͳ

ੴ͕̏߹ʢতՐ͔ޱΒ���� ʙ����ϝʔτϧʣ·

Ͱୡ͢ΔՐɺ��݄ʹ̐ճɺ��݄ʹ̎ճɺ��݄ʹ̓

ճൃੜ͠·͠ ͨɻՐྲྀࡅ̓ճൃੜ͠·͠ ͕ͨɺ͍ͣΕ

খنͳͷͰͨ͠ɻ

ɹೆַࢁՐޱͰɺฏ ��ʢ���� ʣ�� ݄̏ 

ҎདྷͷരൃతՐ͕ɺ݄̎ ̓ʹ̎ճൃੜ͠·͠ ͨɻ

ɹࡩౡͷʹ͋ΔѬྑ 	͍͋Β
ΧϧσϥʢࣛࣇౡԞ෦ʣͷԼਂ෦ͰɺϚάϚͷੵ͕ظʹΘͨ

Γܧଓͯ͠ ͍Δ͜ͱ͕ɺࠃཧӃͷ֪มಈ࿈ଓ؍ଌͰଊ Β͑Ε͍ͯ· ɻͦ͢͜ ͔ΒࡩౡԼͷϚ

άϚྔڅڙͷ૿Ճ͕ɺࡏݱͷՐͷଟ͍ঢ়ଶΛͨΒ͠ ͍ͯΔͱਪఆ͞ΕɺޙࠓɺߋʹՐ׆ࢁಈ͕ൃ׆

Խ͢ΔՄੑߟ Β͑Ε·͢ͷͰɺ׆ಈͷਪҠʹҙ͢Δඞཁ͕͋Γ· ɻ͢

桜島昭和火口の月別噴火・爆発回数

※ 爆発的噴火は噴火の一形態であり、桜島では、爆発地震を伴い、爆発音、体感空振、噴石の火口外への飛散、または気象台や島内の空振計で
一定基準以上の空振のいずれかを観測した場合に爆発的噴火としています。

200㻢ᖺ01 2007ᖺ01 200㻤ᖺ01 200㻥ᖺ01 2010ᖺ01 2011ᖺ01

平成 23年 5月 31 日
海上自衛隊第 72 航空隊鹿屋航空分遣隊ヘリコプターから撮影

桜島の昭和火口で観測された溶岩

火口底に上昇している溶岩の様子及び溶岩中央部が非常に高温

であることが認められる。（図の矩形内）

ฏ��ʢ����ʣͷݦஶͳՐ׆ࢁಈ
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（２）霧島山（新燃岳）の火山活動と気象庁の対応

ア．火山活動と警報発表の推移
ɹໄౡࢁʢ৽೩ַʣͰɺฏ �� �݄��ɺଟྔͷग़Λ์ग़͢Δ࿈ଓతͳՐ͕ൃੜ࣍͠ୈ

ʹՐͷنେ͖͘ ͳͬͨ͜ͱ͔Βɺؾிɺੴʹରͯ͠ ͔ޱռ͕ඞཁͳൣғΛͦΕ·ͰͷʮՐܯ

Β֓Ͷ Ω̍ϩϝʔτϧʯ͔ΒʮՐ͔ޱΒ֓Ͷ Ω̎ϩϝʔτϧʯʹ֦େ͢ΔࢫͷՐܯใΛൃද͠ɺՐܯռ

ϨϕϧΛ̎ʢՐޱपล੍نʣ͔ Β̏ ʢೖ੍نࢁʣʹ Ҿ্͖͛·͠ ͨɻ Β͞ʹɺਓӴʹΑΔ؍ଌ݁Ռ͔Βɺ

��ʹ֬ೝ͞ΕͨՐޱͷ ϝेʔτϧͷ༹͕ؠ��ʹՐޱΛ΄΅ຬͨͯ͠ ͍Δ͜ͱ͕͔Γɺര

ൃతՐʹΑͬ ͯ͜ͷ༹͕ؠग़ͨ͠߹ʹൃੜ͢ΔՐྲྀࡅͷӨൣڹғΛ౿·͑ͯɺಉɺܯռ͕ඞཁ

ͳൣғΛʮՐ͔ޱΒ֓Ͷ̏Ωϩϝʔτϧʯʹ֦େɺ݄̎ ̍ʹൃੜͨ͠രൃతՐʹΑͬ ͯେ͖ͳੴ͕Ր

Β͔ޱ ���Ωϩϝʔτϧͷ·Ͱඈͨ͜͠ࢄͱ͔Βܯռ͕ඞཁͳൣғΛʮՐ͔ޱΒ֓Ͷ Ω̐ϩϝʔτϧʯ

ͷൣғʹ֦େ͠·͠ ʢ͍ͨͣΕՐܯռϨϕϧ ʢ̏ೖ੍نࢁʣ͕ܧଓʣɻͦͷޙɺՐ࣌ʑൃੜͨ͠

ͷͷɺنখ͘͞ ͳΓൃੜසগͳ ͳͬͨ͘͜ͱ͔Βɺ݄̏ ��ɺܯռ͕ඞཁͳൣғΛʮՐ͔ޱΒ

֓Ͷ̏Ωϩϝʔτϧʯͷൣғʹॖখͯ͠ ͍· ɻ͢

イ．噴火時等の避難に係る対応
ɹɺ݄̍ ��Ҏ߱ͷՐ׆ಈΛड͚݄ͯ̎ ̓ɺՐ׆ಈ͕ Β͞ʹൃ׆Խͨ͠߹ʹඋ͑ɺֳ

ɾফிɾަࠃলɾؾிͷؔলி৬һʹΑΓ৫͞Ε ʮͨໄౡࢁ 	 ৽೩ַ 
 Րʹؔ͢Δ

ࢧԉνʔϜʯΛݝ࡚ٶிʹ͠ݣɺฏ �� ʹؔলிʹΑͬ ͱͯΓ·ͱΊΒΕ ʮͨՐ࣌ͷආ

ʹΔՐࢁࡂମ੍ͷࢦʯʹ͖ͮجɺݩͷؔػ ʢؔݝɺࢢொɺؾɺ࠭෦ہɺՐࢁઐ

Ոʣ͕Րࢁڞ͍ͯͭʹࡂಉͰݕ౼͢ΔՐࢁٞڠࡂձʢໄౡՐࢁࡂ࿈བྷձίΞϝϯόʔձٞʣΛ

͜͏ߦԉΛࢧఆࡦըͷܭங্ͨ͠Ͱɺॅຽͷආߏ࠶ ͱͱ͠ ·͠ ͨɻ

平成23年霧島山 (新燃岳 ) の噴火

大量の噴石や火山灰を巻き上げながら噴煙柱を形成する霧島山 ( 新燃岳 )
の連続的噴火（平成 23 年 1月 27日撮影）

霧島山 ( 新燃岳 ) の火口内に蓄積された溶岩（平成 23 年 1月 31日
撮影）

トピックス
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ɹՐࢁٞڠࡂձʹ͓͍ͯɺݩͷؾɺࢢொ͕ආܭըΛࡦఆ͢ΔͨΊʹඞཁͳʮՐγφϦΦʯ

ʢՐʹ͏ݱͱӨൣڹғͷਪҠʹ͍ͭͯؒ࣌తʹॱΛͬͯ આ໌ͨ͠ͷʣΛࣔ͠ɺՐܯռϨϕϧ

ʢ̐ආ४උʣٴͼ ʢ̑ආʣͷՐܯใ͕ൃද͞ΕΔΑ͏ͳՐ׆ಈͷৄࡉʹ͍ͭͯ۩ମతͳղઆΛ

͠·ͷཧղΛಘؔػɺ͍ؔߦ ͨɻ Β͞ʹɺطଘͷϋβʔυϚοϓʹදࣔ͞Εͨ۠ݥةҬΛՐܯռϨ

ϕϧ ʢ̐ආ४උʣٴͼ ʢ̑ආʣͰͷܯռ͕ඞཁͳൣғʢආରҬʣͱ͢Δ͜ͱΛ͕ؔؔػ߹

ҙ্ͨ͠Ͱɺݩͷࢢொʢໄౡٴࢢͼݪߴொʣ͕த৺ͱͳͬͯ ආܭըͷڞಉݕ౼͕ਐΊΒΕ·͠ ͨɻ

ɹໄౡࢁʢ৽೩ַʣͷՐࢁݶʹࡂΒ ɺͣؾிٴͼݩͷؾɺجࡂຊܭըʹ͖ͮجɺՐࢁ

ٞڠࡂձͷΈΛ׆༻ͯ͠ ɺؔऀࢁొ͕ؔػॅຽͷආʢՐܯռϨϕϧආܭըʣʹͭ

͍ͯฏৗ͔࣌ΒڞಉͰݕ౼͠ɺࡂରԠͷΠϝʔδΛ࣮֬ʹڞ༗͢Δ͜ͱͰՐ࣌ͷରԠΛΑΓԁ

Ͱࢪ࣮ʹ Δ͖ମ੍Λਪਐͯ͠ ͍· ɻ͢

ウ．新燃岳噴火に伴う降灰による土石流の対応
ɹҰൠతʹɺՐʹΑͬ ͯग़͞ΕͨՐࢁփͷଯੵʹΑΓɺগྔͷ߱ӍͰੴྲྀ͕ൃੜ͢Δੑݥة

·Δ͜ͱ͕ΒΕ͍ͯ·ߴ͕ ɻ͢·ͨɺ͜͏ ͨ͠ੴྲྀɺ୩Ԋ͍ʹԕํ·Ͱ౸ୡ͠ɺಓ࿏ɺՈɺ

·Λ༩͑ͳͲʹେ͖ͳඃߞ ɻ͢͜ͷΑ͏ͳ͜ͱ͔Βɺࣛࣇౡํؾͱ࡚ٶํؾɺ߱փʹ

ΑΔੴྲྀରࡦͷͨΊʹɺՐޙͷ�݄��͔Βɺࣛࣇౡݝໄౡࢢɺݝ࡚ٶࢢɺݪߴொɺখྛࢢɺ

͑ͼͷࢢΛରʹ�� ճɺໄౡࢁʢ৽೩ַʣपลͷؾ༧ଌΛ໌ࢧ࣌ࡂͨ͠هԉࢿྉͷൃදΛ

։࢝͠·͠ ͨɻ Β͞ʹɺେӍҙใɾܯใൃද࣌ʹɺ্ࡂͷҙܯռ߲ࣄ ʮʹໄౡࢁʢ৽೩ַʣप

ลͰɺੴྲྀటྲྀʹҙͯ͠ ͩ͘ ͍͞ʯΛ໌͠هɺΑΓҰͷҙΛଅ͢͜ͱͱ͠ ·͠ ͨɻ·ͨɺ߱

霧島山 (新燃岳 ) で再構築された共同検討体制（火山防災協議会）

「霧島山 ( 新燃岳 ) 噴火に関する政府支援チーム」の主導によって、地元の関係機関から構成される火山防災協議会が再構築されました。避難時期
や避難対象地域の確定に深く関与するメンバーから構成されるコアグループ（事務局会議）が形成され、火山防災協議会の活動を主導しています。
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Ӎ࣌ʹɺࣛࣇౡݝໄౡࢢɺݝ࡚ٶݪߴࢢொిʹΑΔؾঢ়گͷղઆΛ͍ߦɺಛʹࢢͱ

͠·ԉ͠ࢧରԠΛࡂ͏ߦொͷࢢΔͳͲɺ͢ࢪொʮग़ுղઆʯΛ࣮ݪߴ ͨɻ

ɹࠃަ௨ল͕࣮͠ࢪ

ௐࠪͷ݁Ռɺ߱ٸۓͨ

փʹΑΓੴྲྀͷ͓ͦΕ

ͯͬ·ߴ͕ ͍Δੴྲྀة

நग़͞Εɺආ͕ྲྀܢݥ

ͷߟࢀͱͳΔӍྔج

४͕ؒ࣌�Ӎྔ�ϛϦͱ

ࣔ͞Εͨ͜ͱΛड͚ͯɺ

ࢢݪߴொͷආ

ͯ͠༺ͷஅʹརࠂק

͍ͨͩ͘Α͏ɺ�݄�

ΑΓɺؒ࣌� �ϛϦҎ্

ͷӍͷؒظΛࣔ͠ ʮͨໄ

ౡࢁʢ৽೩ַʣपลͷ

Ӎʹؔ͢Δؾݝ࡚ٶ

ใʯʢҎԼʮໄౡࢁʹؔ͢Δؾݝใʯͱ͍͏ʣΛൃද͠·͠ ͨɻ�݄�ΑΓɺࢧԉνʔϜ

ʹ৬һΛ͠ݣɺੴྲྀʹର͢ΔආܭըੴྲྀରࡦͷͨΊɺʮໄౡࢁʢ৽೩ַʣՐͷ߱փʹΑΔ

࠭ࡂʹؔ͢Δආܭըࡦఆʹͯ͠ࡍ ͷ۩ମతͳ͑ߟ ʢํ࠷ऴҊʣʯΛ�݄��ͷίΞϝϯόʔձٞ

Ͱࣔྃ͠ ঝ͞Ε·͠ ͨɻ͜ͷํ͑ߟɺࢢݪߴொͷආܭըࡦఆʹ༗ޮʹ׆༻͞Ε·͠ ͨɻ·ͨɺ

�݄�ʹ࠭ܯࡂռ۠Ҭʹ͓ Δ͚࠭ࡂࢭରࡦͷਪਐʹؔ͢Δ๏ͷҰ෦Λվਖ਼͢Δ๏͕

ʢ৽ࢁใʦໄౡٸۓࡂௐࠪͷ݁Ռ͔Βɺʮ࠭ٸۓͷݝ࡚ٶަ௨লࠃަ௨লɺࠃΕɺ͞ߦࢪ

೩ַʣʧʯΛൃදͯ͠ ͕࠭ࡂఆ͞ΕΔ۠Ҭج४ͷݟ͠Λ͍ߦɺ͜Εʹ͍ࢢݪߴொͰ

ආࠂקͷج४ͷݟ͕͠ߦΘΕɺ࡚ٶํؾͰࢢொݝɺؔؔػͱ࿈ͭ͠ܞ ʮͭໄౡࢁʹ

ؔ͢Δؾݝใʯͷ༰Λదٓݟ͠·͠ ͨɻ

ɹ͜ͷΑ͏ʹɺؾிɺࠃͷؔؔػɺݝɺࢢொͱ࿈ͯ͠ܞ ໄౡࢁʢ৽೩ַʣͷՐʹ͏ੴྲྀࡂ

ͯͬߦରԠΛ͚ͨʹࢭͷ ͍· ɻ͢

霧島山（新燃岳）周辺の土砂災害警戒に対する気象情報の流れ

トピックス
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ɹͦͷଞɺໄౡࢁʢ৽೩ַʣͷՐ׆ಈʹ͍ɺ

߱ਫʹΑΔటྲྀੴྲྀͷൃੜʹඋ͑ɺ�݄��

ʹݝ࡚ٶͷݪߴொٴͼాࢁொɺฒͼʹࣛࣇౡ

ଌॴΛઃஔ͠ɺ؍Ӎྔ࣌ྟʹͷԂொͷ�͔ॴݝ

Ӎྔ؍ଌମ੍ΛڧԽ͠·͠ ͨɻ

宮崎県気象情報災害時支援資料

新燃岳南側斜面の降灰状況

山田観測所における雨量計の設置作業
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コラム

　各火山では、「防災基本計画」及び「噴火時等の避難に係る火山防災体制の指針」に基づき、都道府県
（防災部局）による総合調整のもとで、「火山防災協議会」（都道府県、市町村、気象台、砂防部局、火山専
門家等で構成される避難計画の共同検討体制）の設置が進められています。
　火山防災協議会の目的は、平常時から、噴火時等の登山者や住民の避難について、避難時期（いつ）、
避難対象地域（どこから）、避難先（どこへ）、避難経路・手段（どのように）をまとめた「具体的で実践的な
避難計画」の策定に向けた共同検討の推進であり、前提となる「噴火シナリオ」「火山ハザードマップ」
「噴火警戒レベル」の共同検討もこれに含まれます。検討結果は、「火山防災マップ」や「防災訓練」を通
じて住民等に周知されます。
　火山防災協議会における避難計画の共同検討を通じて、関係者間でいわゆる「顔の見える関係」を構
築し、「防災対応の具体的なイメージ・認識を共有」することで、噴火時等の関係者の連携による入山規
制や住民避難の円滑な実施に確実を期しています。

各火山の地元では、防災基本計画に基づき、都道府県による総合調整のもとで、平常時から登山者や
住民の避難について共同で検討する体制として「火山防災協議会」や「コアグループ」を設置し、図内
の６つの取組の共同検討を通じて、関係者間で「顔の見える関係の構築」や「防災対応のイメージ共
有」を推進する必要があります。

火山防災体制の構築について

噴火時等の避難に係る共同検討体制（火山防災協議会・コアグループ）

トピックス
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霧島山(新燃岳)の地元では、政府支援チームの主導により、宮崎・鹿児島の両県が事務局を務
める火山防災協議会「霧島火山防災連絡会コアメンバー会議」が再構築され、避難（噴火警戒
レベル・避難計画）の共同検討を通じて、市町村や気象台等の関係機関が「顔の見える関係の
構築」、「防災対応のイメージ共有」及び「噴火警戒レベルの改善」を進めています。

防災基本計画に基づく火山防災協議会の開催
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ɹਫݯࢿཧɺྛਫۀ࢈ɺྲྀ௨ɾখചۀɺ݈߁ɺΤωϧΪʔͳͲɺࠃ֎ͷଟ ͷࣾ͘ձࡁܦͰɺ

େӍɺߑਫɺׯͭɺ͋Δ͍פͳͲͷީؾมಈҟৗؾʹΑΔӨڹΛड͚͍ͯ· ɻ͢·ͨɺ

ٿԹஆԽͷਐߦʹΑΓɺۃͳߴԹେӍͷස͕૿Ճ͢ΔՄੑ͕͍ߴͱ༧ଌ͞Ε͓ͯΓɺީؾม

ಈҟৗؾʹΑΔӨڹͷ૿େ͕ݒ೦͞Ε͍ͯ· ɻ͢

ɹಛʹ్্ࠃީؾมಈҟৗؾʹରͯ͠ ੬ऑͰ͋ΓͦͷӨڹҰେ͖͍Ͱ͕͢ɺۙɺࣾձɺܦ

Ϳ͜ͱଟٴʹࠃϦεΫ͕զ͕ީؾͷࠃͷάϩʔόϧԽͷਐలʹ͍ɺ్্ࡁ ͳͬͯ͘ ͍· ɻ͢ฏ �� 

ͷλΠʹ ͓ Δ͚ߑਫʹΑΓۀاܥͷݱͷૢ͢ࢭఀ͕ۀΔͳͲɺզ͕ࠃͷࣾձ׆ࡁܦಈʹଟ ͷ͘Ө

ੜ͠ൃ͕ڹ ͨ͜ͱهԱʹ৽͍͠ͱ͜ ΖͰ ɻ͢

ɹ͜ͷΑ͏ ͳͷͱɺަ ௨ࡦ৹ٞձؾՊձͰɺ

ΛडڹʹΑΔӨؾมಈҟৗީؾ Δ͚͕ଛࣦඃ

Λճආɾܰ͢ݮΔͨΊʹඞཁͳɺީؾใͱͦͷར׆༻ͷ

͋Γํʹ͍ͭͯɺฏ �� �݄͔Β৹ٞΛ։࢝͠ɺฏ

�� �݄ʹɺؾிͷఏݴͱ͠ ͯऔΓ·ͱΊ·͠ ͨɻ

ɹؾிͰɺຊఏݴΛड͚ɺقઅ༧ใͳͲͷީؾใΛ

ࣾձɾ׆ࡁܦಈʹ͓͍ͯΑΓ׆༻͍ͨͩ Δ͚Α͏ɺར༻ऀͱ

ͷରΛਐΊɺؔؔػͱ࿈ܞɾͯ͠ྗڠ ͦͷࡦ༺׆ͷ

ग़ͱͦͷීٴΛਐΊ͍ͯ͘͜ ͱͱ͠ ͍ͯ· ɻ͢·ͨɺฏ

�� ͷλΠͰൃੜͨ͠ߑਫͷΑ͏ͳྫࣄ౿·͑ɺੈքͷ
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ͷਪਐ༺׆ใͷརީؾʹରԠ͢ΔͨΊͷؾมಈҟৗީؾ

JICA　竹谷客員専門員提供
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ͷ࡞ऀͱར༻ऀଆ͕ͦ͠ྗڠͷޭྫࣄΛग़͢ΔΈΛߏங͢Δɻ
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։ൃΛ͍ߦɺޭྫࣄΛग़͢Δɻ
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ؚΊެද͢Δɻ

浸水したタイの工業団地

提言の骨子
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気候情報を利用した対応策（気候リスク管理）の開発・実用化に向けた仕組み

ὊɹؾԹͳͲͷ༧ଌͷ֤ʑͷʹରͯ͠ ɺͦͷى Γ͜͢͞Λهड़͢Δ֬ͷใΛॆ࣮
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�̏	ւ֎Ͱൃੜ͢ΔީؾมಈҟৗؾʹΑΔӨڹʹରͯ͠ ɺւ֎ͷҟৗؾͳͲʹؔ͢Δใͷࠃ			
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ɹɹਐ͢Δɻ
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Ὂɹީؾใͷ׆༻ํ๏ʹؔ͢Δٕज़ҠసͳͲΛॆ࣮

Ὂɹࠃ֎ͷؔػؔࡂͳͲͱ࿈͠ܞϋʔυରࡦͱιϑτର͕ࡦҰମͱͳͬͨࡂύοέʔδɹ

ɹ			ͱ͠ ԉࢧͯ

�֤̎ͷར༻ऀ͕ީؾใΛ༻͍ͯɺީؾมಈҟৗؾʹΑΔӨڹΛఆੑత͋Δ͍ఆྔతʹੳɾ

ɹ	ධՁ͢Δ͜ͱͳͲ͕ΑΓ༰қʹͳΔΑ͏ ʹɺީؾใͷརศੑͷ্ΛਤΔɻ

˔	 									൫తͳσʔλͱͳΔฏલൺͳͲج͍͓ͯʹͷੳɾධՁڹʹΑΔӨؾมಈҟৗީؾ

ͷީؾσʔλϕʔεͦͷར༻ڥΛ֦ॆ͢Δɻ

˔	 ଶͷଟ༷ੑΛ౿·͑ɺܗ༺ใͷརީؾΔɺ͚͓ʹࡦͷରԠڹʹΑΔӨؾมಈҟৗީؾ

ར༻ऀଆ͔Β׆ͯݟ༻͍͢͠༧ଌใΛఏڙͰ Δ͖Α͏ ʹ͢Δɻ۩ମతʹɺ

※気候サービスのための世界的枠組み（GFCS）の議論では、これを
「利用者インターフェースプラットフォーム」と呼んでいる。
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コラム

　農業にとって気象が重要であることは、過去も現在も、そして未来も変
わることはありません。いかに科学が進歩しても、気象要素が作物にとっ
ての適正な範囲を大きく逸脱すれば、人間にはもはやなすすべはありま
せん。しかしながら、事前にある程度天候変動を予測できれば、予防的な
被害軽減策をとることが出来ます。例えば、イネの場合は、水田に水を深く
張って幼穂を低温から守るとか、肥料を多めに与えて高温による品質低下

を防ぐなどです。ただし、どちらの場合も、生育が阻害されて有効分けつ数が減ってしまう、高温になら
なかった場合は食味が落ちてしまうなどのマイナス面があり、平年並みの天候では実施せず、信頼でき
る予報に基づいて行うことが必要です。そこで、農研機構は気象庁と共同研究を締結し、気候データを
農業現場で活用する技術開発に着手しています。東北農業研究センターでは、2週間先のアンサンブル
気温予測データの利活用について、岩手県立大学とも共同して情報発信を行い、有効な配信方法等に
ついて検討を行っています。

独立行政法人農業・食品産業技術総合研究機構東北農業研究センター
気象災害リスク低減プロジェクト
プロジェクトリーダー　菅野洋光

交通政策審議会気象分科会の提言に寄せて

　このほか、東北農業研究センター
では、Googleマップによる気象予測
データを用いた水稲栽培管理警戒情
報システムから、水稲生育予測、低温
障害・高温障害予測、イネいもち病発
生予測、イネ紋ガレ病発生予測などの
情報を発信しています。ユーザーは自
分の圃場位置や品種を任意で登録で
き、個々の移植日や気象経過に応じた
生育ステージ予測とそれにもとづい
た警戒警報を受け取ることが出来ま
す。パーソナルコンピューターの他
に、携帯電話でも警戒情報メールを
受け取ることが出来ます。ユーザーＩＤ
を登録することで、情報の使用状況や
要望等を効率よく取得することができ、システムの発展に寄与しています。現在は東北地方限定で運用
していますが、農研機構第3期中期計画では、このシステムを全国版に展開する予定で、気象庁とも共
同研究体制をさらに深化させていきたいと考えています。
　

Googleマップによる気象予測データを用いた水稲栽培管理警戒情報システムによる
情報発信　（いもち病発生予測の例）

気象予測データ利用した農作物警戒情報

トピックス
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　今回の提言では、特に、気温などの予
測の各々の値に対して、その起こりやす
さを記述する確率分布の情報を充実さ
せるところに期待しています。水稲の高
温による品質低下が、より計画的な肥培
管理により低減できる可能性があるか
らです。また、湿度については、病虫害
の予測に重要な気象要素ですので、何
らかの形で予測モデルに使わせていた
だけることを希望します。日本は山がち
で地形も複雑なため、1キロメートルメ
ッシュが農業モデルにとって汎用的なサ
イズになります。数値予報データを1キ
ロメートルサイズまでダウンスケール
するのは簡単ではないと思いますが、是非そのような形で気候データをご提供いただき、農業のリスク
管理に使わせていただければと考えております。

水稲農家と農研職員による現地調査・打ち合わせ

提供：東北農業研究センター
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ɹλΠΛ͡Ίͱ͢ΔΠϯυγφౡͷ֤Ͱɺฏ �� Ն

ͷӍقΛ௨ͯ͡ฏͷ���ʙ��� ഒͷଟӍͱͳΓ·͠ ͨɻ͜
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Δߑਫඃൃ͕ੜ͠ɺ͕ۀاܥଟ͘ೖΔஂۀੈքҨ

͠·Λड͚ͷΞϢλϠҨਁਫඃ࢈ ͨɻ

ɹؾிͰɺࠓճͷେӍͷঢ়گͱͦͷཁҼʹؔ͢Δ

ใΛࠃ͚ʹൃද͢Δͱͱʹɺւ֎͚ʹӳจ

ηϯλʔ˞ͷϗʔϜϖʔδͰެީؾྉΛΞδΞଠฏ༸ࢿ

ද͠·͠ ͨɻ͜ͷࢿྉੈքؾػ ʢؔ8.0ʣͷΣ

ϒαΠτʹ͞ࡌܝΕɺ͘ प͞Ε·͠ ͨɻಉηϯλʔ

ͰɺࢿީؾྉͷఏڙݚमʹΑΔਓࡐҭΛ௨͠

ͯɺ֤͕ࠃదͳީؾใΛ࡞͠ɺҟৗؾʹ͏

ࢦΕΔ͜ͱΛ͞༺׆ใ͕ީؾʹͳͲݮܰͷඃࡂ

ͯ͠ ͓Γɺ͜ͷߑਫʹͯ͠ࡍ ɺؔؾࠃؔػʹɺଟӍͷഎܠͱͳͬͨΞδΞϞϯεʔϯͷ׆ಈঢ়گͳ

Ͳ͞ Βʹৄ͍͠ࢿྉͷఏڙͦͷ࡞ํ๏ͷհͳͲΛ͍ߦɺ֤ࠃͷۀީؾͷࢧԉʹΊ·͠ ͨɻ

平成23年６～９月の４か月降水量平年比の分布と主な地点の月降水量の経過

浸水したアユタヤ遺跡

WMOウェブサイト

トピックス

ւ֎ͷҟৗؾʹ͍ͭͯࠃ֎ʹใΛఏڙ
ʙタΠͷߑਫͷ֓ཁͱアδアଠฏ༸ީؾηϯタʔͷ׆ಈʙ

JICA 竹谷客員専門員提供

経過図の×は、データの未入電を示します。平年値は1981～ 2010 年の平均。

※アジア太平洋気候センター　：　各国気象機関における気候業務を支援するため、気象庁に設置。WMOが設置を進めている地域気候センターの一つ。
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コラム

　世界気象機関(WMO)では、各国の気象機関の気象観測データや気象予測資料などを効果的に国際
交換するため、従来のデータ交換に用いられてきた全球通信システム(Global Telecommunication 
System:GTS)に加えインターネット等を用いて登録した利用者が必要なデータを簡単に検索し、取得
できるようWMO情報システム(WMO Information System：WIS）という世界的な情報通信の枠組
みを作りました。
　WISにおける国際協力の役割には、世界の気象通信網の管理と交換するデータの管理を行う全球情
報システムセンター(Global Information System Centre：GISC）及び気象の各種データの収集と
作成を行うデータ収集プロダクトセンター(Data Collection or Production Centres：DCPC）とい
う種類があります。気象庁は、GISC及び8ヶ所のDCPCの運用を2011年8月から開始し、積極的なデ
ータ交換及びデータ提供を進めています。

GISCの運用開始に向け気象庁で開催したアジア域WIS実施計画のワークショップ
（2010年3月開催）

WMO情報システム（WIS）のセンター構成

■全球情報システムセンター及びデータ収集プロダクトセンターの運用開始

8�



ト
ピ
ッ
ク
ス

ト
ピ
ッ
ク
ス

ɹؾӴɺେؾ໘ͷมಈΛɺنٿͷൣғͰͱΒ Δ͑͜ͱ͕Ͱ͖· ɻ͢͜ͷͨΊɺࡂର

ԹஆԽΛ͡Ίͱ͠ٿࢹͳ͍෩ɺूத߽Ӎͷ͔ͤܽʹࡦ ͨڥٿͷࢹʹ͓͍ͯॏཁͳ

ׂΛ୲ͬͯ ͍· ɻ͢ࡏݱɺզ͕ࠃͷʮͻ·ΘΓ�ɾ� ߸ʯΛ͡Ίͱ͠ ͯɺ֤ࠃͷؾӴӡ༻ؔػʹ͓͍

ͯ৽ͨͳӴͷଧ্͕ͪ͛༧ఆ͞Ε͓ͯΓɺࠃ֎ͷؾؔػؾ͍͓ͯʹؔػڀݚӴͷ؍ଌσʔ

λར༻ٕज़ΛߴԽ͢ΔͨΊͷڀݚ։ൃ͕ਐΊΒΕ͍ͯ· ɻ͢

ɹؾிɺؾӴͷ؍ଌσʔλʹؔ͢Δར༻ٕज़ɺڀݚՌͷใަΛ௨ͯ͡ɺΞδΞɾΦη

ΞχΞҬ֤ࠃͷؾɾۀࡂΛ্͞ Δͤ͜ͱΛతͱ͠ ͯɺฏ �� ��݄�ʢՐʣʙ��݄�ʢۚʣ

ʮʹୈ �ճΞδΞɾΦηΞχΞؾӴར༻ऀձٞʯΛɺੈքؾػ ʢؔ8.0ʣɺ؍ٿଌʹؔ͢Δ

ؒձ߹ʢ(&0ʣɺதࠃɺؖࠃɺΦʔετϥϦΞͷؾؔػͱͷ࠵ڞͰ։͠࠵ɺ��ͷࠃͱҬ͔Β��� ໊

ͷํ͕ࢀՃ͞Ε·͠ ͨɻ

ɹձٞͰɺؾӴͷকདྷܭըɺࡂͷར༻ɺީؾมಈࢹͷར༻ͳͲ̔ ͭͷηογϣϯʹ͔

ΕͯɺதؖٴͼถࠃɺԤभɺϩγΞͷؾӴӡ༻ؔػฒͼʹΞδΞɾΦηΞχΞҬͷؾӴͷ

ར༻ ʢऀओʹ֤ࠃͷؾؔػɾؔػڀݚɾେֶʣ͔Β༷ʑͳൃද͕ͳ͞ΕɺӴ؍ଌσʔλͷར༻ٕज़

ʹؔ͢Δൃ׆ͳٞɾަྲྀ͕ߦΘΕ·͠ ͨɻձٞͷൃදࢿྉɺؾிؾӴηϯλʔͷӳޠ൛ϗʔ

Ϝϖʔδʹͯ͠ࡌܝ ͍· ɻ͢（https://mscweb.kishou.go.jp/second/index.htm）
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アジア・オセアニア気象衛星利用者会議風景

ୈ̎ճアδアɾΦηアχアؾӴར༻ऀձٞ
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（１）気象の警報、予報などの発表

　ア . 警報・注意報などの防災気象情報
ɹؾிɺେӍ෩ɺߴͳͲʹΑͬ ͯൃੜ͢ΔࡂͷࢭɾܰݮΛ͠ࢦɺܯใҙใͳͲͷ

ؾࡂใΛൃදͯ͠ ͍· ɻ͢͞Βʹɺใͷ༰ൃදλΠϛϯάͷվળʹΉ͚ৗʹؔػؔࡂ

ใಓؔػͱͷؒͰௐΛ͍ߦɺޮ Ռతͳ׆ࡂಈͷࢧԉΛͯͬߦ ͍· ɻ͢

◯防災気象情報の種類と発表の流れ

ɹಓݝࢢொଜͷ࣏ࣗମࠃͷ͕ؔػؔࡂదͳࡂରԠΛऔΕΔΑ͏ɺ·ͨɺॅຽͷࣗ

ओආͷஅʹ͢ࢿΔΑ͏ɺൃੜ͢Δ͓ͦΕ͕͋ΔؾࡂͷछྨఔʹԠͯ͡ܯใɾҙใΛൃ

ද͠· ɻ͢·ͨɺݦஶͳݱͷൃੜ͢Δ�ͳ͍͠લ͔ΒؾใΛൃද͠ɺݱͷ༧؍ଌσ

ʔλʹ͍ͭͯਵ࣌ɺؾใΛൃදͯ͠ ɺؾঢ়گΛղઆ͠· ɻ͢ܯใɾҙใٴͼͦΕΒΛิ͢Δ

·ใʹɺҎԼͷΑ͏ͳͷ͕͋Γؾ ɻ͢

第1部　気象業務の現状と今後

 

である
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第1部　気象業務の現状と今後

○警報・注意報

・警報・注意報の種類

ɹࡏݱɺܯใ� छྨɺҙใ�� छྨ͋Γɺൃද͞ΕΔ͜ͱͷଟ͍ظ࣌Ͱ͚Δͱɺ֓Ͷ࣍ͷΑ͏

ʹͳΓ· ɻ͢

大雨に伴う防災気象情報とその発表の流れ

ࡀ

⅏害ࡢ

╔ࠋࡿࡍ
㟁ᰕࡀಽࠋࡿࢀ

㝆Ỉ、Ẽ 

㢼㏿、Ẽ 、Ỉ 

大雨注意報 

 　大雨に関する気象情報 

 　大雨に関する気象情報 

 大雨警報 
（土砂災害） 

 　大雨に関する気象情報 

 土砂災害 
     警戒情報 

約１日程度前 
  大雨の可能性が 
  高くなる 

半日～数時間前 
 大雨始まる 

 　強さ増す 

数時間前 
　～２時間程度前 

大雨が一層 
激しくなる 

被害の拡大が 
懸念される 

洪水注意報   
　　 警報になる可能性がある場合はその旨記述 

 大雨警報 
（浸水害） 

洪水警報 

 大雨の期間、予想雨量、警戒を要する事項などを示す 

警報・注意報に先立ち発表 

　雨の状況や予想を適宜発表 

　　刻一刻と変化する大雨の状況を発表 

土砂災害の危険度がさらに 高まった場合に発表 
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・警報・注意報の年間を通じた発表回数の割合

ɹͦΕͧΕͷܯใɾҙใʹ͍ͭͯɺؒͷൃදճʹΊΔقઅ͝ͱͷׂ߹˞ͰΈΔͱ࣍ͷΑ͏ʹͳ

Γ· ɻ͢

ɹͳ͓ɺɹɹɹɹ �݄ʙ �݄ɺɹɹɹɹ �݄ʙ �݄ɺɹɹɹɹ �݄ʙ��݄ɺɹɹɹɹ��݄ʙ�

݄ͱ͠ ͍ͯ· ɻ͢

※平成 17 年～平成 22 年の 6 年
間の全国の気象官署が発表した
各警報・注意報について、それ
ぞれの発表回数を月ごとに合計
し、年間の合計数で割ったもの。
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第1部　気象業務の現状と今後

・警報・注意報の発表区域と発表基準

ɹܯใҙใɺࢢொଜ͕͏ߦආࠂקͷࡂରԠͷஅॅຽͷࣗओతͳආߦಈΛΑΓ͖

Ίࢧ͔͘ࡉԉ͢ΔͨΊɺࢢொଜ͝ͱʹൃදͯ͠ ͍· ɻ͢·ͨɺࡂͷಛੑҬʹΑͬ ͯҟͳΔͨΊɺܯ

ใɾҙใͷͦΕͧΕͷछྨର۠Ҭ͝ͱʹࡂͱӍྔͳͲͷؔൃ͖ͮجʹදج४ΛఆΊ͍ͯ· ɻ͢

ɹେنͳͷൃੜʹΑΓ൫͕੬ऑͱͳͬͯ ͍ΔՄੑͷ͍ߴҬɺՐࢁՐʹΑΓՐࢁփ͕ଯ

ੵͨ͠ҬɺେӍʹΑΓେنͳ࠭ൃ͕ࡂੜͨ͠ҬͷपลͰɺ߱Ӎʹ͏͕ࡂ௨ৗΑΓ

͖͢ى ͳ͘Γ·͢ͷͰɺಓݝͳͲͱௐͷ্ɺେӍܯใͳͲͷൃදج४ΛఆతʹҾ͖Լ͛ͯӡ

༻͢Δ͜ͱ͕͋Γ· ɻ͢ฏ �� ʢ����ʣ౦ํଠฏ༸ԭʹΑΓɺ౦ํ͔Βؔ౦ߕ৴

ํʹ͔͚ͯͷଟ ͷ͘ࢢொଜͰେӍܯใɾҙใͷج४ΛҾ͖Լ͛ͯӡ༻͠·͠ ͨɻ

 

 

 

 

警報・注意報発表状況と発表基準の例（千葉県）
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・大雨に関する警報・注意報の特徴

ɹେӍʹ͍ܯռ͕ඞཁͳ࠭ࡂਁਫɺߑਫʹର͠ɺେӍߑਫͷܯใɾҙใΛൃද͠· ɻ͢

େӍܯใɺओʹܯռΛཁ͢Δ͕ࡂඪ͔ΒΘ͔ΔΑ ʮ͏େӍܯใʢ࠭ࡂʣʯɺʮେӍܯใʢਁਫʣʯ

ͱ͠ ͯൃදͯ͠ ͍· ɻ͢

ɹܯใҙใͰɺղআɾܧଓΛؚΉൃදঢ়گܯռ͖߲͢ࣄɺ༧͞ΕΔؾঢ়گʹؔ͢Δྔ

తͳ༧ใ߲ࣄͳͲΛ؆ܿʹهड़ͯ͠ ͍· ɻ͢ಛʹɺ༧͞ΕΔؾঢ়گʹ͍ͭͯɺݱͷ։ࠁ࣌࢝ɺ

ऴྃࠁ࣌ɺϐʔΫࠁ࣌ɺ࠷େͳͲΛՕॻ͖Ͱهड़ͯ͠ ͍· ɻ͢ҙใ͔ΒܯใʹΓସ Δ͑Մੑ

ͱ͖͍ߴ͕ ʹɺલͬͯ ҙใͷதͰɺʮ˓ ʢ˓͍ͭʣ·ͰʹʷʷܯใʹΓସ Δ͑Մੑ͕͋Δʯͱ໌

ࣔͯ͠ ͍· ɻ͢

ɹɹ

○土砂災害警戒情報

ɹؾிɺ͔࠭ࡂΒੜ໋ɺ࢈ࡒΛकΔͨΊʹɺ࠭ࡂͷݥة͕ߴ·ͬͯ ͍Δ͜ͱΛࢢொଜ

ॅຽʹΒͤΔใͱ͠ ͯɺରͱͳΔࢢொଜΛಛఆͯ͠ ಓݝͱڞಉͰ࠭ܯࡂռใΛൃද͠

͍ͯ· ɻ͢

ɹ࠭ܯࡂռใେӍܯใʢ࠭ࡂʣ͕ൃද͞Ε͍ͯΔঢ়گͰ Β͞ʹݥة͕࣌ͨͬ·ߴʹൃද

͢ΔใͰɺࢢொଜ͕͏ߦආࠂקͷࡂରԠͷஅɺॅຽͷࣗओతͳආߦಈͷஅͳͲͷ

ͱ͠ߟࢀ ͍ͯͨͩ͘͜ ͱΛతͱ͠ ͍ͯ· ɻ͢

台風第12号の大雨に関する、和歌山県新宮市を対象とした警報等の発表状況

8�



第一部
第一部

第1部　気象業務の現状と今後

○指定河川洪水予報

ɹ্ࡂॏཁͳՏʹ͍ͭͯɺՏͷ૿ਫΜཞʹର͢Δਫ׆ಈͷஅॅຽͷආߦಈͷߟࢀ

ͱͳΔΑ͏ʹɺ͕ࠃཧ͢ΔՏࠃަ௨লਫཧɾࠃอશہͱؾி͕ɺಓ͕ݝཧ͢ΔՏ

ಓݝͱؾி͕ɺڞಉͯ͠ ਫ༧ใΛൃදͯ͠ߑఆՏࢦ ͍· ɻ͢ؾிؾʢ߱Ӎɺ༥ઇͳͲʣ

ͷ༧ଌɺਫཧɾࠃอશہಓݝਫจঢ়گʢՏͷਫҐ·ͨྲྀྔʣͷ༧ଌΛ୲ͯ͠ ɺۓ

ີͳ࿈ܞͷͱͰߑਫ༧ใΛͯͬߦ ͍· ɻ͢

ɹߑਫ༧ใͷඪɺߑਫͷݥةͷ͍ߴॱ͔ΒͦΕͧΕʮΜཞൃੜใʯʮΜཞݥةใʯʮ

ΜཞܯռใʯʮΜཞҙใʯΛՏ໊ͷޙʹՃͨ͠ͷͰ ɻ͢·ͨɺߑਫͷݥةͱਫҐΛର

Ԡͤͯ͞Խͨ͠ਫҐݥةϨϕϧΛใʹ͢ࡌهΔͳͲɺΘ͔Γ͍͢ใΛͯ͠ࢦ ͍· ɻ͢

平成23年9月3日に和歌山県と和歌山地方気象台が共同で発表した「土砂災害警戒情報」

台風第 12 号により降り続く大雨に伴い土砂災害の危険度が高まったため、平成 23 年 9月 3日 23 時 05 分に発表した土砂災害警戒情報。
なお、図中の「地震影響域」とは、土砂災害警戒情報の発表基準を通常基準から引き下げた暫定基準を設定し運用している地域です。平
成 23年 7月 5日 19 時 18 分頃の和歌山県北部の地震により震度 5強以上の地震を観測した市町村を対象として設定しています。
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情報発表の流れ

コラム

　気象庁と国土交通省水管理・国土保全局では、有識
者会議の提言を受けて、洪水予報文をよりわかりやすく
・使いやすくなるよう改善します。従来は文字情報のみ
の予報文として発表していましたが、表やグラフなどを
用いるようにします（右上図）。
　この改善を、平成25年度末までに実施する計画です。

　具体的に情報がどのように改善されるのか平成23年
（2011年）9月20～21日の台風第15号接近に伴う大
雨の際に、名古屋地方気象台と国土交通省庄内川河川
事務所が共同で発表した庄内川の洪水予報の場合を例
に紹介します。
　

■指定河川洪水予報とその改善

� お࠶

新しい洪水予報文の例
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第1部　気象業務の現状と今後

庄内川の越水（庄内川河川事務所提供）

名古屋市守山区下志段味では
庄内川の堤防から水があふれ、
周辺の住宅等では浸水の被害
が発生しました。

洪水予報の発表例
（平成23年9月20～21日の庄内川の事例）

　当日の洪水予報の発表状況は下の表のとおりです。
　このうち、9月20日13時05分に発表した「庄内川は
ん濫危険情報」（第5号）（右下図）を新しい洪水予報文
にすると右上図のようになります。見出しを太字とし、
水位観測所ごとの危険度を明示するとともに、雨量情報
は表を、水位情報はグラフを用い、従来の文字情報のみ
の予報文よりも分かりやすくなっています。

 

実際に発表された予報文

89



第一部
第一部

○台風情報

ɹ෩͕͍ͭࠒͲ͜ʹۙ͢Δ͔Λ͓Βͤ͢Δͷ ʮ͕෩ใʯͰ ɻ͢͜ͷใɺ༷ʑͳࡂରࡦ

ʹར༻Ͱ Δ͖Α͏ɺ෩͕զ͕ࠃʹۙͮ͘ʹ ͭΕ͖ͯΊ͔͘ࡉසൟʹൃද͠· ɻ͢

ɹؾி෩Λৗͯ͠ࢹ࣌ ͓Γɺ௨ৗ � ͱɺେ͖͞ɺํߦͱʹ෩ͷத৺Ґஔɺਐؒ࣌͝

େ࠷ͱگͷ࣮͞ڧ �ઌ·Ͱͷ༧ใΛɺ؍ଌࠁ࣌ͷ �� ޙʹൃද͠· ɻ͢༧ใͰɺ෩ͷத৺͕

���ͷ֬ͰਐΉൣғʢ༧ใԁʣͱɺ෩ͷத৺͕༧ใԁʹਐΜͩ߹ʹ෩Ҭʢฏۉ෩͕ຖඵ

��ϝʔτϧҎ্ͷྖҬʣʹೖΔ͓ͦΕͷ͋Δൣғʢ෩ܯռҬʣΛࣔ͠· ɻ͢ߋʹɺ�ઌҎ߱෩Ͱ

͋Δͱ༧͞ΕΔ߹ʹ �ઌ·Ͱͷਐ࿏༧ใΛؒ࣌͝�ͱʹ͍ߦɺ؍ଌ͔ࠁ࣌Β �� ޙʹൃද

͠· ɻ͢

ɹ෩ͷྗΛࣔ҆͢ͱ͠ ͯɺ෩Λͱʹͯ͠ ෩ͷʮେ͖ ʯ͞ͱʮڧ ʯ͞Λද͠ݱ· ɻ͢ʮେ͖ ʯ͞

ฏۉ෩͕ຖඵ��ϝʔτϧҎ্ͷڧ෩ͷൣғʢڧ෩Ҭʣɺʮڧ ʯ͞࠷େ෩Λج४ʹͯ͠ දݱΛ͍

͚͍ͯ· ɻ͢

ɹ෩͕զ͕ࠃʹ͖ۙͮɺඃͷ͓ͦΕ͕ग़͖ͯͨ߹ʹɺ্هͷใʹՃ͑ͯɺ෩ͷ࣮گͱ�

·ͱʹൃදؒ࣌͠͝�Έͷ༧ใΛࠁؒ࣌�ઌ·Ͱͷؒ࣌��ͱʹɺؒ࣌͝�ͷਪఆΛޙؒ࣌ ɻ͢·ͨɺʮ

෩ҬʹೖΔ֬ʯΛ֤Ҭͷؒ࣌มԽͷάϥϑʢ�� ઌ·Ͱؒ࣌ � ΈʣͱຊपลͷਤͰࣔࠁؒ࣌

ͯ͠ � ·ͱʹൃදؒ࣌͠͝ ɻ͢

予報円	 
台風の中心が70％の

確率で入ると予想さ
れる範囲	

予報円	 
台風の中心が

70％の確率で
入ると予想さ

れる範囲	

暴風警戒域	 
台風の中心が予報

円内に進んだ時に
暴風域に入るおそ

れのある範囲	

「台風予報」の発表例（左：3日先までの予報、右：5日先までの進路予報）

台風の大きさと強さの表現
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第1部　気象業務の現状と今後

○（全般・地方・府県）気象情報

ɹؾѹલઢͳͲͷࡂΛͨΒ͢ ͱگଌͷ࣮؍ͷਪҠɺӍɾ෩ͳͲͷޙࠓͱگͷঢ়ؾҼͱͳΔݪ

ใʯͳͲʣͱ͠ؾใʯʢʮେӍʹؔ͢ΔؾͳͲΛʮ߲ࣄಈ্ͷཹҙ׆ࡂ௨͠ɺݟͷޙࠓ ͯൃද

͠· ɻ͢͜ΕΒͷใͰɺਤදΛ༻͍ͯ࠷ҙ͖͢ΛΘ͔Γࣔ͘͢͢ਤࣜܗͰͷൃදͬߦ

͍ͯ· ɻ͢·ͨɺগӍɺߴԹɺԹরෆͳͲɺؒظʹΘͨΓࣾձతʹେ͖ͳӨڹΛٴ΅͢ఱީ

ͷঢ়گʹ͍ͭͯؾใʢʮߴԹʹؔ͢ΔؾใʯͳͲʣΛൃද͠· ɻ͢

「暴風域に入る確率」の発表例（左：時間変化グラフ、右：分布図）

対象となる地域による気象情報の種類

( ＊ )「11 地方」については本章「○
季節予報」の項の図「季節予報で
用いる予報区分」参照

図形式府県気象情報の発表例

平成 23年 9月 4日に実際に名古屋地方気象台が発表した図形式の「台風第 12号に関する愛知県気象情報第 13号」です。
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○記録的短時間大雨情報

ɹࡏݱͷ߱Ӎ͕ͦͷҬʹͱͬ ͯ·Εͳܹ͍͠ݱͰ͋Δ͜ͱΛप͢ΔͨΊɺʹҰͷͳӍ

Λ؍ଌɾղੳͨ͠߹ ʮʹهతؒ࣌େӍใʯΛؾݝใͱ͠ ͯൃද͠· ɻ͢

○雨の実況と予測情報（解析雨量、降水短時間予報、降水ナウキャスト）

ɹ「解析雨量」ɺӍྔΛѲͰ͖ΔΑ͏ʹɺؾ

Ϩʔμʔ؍ଌͰಘΒΕͨӍͷΛɺΞϝμεͳͲ

ͷӍྔܭͰ؍ଌ͞Ε࣮ͨࡍͷӍྔͰิਖ਼͠ɺؒ࣌�

ӍྔͷΛ�Ωϩϝʔτϧํ࢛ͷ͔͞ࡉͰղੳ͠·

ɻ͢�� ִؒͰൃද͠· ɻ͢

ɹ「降水短時間予報」ɺઌؒ࣌ʹ༧͞ΕΔӍ

ྔΛѲͰ͖ΔΑ͏ʹղੳӍྔΛͱʹɺӍҬͷ

ҠಈɺܗʹΑΔӍӢͷൃୡɾਰऑ༧ใͷ༧

ଌӍྔͳͲΛྀͯ͠ߟ ɺ� Ӎྔؒ࣌�ઌ·Ͱͷ֤ؒ࣌

Λ�Ωϩϝʔτϧํ࢛ͷ͔͞ࡉͰ༧ଌ͠ɺ�� ִؒͰ

ൃද͠· ɻ͢

ɹ͞ΒʹɺۃΊͯؒ࣌ʹมԽ͢ΔӍʹରԠ͢ΔͨΊɺΑΓଈ࣌తʹ͖Ί͔ࡉͳ༧ଌใΛఏ͢ڙΔ

ͷ 「͕降水ナウキャスト」Ͱ ɻ͢ؾϨʔμʔ؍ଌͱಉ͡�ִؒͰɺؒ࣌�ઌ·Ͱͷ �͝ͱͷ߱ਫڧ

Λɺ�Ωϩϝʔτϧํ࢛ͷ͔͞ࡉͰ༧ଌ͠ɺൃද͠· ɻ͢

記録的短時間大雨情報の発表例

平成 23年 9月 4日に実際に和歌山地方気象台が発表した「記録的短時間大雨情報」です。

 

解析雨量の事例　
2011年8月23日1時30分
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第1部　気象業務の現状と今後

○積乱雲に伴う激しい気象現象に関する情報

・竜巻発生確度ナウキャストと竜巻注意情報

ɹੵཚӢʹ͏ཽרͳͲͷܹ͍͠ಥ෩͔Βͷ҆શΛ֬อ

ͯ͠ ͍ͨͩͨ͘ Ίͷؾใͱ͠ ͯɺʮཽൃרੜ֬φΩ

ϟετʯٴͼʮཽרҙใʯΛൃදͯ͠ ͍· ɻ͢

ɹʮཽൃרੜ֬φΩϟετʯɺؾυοϓϥʔϨʔμʔ

ͷ؍ଌͳͲΛجʹɺཽרͳͲͷܹ͍͠ಥ෩͕ൃੜ͢ΔՄ

ੑͷఔΛ��	Ωϩϝʔτϧ֨ࢠ୯ҐͰղੳ͠ɺͦͷ�	ؒ࣌

��ʢޙ ʙ ��	ઌʣ·Ͱͷ༧ଌΛߦ ͏ͷͰɺ��	͝ͱʹ

ൃද͠· ɻ͢ʮཽൃרੜ֬φΩϟετʯΛར༻͢Δ͜ͱʹ

ΑΓɺཽൃ͕רੜ͢ΔՄੑͷ͍ߴҬࠁʑͱมΘΔঢ়

·Ѳ͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖ʹࡉͷมԽΛৄگ ɻ͢

ɹཽൃרੜ֬φΩϟετͰൃੜ֬ ͳͲݝΕͨݱ͕	�

ʹʮཽרҙใʯΛൃද͠· ɻ͢͜ͷஈ֊Ͱطʹ

࣌	�Ͱ͢ͷͰɺใͷൃද͔Βگੜ͍͢͠ঢ়ൃ͕רཽ

ؒఔཽרͳͲͷܹ͍͠ಥ෩ʹର͢Δҙ͕ඞཁͰ ɻ͢

・雷ナウキャスト

ɹམཕʹΑΔඃΛ͙ͨΊͷؾใͱ͠ ͯɺʮཕφΩϟετʯ

Λൃදͯ͠ ͍· ɻ͢

ɹʮཕφΩϟετʯɺཕࢹγεςϜʹΑΔཕ์ిͷݕٴ

ͼϨʔμʔ؍ଌͳͲΛجʹɺཕͷܹ͠͞ཕͷՄੑΛ�	Ωϩϝ

ʔτϧ֨ࢠ୯ҐͰղੳ͠ɺͦͷ�	ޙؒ࣌ʢ�� ʙ	��	ઌʣ·

Ͱͷ༧ଌΛߦ ͏ͷͰɺ�� ͝ͱʹൃද͠· ɻ͢ཕͷܹ͠͞ཕ

ͷൃੜՄੑɺ׆ಈ �ʙ �Ͱද͠· ɻ͢͜ͷ͏ͪ ಈ׆ �

ʙ �	ͱͳͬͨͱ͖ʹɺطʹੵཚӢ͕ൃୡ͓ͯ͠Γɺ͍ͭམཕ

͕͋ͬͯ ͓͔͠ ͳ͍͘ঢ়گͰ ɻͪ͢ʹݐͷதͳͲ҆શͳ

ॴͷආ͕ඞཁͰ ɻ͢

雷ナウキャストの例

竜巻注意情報の例

竜巻発生確度ナウキャストの例

平成23年 7月 25日 14時 50分の事例。発生確度２となっ
ている範囲内で１時間以内に竜巻などの激しい突風が発生
する可能性は、5～10％です。発生確度１では、1～5％です。

平成 23 年 6 月 21 日 18 時 30 分の事例。活動度
が大きいほど落雷の危険が高いことを示す。
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　イ．天気予報、週間天気予報、季節予報
ɹఱؾɺʑͷੜ׆ͱີʹ͔͔Θͬͯ ͍· ɻ͢ྫ͑ɺࠓࡿΛͯͬ࣋ Α͍͔ͱ͔ɺि͕ํͨͬߦ

ʹ༧ఆͯ͠ ͍ΔཱྀߦͲΜͳΛ͢ΕΑ͍͔ͱ͍ͬͨ࣌ʹɺఱؾ༧ใिؒఱؾ༧ใΛ্खʹ

ͯͬ ͍ͨͩ ͱ͘ศརͰ ɻ͢

○天気予報

ɹࠓ͔Β໌ޙ·Ͱͷఱؾ༧ใʹɺʮݝఱؾ༧ใʯɺʮํఱؾ༧ใʯɺʮҬྻܥ࣌༧ใʯͷ

·ͷछྨ͕͋Γͭࡾ ɻ͢

ɹʮݝఱؾ༧ใʯҰͷఱؾΛ͓͓·͔ʹѲ͢Δͷʹదͯ͠ ͍· ɻ͢

ɹʮํఱؾ༧ใʯɺఱؾͳͲͷ໘తͳ͕ҰͰΘ͔ΔͷͰɺྫ ͑ݝఱؾ༧ใͰʮಶΓ࣌ʑ

Ӎʯͱͳͬͯ ͍ͨ߹ɺӍ͕ͲͷҬͰ͍ͭ͝Ζ߱Δͷ͔ͱ͍ͬͨ͜ͱΛѲ͢Δͷʹదͯ͠ ͍· ɻ͢

ɹʮҬྻܥ࣌༧ใʯɺ͋ ΔҬͷఱؾؾԹɺ෩ͷؒ࣌͝ͱͷҠΓมΘΓΛΔͷʹศརͳ༧ใͰ ɻ͢

天気予報の種類と内容

地域時系列予報（11時発表）の例
天気分布予報の例
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第1部　気象業務の現状と今後

○週間天気予報

ɹिؒఱؾ༧ใɺൃදͷཌ͔ΒҰिؒઌ·Ͱͷຖͷఱؾɺߴ࠷ɾ࠷ؾԹɺ߱ਫ֬Λɺ�

� ճɺ࣌��ͱ�� ·ද͍ͯ͠ൃʹ࣌ ɻ͢िؒఱؾ༧ใͷΑ͏ͳઌͷ༧ใʹͳΔͱɺࠓ໌ͷ༧ใ

ʹൺͯ༧ใΛదதͤ͞Δ͜ͱ͕͠ ͳ͘Γ· ɻ͢͜ͷͨΊिؒఱؾ༧ใͰɺఱؾʹ͍ͭͯ৴པΛɺ

Թʹ͍ͭͯ༧ଌൣғΛ͋Θͤͯࣔͯ͠ؾ ͍· ɻ͢৴པɺ�Ҏ߱ͷ߱ਫͷ༗ແʹ͍ͭͯɺʮ༧ใ

͕దத͍͢͠ʯ͜ͱͱʮ༧ใ͕มΘΓʹ͘ ͍ʯ͜ͱΛද͠ɺ༧ใͷ͕͍֬ߴ΄͏͔Βॱʹ̖ɺ̗ɺ̘

ͷ� ஈ֊Ͱද͠ݱ· ɻ͢ؾԹͷ༧ଌൣғɺʮ��ˆʙ�� ʯ̂ͷΑ͏ʹ༧͞ΕΔؾԹͷൣғΛࣔͯ͠ ͓Γɺ

ԹͷൣғʹೖΔ͓֬Αͦ��ˋͰؾԹ͕͜ͷؾͷࡍ࣮ ɻ͢͜ ΕΒͷใʹΑͬ ͯɺྫ ͑ಉ͡Ε࣌ʑ

ಶΓͱ͍͏༧ใͰɺͲΕ Β͍͘ͷ֬ͷ༧ใ͔ΛΔ͜ͱ͕Ͱ͖· ɻ͢

○季節予報

ɹقઅ༧ใʹɺ༧ใؒظผʹɺ�िؒఔઌ·ͰΛ༧ଌ͢Δҟৗఱީૣܯظռใɺ͔݄̍ઌ·Ͱ

༧ଌ͢Δ�͔݄༧ใɺ͔݄̏ઌ·ͰΛ༧ଌ͢Δ̏ ͔݄༧ใɺ͔݄̒ઌ·ͰΛ༧ใ͢Δஆɾظީפ༧ใ͕͋

ΓɺͦΕͧΕͷؒظʹ͍ͭͯɺฏۉతͳؾԹ߱ਫྔͳͲΛɺ༧ใ۠୯ҐͰ༧ใͯ͠ ͍· ɻ͢ฏۉతͳ

ʢʮڃ֊Թ߱ਫྔͳͲɺ̏ͭͷؾ ʢ͍গͳ͍ʣʯɺʮฏฒʯɺʮߴ ʢ͍ଟ͍ʣʯʣʹ͚ɺͦΕͧΕͷ֊

ͯ͠ݱΔՄੑΛ֬Ͱද͢ݱग़͕ڃ ͍· ɻ͢ͳ͓ɺʮҟৗఱީૣܯظռใʯɺ�िؒఔઌ·Ͱ

ͷ ̓ؒฏؾۉԹ͕ฏ͔ΒͷִͨΓ͕େ͖͘ ͳΔՄੑ͕͍ߴͱ༧ଌͨ͠߹ʹൃද͞Ε· ɻͦ͢Εͧ

Εͷ༧ใͷ༰ͱൃද࣌දͷͱ͓ΓͰ ɻ͢·ͨํقઅ༧ใͰ༻͍Δ༧ใ۠ਤͷ௨ΓͰ ɻ͢

週間天気予報の例
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ウ．船舶の安全などのための情報
ɹધഫͷӡߤʹɺ෩ൃୡதͷؾѹͳͲʹΑΔߥఱ࣌ͷ҆શੑͷ΄͔ɺւ্༌ૹʹ͓͚Δࡁܦ

ੑఆੑ࣌ͳͲͷ֬อ͕ٻΊΒΕ· ɻ͢

ɹ͜ͷͨΊɺຊۙւ֎༸Λ͢ߦߤΔધഫ͚ʹɺւ্ʹ͓͚Δ෩ɾ෩ɺͷ͞ߴɺւ໘ਫԹɺ

ւྲྀͳͲͷ༧ใڧ෩ɾೱໄɾணණͳͲͷܯใΛɺ௨৴ӴʢΠϯϚϧαοτʣʹΑΔӴ์ૹɺφϒς

οΫεແઢ์ૹɺ/),ϥδΦʢؾۀړ௨ใʣͳͲʹΑΓఏͯ͠ڙ ͍· ɻ͢

ɹ

季節予報の種類と内容

＊３か月予報と同時発表

季節予報で用いる予報区分
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第1部　気象業務の現状と今後

○日本近海に関する情報

ɹຊͷԊ͔؛Β��� ւཬʢ͓Αͦ���ΩϩϝʔτϧʣҎΛ��ʹ͚ͨւҬ͝ͱʹɺؾѹͳͲʹؔ

͢Δใͱͱʹɺఱؾ෩ɾ෩ɺͷ͞ߴͳͲͷ༧ใɺڧ෩ɾೱໄɾணණͳͲͷܯใΛఏͯ͠ڙ

͍· ɻ͢͜ΕΒͷ༧ใܯใͳͲɺํւ্༧ใํւ্ܯใͱ͠ ͯɺφϒςοΫεແઢ์ૹʢӳจɾ

จ์ૹʣʹΑͬ ͯຊۙւΛ͢ߦߤΔધഫʹఏͯ͠ڙ ͍· ɻ͢φϒςοΫεແઢ์ૹͰɺ͜ΕΒͷ

༧ใܯใʹՃ͑ͯ ɺՐݱࢁʹؔ͢Δ༧ใܯใఏͯ͠ڙ ͍· ɻ͢

ɹओʹຊۙւͰૢ͢ۀΔړધ͚ʹ

ɺؾۀړ௨ใͱͯ͠ɺ෩ɺ ɾߴ

ؾѹɺલઢͳͲͷ࣮گͱ༧ɺ্

ւ্ʹ͓͚Δؾͷ࣮گใΛɺ

/),ϥδΦΛ௨ͯ͡ఏ͍ͯ͠ڙ· ɻ͢

·ͨɺۀړແઢؾ௨ใͱͯ͠ɺఱؾ

ܯใɺւ্༧ใɾگͷ࣮ؾگ֓

ใͳͲΛɺۀړ༻ւہ؛Λ௨ͯ͡ఏڙ

ͯ͠ ͍· ɻ͢

ɹ͞Βʹɺւ্ͷܯใͷ༰هड़͞

Ε࣮ͨگఱؾਤɺւ্ͷѱఱʢڧ෩ɾ

ೱໄɾւණɾணණʣͷ༧هड़͞Ε

ͨ༧ఱؾਤʢւ্ѱఱؒ࣌��༧ਤɺ

ಉ �� ���༧ਤʣɺ෩ʢؒ࣌ ઌؒ࣌

·Ͱͷਐ࿏༧ใٴͼ �� ઌ·Ͱͷؒ࣌

༧ใʣɺ࿘ɺւ໘ਫԹɺւྲྀɺڧ

ւණͳͲͷ࣮گ༧ͳͲͷਤใΛɺ

ʹΑΔؾிؾແઢࣸ௨ใ

ʢ+.)ʣʹΑΓఏͯ͠ڙ ͍· ɻ͢

海上悪天２４時間予想図

地方海上予報・警報の発表海域区分
（日本近海の12海域図）
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○外洋に関する情報

ɹʮ���� ͷւ্ʹ͓ Δ͚ਓ໋ͷ҆શͷͨΊͷࡍࠃʯʢ40-"4ʣʹ͖ͮجɺؾிͷ

୲ւҬͰ͋Δଠฏ༸ʢ֓Ͷಓ͔ΒҢ �� ɺ౦ܦ ��� ͔Β��� ʹғ·ΕΔւҬʣΛରʹɺ

ҢɾܦͰҬΛ໌ࣔͯ͠ ɺؾѹ෩ʹؔ͢Δใͱͱʹւ্ͷڧ෩ɾ෩ೱໄͷܯใΛɺ

௨৴ӴʢΠϯϚϧαοτʣΛհͯ͠ ɺηʔϑςΟωοτؾ༧ใܯใʢແઢӳจ์ૹʣͱ͠ ͯધഫؔऀ

ͯ͠ڙఏʹ͚ ͍· ɻ͢

エ．その他の情報
○鉄道の安全運行、電力の安定供給などに寄与するための情報提供

ɹؾிɺమಓͷ҆શͳӡߦిྗͷ҆ఆدʹڅڙ༩͢ΔͨΊɺమಓٴͼిྗؔؔػͷใఏ

ͯͬߦΛڙ ͍· ɻ͢·ͨɺՐࡂͷൃੜ͍͢͠ؾঢ়گʹͳͬͨ߹ɺಓݝʹରͯ͠ Րؾࡂ௨ใ

Λ࣮ͯ͠ࢪ ͍· ɻ͢

○光化学スモッグなどの被害軽減に寄与するための情報提供

ɹΕࣹ͕ͯڧ ɺ͘෩͕ऑ͍ͳͲɺຢཌʹޫԽֶεϞοάͳͲ͕ൃੜ͍͢͠ؾঢ়͕گ༧

ଌ͞ΕΔ߹ʹɺେؾԚછʹؔ͢Δؾঢ়گΛಓݝʹ௨ใ͠ɺ͘ ҰൠʹεϞοάؾใཌ

Λରͱ͠ ͨશൠεϞοάؾใΛൃදͯ͠ ͍· ɻ͢·ͨɺڥলͱڞಉͰޫԽֶεϞοάʹؔ࿈͢Δ

ใΛϗʔϜϖʔδͰఏͯ͠ڙ ͍· ɻ͢

○熱中症についての注意喚起の実施

ɹҰൠతͳҙ߲ࣄͱ͠ ͯதؚΊͨߴԹ࣌ʹ͓ Δ͚݈߁ཧͷҙΛݺͼ͔ Δ͚͜ͱΛతͱ͠

ͯɺߴԹҙใɺҟৗఱީૣܯظռใʑͷఱگ֓ؾɺؾใͷதͰɺதͷҙͷ

ΜͰൃදͯ͠ࠐͼ͔͚ΛΓݺ ͍· ɻ͢

�*OREDO MDULWLPH 'LVWUHVV DQG 6DIHW\ 6\VWHP� 

船舶向け気象情報の種類と提供方法
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第1部　気象業務の現状と今後

コラム

　広く節電の取り組みがなされる中で、よりきめ細やかに、また、熱中症への注意を呼びかけるため
平成23年夏から「高温注意情報」の発表を開始しました。高温注意情報は、各予報区内翌日または
当日に最高気温がおおむね35℃以上になることが予想される場合に、情報文の中に各地の最高気温
や気温が高くなる時間帯を示しながら、具体的な対策を含めて注意を呼びかけるものです。また、主
な地点の気温予測グラフを気象庁ホームページに掲載し、気温の推移や30℃以上になる期間をわか
りやすく示しています。

■高温注意情報

気温予報グラフの発表例

高温注意情報の発表例

予報区内の気温予想地点にお
ける予想最高気温と前日の最
高気温、３０℃以上の時間帯、
熱中症予防のための対策を記
述しています。

予報区内の主な地点の予想気温と前日の気温の
グラフ、予想最高気温、前日の最高気温、平年の最
高気温を表示します。橙色は３０℃以上が予想され
る期間を示しています。
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コラム

　気象庁では、オホーツク海の海氷分布の把握に、衛星、
航空機、船舶、沿岸からの目視観測などから得られた資料
を利用しています。この中でも、特に陸上自衛隊、海上自
衛隊や海上保安庁のご協力のもと得られた航空機による海
氷観測結果は、衛星では得ることのできない雲の下の海氷
分布まで詳細かつ広範囲に把握することができるため、海
氷情報の作成に極めて重要です。気象庁では、これらの観
測結果をもとに冬季のオホーツク海の海氷の分布状況を常
時把握して、地方海氷情報などでお知らせしています。航
空機からの海氷観測の様子について海上自衛隊第２航空群
第2航空隊の堀２等海尉にお尋ねしました。

　現在、私は青森県にある海上自衛隊八
戸航空基地でＰ－３Ｃという航空機の操
縦士をしており、日々、日本周辺海域の
警戒監視（パトロール）にあたっていま
す。海氷観測飛行は昭和３４年１月を最
初に、現在まで１千回を越える実績があ
ります。過去４０年のデータからは、地
球温暖化のためか全般的に海氷面積は
徐々に減少傾向にあるようです。海氷は
その純白の輝きにより観光名物になった
りする反面、漁船などの海難事故の原因
にもなります。このため、私たちは安全
な船舶航行の一助となるべく、風の強い
日も雪の降る日も観測飛行を行っています。

海上自衛隊第２航空群第２航空隊　堀 尚史 ２等海尉より

■航空機による海氷観測
オホーツク海の海氷解析図
（平成23年3月13日）

■
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第1部　気象業務の現状と今後

（２）気象の観測・監視と情報の発表

　ア．アメダス（地域気象観測網）
ɹؾଌީॴͰؾѹɺؾԹɺ࣪ɺ෩ɾ෩ɺ߱ਫྔɺরؒ࣌ͳͲͷ্ؾ؍ଌΛͬߦ

͍ͯ· ɻ͢͜ΕΒͷؾॺΛؚΊͨશ֤ࠃͷ ���� ͔ॴͰɺࣗಈ؍ଌΛ͏ߦΞϝμεʢҬؾ

ଌγεςϜʣͱ͠؍ ͯɺ߱ਫྔΛ؍ଌͯ͠ ͍· ɻ͢͜ͷ͏ͪ  ���͔ॴͰɺ߱ਫྔʹՃ͑ͯ ɺؾԹɺ෩

ଌΛɺ·ͨɺ߽ઇଳͳͲͷ؍ͷؒ࣌ɾ෩ɺর ���͔ॴͰੵઇͷਂ͞ͷ؍ଌΛͯͬߦ ͍· ɻ͢

イ．レーダー気象観測
ɹશࠃ ��͔ॴͷؾϨʔμʔʹΑͬͯ ߱ਫͷ؍ଌΛߦ

͍ɺେӍͷঢ়گͷࢹɺత֬ͳେӍܯใͳͲͷؾ

ใͷൃදʹར༻ͯ͠ ͍· ɻ͢ؾϨʔμʔɺύϥϘϥ

Ξϯςφ͔ΒిΛൃࣹ͠ɺӍͳͲʹΑͬͯ ࣹ͞Εͨ

ిΛड৴͢Δ͜ͱʹΑΓɺͲͷҐஔʹͲͷఔͷ͞ڧ

ͷ߱ਫ͕͋Δ͔ΛѲ͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖· ɻ֤͢ͷϨʔ

μʔͷ؍ଌ݁ՌΛΈ߹ΘͤΔ͜ͱʹΑΓɺຊͷҬ

ͱͦͷۙւʹ͓͍ͯ౦ೆ �	Ωϩϝʔτϧ͝ํ࢛ͱͷ

߱ਫͷͱ͞ڧΛ؍ଌ͍ͯ͠· ɻ͢ฏ �� �݄�

͔ΒہతେӍΛૣظʹѲͰ͖ΔΑ͏ɺؾϨʔμ

ʔͷ؍ଌִؒΛैདྷͷ�� ຖ͔Β�ຖʹมػࢹ͠ߋΛڧԽ͠·͠ ͨɻ

気象レーダーの配置

（平成 24年 1月 1日現在）

石垣島	

沖縄	

名瀬	

種子島	

福岡	
広島	

松江	

大阪	

福井	

名古屋	

静岡	

長野	

東京	

仙台	
新潟	

秋田	

函館	

札幌	

釧路	

：気象ドップラーレーダー（17）	 
：気象レーダー（3）（気象ドップラーレーダーへ更新予定）	

室戸岬	

平成24年4月1日現在	

アメダス（地域気象観測網）
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ɹ·ͨɺ߱ਫͷͱ͞ڧʹՃ͑ɺిͷυοϓϥʔޮՌΛར༻ͯ͠ ෩Ͱྲྀ͞ΕΔӍཻઇͷಈ͖Λ؍ଌ

Ͱ͖ΔυοϓϥʔػΛ��͔ॴʹඋ ʢ͑ฏ �� ݄̐ ɺฏࡏݱ �� ·Ͱʹ��͔ॴ͢ υͯοϓ

ϥʔԽΛ༧ఆɿಛूίϥϜࢀরʣɺूத߽ӍཽרͳͲͷಥ෩ΛͨΒ͢ ੵཚӢ෦ͷߴ ��Ωϩϝʔ

τϧ·Ͱͷৄࡉͳ෩ͷͷѲΛͯͬߦ ͍· ɻ͢

ウ．高層気象観測
ɹؾѹͳͲͷେؾͷॾݱɺओʹɺ্͔ΒेΩϩϝ

ʔτϧ্ ۭ·Ͱͷରྲྀݍʹ͓͍ͯൃੜͯ͠ ͍· ɻ͢·ͨɺͦͷ

্ʹ͋Δݍʹ͓͍ͯൃੜ͢Δݱɺؾݱʹେ͖͘

ؔ࿈ͯ͠ ͍· ɻ͢ؾிͰɺ͜ΕΒ্ۭͷؾݱΛଊ͑

ΔͨΊɺશࠃ�� Ͱຖܾ·ͬ ࣌ʢຊඪ४ࠁ࣌ͨ �� ɺ࣌

ʣ࣌�� ʮʹϥδΦκϯσʯͱ͍͏؍ଌثػΛٿؾʹΔ͠ ͯ

ඈ༲ͤ͞ɺ্͔Β ��Ωϩϝʔτϧ্ ۭ·Ͱͷؾѹʢߴʣɺ

ଌͯ͠؍͍ͯͭʹͼ෩ٴԹɺ࣪ؾ ͍· ɻ͢

ɹߴؾ؍ଌࢿྉɺఱؾ༧ใͷ΄͔ʹػۭߤͷӡߤཧͳͲʹར༻͞Ε͍ͯ· ɻ͢·ͨɺۙ ɺ

ٿԹஆԽΛ͡Ίͱ͠ ͷݍݍྉରྲྀࢿଌ؍ଌͷ؍ؾߴΓɺ·ߴͷؔ৺͕ީؾͨ

ʹ͓͍ͯॏཁͳׂΛՌͨͯ͠ީؾͳͲࢹԹมԽͷؾ ͍· ɻ͢

1

 

 

      

40 N 

30 N 

140 E 130 E 

ラジオゾンデによる高層気象観測網

16地点でラジオゾンデによる高層気象観測を実施して
います。ラジオゾンデ飛揚の様子

人の手で行うラジオゾンデ飛揚（左）と機械で自動的に行うラジオゾンデ飛揚（右）
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第1部　気象業務の現状と今後

エ．ウィンドプロファイラ観測
ɹΟϯυϓϩϑΝΠϥ্͔Β্ۭʹ

͚ͯిΛൃࣹ͠ɺྲྀؾͷཚΕӍཻʹΑ

ͬͯ ཚͯ͠ࢄ Ͷฦͬͯ ͖ͨిΛड৴͠ɺ

υοϓϥʔޮՌΛར༻্ۭͯ͠ͷ෩ɾ෩

Λ��	ຖʹ ���	ϝʔτϧͷߴִؒͰ

࿈ଓͯ͠؍ଌ͠· ɻ͢ؾ݅ʹΑͬͯ ؍

ଌσʔλ͕ಘΒΕΔߴมಈ͠·͕͢ɺ

ఱ࣌ʹ̏ʙ̒Ωϩϝʔτϧɺಶఱ࣌߱

Ӎ࣌ʹ ʙ̓̕Ωϩϝʔτϧఔ·Ͱͷ্ۭ

ͷ෩ɾ෩͕؍ଌͰ͖· ɻ͢

ɹશࠃ ��͔ॴͷΟϯυϓϩϑΝΠϥͰ্ۭͷ෩Λ࿈ଓతʹ؍ଌ͠ɺ߽Ӎ߽ઇͳͲͷہతͳؾࡂ

ઌͷେӍͷ༧ଌؒ࣌ଌ͢Δ͜ͱʹΑΓɺ؍ʣʯͷྲྀΕΛؾۭ͍ߴʢ͕࣪ؾͷཁҼͰ͋Δʮۭ࣪ͬͨ

ͷਫ਼্ʹେ͖͘ ༩ͯ͠د ͍· ɻ͢·ͨ෩લઢʹ͏ڧ෩ͳͲͷࢹʹཱ ΒͯΕ͍ͯ· ɻ͢

ウィンドプロファイラの外観

仙台観測局の全景。白い四角のフェンス内にアンテナが設置さ
れています。

気象庁では、全国 33 か所にウィンドプロファイラ
を設置しています。（平成 24年 4月現在）

ウィンドプロファイラによる上空の風の観測の概要図

ウィンドプロファイラ観測網

天頂と天頂から東西南北に約 10 度傾けた上空の 5 方向に電波を発
射します。各方向からはね返ってきた電波の周波数のずれ（ドップ
ラー効果）から上空の風向・風速を観測します。
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ɹ؍ଌσʔλ͔ΒԖํͷ෩ͷมԽʢԖγΞʔʣΛΔ͜ͱͰ͖· ɻ͢Ԗํʹ෩͕େ͖͘ มԽ

ͯ͠ ͍ΔॴͰཚൃ͕ྲྀؾੜ͢ΔՄੑ͕͋ΔͨΊɺ͜ͷใΛऀۭؔߤʹఏ͠ڙɺػۭߤͷ҆શͳ

ӡߤʹཱ͍ͯͯ· ɻ͢

ウィンドプロファイラ観測例（平成23 年（20011年）台風第15号通過時の観測例）

平成 23 年台風第 15 号は、9 月 21 日
09 時には紀伊半島の南に位置し、北東
に進みながら 13 時頃に名古屋市に最
接近した。 名古屋市上空では、台風通
過の前後で時間の経過とともに風向き
が南寄り（暖色系で表示）から北寄り
（寒色系で表示）に変化している様子
がわかる。

コラム

■GPSから水蒸気の量を求める

電子基準点（左上、国土地理院提供）と平成 23 年
９月３日10 時（日本時間）の可降水量の分布図。
（台風第12 号が高知県東部に上陸した時のもの。
四国、中国、近畿地方で特に多いことがわかる）

　カーナビなどで利用されているＧＰＳ（全
球測位システム）衛星から出される電波は、
地上のＧＰＳ受信装置に到達するまでの時間
が、大気中に含まれる水蒸気の量が多くなる
と遅れるという性質があります。受信した複
数のＧＰＳ衛星の電波の遅れを組み合わせる
ことによって、ＧＰＳ受信装置の真上にある
水蒸気の総量(可降水量)を得ることができま
す。
　気象庁では、国土地理院が全国約１２００
地点で運用している電子基準点（ＧＰＳから
の電波を連続的に観測する施設）の観測デー
タから可降水量を算出しています。可降水量
を数値予報モデルに活用することにより、降
水予報精度の向上に役立っています。
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第1部　気象業務の現状と今後

オ．静止気象衛星観測
ɹΘ͕ࠃࡏݱ·Ͱ �� ʹΘͨͬͯ ੩ؾࢭӴʮͻ·ΘΓʯʹΑΔؾ؍ଌΛͯͬߦ ͖·͠ ͨɻ੩

ଌͰ͖Δͱ͍͏Ͱ؍࣌Λৗ্ٿେͷརɺ࠷Ӵͷؾࢭ ɻ͢౦ܦ ��� ۙͷಓ্ۭ

����� Ωϩϝʔτϧͷ੩يࢭಓʹ͋ͬͯ ٿͷࣗసपظʹ߹Θͤͯपճ͢Δ͜ͱʹΑΓɺຊΛؚΉ౦Ξ

δΞɾଠฏ༸Ҭͷൣ͍ғΛ�� ·ଌ͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖؍࣌ৗؒ࣌ ɻ͢ಛʹ؍ଌ͕গͳ͍༸্ͷ

෩ͷൃੜɾൃୡͷࢹʹෆՄܽͷ؍ଌखஈͰ ɻ͢

ɹؾிͰɺظ࣍Ӵͱ͠ ʮͯͻ·ΘΓ̔ ߸ɾ̕߸ʯΛͦΕͧΕ ���� ɺ���� ʹଧ্ͪ͛Δ͜ͱΛ

ըͯ͠ܭ ͍· ɻ͢ظ࣍Ӵɺࡏݱͷ�� ຖͷ؍ଌΛ�� ຖʹ͍ߦɺ؍ଌը૾ͷछྨ� छྨ͔Β

�� छྨʹ૿͢ͳͲ؍ଌػΛେ෯ʹ্ͤ͞Δ͜ͱʹΑΓɺ෩ɺہత߽Ӎཕɺಥ෩ΛͨΒ͢

ੵཚӢͷঢ়گΛΑΓৄظૣʹࡉʹଊ Δ͑͜ͱ͕Ͱ͖Δͱظ͞Ε͍ͯ· ɻ͢ؾிͰɺظ࣍ӴͰಘ

ΒΕͨ؍ଌσʔλͷར׆༻ٕज़ʹ͍ͭͯ։ൃΛਐΊ͍ͯΔͱ͜ ΖͰ ʢ͢ୈ �෦ୈ � ষʮؾۀΛߴ

Խ͢ΔͨΊͷڀݚ։ൃʯࢀরʣɻ

○幅広い分野での利用

ɹʮͻ·ΘΓʯ͕؍ଌ͢Δσʔλɺ෩ͷࢹҎ֎ʹɺूத߽Ӎͷࢹɺ༧ใͷॳظͷ

ར༻ɺػۭߤધഫͷ҆શӡ͢ࢿʹߤΔใͷ࡞ɺؾ ɾީڥٿͷࢹɺՐࢁփԫ࠭ͷࢹͳ

Ͳʹ෯͘ ར༻͞Ε͍ͯ· ɻ͢·ͨɺΞδΞɾଠฏ༸Λத৺ͱ͠ ͨੈք֤ࠃͷؾؔػͰར༻͞Ε͍ͯ

· ɻ͢

ɹ·ͨɺʮͻ·ΘΓʯʹσʔλΛத͢ܧΔ௨৴ػ͋Γɺࠃ֎ͷધഫౡͳͲʹઃஔ͞Εͨ؍ଌ

ஔͷؾ؍ଌσʔλɺࠃओཁͷσʔλɾைҐʢʣσʔλͳͲͷऩूʹ׆༻͞Ε͍ͯ· ɻ͢
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※青枠は「ひまわり」の観測範囲

「ひまわり」による台風の監視

静止気象衛星の編遷
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噴火活動の監視

 

 

 

 

 

 

 

 

（陸上の白い部分は雪に覆われている。オホーツク海上の白
い部分は流氷）

（平成 23年 5月 1日 15 時　黄砂を捉えた画像）

※高頻度雲衛星観測：日本付近に限定した小領域を 5分間隔で観測するもの
平成 23年 7月 11 日 14:10 ～ 15:30（20 分毎）　東北・北陸地方

雪氷域の監視 大陸からの黄砂等エーロゾルの監視

高頻度雲衛星観測による日本域の急激に発達する積乱雲の監視

（平成23年1月27日02時～06時 霧島山（新燃岳）の噴火による噴煙の拡がりを捉えた画像）
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第1部　気象業務の現状と今後

カ . 潮位・波浪観測
ɹؾிͰɺߴைɺ෭ৼಈɺҟৗைҐٴͼߴʹΑΔԊ؛ͷࢪઃͷඃͷࢭɾܰ ͷͨΊɺݮ

શ֤ࠃͰைҐʢைࣚʣͱ࿘ͷ؍ଌΛͯͬߦ ͍· ɻ͢ைҐͷ؍ଌݕைॴ؍ଌɺ࿘ͷ؍

ଌԊ؛࿘ܭɺϒΠɺ؍ଌધΛ༻ͯ͠ ͯͬߦ ͍· ɻ͢·ͨɺଞؔػͷ؍ଌσʔλ׆༻ͯ͠ ͖Ί͔ࡉ

·Ί͍ͯʹࢹͷگ࣮͍ ɻ͢

ɹҰํɺεʔύʔίϯϐϡʔλΛ༻͍ͨߴைϞσϧ࿘ϞσϧʹΑΓɺͦΕͧΕைҐ࿘ͷ༧ଌΛ

ͯ͠ࢉܭ ͍· ɻ͢͜ΕΒͷࢿྉͱ࣮ࢹگσʔλΛ༻͍ͯɺ֤ͷؾͰɺߴைܯใߴɾ ைҙใɺ

࿘ܯใɾ࿘ҙใɺؾใைҐใΛൃද͠ɺԊ؛ҬͰͷਁਫͷඃધഫͷ҆શߦߤ

ʹର͢ΔҙɾܯռΛݺͼֻ͚͍ͯ· ɻ͢

気象庁では高潮モデルや波浪モデルの結果と最新の潮位や波浪の観測値を利用して潮位や波浪の状況を予測し、
高潮や波浪の警報・注意報をはじめとする防災情報を発表しています。

防災機関	
・消防庁	  
・地方整備局	  
・海上保安庁	  
・都道府県、市町村	  
・報道機関	  
　　　　　　　　　　　など	  

波浪モデル	

高潮モデル	

波浪の観測	

気象庁	

国民、船舶関係者、港湾管理者等	

本庁	

船舶	

沿岸波浪計	

地方気象台	

高潮警報・注意報	  
波浪警報・注意報	

潮位の観測	

モデルの予測値の補正に観測値を使用	

気象状況の把握	  
実況監視	  
情報作成など	

ブイ	
衛星	

検潮所	津波観測点	

潮位と波浪の情報の流れ
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質問箱
■ 海の波（波浪）について教えて！
　海の上では、風が吹くと波が立ち始めます。風が吹き続けると波は次第に高くなっていきますが、
このように風によって生じる波を「風浪」といいます。また、風の吹かない海域まで伝わるか、風が
弱まった場合や風向が急に変化して、風から直接作られなくなった波を「うねり」といいます。「風
浪」と「うねり」をまとめて「波浪」と呼んでいます。気象庁では、波の高さなどを「有義波」という
統計的な値で代表させて情報を発表していますが、実際の波浪には様々な波高、周期の波が存在して
います。タイミングによっては思いがけない大波が出現する場合があり、「一発大波」、「巨大波」
等と呼ばれることがあります。確率としては数千波に一波、数万波に一波の現象としても、しけ（時
化）が長びけばそれだけ巨大波出現の危険性も増すことになりますので、十分な注意が必要です。ま
た、幾つかの方向から波浪が集まった時に、波頂のとがった巨大波が出来ることがあります。このよ
うな波を「三角波」と呼び、船舶にとっては転覆の危険が増すので、注意が必要な波の一つです。
　うねりは風浪に比べて波長が長いという特徴があります。沿岸部では、波長の長い波ほど防波堤を
超えやすいほか、海岸構造物等へのダメージも与えやすくなります。釣り人が、波長の長いうねりに
よってさらわれる事故が起こる場合があります。富山湾特有のうねり性の高波として有名な「寄り回
り波」は、低気圧などの暴風によって日本海北
部に発生した風浪が伝播して「うねり」となっ
て富山湾に侵入するものです。寄り回り波は、
海岸で局所的に急に高くなることがあり、また、
風や波が比較的静かになったころに不意に打ち
寄せることがあるため古来より多くの被害が発
生しました。
　このほか特徴のある波として、波浪が進む向
きと反対向きの強い海流や潮流があると、「し
お波」が発生します。「しお波」は、波浪と海流
や潮流との相互作用により、波高が増大し、波
の形が険しくなります。 強風のために海上が荒れることを「しけ」といいます。気象庁で

は波高が４メートルをこえ６メートルまでを「しける」、６メー
トルをこえ９メートルまでを「大しけ」、９メートルをこえたも
のを「猛烈にしける」と使います。

しけの海面

（３）異常気象などの監視・予測
　ア．異常気象の監視

ɹҟৗؾͱɺҰൠʹաݱͨ͠ݧܦʹڈ͔Βେ͖͘ ֎ΕͨݱͰɺਓ͕Ұੜͷؒʹ·Εʹ͔͠ݧܦ

͠ͳ͍Α͏ͳؾݱΛ͍͍· ɻ͢େӍڧ෩ͳͲͷܹ͍ؒ࣌͠ͷؾ͔Β͔݄ଓ͘ׯͭɺྫྷ

ՆͳͲͷީؾͷҟৗؚ·Ε· ɻ͢ؾிͰɺݪଇͱ͠ ʮͯ͋ΔॴʢҬʣɾ͋ Δظ࣌ʢिɺ݄ɺقઅʣ

ʹ͓͍ͯ�� ؒʹ�ճҎԼͷසͰൃੜ͢ΔݱʯΛҟৗؾͱ͠ ͍ͯ· ɻ͢

ɹؾிͰɺੈքத͔Βऩूͨ͠؍ଌσʔλΛͱʹɺΘ͕ࠃੈք֤Ͱൃੜ͢ΔҟৗؾΛ

ɺि͝ͱ݄͝ͱɺ͍ͯͭʹࡂؾଌ͞ΕͨҬ؍ԹŋԹେӍɾগӍͳͲ͕ߴͳۃɺͯ͠ࢹ

અ͝ͱʹऔΓ·ͱΊͯൃදͯ͠ق ͍· ɻ͢·ͨɺݦஶͳݱɺࣾձతͳӨ͕ڹେ͖͍ͱࢥΘΕΔݱʹ

͍ͭͯɺਵ͔͔ͭ࣌ʹɺΑΓ͘ Θ͍͠ใΛൃදͯ͠ ͍· ɻ͢
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第1部　気象業務の現状と今後

	

ɹ̎̌ ̍̍ ͷΠϯυγφౡͰɺ

ՆͷϞϯεʔϯͷӍقʹ͋ͨΔ̒ʙ

݄̕ʹฏΑΓӍͷଟ͍ঢ়͕گଓ

͖ɺ͜ͷظ࣌Ҏ߱ɺνϟΦϓϥϠ

ϝίϯͷྲྀҬͰɺߑਫʹΑ

Δେ͖ͳඃൃ͕ੜ͠·͠ ͨɻ͜ͷ

ਫΛͨΒ͠ߑ ͨ߱ӍɺฏΑΓ

ൃ׆ͳՆͷΞδΞϞϯεʔϯʹΑ

ͬͯ ͨΒ͞ Ε·͠ ͨɻ

イ．エルニーニョ・ラニーニャ現象の監視と予測
ɹΤϧχʔχϣݱͱɺଠฏ༸ಓҬͷதԝ෦͔ΒೆถϖϧʔԊ؛ʹ͔͚ͯͷ͍ւҬͰɺւ໘ਫԹ

͕ฏΑΓ͍ߴঢ়ଶ͕ɺ͓͖ʹ͔ΒҰఔଓ͘ݱͰ ɻ͢Ұํɺಉ͡ւҬͰւ໘ਫԹ͕

ฏΑΓ͍ঢ়ଶ͕ଓ͘ݱΛϥχʔχϟݱͱݺͼ· ɻ͢Τϧχʔχϣݱϥχʔχϟݱ͕ൃੜ͢

ΔͱɺຊΛؚΉੈքͷ༷ʑͳҬͰଟӍɾগӍɾߴԹɾԹͳͲɺ௨ৗͱҟͳΔఱީ͕ݱΕ͢ ͳ͘

Γ· ɻ͢

ɹ·ͨɺଠฏ༸ଳҬΠϯυ༸ଳҬͷւ໘ਫԹͷঢ়ଶ͕ຊੈքͷఱީʹӨڹΛ༩͍͑ͯΔ͜

ͱ͕ɺۙ໌Β͔ʹͳͬͯ ͖·͠ ͨɻ

ɹؾிͰɺΤϧχʔχϣɾϥχʔχϟݱɺଠฏ༸ଳҬɾΠϯυ༸ଳҬͷւ༸มಈʹؔ͢

Δ࠷৽ͷঢ়گͱ�͔݄ઌ·Ͱͷݟ௨͠ΛɺʮΤϧχʔχϣࢹใʯͱ͠ ͯຖ݄��ࠒʹൃදͯ͠ ͍· ɻ͢

平成23年（2011年）8月31日～9月6日における異常気象や気象災害

平成23年（2011年）10月12日発表
「６月から９月にかけてのインドシナ半島の多雨について」

異常気象が観測された地点がある程度まとまって現れた場合にその地域を曲線で囲み、番号を付しています。
また、被害や社会的な影響の大きな気象災害についても記号で示し、同じく番号を付しています。

2011 年６～９月の４か月降水量平年比の分布と主な地点の月降水量の経過
分布図の×はプノンペンの位置を、経過図の×はデータの未入電を示します。平年値は 1981
～ 2010 年の平均。
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（４）気象庁の基盤情報システムとインターネットを通じた情報発信

ɹؾிͰɺࠃ֎ͷ͔ؔؔػΒؾͳͲͷ؍ଌσʔλΛऩू͠ɺ͜ΕΛղੳɺ༧ଌ͢Δ͜ͱͰɺ

Λ௨ͯؔ͠ػใಓؔػؔࡂ͠ɺ࡞ใΛؾࡂใɾҙใͳͲͷܯ ͘ ຽʹୡͯ͠ࠃ ͍· ɻ͢

ɹɹ؍ଌσʔλͷऩूใୡɺղੳ༧ଌʹؾࢿྉ૯߹ॲཧγεςϜʢ$04.&54ʣΛ༻

ͯ͠ ͍· ɻ͢ؾࢿྉ૯߹ॲཧγεςϜղੳ༧ଌΛ୲ ε͏ʔύʔίϯϐϡʔλγεςϜͱ௨৴ػΛ୲

·͞Ε͍ͯߏใૹॲཧγεςϜͷ̎ͭͷγεςϜͰؾ͏ ɻ͢

ɹεʔύʔίϯϐϡʔλγεςϜɺੈք֤ͷ؍ଌσʔλɺؾӴʢͻ·ΘΓʣͷ؍ଌσʔλͳͲΛ

ͬͯ ͷঢ়ଶΛৄ͘͠ղੳ͠ɺؾԹͳͲେؾѹؾ Β͞ʹղੳ݁Ռ͔Βཧ๏ଇʹͮج Ϟ͘σϧࢉܭʹΑ

ΓେؾͷޙࠓͷมԽΛ༧ଌ͠· ɻ͢

エルニーニョ現象等監視海域およびエルニーニョ現象時の海面水温平年差

エルニーニョ現象発生時の世界の天候の特徴（３か月平均）

ラニーニャ現象発生時の世界の天候の特徴（３か月平均）

平成 9年（1997 年）11 月の海面水温平年差

6月～ 8月

6月～ 8月

12 月～ 2月

12 月～ 2月

11�



第一部
第一部
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ɹؾใૹॲཧγεςϜɺ࠷৽ͷ্ɾߴؾ؍ଌؾϨʔμʔ؍ଌͷσʔλɺԊ؛࿘ܭ

ைҐܭɺધഫͳͲʹΑΔւ༸؍ଌͷσʔλɺ؍ଌσʔλͳͲͷ΄͔ɺಓݝͳͲ͕͏ߦӍྔ؍

ଌ؍ଌͳͲͷσʔλΛऩूͯ͠ ͍· ɻ͢·ͨɺੈքͷؾͯ͠ྗڠ͕ؔػ ӡ༻͢Δશٿ௨৴γες

Ϝʢ(54ʣͷ௨৴தͱ͠ ͯͬߦΛଌσʔλͷަ؍ͱࠃؔͯ ͍· ɻ͢͜ΕΒͷ؍ଌσʔλɺղੳɾ༧

ଌͷใɺɾՐࢁʹؔ͢Δใɺࠃͷؾॺؔػؔࡂɺ֎ࠃͷؾؔػͳͲ

ʹఏ͢ڙΔͱͱʹɺຽؒؾۀࢧԉηϯλʔΛ௨ͯ͡ຽؒͷؾऀۀࣄใಓؔػͳͲʹఏͯ͠ڙ

͍· ɻ֤͢ؾͱͷใୡܦ࿏ͱͳΔࠃͷج൫௨৴Λ̎ ॏԽͯ͠ ͍Δ͜ͱʹՃ͑ɺ̎ͭͷηϯλ

ʔγεςϜ૬ޓόοΫΞοϓػΛ༗ͯ͠ ͓Γɺେن࣌ࡂʹ҆ఆͯ͠ ֤छ؍ଌσʔλͷऩू༧

ใɺࡂใͳͲͷୡΛܧଓͰ Δ͖Α͏ʹ৴པੑͷ্Λਤͬͯ ͍· ɻ͢

ɹ

気象観測データの収集・処理と気象情報の伝達・発表

気象資料総合処理システムの監視と運用
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○気象庁ホームページ　
ɹؾிϗʔϜϖʔδʢIUUQ���XXX�KNB�HP�KQ�KNB�JOEFY�IUNMʣͰɺؾிͷ৫੍ͷ֓ཁɺ

ใࢽͳͲͷߦใΛ͡ΊɺؾͷࣝͳͲͷใΛఏ͢ڙΔͱͱʹɺఱؾ༧ใؾܯใɾҙ

ใɺɺͳͲͷࡂใΛͯ͠ࡌܝ ͍· ɻ͢ฏ �� ɺ ̍ͨΓ ����ສϖʔδϏϡʔͷ

ΞΫηε͕͋Γ·͠ ͨɻ

ɹ·ͨɺաڈͷؾσʔλΛࡧݕͰ Δ͖ϖʔδɺաڈͷσʔλΛࡧݕͰ Δ͖ʮσʔλϕʔεࡧݕʯ

ͳͲެ։ͯ͠ ͓ΓɺաڈσʔλͷࡧݕαΠτͱ͠ ͯॆ࣮ͯ͠ ͖͓ͯΓ· ɻ͢ Β͞ʹɺݦஶͳࡂͷൃੜ

ใɾܯؾͷࡂ௨͠ͳͲͷใΛ͡Ίɺඃݟͷޙࠓɾگ௨͠Ӎͷঢ়ݟͷޙࠓɺͷճɾʹ࣌

ҙใɺఱؾ༧ใͳͲͷϦϯΫΛҰݩతʹ·ͱΊɺඃऀࡂɾ෮چ୲ऀࢧԉͷͨΊͷใͱ͠ ͯɺؾ

ிϗʔϜϖʔδʹಛઃϖʔδΛղઆͯ͠͠ࡌܝ ͍· ɻ͢

気象庁ホームページのトップページ
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第1部　気象業務の現状と今後

○防災情報提供センター
ɹࠃަ௨লͰɺؾிΛؚΉল֤෦ہ͕อ༗͢Δ༷ʑͳࡂใΛू͠ɺΠϯλʔωοτΛ

௨ͯ͡ϫϯετοϓͰࠃຽͷօ༷ఏ͢ڙΔͨΊʮࡂใఏڙηϯλʔʯΛ։ઃͯ͠ ͓Γɺؾி͕ӡ

ӦΛ୲ͯ͠ ͍· ɻ͢

ɹಉηϯλʔϗʔϜϖʔδʢIUUQ���XXX�NMJU�HP�KQ�TBJHBJ�CPTBJKPIP�ʣ͔Βɺؾிɺࠃަ௨ল͕

ଌͨ͠Ӎྔใ͕ҰཡͰ؍ Δ͖ʮϦΞϧλΠϜӍྔʯɺؾிɺࠃަ௨লͷϨʔμʔΛ౷߹͠ ʮͨϦΞϧ

λΠϜϨʔμʔʯΛ͡ΊɺࡂରԠͷใՏɺಓ࿏ɺؾɺɺՐࢁɺւ༸ͳͲͷ֤छͷࡂ

ʹؔ͢ΔใΛ༰қʹೖख͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖· ɻ͢

ɹ·ͨɺܞଳ͚ϗʔϜϖʔδ 	IUUQ���XXX�NMJU�HP�KQ�TBJHBJ�CPTBJKPIP�J�JOEFY�IUNM
։ઃͯ͠ ͓

Γɺ֤छؾใͷଞɺܯใைҐใΛఏͯ͠ڙ ͍· ɻ͢

リアルタイムレーダーの提供ページ

平成 23 年 9 月 3 日 04 時 30 分の台風第 12 号を捉えたリアルタイムレーダー画像です。台風はゆっくりと北上したため、各地で長時間大雨となり災
害をもたらしました。特に紀伊半島で 1000 ミリを超える記録的な大雨となりました。
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（１）地震・津波に関する情報の発表と伝達

ɹʹΑΔࡂʹɺओʹɺ࣌ͷ༳ΕʢಈʣʹΑΔͷͱɺʹͬͯ ൃੜ͢ΔʹΑ

Δͷͱ͕͋Γ· ɻ͢͜ΕΒͷࡂΛܰ͢ݮΔͨΊɺؾிɺͱΛ�� ɺͦ͠ࢹମ੍Ͱؒ࣌

ͷൃੜ࣌ʹɺ༧ଌ؍ଌ݁ՌͷใΛਝʹൃද͠· ɻ͢ൃੜޙͷٴͼͷใɺ

ؔػؔࡂͷॳಈରԠͳͲʹ׆༻͞Ε͍ͯ· ɻ͢

ア．地震に関する情報
地震の監視
ɹؾிɺશࠃ ���͔ॴҎ্ʹઃஔͨ͠ܭɺʢಠʣࡂՊֶٕज़ڀݚॴͷؔؔػͷ

ͷσʔλΛूͯ͠ܭ ɺͷൃੜΛ�� ͯ͠ࢹମ੍Ͱؒ࣌ ͍· ɻ͢·ͨɺ໘ͷ༳Εͷ͞ڧΛଌΔ

ܭΛશࠃ ���͔ॴʹઃஔ͠ɺൃੜ࣌ʹɺ͜ΕΒͷٴܭͼํެஂڞମʢಠʣࡂՊ

ֶٕज़ڀݚॴ͕ઃஔͨ͠ܭͷσʔλΛूʢશࠃͰ߹ܭ ����͔ॴʣͯ͠ ͍· ɻ͢

ɹؾிɺ͜ΕΒͷσʔλΛجʹɺൃੜ࣌ʹ࣍ͷใΛൃද͠· ɻ͢

� ɾͱՐࢁʹؔ͢Δใ

地震津波情報作成・伝達の流れ

 

よる

保
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第1部　気象業務の現状と今後

緊急地震速報（地震動警報・地震動予報）
ɹٸۓใɺͷൃੜޙʹɺݯʹ͍ۙܭͰͱΒ͑ͨ؍ଌσʔλΛղੳͯ͠ ݯ

ͷنʢϚάχνϡʔυʣΛͪʹਪఆ͠ɺ͜ Εʹ֤͍ͯͮجͰͷओཁಈͷ౸ୡࠁ࣌Λ༧ଌ͠ɺ

ՄͳݶΓૉૣ͘ΒͤΔಈͷ༧ใٴͼܯใͷ͜ͱͰ ɻ͍͢ڧ༳ΕͷલʹɺࣗΒͷΛकͬͨΓɺ

ྻंͷεϐʔυΛམͱ͠ ͨΓɺ͋Δ͍Ͱػց੍ޚΛͨͬߦΓ͠ ͯɺඃͷܰݮΛਤΓ· ɻ͢

̑ऑҎ্ͷ༳ΕΛ༧ଌͨ͠ࡍʹɺ̐Ҏ্ͷ༳Ε͕༧͞ΕΔҬʹର͠ɺٸۓใʢܯใʣ

Λൃද͠ɺςϨϏɾϥδΦɾܞଳిΛ௨͓ͯ͡Βͤ͠· ɻ͢·ͨɺຽؒͷ༧ใۀڐՄऀۀࣄ

ઐ༻Λ։ൃ͠ԻจࣈͰٸۓใʢ༧ใʣΛΒͤΔαʔϏεΛͯͬߦ ͍· ɻ͢

観測した結果を整理した情報
ɹؾிɺ؍ଌͨ͠ܗͳͲͷσʔλ͔Βਪఆͨ͠ݯͷҐஔɺϚάχνϡʔυ؍ଌͨ͠ʢ༳

Εͷ͞ڧʣͳͲͷใΛਝʹൃදͯ͠ ͍· ɻ͢ൃੜͷ ̍ޙʹɺ̏Ҏ্͕؍ଌ͞Εͯ

͍ΔҬΛࣔ ʮ͢ใʯΛɺͦͷޙɺݯͷҐஔ̏Ҏ্Λ؍ଌͨ͠ࢢொଜ໊ͳͲɺ؍ଌσʔ

λͷऩूʹ͋ΘͤͯৄࡉͳใΛൃද͠· ɻ͢

ɹͷใςϨϏϥδΦͳͲͰใಓ͞ΕΔଞɺؔػؔࡂͷॳಈରԠͷج४ࡂԠٸରࡦ

ͷج४ͱ͠ ·Ε͍ͯ͞༺׆ͯ ɻ͢

　　

地震観測網 地震情報に活用している震度観測網
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イ．津波に関する情報
津波の監視
ɹؾிͰɺ͕͏Մੑͷ͋Δنͷେ͖ͳ͕ൃੜͨ͠߹ʹɺͷঢ়گΛࢹ
͍ͯ͠·͢ɻؾிɺશࠃ �� ͔ॴʹ؍ଌࢪઃΛઃஔ͍ͯ͠Δ΄͔ɺԭ߹ͰͷΛ؍ଌ
͢ΔͨΊࠃަ௨লߓ͕ہඋ̨̜̥ͨ͠࿘ܭར༻͢ΔͳͲɺ͕ؔؔػઃஔ͍ͯ͠Δ؍ଌ
ࠃɺશ͠༺׆ઃ͔Βͷσʔλࢪ ��� ͔ॴͰͷࢹΛ͍ͯͬߦ·͢ɻ
ɹؾிͰɺܭͷσʔλ͜ΕΒͷͷࢹʹ༻͍͍ͯΔσʔλΛجʹɺʹΑΓຊ

Ԋ؛ʹ͕౸ୡ͢Δ͓ͦΕ͕͋Δ߹ɺΛ؍ଌͨ͠߹ʹɺ࣍ͷใΛൃද͠·͢ɻ

 

䝯䞊䝖䝹
䜻䝻

地震情報
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第1部　気象業務の現状と今後

津波警報・津波注意報、津波予報、津波情報
ɹͱಉ࣌ʹൃੜ͢Δ֪มಈʹΑͬͯւఈ໘͕େ্͖͕ͨͬͪ࣋͘ΓԼ͕ͬͨΓ͢Δͱɺ
͕ൃੜ͠·͢ɻؾிɺւҬͰنͷେ͖ͳ͕ൃੜ͠ɺҬਁਫ͢ΔͳͲॏେͳى͕ࡂ
͜Δ͓ͦΕͷ͋Δ͕༧͞ΕΔ߹ʹܯใʢ̍͞ߴϝʔτϧҎ্ʣΛɺΑΓਙେͳࡂ
ͱͳΔ͓ͦΕ͕͋Δ߹ܯใʢେʣʢ̏͞ߴϝʔτϧҎ্ʣΛɺ͞ߴ ��� ϝʔτϧఔ
Ͱւͷதւ؛ɺՏޱۙͰࡂͷ͜ىΔ͓ͦΕͷ͋Δ͕༧͞ΕΔ߹ʹҙใΛൃ
ද͠·͢ɻܯใɾҙใΛൃදͨ͠߹ɺͷ౸ୡ༧ࠁ࣌ɾ༧͞ΕΔͷ͞ߴʹؔ͢
ΔใͳͲൃද͠·͢ɻ͞ΒʹɺԊ؛ͰΛ؍ଌͨ͠߹ʹɺୈҰͷ౸ணࠁ࣌ɺ࠷େͷߴ
͞ͳͲɺ؍ଌঢ়گΛൃද͠·͢ɻ
ɹ·ͨɺൃੜޙɺ͕༧͞Εͳ͔ͬͨΓɺ༧͞Εͯ͜ى͕ࡂΔ͓ͦΕ͕ͳ͍ ��� ϝ
ʔτϧະຬͷ͞ߴͷ߹ʹɺ༧ใʢएׯͷւ໘มಈʣΛൃද͠·͢ɻ

津波警報・津波注意報（注）

（注）「平成２３年（２０１１年）東北地方太平洋沖地震」を踏まえた改善により、平成２４年末を目途に高さの基準等が変更されます。
（特集１、２参照）
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ウ．地震調査研究の推進とその成果の気象業務への活用
ɹʮฏ �ʢ���� ʣฌݝݿೆ෦ʯʢࡕਆɾ୶࿏େࡂʣΛػܖʹ੍ఆ͞Εͨࡂରࡦ
ಛผાஔ๏ʢฏ �๏ୈ ��� ߸ʣʹΑΓɺͷಛผͷؔػͱͯ͠ௐࠪڀݚਪਐຊ෦͕ઃ
ஔ͞Ε·ͨ͠ɻؾிͰɺ͜ͷௐࠪڀݚਪਐຊ෦͕ࡦఆͨ͠ʮʹؔ͢Δج൫తௐࠪ؍ଌ
ɺฏ͍ͯͮجʹըʯܭ �ΑΓେֶʢಠʣࡂՊֶٕज़ڀݚॴͳͲͷؔؔػͷ؍ଌσʔ
λͷఏڙΛड͚͍ͯ·͢ɻ͜ΕΒͷσʔλΛͱʹɺؾிͰจ෦Պֶলͱͯ͠ྗڠɺզ͕ࠃ
ͦͷपลͰൃੜ͢Δ׆ಈͷѲʹΊ͍ͯ·͢ɻؾிʹؔؔػͷσʔλΛूΊͯॲཧͨ͠
͜ͱʹΑΓɺখ͍͞ͷݯٻ·ΔΑ͏ʹͳΓɺৄࡉͳ׆ಈͷѲ͕ՄͱͳΓ·ͨ͠ɻ
׆Λਪਐ͢ΔͨΊɺڀݚΔͱͱʹɺௐࠪ͢༺׆ʹிͰɺ͜ΕΒͷ݁ՌΛใؾ
ಈͷධՁΛ͍ͯͬߦΔௐࠪڀݚਪਐຊ෦ௐࠪҕһձɺେֶͳͲؔؔػఏ͍ͯ͠ڙ·
͢ɻ

津波情報

津波予報

津波予報 

予想される海面の状況 内容 

津波が予想されないとき 
津波の心配なしの旨を地震情報に含めて

発表します。 

0.2ｍ未満の海面変動が予想されたとき 

高いところでも 0.2ｍ未満の海面変動のた

め被害の心配はなく、特段の防災対応の

必要がない旨を発表します。 

津波注意報解除後も海面変動が継続するとき 

津波に伴う海面変動が観測されており、今

後も継続する可能性が高いため、海に入

っての作業や釣り、海水浴などに際しては

十分に留意する必要がある旨を発表しま

す。 

 

情報の種類 内容 

津波の到達予想時刻・予想される津波の高

さに関する情報 

各津波予報区の津波の到達予想時刻や予想され

る津波の高さをメートル単位で発表します。 

各地の満潮時刻・津波の到達予想時刻に関

する情報 

主な地点の満潮時刻・津波の到達予想時刻を発

表します。 

津波観測に関する情報 
実際に津波を観測した場合に、その時刻や高さを

発表します。 
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第1部　気象業務の現状と今後

質問箱

　地震の予知とは、地震の発生時期、場所、大きさ（マグニチュード）を地震の発生前に科学的な根拠
に基づき予測することです。
　現在の地震学では、地震予知は実用段階ではなく研究段階のものと考えられています。
　その中で、東海地震については、現在日本で唯一、短期直前予知ができる可能性がある地震と考えら
れます。その根拠としては、①予想震源域の周辺に精度の高い観測網が整備されていること、②科学的
に根拠のある前兆現象（前兆すべり）を伴う可能性があると考えられること、さらに、③捉えられた異常
な現象が前兆現象（前兆すべり）であるか否かを科学的に判断するための基準があることの3つが挙げ
られます。
　ただし、東海地震についても発生日時を指定した予知を行うことはできませんし、前兆現象である前
兆すべりが急激に進んだ場合や小さい場合には短期直前予知ができない場合があります。
　「○月×日に大地震が起こる」という話を耳にすることがありますが、発生日時を指定した情報は根拠
のない話ですのでご注意ください。

　東海地震はプレート（地球表面を覆う厚さ数十～百キロメートル程度の岩石の層）同士の境界で起こ
る地震です。プレート境界の一部は普段は強くくっついています。
　東海地震の前にはこの領域の一部が少しずつすべり始め、最終的に急激に大きくずれて強い揺れを発
生させ東海地震になると考えられています。
　この少しずつすべり始める現象が前兆すべりです。
　前兆すべりを捉えようと、ひずみ計等の観測測器を東海地域に展開し、気象庁において24時間監視し
ています。

○地震は予知できるの？

○前兆すべりとは？

プレートの沈み込みと前兆すべり

119



第一部
第一部

エ．東海地域の地震・地殻変動の監視と情報提供
ɹ౦ւɺॣՏ͔Β੩Ԭݝͷ෦ΛݯҬͱ͠ɺ͍ͭൃੜ͓͔ͯ͘͠͠ͳ͍ͱ͑ߟΒΕ
͍ͯΔେنͳͰɺࡏݱɺՊֶతͳલ༧ͷՄੑ͕͋Δͱ͑ߟΒΕ͍ͯ·͢ɻ
ɹؾிɺ౦ւͷൃੜΛ༧͠ɺࠃຽͷࡂɾߦࡂݮಈʹཱͯΔͨΊɺؔؔػͷྗڠΛ
ಘͯɺ౦ւҬͱͦͷपลʹల։͞ΕͨܭͻͣΈܭͳͲͷσʔλΛऩू͠ɺͷલஹݱ
ͱͳΔͱ֪มಈΛ �� ɻ͢·͍ͯ͠ࢹମ੍Ͱؒ࣌

ɹ
ɹ౦ւͷ༧ʮલஹ͢ΓʢϓϨεϦοϓʣʯʹ͏൫ͷ৳ͼॖΈʢ֪มಈʣΛͻͣΈ
ɻ͢·͍ߦͳͲͰଊ͑Δ͜ͱͰܭ
ɹ؍ଌσʔλʹҟৗ͕ݱΕͨ߹ɺؾிɺͷઐՈ͔Βߏ͞ΕΔࡂରڧࡦԽ
ҬఆձʢఆձʣΛ։͠࠵ɺ౦ւʹ݁ͼ͔ͭ͘Ͳ͏͔Λʮ౦ւʹؔ࿈͢ΔใʯͰൃද
͠·͢ɻؔػࡂ͜ͷใ༰ʹԠͨ͡ஈ֊తͳࡂରԠΛͱΓ·͢ɻ
ɹͨͩ͠ɺલஹ͢Γ͕খ͍͞߹ͳͲɺඞͣ͠લஹݱΛଊ͑Δ͜ͱ͕Ͱ͖ͣɺ্هͷใΛ
ൃදͰ͖ͳ͍··౦ւ͕ൃੜ͢Δ͜ͱ͋Γ͑·͢ɻ

東海地震の想定震源域と地震・地殻変動観測網
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第1部　気象業務の現状と今後

 

東海地震に関連する情報

東海地震に関連する情報の流れ

1�1



第一部
第一部

（２）火山の監視と防災情報

ア．火山の監視
① 110 活火山と火山監視・情報センター

ɹզ͕ࠃʹ��� ͷ׆Ր͕͋ࢁΓ· ɻ͢

ɹؾிͰɺ͜ͷ͏ͪ ՐࢁՐ༧࿈བྷձʢޙड़ʣʹΑͬͯ બఆ͞Εͨ��Րࢁʹ͍ͭͯɺؔػ

ؔͷྗڠಘͳ͕ΒɺܭɺܗͷมԽΛ؍ଌ͢Δܭࣼʢ༻ࢀूޠরʣɺԕΧϝϥٴͼ(14 ؍

ଌஔͳͲʹΑΔৗ؍࣌ଌମ੍Λඋͯ͠ ͓Γɺؾிຊிʢ౦ژʣٴͼࡳຈɾઋɾԬͷ֤ؾ۠

ʹઃஔ͞ΕͨՐࢹࢁɾใηϯλʔʹ͓͍ͯ�� ͯ͠ࢹಈΛ׆ࢁମ੍ͰՐؒ࣌ ͍· ɻ͢·ͨɺ֤

ηϯλʔͷՐػࢁಈ؍ଌ൝͕ɺͦͷଞͷՐࢁΛؚΊͯݱʹग़ܭ͖ըతʹௐࠪ؍ଌΛͯͬߦ ͓ΓɺՐ

ଌମ੍؍ʹಈతػʹѲ͢ΔͨΊʹࡉΛΑΓৄݱΒΕͨ߹ʹɺඞཁʹԠͯ͡ݟΓ͕·ߴʹಈ׆ࢁ

ΛڧԽ͠· ɻ͢

N32°	

N28°	

N24°	

ベヨネース列岩	
須美寿島	
伊豆鳥島	

西之島	

海徳海山	
噴火浅根	
硫黄島	
北福徳堆	
福徳岡ノ場	

南日吉海山	

E140°	 E144°	

指臼岳	
小田萌山	

渡島大島	

茂世路岳	
散布山	

択捉焼山	
ベルタルベ山	

択捉阿登佐岳	

爺爺岳	

羅臼山	
泊山	

知床硫黄山	

羅臼岳	

アトサヌプリ	

摩周	

雌阿寒岳	

大雪山	

丸山	
恵庭岳	

有珠山	

北海道駒ヶ岳	

樽前山	

恵山	

倶多楽	
恐山	

岩木山	

十和田	
八甲田山	

八幡平	
岩手山	

秋田焼山	

栗駒山	
鳴子	

蔵王山	

安達太良山	

鳥海山	

秋田駒ヶ岳	

那須岳	

日光白根山	
赤城山	
榛名山	

富士山	
箱根山	

伊豆大島	

伊豆東部火山群	

新島	神津島	

八丈島	
青ヶ島	

弥陀ヶ原	
焼岳	

乗鞍岳	

白山	
御嶽山	

磐梯山	

燧ヶ岳	

鶴見岳･伽藍岳	

雲仙岳	

霧島山	

桜島	

開聞岳	

薩摩硫黄島	

口永良部島	

中之島	

諏訪之瀬島	

浅間山	

妙高山	

新潟焼山	

ルルイ岳	

利尻山	

　羊蹄山	
ニセコ	

肘折	

沼沢	

高原山	

アカンダナ山	

横岳	
利島	

御蔵島	

嬬婦岩	

海形海山	

日光海山	

三瓶山	

阿武火山群	

由布岳	

福江火山群	

米丸･住吉池	

若尊	

池田･山川	

口之島	

吾妻山	

:	 火山活動を24時間体制で監視している常時観測火山（47火山）	 

:	 活火山（110火山） 

阿蘇山	 三宅島	

南西諸島	

西表島北北東	
      海底火山	

硫黄鳥島	

九重山	

草津白根山	

雄阿寒岳	

天頂山	

札幌管区気象台	
火山監視・情報センター	

福岡管区気象台	
火山監視・情報センター	

仙台管区気象台	
火山監視・情報センター	

気象庁地震火山部	
火山監視・情報センター	

十勝岳	

：噴火警戒レベルが導入されている火山（29火山）平成24年4月現在	 火山名	

我が国の110活火山と火山監視・情報センター
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第1部　気象業務の現状と今後

コラム

　活火山は「概ね過去１万年以内に噴火した火山及び現在活発な噴気活動のある火山」と定義され、
この定義に基づき、火山噴火予知連絡会において110の活火山が選定されています。
　さらに、今後100年程度以内に噴火が発生する可能性及び社会的影響を踏まえ、火山防災のため
に「監視･観測体制の充実等が必要な火山」として47火山が火山噴火予知連絡会によって選定され
ました。
　これら47火山に対し、気象庁では、観測施設を整備し、大学等関係機関の協力も得て火山活動を
24時間体制で常時観測・監視しています。また、これら47の常時観測火山以外の活火山も含む全国
110の活火山を対象として火山機動観測班による計画的な調査観測を行っており、必要に応じて火
山活動をより詳細に把握するために観測体制を強化しています。このような観測の成果に基づき、気
象庁では噴火警報・噴火予報や火山活動解説資料等を発表しています。

■110活火山と47常時観測火山

火山噴火予知連絡会によって選定された火山防災のために
監視・観測体制の充実等が必要な火山（47火山）とその選定理由
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②火山活動を捉えるための観測網

ɹՐࢁՐʹΑΔඃΛ࠷খݶʹ৯͍ࢭΊΔͨΊʹɺՐ׆ࢁಈΛ
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ʹઃஔ͠ؾ֤۠ ʮͨՐࢹࢁɾใηϯλʔʯʹ͓͍ͯશࠃ

ͷ׆Րࢁͷ׆ಈΛ͠ࢹɺ؍ଌɾࢹͷ݁Ռʹ͖ͮجɺՐܯใ

Λਝʹൃදͯ͠ ͍· ɻ͢

ɹܭՐࢁମ෦Ͱൃੜ͢ΔඍখͳΛɺܭࣼՐࢁप

ลͰൃੜ͢Δ͘͝ඍখͳࣼมܗΛͱΒ͑ΔͷͰ ɻۭ͢ৼܭɺ

ՐࢁͷരൃతՐͳͲͰੜ͡ΔۭؾͷৼಈΛͱΒ͑ΔͷͰɺఱީ

ෆྑʹΑΓԕΧϝϥͰՐࢁͷঢ়گΛࢹͰ͖ͳ͍߹Ͱɺ

ՐൃੜͱͦͷنΛ͍ͪૣ͘ݕ͢ΔͨΊͷͷͰ ɻ͢(14 ଌஔɺଞͷෳͷ(14ͱΈ߹Θ؍

ͤΔ͜ͱͰՐࢁपลͷ֪ͷมܗΛݕग़͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖ɺԼਂ෦ͷϚάϚͷڍಈΛਪఆ͠ɺՐͷલ

ஹΛ͍ͪૣ ͱ͘Β Δ͑ͨΊͷॏཁͳखஈͱͳΓ· ɻ͢·ͨɺ໌͔ΓͷԼͰ؍ଌ͕Ͱ͖Δײߴͷԕ

ΧϝϥΛઃஔͯ͠ ͍· ɻ͢

新たな火山観測施設の整備
ɹฏ ��݄̎ ɺՐࢁՐ༧࿈བྷձɺޙࠓ ��� ఔҎʹՐ͕ൃੜ͢ΔՄੑٴͼࣾձత

ӨڹΛ౿·͑ɺՐࢁࡂʹੜ͔ͨ͢Ίʹࢹɾ؍ଌମ੍ͷॆ࣮͕ඞཁͳՐࢁͱ͠ ͯɺ��ՐࢁΛબఆ͠

·ͨ͠ɻ͜ΕΛड͚ɺؾிɺ͜ΕΒ��Ր͢ࢁͯʹ৽ͨͳ؍ଌࢪઃʢܭɺܭࣼɺۭৼܭɺ

͠·ͼԕΧϝϥʣΛඋ͠ٴଌஔ؍̨̥̜ ͨɻ৽ͨʹඋͨ͠ܭɾܭࣼɺҰ෦ͷ؍ଌΛ

আ͖ɺ্ͷࡶԻΛආ͚ΔͨΊਂ͞ ���ϝʔτϧͷҪͷఈʹઃஔ͠ɺײߴͳ؍ଌ͕ՄͱͳΓ·

ͨ͠ɻ

ɹ৽ͨʹඋ͞Εͨ؍ଌࢪઃ׆༻͠ɺؾிɺՐࢁՐ༧࿈བྷձʹΑͬ ͯબఆ͞Εͨ��Րࢁશ

ͯͷՐ׆ࢁಈΛ�� ͯ͠ࢹଌɾ؍࣌ମ੍Ͱৗؒ࣌ ͓Γɺ؍ଌ݁Ռʹ͖ͮجɺՐܯใɾՐ༧ใՐ

ͯͬߦྉͷൃදΛࢿಈղઆ׆ࢁ ͍· ɻ͢

火山機動観測
ɹؾிͰɺՐ࣌ʹඞཁʹԠͯ͡Րػࢁಈ؍ଌ൝Λ

ͯ͠ݣ ·ಈͷਖ਼֬ͳѲʹΊ͍ͯ׆ࢁɺՐ͍ߦଌΛ؍ ɻ͢

ɹ·ͨɺ�� Δ͍ͯͬߦΛࢹଌɾ؍࣌ମ੍Ͱৗؒ࣌ �� ՐࢁҎ

֎ͷ׆ՐࢁؚΊɺՐػࢁಈ؍ଌ൝͕ฏৗ͔࣌Βܭըతʹݱ

ʹෝ͖ɺྟ࣌ͷ(14؍ଌɺΨεͳͲݱͰͷ֤छ؍ଌɺ

ϔϦίϓλʔʢؔྗڠؔػʣʹΑΔ্ۭ͔Βͷ؍ଌΛ࣮ࢪ

͠ɺܧଓతͳՐ׆ࢁಈѲʹΊ͍ͯ·͢ɻ

火山の観測装置

御嶽山での地熱観測
（計画的な火山機動観測）
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第1部　気象業務の現状と今後

イ．噴火警報・噴火予報
ɹؾிશࠃ ��� ͷ׆ՐࢁΛରͱͯ͠ɺ؍ଌ݁Ռʹ͖ͮجɺՐܯใɾՐ༧ใΛൃද͍ͯ͠

·͢ɻՐܯใɺՐʹͬͯൃੜ͠ੜ໋ʹݥةΛٴ΅͢Րݱࢁʢେ͖ͳੴɺՐྲྀࡅɺ༥ઇ

త༛༧͕΄ͱΜͲͳ͍Րؒ࣌Ҭʹ౸ୡ͠ɺආ·ͰͷॅډͰؒ࣌టྲྀɺՐൃੜ͔ΒࢁՐܕ

ғʣΛͯ͠ൃද͠·͢ɻൣڹռ͕ඞཁͳൣғʢӨܯʣͷൃੜͦͷ֦େ͕༧͞ΕΔ߹ʹɺݱࢁ

Ҭʣʯɺؚ·Εͳ͍߹ʮՐॅډใʢܯҬؚ͕·ΕΔ߹ʮՐॅډʹռ͕ඞཁͳൣғܯ

ใʢपܯʮՐ͍ͯͭʹࢁใʯʣͱͯ͠ൃද͠ɺւఈՐܯपลޱपลʣʯʢུশʮՐޱใʢՐܯ

ลւҬʣʯͱͯ͠ൃද͠·͢ɻ͜ΕΒͷՐܯใɺಓݝͷؔؔػʹ௨͞ΕΔͱͪʹ

ॅຽʹप͞ΕΔͱͱʹɺඞཁͳࡂରԠ͕ͱΒΕ·͢ɻՐܯใΛղআ͢Δ߹ʹʮ

Ր༧ใʯΛൃද͠·͢ɻ

ウ．噴火警戒レベル
ɹՐܯռϨϕϧɺՐ׆ࢁಈͷঢ়گʹԠͯ͡ඞཁͱͳΔ۩ମతͳࡂରԠΛʮฏৗʯɺʮՐޱपล

͕࣌Րऀࢁʯɺʮආ४උʯɺʮආʯͷ̑ஈ֊ʹ۠͢Δ͜ͱͰɺॅຽొ੍نࢁʯɺʮೖ੍ن

ʹͱΔ͖ߦࡂಈΛ͔Γࣔͨ͘͢͠ࢦඪͰ͢ɻՐܯռϨϕϧɺʮجࡂຊܭըʯͱʮ

Ր࣌ͷආʹΔՐࢁࡂମ੍ͷࢦʯʹ͖ͮجɺ֤Րࢁͷݩͷಓݝ͕ઃஔ͢ΔՐࢁ

ରԠʢආࡂʣʹ͓͍ͯߏઐՈͰࢁɺՐہɺ࠭෦ؾொଜɺࢢɺݝձʢಓٞڠࡂ

ொଜͷҬࢢΔ͢ɺ͍ؔߦΛ౼ݕಉͰڞ͍ͯͭʹʣ੍نɺආ४උใɺಓ࿏ࠂקɾආࣔࢦ

ܭࡂըʹɺՐܯռϨϕϧʹԠͨ͡ࡂରԠͦͷରൣғͳͲ͕ఆΊΒΕͨՐࢁʹಋೖ͞Ε

͍ͯ·͢ɻՐܯռϨϕϧΛಋೖͨ͠ՐࢁͰɺݩͷՐࢁٞڠࡂձʹ͓͚Δڞಉݕ౼Λ௨ͯ͡

߹ҙ͞Εͨج४ʹ͍ͯͮجɺؾிՐܯռϨϕϧΛͯ͠ՐܯใɾՐ༧ใΛൃද͍ͯ͠·

͢ɻಛʹϨϕϧΛҾ্͖͛ΔՐܯใͷൃද࣌ʹɺݩͷࢢொଜ͕ਝ͔࣮ͭ֬ʹආࠂקͷ

ରԠΛͱΔ͜ͱ͕Ͱ͖ɺՐࡂͷܰݮʹͭͳ͕Δ͜ͱ͕ظ͞Ε·͢ɻ

ɹՐܯռϨϕϧɺʮՐࢁࡂͷͨΊʹࢹɾ؍ଌମ੍ͷॆ࣮͕ඞཁͳՐࢁʯͱͯ͠ՐࢁՐ

༧࿈བྷձʹΑͬͯબఆ͞Εͨ �� Րࢁͷ͏ͪ �� ՐࢁͰఏ͞ڙΕ͍ͯ·͢ɻޙࠓɺ͜ͷ΄͔ͷՐࢁ

ؚΊɺݩͷՐࢁٞڠࡂձʹ͓͚Δආܭըͷڞಉݕ౼Λ௨ͯ͡ɺՐܯռϨϕϧͷಋೖվ

ળΛؔؔػͱڞಉͰਐΊ͍͖ͯ·͢ɻ
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エ．その他の火山現象に関する予報
ɹՐܯใɾՐ༧ใͰѻ͏ՐݱࢁҎ֎ʹɺՐݱࢁʹؔ͢Δ༧ใͱ͠ ͯ߱փ༧ใͱՐࢁΨε༧ใ

Λൃදͯ͠ ͍· ɻ͢

オ．火山現象に関する情報
ɹ্هͷܯใɾ༧ใͷ΄͔ɺՐݱࢁʹؔ͢ΔใΛൃද͢Δ͜ͱʹΑΓɺՐ׆ࢁಈͷঢ়گΛप͠

͍ͯ· ɻ͢

噴火警報と噴火警戒レベル

静穏。

予報の種類	 発表基準	 内容	 

降灰予報	 一定規模以上の噴火が発生した場合	 火山灰が降ると予想される地域を発表	 

火山ガス予報	 
居住地域に長期間影響するような多

量の火山ガスの放出がある場合	 

火山ガスの濃度が高まる可能性のある地域

を発表	 

 

情報の種類	 内容	 

火山の状況に関する解説情報	 
火山性地震や微動の回数、噴火等の状況や警戒事項について、定

期的または臨時に解説する情報	 

火山活動解説資料	 
地図や図表を用いて、火山活動の状況や警戒事項について、定期

的または臨時に解説する資料	 

週間火山概況	 過去1週間の火山活動の状況や警戒事項を取りまとめた資料	 

月間火山概況	 前月1ヶ月間の火山活動の状況や警戒事項を取りまとめた資料	 

噴火に関する火山観測報	 
噴火が発生したときに、発生時刻や噴煙高度等をお知らせする情

報	 

 

※具体的な対象地域は地域防災計画等に定められています。
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第1部　気象業務の現状と今後

カ．火山噴火予知連絡会
ɹؾிɺֶࣝऀݧܦؔؔػͷઐՈ͔ΒͳΔՐࢁՐ༧࿈བྷձͷࣄہΛ୲ͯ͠ ͍· ɻ͢

ఆྫɾྟ࣌ʹ։͞࠵ΕΔ࿈བྷձͰɺՐ׆ࢁಈʹؔ͢Δ૯߹తͳධՁ͕ߦΘΕ· ɻ͢ؾிɺͦͷ

ධՁ݁ՌΛՐܯใͷൃදʹ׆༻ͯ͠ ͍· ɻ͢

火山噴火予知連絡会の定例会
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（１）地球温暖化問題への対応

ア．気温や海面水位の監視と地球温暖化に伴う気候などの将来予測
ɹؾிͰɺؾԹւ໘ਫҐͷظతͳมԽΛͯ͠ࢹ ɺٿԹஆԽͷݱঢ়ʹؔ͢ΔใΛఏ

ͯ͠ڙ ͍· ɻ͢·ͨɺকདྷͷީؾΛϞσϧʹΑͬ ͯ༧ଌ͠ɺٿԹஆԽʹ͏ީؾͷมԽʹؔ͢Δ

ใΛఏͯ͠ڙ ͍· ɻ͢

ɹੈքͷฏؾۉԹʹ͍ͭͯɺશੈքͷઍඦ͔ॴͷ؍ଌॴʹ͓ Δ͚؍ଌσʔλւ໘ਫԹσʔλΛऩ

ूͯ͠ ɺظతͳมԽΛͯ͠ࢹ ͍· ɻ͢·ͨɺຊࠃͷؾிͷ؍ଌͷ͏ͪ ɺࢢԽͷӨڹ

͕গͳ ɺ͘ಛఆͷҬʹภΒͳ͍Α͏ʹબఆ͞Εͨ��͔ॴͷ؍ଌσʔλΛͱʹɺຊͷฏؾۉԹͷ

ظతͳมԽΛͯ͠ࢹ ͍· ɻ͢

ɹ Β͞ʹɺւ໘ਫҐʹ͍ͭͯɺைҐ൫มಈͷ؍ଌ͔ΒಘΒΕͨσʔλʹՃ͑ɺւ༸ؾ؍ଌધͰ

σʔλΛͱʹɺւ༸ͷϞσϧߴଌ͞Εͨւ໘؍Ӵ͔Βଌͨ͠ਫԹɾԘͷσʔλɺਓ؍

׆༻ͯ͠ ւ໘ਫҐͷมಈͷ࣮ଶΛੳͯ͠ ɺٿԹஆԽʹΑΔւ໘ਫҐͷ্ঢʹ͍ͭͯใΛൃද͢

ΔܭըͰ ɻ͢

ɹީؾมԽͷ༧ଌʹ͍ͭͯɺޙࠓͷੈքͷࣾձɾࡁܦͷಈʹؔ͢Δఆ͔Βࢉग़ͨ͠ԹࣨޮՌΨε

ഉग़ྔͷকདྷมԽγφϦΦʹ͍ͯͮجɺຊपลͷީؾΛ͖Ί͔ࡉ γ͘ϛϡϨʔγϣϯͰ͖ΔީؾϞσϧ

Λ༻͍ɺ��ੈلࠒʹ͓ Δ͚զ͕ࠃͷؾԹ߱ਫྔͳͲͷมԽΛͯ͠ࢉܭ ͍· ɻ͢ಘΒΕͨ༧ଌ݁Ռɺ

ʮٿԹஆԽ༧ଌใʯͱ͠ ͯൃද͠ɺٿԹஆԽʹΑΔӨڹͷධՁదԠࡦͷ׆ʹ౼ݕ༻͞Ε͍ͯ· ɻ͢

ɹؾிɺ͜ΕΒͷۀΛ௨ͯ͡ɺࠃ࿈ͷީؾมಈʹؔ͢Δؒύωϧʢ*1$$ʣ͕ฏ ��ʙ ��

ʢ����ʙ�� ʣʹެද༧ఆͷୈ ͯ͠ݙߩॻʹࠂධՁใ࣍� ͍ ༧͘ఆͰ ɻ͢

日本の平均気温の上昇量（左図）と真夏日日数（右図）の変化予測

複数の気候モデルによって得られた予測値と予測幅を、実線と陰影で表しています（温室効果ガスの排出量が異なる複数のシナリオ
による結果を赤、緑、青色で示しています。黒の実線は過去の観測結果を示しています。）。21 世紀末の日本の平均気温は 20 世紀末
に比べて、温室効果ガスの排出量が比較的多いＡ 2シナリオ（赤）で約 4℃、比較的少ないＢ 1シナリオ（青）でも約 2℃上昇し、真
夏日日数も増加することが予測されています。（温暖化の観測・予測及び影響評価統合レポート「日本の気候変動とその影響」より）

� ڥٿʹؔ͢Δใ
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第1部　気象業務の現状と今後

コラム

　気象庁では、２隻の海洋気象観測船（凌風丸、啓風丸）を用いて、北西太平洋における海洋の二酸
化炭素吸収量・蓄積量などの観測を行っております。海洋は、地球温暖化の原因のひとつである二酸
化炭素の最大の吸収源であり、地球温暖化の進行に大きく影響しています。今後、二酸化炭素吸収能
力が弱まると、二酸化炭素が大気中に残る量が増え、地球温暖化が加速してしまう懸念があります。
そのため、海洋の二酸化炭素の吸収能力を監視することが大変重要になっています。
　海洋の二酸化炭素の観測については、「国際海洋炭素調整計画」（IOCCP）と呼ばれる、国際的な
連携のもとで、海面から海底までの高精度・高密度の観測網を構築する計画があります。気象庁はこ
の計画に参加し、平成22年から海洋気象観測船に搭載されている海中の化学物質の分析装置や様々
な深さの海水を採取するための採水器を高度化して、北西太平洋で高精度・高密度の観測を行って
います。
　この海洋観測結果を活用した海洋の二酸化炭素に関する解析結果は、気象庁ホームページの「海
洋の健康診断表」に掲載されています。

■海洋気象観測船による二酸化炭素等の高精度・高密度観測

海洋気象観測船による海洋観測

海洋観測システム 

高精度化された 
二酸化炭素分析機器

船内の実験室

啓風丸

採水後、船内の各種分析装置へ

船内の実験室で海水中に
含まれる二酸化炭素など
の高精度な分析を実施。

クレーンで海中に採水器などの観 
測機器を降ろし、１回の観測で海
面から海底までの��層の深さで海
水を採取。
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（２）環境気象情報の発表

ɹؾிͰɺΦκϯอ͢ࢿʹޢΔͨΊͷใͷ΄͔ɺԫ࠭ࢵ֎ઢରࡦʹཱͭใͷఏڙΛߦ

ͬͯ ͍· ɻ͢

ア.オゾン層・紫外線の監視と予測
ɹؾிɺࣗΒ࣮ͯ͠ࢪ ͍ΔࠃٴͼೆۃতجͷΦκϯɾࢵ֎ઢͷ؍ଌ݁ՌʹՃ͑ɺऩू͠

ͨ؍ٿଌӴͷσʔλར༻ͯ͠ ɺΦκϯഁյͷ࣮ଶΛௐࠪղੳͯ͠ ͍· ɻ͢

ɹ͜ΕΒͷ؍ଌɾղੳͷՌɺΦκϯࢵ֎ઢͷظมԽͳͲͷௐࠪ݁ՌؚΊؾிϗʔϜϖ

ʔδͰެදͯ͠ ͓ΓɺΦκϯอޢରࡦͳͲͷࢿྉͱ͠ ·Ε͍ͯ͞༺׆ͯ ɻ͢

ɹ·ͨɺຖͷੜ׆ͷதͰͷࢵ֎ઢରࡦΛޮՌతʹߦ Δ͑Α͏ʹɺ༗ࢵ֎ઢͷਓମͷӨڹΛࣔ

ிϗʔϜϖʔδͰຖൃද͠ؾઢͷཌ·Ͱͷ༧ଌใΛ֎ࢵ͍ͨ༺ඪͰ͋Δ67ΠϯσοΫεΛࢦ͢

͍ͯ· ɻ͢

ɹɹ

国内のオゾン全量年平均値の経年変化

国内のオゾン全量年平均値の経年変化。オゾン全量とは、観測地点の上空に存在するオゾンの総量で、1990 年代半ば以
降は、国内 4地点ともに緩やかな増加傾向がみられます。

全国分布図をクリックして拡大したあと、さらに地点の黒丸をクリックするとその地点の時系列図が表示されます。

気象庁ホームページで発表している紫外線情報の例
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第1部　気象業務の現状と今後

コラム

　南鳥島は東京より南東へ約1,862キロメートル、珊瑚礁でできた小さな島です。北緯24度17分、
東経153度59分に位置するこの島は日本の最東端として知られています。島はほぼ正三角形で、そ
の一辺の長さはおよそ2キロメートル、標高は最高地点でも約9メートルしかありません。この島に
気象庁は南鳥島気象観測所を設置しています。島に常駐しているのは、気象庁職員の他に、海上自衛
隊と国土交通省関東地方整備局東京港湾事務所の職員だけです。
　南鳥島気象観測所では、気温、気圧、風向風速などの気象観測に加え、人為起源の汚染物質の排
出源が少ない優れた観測環境であることを活かして、二酸化炭素やメタン等の温室効果ガスの観測
を行っています。ここで得られたデータから、温室効果ガスの濃度が地球規模で年々増加しているこ
とが明らかになっています。この他にも、オゾン層や日射・放射の観測等、地球環境に関する様々な
観測を行っています。また、南米チリ沖等、日本から遠く離れた太平洋で発生した地震に伴う津波を
日本沿岸に到達する前に捕らえるため、津波の観測を行っています。
　南鳥島気象観測所では、２～３か月で職員を交替させながら、毎日、観測を行っています。これか
らも本土から遠く離れた太平洋より、地球を見守り続けます。

■日本最東端の観測所　～南鳥島気象観測所～

南鳥島の全景

観測用の気球を飛揚させる様子
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イ. 黄砂の監視と予測
ɹԫ࠭ɺϢʔϥγΞେͷԫݪߴΰϏ࠭യͳͲ

Ͱ෩ʹΑͬͯ ͳ͔࠭͡ࡉ্͍͕ͬͨແͷ͘ߴ্ۭ

Μ্͕ۭͷ෩ʹͬͯ ຊඈདྷ͢ΔݱͰɺय़ʹଟ

·ΒΕݟ͘ ɻ͢ԫ͕࠭ඈདྷ͢Δͱɺચ୕ं͕ԚΕ

Δͱ͍ͬͨҰൠੜ׆ͷӨ͕͋ڹΔ΄͔ɺೱ͕͘ߴ

ͳΔͱ·Εʹަ௨োͷݪҼͱͳΔ߹͕͋Γ· ɻ͢

ɹ

ɹؾிͰɺԫ͕࠭ຊͷҬʹͬͯ ଌ͞Εɺ؍

ͦͷঢ়ଶ͕ܧଓ͢Δͱ༧ଌ͞ΕΔ߹ʹʮԫ࠭ʹؔ

͢ΔؾใʯΛൃදͯ͠ҙΛݺͼ͔͚͍ͯ· ɻ͢

·ͨɺؾிϗʔϜϖʔδʹຖͷԫ࠭ͷ؍ଌɾ༧

ଌ݁ՌΛ͍ͯ͠ࡌܝ· ɻ͢ͳ͓ɺڥলͱڞಉͰʮԫ

࠭ใఏڙϗʔϜϖʔδʯΛӡ༻͠ɺԫ࠭ʹؔ͢Δ؍

ଌ͔Β༧ଌ·Ͱଈ࣌తͳใΛ؆୯ʹऔಘͰ͖ΔΑ͏

ʹͯ͠ ͍· ɻ͢

翌日の様子

平成２２年３月２１日の大阪市内の黄砂の様子

黄砂観測実況図 黄砂に関する全般気象情報

1��



第一部
第一部

第1部　気象業務の現状と今後

ウ．ヒートアイランド現象の監視・実態把握
ɹࢢԽͷਐΜͰ͍Δ౦ژେࡕͳͲͷେࢢ

Թ͕पลͷ߫ؾͷத৺෦ͷࢢΛத৺ʹɺݍ

֎෦ʹൺͯ͘ߴͳΔʮώʔτΞΠϥϯυݱʯ

͕ੜ͍ͯ͡· ɻ͢ώʔτΞΠϥϯυݱʹΑΔେ

ݍࢢͰͷՆقͷஶ͍͠ߴԹɺதͷ૿

ՃޫԽֶΦΩγμϯτੜͷॿͳͲΛ௨͡

ͯਓʑͷ݈߁ͷඃΛ૿େͤ͞Δ΄͔ɺہ

త߽Ӎͷൃੜͱͷؔ࿈ੑ͕ݒ೦͞Ε͍ͯ· ɻ͢

ɹؾிͰɺީؾࢢϞσϧΛ༻͍ͨγϛϡ

ϨʔγϣϯʹΑͬͯ ɺਫฏڑ �Ωϩϝʔτϧ͝

ͱͷؾԹ෩ͷͷղੳΛͯͬߦ ͍· ɻ͢ղ

ੳͷՌɺ࠷ ʯࠂใࢹมԽͳͲͱͱʹɺʮώʔτΞΠϥϯυܦଌͷ؍Թଳͷؾ࠷ɾߴ

ͱ͠ ͯฏ �� ʢ���� ʣ͔Βެදͯ͠ ͍· ɻ͢͜Ε·Ͱʹɺؔ౦ɺ౦ւɺۙـํͷࡾେࢢ

ͼभ෦ํɺւಓੴङํΛରͱ͠ٴݍ ͯࢢԽͷӨڹʹΑΔؾԹ্ঢͷ༷ࢠؾԹʹ

େ͖ͳӨڹΛ༩ Δ্ۭ͑ࢢͷ෩ͷԖߏͳͲΛࣔ͠·͠ ͨɻ

黄砂予測図（地表付近の濃度） 黄砂予測図（大気中の総量）

東京の熱帯夜日数の変化(1931～2011年)

東京の熱帯夜日数は 10年あたり約 3.8 日の割合で増加しています。
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（３）海洋の監視と診断

ア.海洋の監視
ɹٿද໘ͷ �ׂΛΊΔւ༸ɺ

ਓؒͷࣾձ׆ࡁܦಈʹ͍ഉग़͞Ε

ΔೋࢎԽૉͷ �ͷ�Λٵऩ͢

ΔͱͱʹɺେྔͷೋࢎԽૉ

Λ͍͑ͯ· ɻͦ͢ͷͨΊɺւ༸

େؾதͷೋࢎԽૉೱͷ૿Ճɺ

ͦΕʹΑΓҾ͖͜͞ىΕΔٿԹஆ

ԽͷਐߦͳͲڥٿީؾมಈʹ

େ͖ͳӨڹΛٴ΅ͯ͠ ͍· ɻ͢

ɹؾிɺੈքؾػ ʢؔ8.0ʣ

Ϣωείؒւ༸ֶҕһձʢ*0$ʣʹΑΔࡍࠃతͳྗڠମ੍ͷԼɺւ༸͕ͲΕ͚ͩͷೋࢎԽૉ

Λٵऩͯ͠ ͍Δ͔ɺީؾมಈʹͲΕ͚ͩӨڹΛ༩͍͑ͯΔ͔ΛௐΔͨΊɺຊपลւҬٴͼଠฏ

༸Ͱւ༸ؾ؍ଌધதϑϩʔτͳͲʹΑͬ ͯւ༸ͷ؍ଌΛ࣮ͯ͠ࢪ ͍· ɻ͢·ͨɺ͜ΕΒͷ؍ଌσʔ

λʹՃ͑ͯࡍࠃతͳւ༸؍ଌͰಘΒΕͨσʔλ׆༻ͯ͠ ɺٿԹஆԽʹؔΘΔւ༸ͷঢ়گΛ͠ࢹ

͍ͯ· ɻ͢

ヒートアイランドのシミュレーション結果

国際的な海洋観測網

平成 22 年（2010 年）8 月 28 日 15 時の北
海道石狩地方および 8月 17 日 15 時の関東
平野における気温の分布（左）と都市化に
伴う気温の上昇量（右）（都市気候モデル
を用いたシミュレーション結果）。
都市化により最大で 3℃程度の気温上昇の
影響がみられました。（「ヒートアイランド
監視報告（平成 22年）」より）。
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第1部　気象業務の現状と今後

ɹւ༸ؾ؍ଌધɺଠฏ༸શମͷओཁͳւྲྀΛԣΔΑ͏ʹઃఆ͞Εͨ؍ଌઢʹԊͬͯ ɺւ໘͔

Βւఈ·ͰͷւྲྀਫԹɺԘɺೋࢎԽૉͳͲͷԹࣨޮՌΨεؔ࿈͢ΔԽֶ ʢ࣭ࢎૉɺӫཆԘʢ২

ϓϥϯΫτϯ͕ҭͭͨΊͷӫཆͱͳΔϦϯࢎԘɺࢎԘɺέΠࢎԘͳͲʣʣͷߴਫ਼ͳ؍ଌΛ࣮ͯ͠ࢪ

͍· ɻ͢

ɹதϑϩʔτɺւ໘͔Βਂ͞ ���� ϝʔτϧۙ·ͰͷਫԹɾԘͷԖΛࣗಈతʹ؍ଌ

͢ΔثػͰ͢ɻ8.0ɺ*0$֤ࠃͷؔؔػͷ࿈ܞʹΑΓɺதϑϩʔτΛશੈքͷւ༸ʹৗ࣌

 ���� Քಇͤ͞ɺશੈքͷւ༸ͷঢ়گΛϦΞϧλΠϜͰ͢ࢹΔͱͱʹɺٿԹஆԽΛ͡

Ίͱ͢Δީؾมಈͷ࣮گѲͱͦͷ༧ଌਫ਼্Λ͢ࢦʮΞϧΰܭըʯ͕ਪਐ͞Ε͓ͯΓɺؾ

ிɺจ෦ՊֶলͳͲͷؔলிͱ࿈ͯ͠ܞதϑϩʔτʹΑΔ؍ଌΛ࣮͍ͯ͠ࢪ·͢ɻ

気象庁が実施する海洋の観測

� �

� �

海洋気象観測船での中層フロート(左)投入作業
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イ. 海洋の健康診断表
ɹؾிͰɺւ༸ؾ؍ଌધʹΑΔ؍ଌσʔλʹՃ͑ɺ؍ٿଌӴͷ؍ଌσʔλΛऩू͠ɺͦ

ΕΒΛجʹղੳͨ݁͠ՌΛɺʮւ༸ͷ݈߁அදʯͱ͠ ͯఆظతʹؾிϗʔϜϖʔδͰൃදͯ͠ ͍· ɻ͢

͜ͷதͰɺٿԹஆԽʹ͏ւ༸ͷมԽɺւҬ͝ͱͷւਫԹɺւ໘ਫҐɺւྲྀɺւණɺւ༸Ԛછ

ͷঢ়ଶɺมಈͷཁҼɺޙࠓͷਪҠͷݟ௨͠ʹ͍ͭͯɺάϥϑਤΛ༻͍ͯΘ͔Γ͢ ղ͘આͯ͠ ͍· ɻ͢

ฏ �� ʹɺදਫԹͷظมԽʢશٿฏۉʣΛ͡ΊɺʮٿԹஆԽʹؔΘΔւ༸ͷظ

มԽʯͷஅΛ֦ॆ ·͠͠ ͨɻ

中層フロートの分布状況（図中の赤丸は我が国が投入したフロート）

海洋の健康診断表から閲覧できる図の例

海面から 700 メートル深まで平均した表層水温平年差。年平均平年差を実線、解析値の 95%信頼区間を陰影で示します。平年値は 1981 年から
2010 年の 30 年平均値です。上昇率の±は 95%の信頼区間を表します。

表層水温平年差の推移
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第1部　気象業務の現状と今後

ɹػۭߤͷӡߤʹ͓͍ͯɺۭ Λৗʹड͚͍ͯΔͨΊɺͦڹͷӨؾΛؚΊͯ࣌Ͱͷணߓ ͷ҆શੑɺ

շదੑɺఆٴੑ࣌ͼੑࡁܦͷ֬อʹɺؾใ͕ॏཁͳׂΛ୲ͬͯ ͍· ɻ͢ؾிɺࡍࠃຽؒ

ػۭߤ ʢؔ*$"0ʣੈքؾػ ʢؔ8.0ʣ͕ఆΊΔࡍࠃతͳ౷Ұج४ʹۭߤࡍࠃ͍ͯͮجͷͨΊͷ

ߦΛۀؾ ͱ͏ͱʹɺࠃۭߤͷͨΊͷಠࣗͷؾۀ࣮ͯ͠ࢪ ͍· ɻ͢

ɹྫ͑ɺग़ൃۭ͔ߓΒతۭߓͷඈܭߦըΛཱͯΔͱ͖ɺతۭߓͷఱީ͔ΒɺۭதͰͷػ

ସۭߓͷணͷՄੑΛஅ͠ɺ͢ࡌΔ೩ྉΛܾఆ͠· ɻ͢·ͨɺ্ۭͷ෩ͷ༧ѱఱͷ༧

ਤ͔ΒɺඈߦதཚྲྀؾʹΑΔ༳Εͷগͳ͍ߴॴɺ೩ྉ͕અͰ͖Δߴۭߤ࿏ɺ౸ண༧ఆ

·ͳͲΛܾఆ͠ࠁ࣌ ɻ͢

� ͷ҆શͳͲͷͨΊͷใۭߤ

空港気象ドップラーレーダーとライダー 空港気象ドップラーレーダーで
検出されたウィンドシアー

レーダー（雨の強さの分布や降水時の上空の風の観測が可能）と
ライダー（非降水時の上空の風の観測が可能）の両方を設置する
ことによって、降水がある時もない時も上空の風を観測できます。

赤い楕円がマイクロバースト、点線がシアーラインを表します。
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空港の予報・警報を作成する現場

空港の予報の発表例

数値予報、気象レーダー、気象衛星などの資料を使用して飛行場予報を作成しています。
全国 36空港の飛行場予報や飛行場警報を発表しています。

空港の予報は、航空機が安全に離着陸できるかどうかを判断する重要な情報であるため、1時間毎の詳細な予報が求
められています。
図は東京国際空港における飛行場予報（時系列形式）の発表例で、縦の列は 16UTC～ 00UTC（日本時間午前 1時
～ 9時）の 1時間毎の予報を表し、横の段は上から風、視程、雲底（雲の底）の高さ、天気、気温、気圧を表して
います。
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第1部　気象業務の現状と今後

（１）空港の気象状況に関する情報

ɹػۭߤͷணʹɺ෩ࢹఔʢݟ௨ ΔͤڑʣɺੵཚӢʢཕӢʣͳͲͷؾঢ়͕گେ͖͘ Өڹ ·͠ ɻ͢

ɹؾிͰɺશࠃ ຢؒ࣌�ɺ͍͓ͯʹߓۭ�� �� ͝ͱʹఆ؍࣌ଌΛ͍ߦɺ·ͨؾঢ়گΛ͠ࢹɺ

ͦΕΒͷใΛ੍ౝʹ͍Δ੍ۭߤۭߤձࣾͷӡߤཧऀɾύΠϩοτΛ͡Ίͱ͢Δۭؔߤ

ऀਝʹ௨ใͯ͠ ͍· ɻ͢

ɹ౦ژాͳͲͷࠃͷओཁͳ�ۭߓͰɺۭؾߓυοϓϥʔϨʔμʔʹΑΓɺཕӍͷ࣌ͳͲʹൃੜ

͢ΔେؾԼͷ෩ͷٸมҬʢΟϯυγΞʔ
߱ਫҬΛ؍ଌͯ͠ ͍· ɻ͢·ͨɺ౦ژɾాɾؔͷ֤ࠃ

υοϓϥʔϥΠμʔΛઃஔͯ͠ؾߓۭ͍͓ͯʹߓۭࡍ ɺ߱ਫΛΘͳ͍߹ͷͷΟϯυγΞʔɺ

ண࣌ʹӨ͢ڹΔݐɾܗʹΑΔ࿏ۙͷ෩ͷཚΕΛ؍ଌͯ͠ ͍· ɻ͢͜ΕΒʹΑΓɺண

͢Δػۭߤͷ҆શʹӨ͢ڹΔͷΟϯυγΞʔ͕؍ଌ͞Εͨ߹ɺΟϯυγΞʔใͱ͠ ͯͪʹ

·Λ௨ͯ͡ύΠϩοτୡ͞Ε੍ ɻ͢

（２）空港の予報・警報に関する情報

ɹػۭߤͷඈܭߦըΛཱͯΔࡍɺग़ൃલʹɺग़ൃͷۭߓɺతͷۭߓɺͦ͠ ͯఱީෆྑͳͲԿΒ͔

ͷཧ༝ͰతͷۭߓʹணͰ͖ͳ͍߹ͷସۭߓͷؾใ͕ඞཁͱͳΓ· ɻ͢͜ ͷͨΊؾிɺ

ͷ෩Ӣͷߓۭ ɾྔߴ ͞ɺࢹఔʢݟ௨ ΔͤڑʣɺఱؾͳͲͷৄࡉͳ༧ใʢඈߦ༧ใʣΛؒ࣌��ઌ·Ͱɺ

ͯ͠ߤศͳͲ͕ӡظఆࡍࠃ ͍Δ�� ରͯ͠ʹߓۭ ൃදͯ͠ ͍· ɻ͢ඈߦ༧ใɺࠃ֎ͷۭߤձࣾͷ

ӡߤཧऀɾύΠϩοτΛ͡Ίͱ͢Δऀۭؔߤఏ͠ڙɺӡܭߤըͳͲʹར༻͞Ε͍ͯ· ɻ͢·ͨɺ

ඈߦ༧ใΛൃදͯ͠ ͍Δۭߓʹରͯ͠ ɺڧ෩େઇͳͲʹΑΓ্ͷػۭߤۭࢪߓઃٴͼۀʹ

ѱӨڹΛٴ΅͓ͦ͢Ε͕͋Δ߹ɺʮඈߦܯใʯΛదٓൃද͠ɺऀۭؔߤʹରͯ͠ ռΛଅͯ͠ܯ ͍

· ɻ͢

空港に整備する気象観測測器の配置列 目視観測を行っている様子

滑走路の本数等、空港の個別事情により配置は異なります。

視程、大気現象、雲形及び雲底の高さを目視により観測します。

	 

 

 

	 観測室 

	 	 	  	 	 	 	 	  
 

 

 

 

 

温度計、湿度計	 	 	 降雨計	 	 	 	 シーロ

メータ 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 （雲底

の高さ） 

	  

 

 

風向風速計  

滑走路視距離観測装置	 

	 

滑	 	 走	 	 路	 

温度計･湿度計	 	 	 雨量計	  
 

風向風速計 

 

気圧計 

シーロメーター 
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͜ͷ΄͔ɺ֤ۭߓͰɺ੍ۭߤύΠϩοτͳͲͷऀۭؔߤʹରͯ͠ ɺؾঢ়گޙࠓͷ༧ʹͭ

ͯͬߦ಄ͰղઆͳͲΛޱ͍ͯ ͍· ɻ͢

（３）上空の気象状況に関する情報

ɹඈߦதͷཚྲྀؾՐࢁփͱͷૺ۰ɺػମͷམཕணණͷൃੜɺػۭߤͷӡߤͷ҆શੑͱշదੑ

ʹେ͖͘ Өڹ ·͠ ɻ͢

ɹؾிɺ͜ͷΑ ͳ͏େݱؾʹ͍ͭͯຊଠฏ༸্ۭͷࢹΛ͍ߦɺཕిɺ෩ɺཚྲྀؾɺ

ணණٴͼՐࢁͷԎʹؔ͢Δ؍ଌɾ༧ଌใΛʮγάϝοτใʯͱ͠ ͯਵൃ࣌දͯ͠ ͍· ɻ͢·ͨɺ �

ͷҐஔѱఱҬΛਤʹΑͬྲྀؾઌͷδΣοτؒ࣌ ͯࣔ͠ ʮͨࠃѱఱ༧ਤʯɺѱఱͷ࣮گΛղઆ͠ ʮͨࠃ

ѱఱղੳਤʯΛఆظతʹఏͯ͠ڙ ɺӡܭߤըͷࢧԉΛͯͬߦ ͍· ɻ͢

ɹฏ �� ʢ���� ʣ�݄ɺΞΠεϥϯυʹ͋ΔՐ͕ࢁՐ͠ɺͦͷՐࢁփ͕Ϥʔϩού֤ʹ͕Δ͜

ͱ͕༧͞Εͨ͜ͱ͔Βɺ �िؒʹΘͨͬͯ ߤ

Εɺ͞ݶ੍͕ߦͷඈػۭ ��ສศͷ͕ܽػۭߤ

͠·͠ߤ ͨɻຊੈք༗ͷՐࠃࢁͰ͋Γɺࡩ

ౡͳͲɺۭߓͷۙ͘ʹ ࡏଘ͕ࢁಈ͢ΔՐ׆ʹൃ׆

͢Δྫ͋Γ· ɻͦ͢ͷͨΊɺػۭߤͷ҆શͳӡ

Λ֬อ͢Δ͏ߤ ͑ͰɺՐࢁͷใେมॏཁͰ ɻ͢

ػۭߤຽؒࡍࠃிؾ ʢؔ*$"0ʣ͔Βͷࢦఆ

Λड͚ͯɺ౦ۭߤژ࿏Րࢁփใηϯλʔʢ7""$ʣ

ΛӡӦͯ͠ ͍· ɻ͢ಉηϯλʔͰɺ౦ΞδΞٴͼ

ଠฏ༸ʹ͓ Δ͚ՐࢁԎͷঢ়گΛ͠ࢹɺՐ

ࢁ࿏Րۭߤଌɾ༧ଌใʢ؍փͷʹؔ͢Δࢁ

փใʣΛࠃ֎ͷऀۭؔߤʹఏͯ͠ڙ ͍· ɻ͢

パイロットに対して口頭解説を行っている様子

各空港では、航空管制官やパイロット
などに対して、気象状況や今後の予想
について解説しています。

火山灰の動向を監視・予測する現場

東京航空路火山灰情報センターは気象庁本庁内にあり、24 時間体制で火
山灰を監視し、航空路火山灰情報などを発表しています。
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第1部　気象業務の現状と今後

世界の航空火山灰情報センター（VAAC）

航空機の火山灰による災害を防止、軽減するため、世界に 9つの航空路火山灰情報センターがあり、東京航空路火
山灰情報センターはアジア太平洋地域を担当しています（図中の赤枠内）。●はVAAC所在地、▲は主要火山。

桜島・霧島定時拡散・降灰予測図の例

この図は仮に桜島や霧島山が今突然噴火した場合、火山灰がどのように拡散していくのかを 1時間毎に予想したものです。
この予想図は技術開発中のものですが、航空会社からの要望を受け、試験的に航空関係者へ提供しています。
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（４）航空関係者に利用される航空気象情報

ɹؾிɺۭߓͳͲͰۀΛͯͬߦ ͍Δۭؔߤ

ऀʹରͯ͠ ɺඈߦͷؾ؍ଌͷ݁Ռ༧ใɺ্ۭͷ

෩ؾԹɺѱఱͷ༧ਤͳͲͷؾใΛఏ͍ͯ͠ڙ

· ɻۭ͢ߓͷ؍ଌ༧ใͳͲͷؾۭߤใɺࠃ

֎ͷऀۭؔߤʹఏͯ͠ڙ ͍Δ΄͔ɺओཁͳۭߓ

ۭҬͷؾใɺඈߦதͷػۭߤʹରͯ͠ ɺ์

ૹࠃަ௨লہۭߤͷແઢ௨৴ʢରۭ௨৴ʣͳͲΛ

௨ͯ͡ఏͯ͠ڙ ͍· ɻ͢·ͨɺຊͷۭͷަ௨Λܭըత

ʹཧ͢ΔۀΛͯͬߦ ͍Δަۭߤہۭߤ௨ཧηϯ

λʔʢԬࢢʣͰɺ੍ͱಉ͡ӡ༻ࣨͰɺؾி

ͷަۭߤ௨ؾηϯλʔͷ༧ใ͕ɺ੍ͳͲʹର

ͯ͠ ղڙใͷఏؾ௨ཧͷͨΊʹඞཁͳަۭߤ

આΛͯͬߦ ͍· ɻ͢

（５）より精度の高い予測を目指して

ɹ౦ߓۭࡍࠃژͰɺฏ �� ʢ���� ʣʹ৽࿏ͷٴ༺ڙͼࡍࠃఆظศͷӡ͕ͦߤΕͧΕ։࢝

͞ΕɺटۭݍҬʹ͓ Δ͚ػۭߤͷަ௨ྔɺ·͢·͢૿Ճͯ͠ ͍· ɻ͢

ɹͻͱͨͼ౦ڧ͕ߓۭࡍࠃژ෩ཕӍͳͲʹΑͬ ͯண͕Ͱ͖ͳ ͳ͘ΔΑ͏ ͳؾঢ়ଶͱͳͬͨ߹ɺଟ

ͷۭ͕ػۭߤதͰ͢ػΔ ͱ͜ͱͳΓɺຊશମͷػۭߤͷӡߤʹӨڹΛٴ΅ͨ͢Ίɺ͔ऀۭؔߤ

Βɺ͜Ε·ͰҎ্ʹৄࡉͰਫ਼ͷؾ͍ߴใ͕ඞཁͱ͞ Ε͍ͯ· ɻ͢͜ͷͨΊؾிɺฏ �� 

͔ΒटۭݍҬͳͲަ௨ྔ͕աີͳۭҬͷؾใͷ Β͞ͳΔߴԽΛਤΔతͰɺΑΓ៛ີͳ

༧ใϞσϧʢୈ�ষࢀরʣͷ։ൃʹऔΓΜͰ͖·͠ ͨɻ͜ͷٕज़։ൃͷՌΛɺฏ �� ͔Βӡ༻Λ

։࢝͢Δؾۭߤ༧ใ༻εʔύʔίϯϐϡʔλʹऔΓࠐΈɺඈߦਐೖܦ࿏্ͷ෩ؾԹɺ߱ਫͳͲ

ͷ༧ଌਫ਼্Λࢦ ·͠ ɻ͢

気象庁の気象情報を利用するパイロット

航空会社などのパイロットや運航管理者は、出発前に飛行計
画を立てます。その際、気象庁による大気の立体的な解析や
予想に関する情報は、最も揺れる可能性が少なく経済的な飛
行経路の選定に役立てられています。また、運航管理者は、
最新の上空の気象情報を飛行中のパイロットへ無線などを通
じて適宜伝えています。
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第1部　気象業務の現状と今後

（６）ISO9001品質マネジメントシステムの導入

ɹؾۭߤۀɺࡍࠃຽؒػۭߤ ʢؔ*$"0ʣੈքؾػ ʢؔ8.0ʣʹΑΔࡍࠃతͳཁ߲ࣄٻ

ར༻ऀ͔Βͷཁ߲ࣄٻΛຬͨ͠ ·ඞཁ͕͋Γ͏ߦଌ༧ใͳͲΛ؍ؾͨ ɻ͢͜ͷͨΊɺؾிͰฏ

��  �݄͔Βؾۭߤ෦ʹ*40����ʹͮ͘ج࣭ϚωδϝϯτγεςϜΛಋೖͯ͠ ɺؾۭߤใͷ

ద࣌దͳఏڙΛܧଓ͢Δͱͱʹɺར༻ऀͷຬ্Λ׆ͨ͠ࢦಈΛͯͬߦ ͍· ɻ͢

平成24年に提供を開始する緻密な数値予報モデル

平成 24 年（2012 年）2月 7 日の事例で、東京国際空港周辺の平面図（上図）や A-B 間の予
想断面図（下図）。このように、東京国際空港及びその周辺の上空の風や気温などを細かく予
想できます。
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ɹؾͷݱɺަ௨ɺ৯ɺҥྉ༷ʑͳۀ࢈ʹӨڹΛ༩͑ɺࠃຽͷੜ׆ʹີʹ͔͔Θͬͯ ͍

· ɻ͢ҰํɺΠϯλʔωοτɺσδλϧ์ૹɺܞଳɺߴ௨৴ճઢɺใ௨৴ٕज़ͷ֮·͠ ͍

ൃలͱ૬·ͬ ͯɺଟ ͷ͘ࠃຽ͕ɺطతͳใΛҰํతʹड Δ͚͚ͩͰͳ ɺࣗ͘ΒͷஅͰඞཁͱ͢Δ

ใΛऔࣺબͰ Δ͖͕ڥͬͯ ͖·͠ ͨɻ

ɹࠃຽͷχʔζɺޙࠓɺΑΓଟ༷ԽɾݸผԽ͢Δ͜ͱ͕ࠐݟ·ΕΔ͜ͱ͔ΒɺຽؒؾऀۀࣄʹΑΔɺ

Μɻͤ·͔͕ͤܽڙαʔϏεͷఏؾχʔζʹରԠ͍ͨ͠෯ͨ͠༺׆৽ͷใ௨৴ٕज़Λ࠷

ɹؾிɺࠃຽ͕҆৺ͯ͠ ຽؒؾऀۀࣄͷ༧ใΛར༻Ͱ͖ΔΑ͏༧ใۀͷڐՄ੍ɺؾ༧ใ

ࢧಈΛ׆ͷऀۀࣄؾΛઃ͚Δͱͱʹɺ͜ͷΑ͏ͳຽ੍ؒ࢜ Δ͑ͨΊɺडӹऀෛ୲ͷݪଇͷԼɺຽ

ͯͬߦԉΛࢧͼٴڙி͕อ༗͢ΔใͷఏؾԉηϯλʔΛ௨ͯ͡ɺࢧۀؾؒ ͍· ɻ͢

○予報業務の許可制度
ɹຽؒؾऀۀࣄͷαʔϏε

ɺҙʹΑΓ༷ʑͳऔΓ

Έ͕ͳ͞Ε͍ͯ·͕͢ɺαʔϏ

εΛར༻͢Δࠃຽͷଆ͔ΒΈΔ

ͱɺͦͷਫ਼ఏڙओମͷٕज़

ྗʹ͍ͭͯஅ͢Δ͜ͱࠔ

Ͱ ɻ͢

ɹ͜ͷͨΊɺؾிͰɺຽؒ

࿘ɺؾɺ͕ऀۀࣄؾ

ɾՐࢁͷݱΛ༧ใ͢Δ

߹ʹɺܯใͷؾࡂใ

ͱͷ߹ੑɺࠃຽͷظ͢Δ

ʮਖ਼֬ͳؾใͷఏڙʯΛ֬

อͰ͖ΔΑ͏ɺ͋Β͔͡Ίؾி

͕ͦͷऀͷ༧ใۀʹඞཁ

ͳཁһʢؾ༧ใ࢜ʣٴͼࢪઃ͕උΘͬͯ ͍Δ͜ͱΛ֬ೝ͢Δʮ༧ใۀڐՄ੍ʯΛઃ͚͍ͯ

· ɻ͢

○気象予報士制度
ɹ༧ใͷਫ਼ɺݱͷ༧ΛͲͷΑ͏ͳํ๏Ͱࠨʹ͔͏ߦӈ͞Ε· ɻ͢ؾ࿘ͷݱͷ༧

ʹɺ༧ใࢿྉͷղऍͳͲߴͳٕΛཁ͢Δ͜ͱ͔Βɺຽؒؾؾ͕ऀۀࣄͳͲͷ༧ใΛߦ

ΘͤΔ͜ͱΛ͚͓ٛͯΓɺ͜ߦ༧ଌΛʹ࢜༧ใؾʹࡍ͏ ΕʹΑΓ༧ଌͷਫ਼Λ୲อͯ͠ ͍· ɻ͢

� ຽؒͷؾۀࣄ

予報業務許可事業者の気象関連事業の年間総売上と
事業者数の推移（事業者数は各年度末現在）

予報業務の許可を取得した「予報業務許可事業者」は、年々増加してきています。特に、平
成 19 年 12 月から地震動及び火山現象の許可制度が開始されたことを受け、平成 19 年度は
前年度に比べ６割以上増加しています。
予報業務許可事業者（国、地方公共団体を除く。）による気象関連事業の年間売上高は、
３００億円前後で推移しています。
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ؾज़͕͋Δͱٕ͏ߦʹͷ༧Λత֬ݱଌͷՌΛదʹར༻͠ɺ؍ྉࢿɺ༧ଌ࢜༧ใؾ

ி͕ೝΊΔࠃՈ֨ࢿͰɺฏ ��  �݄�ࡏݱɺ����ਓ͕ొ͞Ε͍ͯ· ɻ͢·ͨɺؾ༧ใ

ͷத֩తͱͳΔٕज़ऀ͚ͩͰͳۀ༧ใ͏ߦ͕ऀۀࣄؾɺຽؒ࢜ ɺ͘ใಓΛ௨ͨ͡ղઆࡂ

ɾҰൠॅຽΛରͱ͠ऀؔ ͯ͠ݙߩʹൃܒɾٴࣝͷීࡂԋձɺ༷ʑͳ໘Ͱߨͨ ͍· ɻ͢

ɹͳ͓ɺಈͱՐݱࢁͷ༧ʹɺؾ༧ใ࢜Ͱͳ ɺ͘ؾிͷఆΊΔٕज़ج४Λຬͨ͢

͜ͱͰɺຽؒؾ͏ߦ͕ऀۀࣄ༧ใͷਫ਼Λ୲อͯ͠ ͍· ɻ͢

○民間事業者等に対する支援
ɹؾி͕อ༗͢Δ؍ଌɾղੳɾ༧ใͷՌٴͼ͜ΕΒͷ࡞աఔͰಘΒΕΔ༧ใࢿྉղ

આࢿྉͷؾใΛɺडӹऀෛ୲ͷݪଇͷԼɺຽؒؾۀࢧԉηϯλʔΛ௨ͯ͡ຽؒऀۀࣄ

ఏͯ͠ڙ ͍· ɻ͢͜ΕΒɺؾிͷอ༗͢Δؾใɺຽؒऀۀࣄʹ͓ Δ͚ଟ༷ͳ׆ಈͷج൫ͱͳ

ͬͯ ͍· ɻ͢

ɹ·ͨɺ༧ใɺؾிʹΑΔ༧ଌٕज़ͷߴԽʹ͍ɺ༧ใۀΛ͏ߦຽؒؾऀۀࣄͷٕ

ज़ج൫ͷ֬อͱߴԽ͕ӹʑඞཁͱͳͬͯ ͍Δ͜ͱ͔ΒɺؾிͰɺ༧ใۀΛ͏ߦຽؒؾۀࣄ

ऀΛରͱ͠ शձߨ͏ߦձ͕࢜༧ใؾԉηϯλʔ῏ຊࢧۀؾΔଞɺຽؒ͢࠵शձΛ։ߨͨ

ʹࢣߨΛ͢ݣΔͳͲඞཁͳྗڠͱࢧԉΛͯͬߦ ͍· ɻ͢

気象庁からの観測データ、予報資料の流れと、民間気象事業者による気象サービスの例

気象庁から提供された観測・解析・予報等の成果及び数値予報資料を基盤として、民間気象事業者は様々な気象サービスを行っています。
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ୈ �ষ　ؾۀΛߴԽ͢ΔͨΊͷڀݚ։ൃ

� େؾɾւ༸ʹؔ͢Δ༧ใٕज़

（１）数値予報とは

༧ใͰɺ໌ɾ໌ؾใɾҙใ֤छͷఱܯ　 ޙ Β͞ʹઌͷେؾͷঢ়ଶΛ༧ଌ͢Δඞཁ͕͋Γ· ɻ͢

େؾւ༸ͷݱཧԽֶͷ๏ଇʹ͍͖ͯى͍ͯͮج·͢ͷͰɺ͜ͷ๏ଇΛ༻͍ ʮͯࠓʯͷେؾͳ

Ͳͷঢ়ଶ͔ΒʮকདྷʯΛ༧ଌ͢Δ͜ͱ͕ݪཧతʹՄͰ ɻ͢͜ͷख๏ʮ༧ใʯͱݺΕɺؾ

ிͷ༧ใۀͷࠜװΛͳٕ͢ज़ͱͳͬͯ ͍· ɻ͢

ɹ༧ใɺେؾւ༸ͷ༷ʑͳৼΔ͍ΛཧԽֶͷ๏ଇͰදͨ͠ݱίϯϐϡʔλͷϓϩάϥϜ

Λඞཁͱ͠ · ɻ͢͜ͷϓϩάϥϜΛʮ༧ใϞσϧʯͱ͍͍ɺ༧ଌͷਫ਼Λ্ͤ͞ΔͨΊৗʹ։ൃ

վྑ͕ਐΊΒΕ͖ͯ·͠ ͨɻ·ͨɺ༧ใϞσϧΛ༧ใۀʹ͏ʹɺେͳࢉܭΛؒ࣌ʹॲཧ

͢Δඞཁ͕͋Γɺ͜ͷͨΊؾிͰত �� ʢ���� ʣʹզ͕ࠃͷެிͱ͠ ͯॳΊͯՊֶࢉܭ༻

ͷίϯϐϡʔλΛಋೖ͠ɺҎདྷɺৗʹੈքߴ࠷Ϩϕϧͷίϯϐϡʔλʹߋ৽ͯ͠ ͍· ɻ͢

ɹ༧ใϞσϧɺ༧ଌ͢Δؒظͷ͞ରྖҬͳͲʹԠ༷ͯ͡ʑͳछྨ͕͋Γ·͕͢ɺ͍ͣΕɺ

େؾւ༸ΛਫฏํɾԖํࢠ֨ʹঢ়ʹ۠ΓɺͦΕͧΕͷ֨ࢠͰͷؾԹ෩ɺ࣪ͳͲͷকདྷ

ͷঢ়گΛ༧ଌ͠· ɻ͢

数値予報モデルでは、大気、海洋、陸地との間で発生する様々な現象を支配する物理や化学法則
をコンピュータプログラムで表現します。
（注　地表面過程：地表面における熱や水の出入りなど
　　 大気境界層：地表面や海面から直接摩擦や熱などの影響を受ける大気層）

大気中の現象を支配する主な過程
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（２）数値予報の技術開発と精度向上

ͱͳΔ༧ใͷૅج͢ΔͨΊʹɺͦͷ࡞͔͘ࡉ༧ใΛ͖Ίؾใఱؾࡂਫ਼ͷ͍ߴ　

ਫ਼্͕ෆՄܽͰ͢ɻ

ɹݱ͍͔ࡉͷ༧ଌʹɺࢉܭΛࢠ֨͏ߦͷؒ ʢִղʣΛ͔͘͢ࡉΔ͜ͱ͕ඞཁͰ͢ɻ͜ͷͨΊɺ

େͳͷ֨ࢠͰͷࢉܭΛߴԽ͢Δํ๏ɺେؾதͷӍӢͷঢ়ଶΛΑΓਫ਼ྑ͘༧ଌ͢Δࢉܭ

ํ๏ͳͲͷ։ൃʹऔΓΜͰ͍·͢ɻ

ɹ·ͨɺ͔݄Ҏ্ઌͷ༧ଌʹɺେ͚ͩؾͰͳ͘ւ༸ͷӨ͕ڹେ͖͘ ͳΔ͜ͱ͔Βɺେؾͱւ༸Λಉ

·औΓѻ͏༧ใϞσϧ͕ඞཁͱͳΓʹ࣌ ɻ͢

ɹ Β͞ʹɺੈքத͔Β༷ʑͳ؍ଌσʔλΛूΊ ʮͯࠓʯͷେؾͷঢ়ଶΛਫ਼Α͘ ղੳ͢ΔͨΊͷٕज़ʢ͜

ΕΛʮσʔλಉԽٕज़ʯͱ͍ݴ· ɻ͢༻ࢀूޠরɻʣͷ։ൃซͤͯͯͬߦ ͍· ɻ͢ಛʹɺਓӴɺߤ

ʑͱૹΒΕͯ͘ࠁɺΟϯυϓϩϑΝΠϥɺυοϓϥʔϨʔμʔͳͲ͔Βػۭ Δ؍ଌࠁ࣌ͷҟͳΔσʔλΛΑ

Γ༗ޮʹར༻͢Δख๏ʢ͜ΕΛʮ� ·͍ݴม๏ʯͱݩ࣍ ɻ͢༻ࢀूޠরɻʣͷ։ൃվྑʹॏతʹऔΓ

ΜͰ͍· ɻ͢

ɹεʔύʔίϯϐϡʔλͷੑ্༧ใϞσϧͷ։ൃվྑ͕ਐΈɺ༧ใ֮·͠ ͍ਐาΛ

͖͛ͯ·͠ ͨɻਤʹաڈ��ؒͷ༧ใϞσϧʢશٿϞσϧɿޙड़ʣͷ༧ใޡ ʢࠩٿ �༧

ใͷਫ਼ʣͷมԽΛࣔ͠· ɻ͢͜ͷؒɺϞσϧͷղͷ্ཧաఔͷվྑɺ� ม๏ͷಋೖݩ࣍

ͳͲσʔλಉԽٕज़ͷվળɺ৽ͨͳ؍ଌσʔλͷར༻։࢝ͳͲɺଟ ͷٕ͘ज़ͷਐల͕͋Γ·͠ ͨɻͦͷ

݁Ռɺ༧ใͷ͕ࠩޡ�ͷ�ʹݮগ͢ΔͳͲɺඈ༂తʹਫ਼্͕͠·͠ ͨɻ

全球モデルにおける新たな技術の導入と予報誤差の変化（北半球 500 ヘクトパスカル高度の 5日予報の平方根
平均二乗誤差（値が小さいほど予報精度が高い）　単位：メートル

北半球 500 ヘクトパスカル高度予報誤差 (5 日予報 )
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（３）数値予報モデルの現状

○全球モデルとメソモデル

ɹؾிͰӡ༻ͯ͠ ͍Δ༧ใϞσϧʹ͍ͭ͘ ͔͋Γ·͕͢ɺ͜ͷ͏ͪ ओͳͷͱ͠ ʮͯશٿϞσϧʯ

ͱʮϝιϞσϧʯ͕͋Γ· ɻ͢

ɹʮશٿϞσϧʯɺٿશମΛରྖҬͱ͠ ͯେؾͷঢ়ଶΛ༧ଌ͢Δ༧ใϞσϧͰ ɻ͢ؾிͰɺ

શٿϞσϧΛɺظ༧ใʢ໌ɾ໌ޙͷ༧ใʣɺिؒఱؾ༧ใقઅ༧ใɺۭߤ࿏ւ্༧ใͳͲ

ͯ͠༺ҬΛରͱ͢Δ༧ใʹརྖ͍ͷ্ٿ ͍· ɻ͢

ɹिؒఱؾ༧ใقઅ༧ใͰɺ༧ଌ͕ؒ࣌

ͳ͘Δͱͱʹ͕ࠩޡେ͖͘ ͳΓ· ɻ͢͜ ͷͨΊɺʮΞ

ϯαϯϒϧ༧ใʯͱ͍͏ख๏Λ༻͠ɺ֬ʹΑ

Δ༧ใͳͲΛͯͬߦ ͍· ɻ͢

ɹҰํɺʮϝιϞσϧʯɺຊपลΛରͱ͠ ͯ

େӍ෩ͳͲͷࡂΛͨΒ͢ݱͳͲʢߴ

ਤ্Ͱղੳ͞ΕΔؾѹകӍલઢͳͲɺఱؾ

ઍΩϩϝʔτϧنͷݱΑΓখ͘͞ ɺཽרͳͲہ

ॴݱʢΩϩϝʔτϧҎԼʣΑΓେ͖͍εέʔϧ

ʮ͕ϝιεέʔϧʯͱݺΕ͍ͯ· ɻ͢ʣͷ༧ଌΛ

ؾࡂใɾҙใͳͲܯ༧ใϞσϧͰɺ͏ߦ

ใͷ࡞߱ਫؒ࣌༧ใɺඈߦ༧ใͳͲ

ʹར༻ͯ͠ ͍· ɻ͢ϝιϞσϧͰɺࢉܭΛ֨͏ߦ

͔͘͠ࡉΛࢠ ɺੵཚӢʹ͏্ ঢྲྀؾɺਫৠؾͷ݁ڽɺӍઇɾ͋ΒΕͳͲ߱ਫཻࢠͷൃੜ

ɾམԼͳͲӢͷதͰൃੜ͢ΔݱΛਫ਼ີʹऔΓѻͬͯ ͍· ɻ͢

○季節予報モデル

ɹ�͔݄༧ใҟৗఱީૣܯظռใʹɺؾிશٿେؾϞσϧΛͱʹͨ͠༧ใϞσϧ͕༻

͞Ε͍ͯ· ɻ͢Ұํɺ�͔݄Λ Δ͑ؒ࣌εέʔϧͰɺେؾͷมಈΤϧχʔχϣɾϥχʔχϟݱͷΑ

͏ͳւ༸มಈͷӨڹΛ͘ڧड͚ɺٯʹւ༸ͷมಈେؾͷӨڹΛड͚· ɻ͢͜ͷͨΊɺ྆ऀΛదʹ

༧ଌ͢Δඞཁ͕͋Γɺ̏ ͔݄༧ใɺஆɾظީפ༧ใΤϧχʔχϣ༧ଌʹɺେؾͱւ༸ΛҰମͱ͠ ͯ༧

ଌ͢Δେؾւ༸݁߹Ϟσϧ͕༻͞Ε͍ͯ· ɻ͢

○波浪モデルと高潮モデル

ɹʮ࿘Ϟσϧʯɺւ্෩ͷ༧ଌΛೖྗͯ͠ ɺւ্ͷ༷ʑͳॴͰͷൃୡɾݮਰ͏ͶΓͷ

ͳͲΛ༧ଌ͠· ɻ͢༧ଌ݁Ռɺߴ࣌ʹൃද͞ΕΔ࿘ܯใɾҙใɺ࿘༧ใͳͲʹར༻͞Εͯ

͍· ɻ͢ʮߴைϞσϧʯɺ෩ͳͲʹΑΔւ໘ؾѹͱւ্෩ͷ༧ଌΛೖྗ͠ɺւ໘ਫҐͷ্ঢྔΛ༧

ଌ͠· ɻ͢͜ ͷ༧ଌ݁ՌΛͱʹਁਫى͕ࡂ Δ͓ͦ͜Εͷ͋Δ߹ʹɺߴைܯใɾҙใΛൃදͯ͠ ͍

· ɻ͢

全球モデルとメソモデル

数値予報モデルの領域と地形。格子間隔が小さいほどより詳細な
地形を表現することができます。そのため、局地的な地形によっ
て起こされる気象現象の表現は格子間隔が小さいモデルほど正確
になります。

全球モデル
（GSM）

メソモデル
（MSM）
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第1部　気象業務の現状と今後

○物質輸送モデル

ɹؾிͰɺେؾதͷࢿͷڍಈΛࣜԽ࣭ͨ͠༌ૹϞσϧΛ༻͍ͯڥٿީؾʹӨ͢ڹΔ

ೋࢎԽૉɺԫ࠭ɺΦκϯͳͲͷࢹͱ༧ଌΛͯͬߦ ͍· ɻ͢ʮԫ࠭༧ଌϞσϧʯͰɺԫ࠭ൃੜҬͰ

ͷԫ࠭ͷ্͍͕Γɺ෩ʹΑΔ༌ૹɾ֦ࢄɺӍͳͲʹΑΔ্ͷ߱ԼΛྀͯ͠ߟ ͍· ɻ͢·ͨɺʮԽֶ

༌ૹϞσϧʯͰɺΦκϯͦͷੜɾফ໓ʹ͔͔ΘΔ࣭ͷ෩ʹΑΔ༌ૹɾ֦ࢄɺӍͳͲʹΑΔ্

ͷ߱ԼɺԽֶԠޫԽֶԠʹΑΔੜɾม࣭ɾফ໓ͳͲͷաఔΛྀ͍ͯ͠ߟ· ɻ͢༧ଌ݁Ռɺ

ԫ࠭ใࢵ֎ઢใٴͼશൠεϞοάؾใʹར༻͞Ε͍ͯ· ɻ͢

 

気象庁で運用している数値予報モデル（平成 24年 3月現在）

1�9



第一部
第一部

（４）地球温暖化予測の研究開発

ɹࡏݱɺฏ ��ʙ �� ʢ����ʙ�� ʣʹެද༧ఆͷ *1$$ୈ � Թஆٿɺ͚ͯʹॻࠂධՁใ࣍

Խ༧ଌ࣮ݧɺ༧ଌͷෆ࣮֬ੑͷݮɺͦͷཁҼͷཧղΛΊͨ͟͠ੈ͕ڀݚքதͰߦΘΕ͍ͯ· ɻ͢

ɹؾڀݚॴͰɺ࠷৽ͷେؾϞσϧͱւ༸ϞσϧΛ݁߹ͯ͠ ৽ͨʹ։ൃͨ͠ީؾϞσϧʹɺ͜Ε·Ͱ

ͷީؾϞσϧͰѻͬͯ ͜ͳ͔ͬͨΤʔϩκϧɺΦκϯɺҬੜଶٴܥͼւ༸ੜͷޮՌΛද͢ݱΔϞσ

ϧΛΈ߹ΘͤͨٿγεςϜϞσϧΛ։ൃ͠·ͨ͠ɻ͜ͷϞσϧΛ༻͍ͨԹஆԽ༧ଌ࣮ݧͷ݁Ռɺ

ւ༸؍ଌσʔλΛಉԽͨ͠�� ʙ�� ઌͷۙະདྷ༧ଌʹΑΓɺ*1$$ୈ � ·͠ݙߩʹॻࠂධՁใ࣍ ɻ͢

ಛʹۙະདྷ༧ଌɺࣗવมಈؚΉेنมಈΛදݱͰ Δ͖͜ͱ͔ΒɺԹஆԽͷதظతͳదԠࡦʹ

·͞ΕظΔ͜ͱ͕͢ࢿ ɻ͢

ɹ Β͞ʹɺຊͷৄࡉͳԹஆԽ༧ଌΛՄͱ͢Δߴղ૾ͷҬީؾϞσϧΛ։ൃ͠ɺԹஆԽ༧ଌΛ௨

ͯ͡զ͕ࠃͷԹஆԽରࡦͷظ͕ݙߩ͞Ε͍ͯ· ɻ͢

（１）Cバンド固体素子二重偏波ドップラー気象レーダー

ɹؾڀݚॴɺ���� ʹੈքʹઌ͚ͯۦ$όϯυʢ�ΪΨϔϧπଳʣͷݻମૉࢠೋॏภυοϓϥʔ

൫ٕज़ͷͻͱͭͱ͠جଌͷ؍ͷϨʔμʔੈ࣍ϨʔμʔΛಋೖ͠ɺؾ ͯɺϋʔυ໘͓Αͼιϑτ໘͔Β

কདྷͷӡ༻ʹڀݚ͚ͨΛ࣮ͯ͠ࢪ ͍· ɻ͢

ɹ͜ͷϨʔμʔͷେ͖ͳಛɺిૹ৴෦ʹɺैདྷͷϚάωτϩϯΫϥΠετϩϯͱ͍ͬͨਅۭͷ

ΘΓʹಋମʢݻମૉࢠʣΛ࠾༻ͨ͜͠ͱͰ ɻ͢͜ΕʹΑΓɺैདྷܕϨʔμʔʹൺɺڱଳҬԽʢి

ͷ༗ޮར༻ʹݙߩʣͳͲɺΑΓޮతͳ؍ଌ͕ՄͱͳΓ· ɻ͢·ͨɺैདྷܕϨʔμʔʹൺͯૹ৴ग़

ྗ͕����� ఔͱখ͍͞ΘΓʹ ��� ഒͷ͞ͷύϧεΛൃࣹ͢Δ͜ͱʹΑΓɺಉҎ্ͷײͰ

͜͏ߦଌΛ؍ ͱ͕Ͱ͖· ɻ͢

ɹ͏ ̍ͭ ͷಛɺैདྷͷਫฏภʹՃ͑ɺਨภͷ�ͭͷిΛൃࣹɾड৴͢ΔೋॏภػΛ

ͯͬ࣋ ͍Δ͜ͱͰ ɻ͢͜ΕʹΑΓɺඇ߱ਫΤίʔʢܗɺͳͲʣͷผͱͦͷআڈɺϨʔμʔࣹڧ

ͷ߱ӍʹΑΔݮਰͷิਖ਼ɺӍణͷཻܘΛྀ߱ͨ͠ߟਫڧͷਪఆ͕ՄͱͳΓ· ɻ͢͜ͷػɺ

߱ਫڧυοϓϥʔͷਫ਼্ɺ߱ਫͷ༗ແΛผ͢Δྗͷ্ʹେ͍ʹཱͭͱظ͞Εͯ

͍· ɻ͢

� ͜Ε͔Βͷ؍ଌɾ༧ଌٕज़
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第1部　気象業務の現状と今後

（２）今後の数値予報技術

ɹΑΓ͖Ίؾ͍͔ࡉใΛఏ͢ڙΔͨΊʹɺ༧ใϞσϧͷղ૾Λ͞ ΒʹߴΊΔඞཁ͕͋Γ· ɻ͢

͜ͷͨΊؾிͰɺػۭߤͷ҆શӡߤؾࡂͷࢭʹཱͯΔ͜ͱΛతͱ͠ ͯɺਫฏղ �

Ωϩϝʔτϧͷ༧ใϞσϧʮہϞσϧʯͷ։ൃʹऔΓΜͰ͍· ɻ͢�ΩϩϝʔτϧϝογϡͰɺ

ຊͷ͖Ί͍͔ࡉܗΛද͢ݱΔ͜ͱ͕Ͱ͖ɺͦΕʹͱͳ͏෩ؾԹɺ߱ਫͷ༧ଌਫ਼ظ্͕͞

Ε· ʢ͢Լਤʣɻ

	

C �D� �E� 

  

PP�K

Cバンド固体素子二重偏波ドップラー気象レーダーの観測例

（左） 二重偏波機能を用いたエコーの判別結果
（右） エコーの判別結果に基づいて、反射強度から推定した降水強度

（左）局地モデル（水平分解能 2キロメートル）で表現される地形
（右）メソモデル（水平分解能 5キロメートル）で表現される地形

モデルで表現される地形の例
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0
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ɹฏ ��  �݄��ɺ෩ୈ ��߸͕ൃୡ͠ͳ͕Βभͷೆւ্Λ౦ʹਐΉࡍʹɺஆ࣪ͳۭྲྀ͕ؾ

ΕࠐΜͩۙـɾ౦ւํͰେӍͱͳͬͨ༧ଌྫΛਤʹࣔ͠· ɻ͢ฌݝݿೆ෦Λத৺ͱ͠ ํͷـۙͨ

෦ͱѪݝɾذෞݝΛத৺ͱ͠ ͨ౦ւํͷൣ͍ғʹɺෳͷઢঢ়ͷ͍߱ڧਫҬ͕؍ଌ͞Ε·͠ ͨɻ

ਫฏղ �ΩϩϝʔτϧͷϝιϞσϧΑΓɺਫฏղ �ΩϩϝʔτϧͷہϞσϧͷํ͕ɺΑΓ࣮

ਫΛ༧ଌ͍ͯ߱ۙ͠ʹࡍ ͍Δ͜ͱ͕Θ͔Γ· ɻ͢

ɹޙࠓͱɺ༧ଌͷਫ਼Λվળ͢ ɺ͘৽͍͠༧ใٕज़ͷڀݚ։ൃΛଓ͚͍͖ͯ· ɻ͢

（３）次期静止衛星のための技術開発

ɹؾிɺߦݱͷ੩ؾࢭӴʮͻ·ΘΓ�߸ʯͷػܧޙͱ͠ ͯɺ੩ࢭ؍ڥٿଌӴʮͻ·ΘΓ

�߸ʯΛฏ �� ʹɺʮͻ·ΘΓ� ߸ʯΛฏ �� ʹͦΕͧΕଧ্ͪ͛ɺʮͻ·ΘΓ�߸ʯΛฏ ��

͔Βӡ༻Λ։࢝͢Δ༧ఆͰ ɻ͢ʮͻ·ΘΓ�߸ɺ� ߸ʯʹ͢ࡌΔػߴͷΧϝϥɺେؾද໘͔Β

์ग़͞ΕΔ༷ʑͳͷޫΛଊ Δ͑͜ͱ͕Ͱ͖ɺ؍ଌͰಘΒΕΔը૾ͷछྨ͕େ෯ʹ૿͑· ɻ͢·ͨɺશ

��Λٿ ͝ͱɺຊपลը૾Λ��� ͝ͱͷߴසͰ؍ଌΛ͜͏ߦ ͱ͕Ͱ͖ɺը૾ͷղ૾ࡏݱͱൺ

ͯɺՄࢹ�Ωϩϝʔτϧ͔Β���Ωϩϝʔτϧɺ֎�Ωϩϝʔτϧ͔Β�Ωϩϝʔτϧͱ্͠· ɻ͢

͜ͷػߴͷΧϝϥ͕ଊ͑ͨը૾͔Βɺ͜Ε·ͰΑΓଟ͔ͭ͘ৄࡉͳ؍ଌใ͕ಘΒΕɺͦͷར༻

·ज़։ൃΛਐΊ͍ٕ͚ͯͨʹ ɻ͢

ɹߴස͔ͭߴղ૾Ͱը૾Λऔಘ͢Δ͜ͱʹΑΓɺ෩ؾѹɾલઢͷؾݱΛΑΓৄࡉʹ

Ѳ͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖· ɻ͢ಛʹɺܹٸʹൃୡͯ͠ త߽Ӎཕɺಥ෩ΛͨΒ͢ہ ੵཚӢΛൃୡஈ֊Ͱଊ

Δ͑͜ͱ͕ՄͱͳΔ͜ͱ͕ظ͞ΕɺͦΕΛૣݕظ͢ΔࢼΈΛͯͬߦ ͍· ɻ͢

ɹ·ͨɺ༷ʑͳͷޫΛ؍ଌ͢Δ͜ͱͰಘΒΕͨը૾Λར༻͢Δ͜ͱʹΑΓɺӢΛΑΓৄࡉʹྨ͢Δ

͜ͱ͕ՄͱͳΓɺ෩ͷղੳਫ਼ͷظ্͕Ͱ͖Δ΄͔ɺ͜Ε·ͰΑΓਖ਼֬ʹਪఆͨ͠େؾதͷ

ਫৠྔؾΛ༧ใʹར༻͢Δ͜ͱͰ༧ใਫ਼ͷظ্͕͞Ε· ɻ͢

ɹ·ͨɺԫ࠭ՐࢁփͳͲͷΤʔϩκϧͷߴΛΑΓਖ਼֬ʹࢉग़Ͱ͖Δ͜ͱ͕ࠐݟ·Εɺͦͷٕ

ज़։ൃʹऔΓΜͰ͍· ɻ͢͜ΕΒٕज़։ൃʹɺٿͷɺւɺӢͳͲ͔ΒӴʹಧ͘Մޫࢹઢ

平成 23年 9月 20日 09時の降水予測（前 3時間降水量）

（左）　解析雨量、（中）　局地モデル（水平分解能 2キロメートル）による予測
（右）　メソモデル（水平分解能 5キロメートル）による予測
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第1部　気象業務の現状と今後

֎ઢͷྔΛγϛϡϨʔγϣϯ͢ࢉܭΔ์ࣹୡ

Ϟσϧ͕͔ܽͤ·ͤΜɻؾிɺ࠷৽ͷ์ࣹ

ୡϞσϧͷར༻ʹ͍ͭͯ։ൃΛਐΊ͍ͯ·

ɻ͢ਤɺ౦ژେֶ͕։ൃͨ͠์ࣹୡϞσ

ϧΛར༻ͯ͠ γϛϡϨʔγϣϯࢉܭΛࢼΈ࡞͠

ʮͨͻ·ΘΓ�߸ɺ� ߸ʯͷٖ؍ࣅଌը૾Ͱ ɻ͢

ʮͻ·ΘΓ�߸ɺ� ߸ʯɺޫͷݪ�৭ʢɾɾ

੨ʣΛͦΕͧΕ؍ଌ͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖ɺͦΕΒ؍

ଌը૾Λ߹͢Δ͜ͱͰΧϥʔͷ؍ଌը૾͕

ಘΒΕ· ɻ͢ਤͷٖ؍ࣅଌը૾ͰɺӢߴ

ີʹԠͯ͡ന͔Βփ৭ʹࣸΓɺද໘

ΞδΞେೆ౦Ԋ؛෦ͷྛ͕ʹେ෦

ͷ࠭യ͕৭ʹද͞ݱΕ͍ͯ· ɻ͢

ɹ͜ͷΑ͏ʹؾிɺେֶɾ͔ؔػڀݚΒॿ

�Λಘͭͭɺʮͻ·ΘΓ�߸ɺྗڠɾݴ ߸ʯͷը

૾Λؾͷ࣮ࢹگɺ༧ใͷར༻ɺؾ ɾީ

Ͱར༻͢ΔͨΊͷٕज़։ൃΛਐࢹͷڥ

Ί͍ͯ· ɻ͢

（４）大雨予測技術の確立に向けて

ɹؾࡂใͷ࡞߱ਫؒ࣌༧ใʹར༻͞Ε͍ͯΔϝιϞσϧͰେӍͷൃੜॴؒ࣌ɺ߱ਫ

ྔΛత֬ʹ༧ଌͰ͖ͳ͍߹͕গͳ͋͘ Γ·ͤΜɻ

ɹฏ ��  �݄৽ׁɾౡ߽ӍͷྫࣄΛ࣍ϖʔδʹࣔ͠· ɻ͢؍ଌ͞Εͨ߱ਫྔʢ্ࠨʣͱൺֱ͢

Δͱɺલ࣌��ͷఱؾ༧ใൃද࣌ʹར༻Ͱ͖ΔϝιϞσϧͷ༧ଌ݁ՌʢࠨԼʣͰ؍ଌʹ͍ۙ߱ਫྔ

Λ༧ଌͯ͠ ͍·͕͢ɺຖ࣌ ��ϛϦҎ্ͷ߱ਫͷൣғ͕࣮گΑΓڱ ༧͘ଌ͞ΕΔͳͲɺલͷ࣌Ͱత֬

ͳؾࡂใΛൃද͢ΔʹेͰ͋Γ·ͤΜͰͨ͠ɻ

ɹ͜ͷͨΊɺ༧ใͷ݁Ռ͚ͩͰͳ͘؍ଌσʔλ༻͍ͯɺΑΓత֬ͳେӍʹؔ͢Δؾใͷൃදɺ

ਝͳେӍҙใɾܯใͷൃදʹཱͭେӍ༧ଌٕज़ͷཱ֬ʹ͚ͨௐࠪڀݚΛͯͬߦ ͍· ɻ͢ྫ ͑ɺ

େӍͷൃੜ࣌ʹେྔͷਫৠ͞څڙ͕ؾΕΔ͜ͱ͔ΒɺԼͷਫৠྲྀؾೖྔʹணͯ͠ ྔతͳ༧ଌΛ͢

ΔͳͲɺେӍʹؔ͢ΔؾใΛΑΓత֬ʹൃද͢ΔͨΊͷऔΓΈΛ։ͯ࢝͠ ͍· ɻ͢

最新の放射伝達モデルによるシミュレーション計
算で作成した「ひまわり 8号、9号」の擬似観測画像

「ひまわり 8号、9号」は、光の 3原色の波長帯を個別に観測する機能
を持ち、それぞれの画像を合成することでカラー画像が得られます。
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（１）地震災害軽減のための技術開発

ɹنͷେ͖ͳͷ߹ʹݯେ͖ͳ͕ΓΛ

ͬͯ ͍· ɻ͢ਤ౦ํଠฏ༸ԭͷஅ

ʹ͓͚Δ͢Γ ʢྔͲΕ͚ͩͣΕ͔ͨʣͷΛਪఆ͠

ͨͷͰ ɻ͢͜ͷΑ͏ʹؾڀݚॴͰɺൃੜͨ͠

͕ͲͷΑ͏ͳͰ͔͋ͬͨΛղੳ͢Δڀݚɺͷ

༧ଌඃঢ়گͷ͔ͳѲʹ݁ͼ͚ͭΔͨΊɺେ

͖ͳͷنݯҬͷ͕ΓΛΑΓૣظʹਪఆ͢

ΔͨΊͷٕज़։ൃΛͯͬߦ ͍· ɻ͢

ɹ·ͨɺͷൃੜΛ͍ͪૣ͘ݕ͠ɺ͍ڧ༳Ε͕౸

ୡ͢Δલʹ͓Βͤ͢ΔٸۓใΛɺΑΓૣ ɺ͘Α

Γਖ਼֬ʹ͢ΔͨΊͷٕज़։ൃΛͯͬߦ ͍· ɻ͢౦ํ

ଠฏ༸ԭޙͷ༨׆ಈͰɺ࣮ࡍΑΓେ͖ͳ

Λ༧ଌ͢Δ͜ͱ͕͋Γ·͠ ͕ͨɺ͜ͷ༷ͳաେͳใ

Λগͳ͘͢ ΔΑ͏ڀݚ։ൃΛͯͬߦ ͍· ɻ͢

平成 23 年 7月新潟・福島豪雨時における下層水蒸気の流入
（平成 23 年 7月29日10 時の前 1時間降水量とその直前の水蒸気流入量）

（左上） 観測された雨量分布（解析雨量）とアメダスによる風
（左下）メソモデルによる予測
（右）メソモデルが予測した地上から約 500 メートル上空で
の水蒸気流入量と同高度の風

� 　ɾɺՐࢁʹؔ͢Δٕज़։ൃ
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赤い色ほど大きな破壊を表している。
★は本震の破壊開始点を示す。

東北地方太平洋沖地震の断層の
推定すべり分布

1��



第一部
第一部
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（２）津波警報・注意報の発表・解除に関する技術開発

ɹܯใɾҙใͷൃදղআͷਫ਼Λ্ͤ͞ΔͨΊʹɺͷൃੜݯΛΑΓਫ਼Α͘ ਪఆ͢Δ

ͱͱʹɺ͕ؒ࣌ͱͱʹ͕Γɺ͕ͯݮਰ͢Δ༷ࢠΛৄࡉʹѲ͢Δ͜ͱ͕ඞཁͰ ɻ͢·ͨɺ

౦ํଠฏ༸ԭʹΑΔͷ؍ଌͰɺ(14	࿘ܭɺ Β͞ʹԭ߹ͷւఈܭͷσʔλɺ

Ԋ؛Ͱͷͷ౸དྷΛ༧ଌ͢Δ্ͰۃΊͯॏཁͰ͋Δ͜ͱ͕֬ೝ͞Ε·͠ ͨɻ

ɹ͜ΕΒΛ౿·͑ؾڀݚॴͰɺ͕ൃੜ͢ΔϝΧχζϜͷௐࠪͷɾݮਰʹؔ͢Δڀݚ

ʹՃ͑ɺԭ߹ͷ؍ଌܗσʔλʹ͍ͨͮجࢉܭʹΑΓɺԊ؛ʹ͓ Δ͚ͷߴΛ༧ଌ͢Δγ

εςϜͷ։ൃॏతʹͯͬߦ ͍· ɻ͢

（３）火山灰の監視・予測のための技術開発

ɹฏ �� �݄��͔Βຊ֨తʹ࢝·ͬ ͨໄౡࢁ৽೩ַͷՐͰɺՐࢁփΛؚΉԎ͕�ສϝʔτ

ϧ͍ۙ͞ߴʹ·Ͱ্͖͛ΒΕɺՐޱͷೆ౦ଆʹ͋ͨΔ͓ݝ࡚ٶΑͼଠฏ༸ʹ�ؒҎ্ʹΘͨͬͯ Ր

͠·փΛ߱Βͤࢁ ͨɻ͜ͷΑ͏ͳՐࢁՐʹΑΔՐࢁփɺػۭߤͷӡࢧʹߤোΛ༩ Δ͑ଞɺ݈ ɺۀ߁

ަ௨ͳͲͪͨࢲͷੜ׆ʹӨڹΛٴ΅͢͜ͱ͕͋Γ· ɻ͢ՐࢁփʹΑΔࡂΛܰ͢ݮΔͨΊʹɺؾڀݚ

ॴͰɺՐࢁփӢͷ͞ߴ͕ΓΛਖ਼֬ʹଊ Δٕ͑ज़ɺՐࢁփͷ֦ࢄΛਫ਼Α͘ ༧ଌ͢Δٕज़ͷ։ൃ

Λͯͬߦ ͍· ɻ͢

ɹ৽೩ַͷՐͰɺ্͖͛ΒΕͨԎͷ༷ؾ͕ࢠӴͻ·ΘΓͰ؍ଌ͞Εͨଞɺछࢠౡٴͼ

ԬͷؾϨʔμʔࣛࣇౡۭߓͷؾϨʔμʔͰଊ Β͑Ε·͠ ͨɻͦΕΒͷσʔλΛͱʹৄࡉͳղੳ

Λͨͬߦͱ͜ΖɺԎͷ͕ΓԎͷ͕࣌͞ߴʑࠁʑͱมԽͯ͠ ͠·Ε͕ࣔ͞ࢠ༷͍͘ ͨɻ͜ͷΑ͏ͳ

ؒ࣌ʹΘͨͬͯ ϨʔμʔͰ؍ଌ͞ΕͨԎͷղੳ͕ߦΘΕͨྫੈքతʹ΄ͱΜͲͳ ɺ͘Ϩʔμʔʹ

ΑΔԎͷݕྗΛධՁ͢Δ্Ͱɺͱͯوॏͳ؍ଌͱͳΓ·͠ ͨɻ

沖合の海底津波計やGPS波浪計で捉えた津波観測データを用いることで、沿岸で
の津波の波高分布の予測精度が向上する。

沖合での津波観測データを活用して沿岸での津波を予測する概念図

Ἀྜࡿࡅ࠾ὠἼࡢほ ࢱ࣮ࢹ

㸦ࡕ࠸᪩ࡃὠἼࢳࢵࣕ࢟ࢆ㸟㸧

ἢᓊく᮶ࡿࡍὠἼ

㸦᮶ࡘ࠸ࡣࡢࡿ㸽㧗ࡣࡉ㸽㸧

海底津波計

GPS波浪計

ὠἼࡢఏ

予測
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ɹ·ͨɺ༧ใΛԠ༻ͨ͠Րࢁփ֦ࢄϞσϧͷվྑਐΊΒΕ͍ͯ· ɻ͢৽೩ַՐͷࡍɺ͔

Βͷق͍ڧઅ෩ʹΑͬ ͯ෩ɾ෩͕ؒ࣌͞ߴͰมԽͯ͠ ͍ͨͨΊɺՐࢁփͷ֦ࢄ༧ଌΛ͢Δ্Ͱ

͍͠ؾ݅Ͱͨ͠ɻ͔͠͠ɺ͜ͷΑ͏ͳ݅ԼͰɺڀݚࡏݱ։ൃதͷ࠷৽ͷՐࢁփ֦ࢄϞσϧͱɺ

Λ༻͍Δ͜ͱͰɺ֤ͷ߱փྔΛ͞ߴʑͷԎͷ࣌ଌʹΑΔͦͷ؍Ϩʔμʔؾ ·͏͘ਪఆͰ͖Δ͜ͱ͕

͔Γ·͠ ͨɻ

ɹޙࠓҾ͖ଓ͖ɺؾӴϨʔμʔΛ׆༻ͨ͠Ԏํࢹ๏Րࢁփ֦ࢄϞσϧͷվྑΛਐΊΔ͜

ͱͰɺ߱փͷൣғͷΈΛ༧ใͯ͠ ͍Δࡏݱͷ߱փ༧ใʹɺ߱փྔʹ͍ͭͯͷ༧ใΛՃ Δ͑͜ͱΛͯ͠ࢦ

͍· ɻ͢

気象レーダーによって捉えられた新燃岳の噴煙（2011 年 1月 26 日 17 時 10 分）

（左）レーダー反射強度の水平断面図（高度 3キロメートル）
（右）A-B 間の鉛直断面図
暖色系ほど反射強度が大きいことを示す。
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ɹ༧ใϞσϧͷ༧ଌਫ਼Λ্ͤ͞ΔͨΊʹɺ࠷ઌͷݟڀݚՌΛ׆༻͢Δ͜ͱ͕ඞཁͰ

ɻ͢͜ͷͨΊؾிɺࠃͷେֶؔػڀݚͱΑΓॾ֎ࠃͷؾؔػͳͲͱใަҙަݟ

ΛॏͶٕͯज़։ൃʹΊ͍ͯ· ɻ͢

ɹதͰશٿϞσϧɺఱؾ༧ใقઅ༧ใ͚ͩͰͳ ɺ͘ީؾ༧ଌٿԹஆԽڀݚͳͲ෯͘ ༻͍Β

Ε͍ͯΔ͜ͱ͔ΒɺϞσϧͷ։ൃੑධՁΛఱؾ༧ใͱީؾ༧ଌͷ྆ํͷཱ͔ΒऔΓΉʮγʔϜϨ

εԽʯ͕ੈքͷྲྀΕͱͳͬͯ ͍· ɻ͢·ͨɺϞσϧ։ൃεʔύʔίϯϐϡʔλࢉܭՊֶͷਐలͱදཪ

ҰମͰ͋ΓɺຊͷΈͳΒͣੈքͷεʔύʔίϯϐϡʔλͷ։ൃʹɺඞͣͱͯͬݴ Α͍΄ͲؾϞσϧ

ͷ։ൃϓϩδΣΫτ͕ ͯؔ͠ ͍· ɻ͢༧ใͷਫ਼্ͷͨΊʹɺӴ؍ଌΛؚΉ؍ଌγεςϜ

ωοτϫʔΫʹΑͬ ͯ༧ଌਫ਼ΛͲͷఔ্Ͱ͖Δ͔ΛۃݟΊΔ͜ͱ͕ॏཁͰ ɻ͢͜ͷͨΊɺੈքதͷ

༧ใؔػͱӴӡ༻ؔػͱͷ࿈ਂ͕ܞΊΒΕ͓ͯΓɺؾி͜ΕΒͷ࿈׆ܞಈʹੵۃతʹࢀՃ͠

͍ͯ· ɻ͢

ɹؾிͰɺؾڀݚͷൃలͱؾڀݚͷਓࡐҭΛਐΊΔͨΊɺେֶͷؔػڀݚͱ ��

݅ͷڞಉڀݚΛ࣮ͯ͠ࢪ ͍Δ΄͔ɺຊؾֶձͱͷؒͰʮؾڀݚίϯιʔγΞϜʯͱ͍͏ڀݚͷ

ΈΛઃ͚͍ͯ· ɻ͢ʮؾڀݚίϯιʔγΞϜʯͰɺؾி͕ऀڀݚʹఏͨ͠ڙ༧ଌσʔλؾӴ

σʔλͰɺಥ෩߽Ӎɺઇණࡂͷ༧ଌɺଳؾɺେؾதͷཻࢠඍྔΨεͷީؾͷӨڹ

ͷߦ͕ڀݚΘΕɺͦͷՌɺؾி͕ൃද͢Δ༧ใԫ࠭ɾࢵ֎ઢใͷਫ਼׆ʹ্༻͞Εͯ

͍· ɻ͢·ͨɾʹ͓͍ͯɺڞಉڀݚͷՌ͕ɺٸۓใͷ࣮༻Խͱ͠ ࣮ͯ݁ͯ͠

͍· ɻ͢

� 　։͔Εͨڀݚମ੍
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コラム

　気象庁は、開発途上国における防災気象業務を改善することを目的として世界気象機関(WMO)が
推進する「荒天予報実証プロジェクト（SWFDP）」に参画しています。SWFDPでは、アンサンブル
予報など先進国が持つ高度な技術を活用し、開発途上国の気象機関に、台風・大雨等の現象を予測す
るための数値予報プロダクトを提供します。また、気象機関のみならず、防災機関やメディア等のユ
ーザーも情報を防災対応に適切に活用できるように、気象機関とユーザーの連携強化にも取り組んで
います。
　具体的には、気象庁を含む先進的な数値予報センターが数値予報プロダクトを提供し、地域（南太
平洋諸島、東南アジア、ベンガル湾など）の中枢を担うセンターが、地域的な特性を加味して荒天予
報に関する解説資料を作成し、域内各国の気象機関に提供します。各国気象機関はこれらの情報を利
用して高精度で早期の警報・注意報発表に取り組み、これらの情報を防災活動に活用します。
　SWFDPでは、開発途上国側の負担を軽減するため、基本的にウェブブラウザで閲覧できる画像の
形で情報を提供する、情報をホームページに集約するなどの配慮がされています。また、プロダクト
の利用方法やユーザーとの関係強化に関する研修を毎年実施し、開発途上国に寄り添った支援を行い
ます。
　気象庁は、南太平洋諸島や東南アジア、ベンガル湾でのSWFDPに参加し、全球モデルや週間アン
サンブル予報による台風の予測情報、静止気象衛星などのプロダクトを提供するほか、これらの情報
作成に必要な技術開発に取り組んでいます。特に、東南アジアSWFDP（対象国はカンボジア、タイ、
ベトナム、ラオス）の実施計画策定に際しては、気象庁は多くの技術協力を行っています。

■開発途上国の防災気象業務改善のための技術協力

南太平洋諸島SWFDPのプロジェクトホームページ（上）
及び気象庁のSWFDP向けプロダクト提供ホームページ（下）

2011 年 7月に香港天文台で行われた東南アジアSWFDPでの
研修の様子。
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第1部　気象業務の現状と今後

ୈ̏ষ　ؾۀͷྗڠࡍࠃͱੈքͷݙߩ

ɹʑͷఱؾ༧ใܯใɾҙใͷత֬ͳൃදͷͨΊʹɺશੈքͷؾ؍ଌσʔλٕज़ใͷ

૬ަޓͳͲࡍࠃతͳ͕ྗڠෆՄܽͰ͢ɻզ͕ࠃͷؾிΛؚΉੈք֤ࠃͷؾؔػɺੈքؾ

ங͍ͯ͠·͢ɻߏΛؔྗڠͱͷࠃମ੍ɺۙྡॾܞΛத৺ͱͨ͠࿈ؔػࡍࠃʢ8.0ʣͷؔػ

ɹ8.0ɺੈքதͷؾͷ؍ଌͱσʔλͷऩूɺ

Λଅਐ͠ɺ·ͨؾީؾͷใΛվળͤ͞Δ

͜ͱͳͲΛͱ͠ ಈͯ͠׆ͯ ͍Δࡍࠃ࿈߹ͷઐػ

ؔͰ ɻ͢ؾிɺ8.0ͱͯ͠ྗڠɺࡍࠃձٞ։

తͳηϯࡍࠃɺݣͷઐՈͷہࣄ8.0࠵

λʔۀΛ୲͢ΔͳͲɺ׆ʹൃ׆ಈͯ͠ ͍· ɻ͢

� ੈքؾؔػʢ8.0ʣΛ௨ͨ͡ੈքͷݙߩ
WMOの会議の様子

　WMOの組織

 

WMO/IOC  

議論の動向を注視しつつ、配布された会議文書の確認を
行っている気象庁の職員（スイス・ジュネーブ）。

気象庁は、アジア地区における気象機関の要としての役割を果たしてきており、歴代気象庁長官は執行理事としてWMO
の運営に参画している。また、気象庁の多くの専門家が専門委員会や地区協会の活動に貢献している。
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ɹ6/&4$0ؒւ༸ֶҕһձʢ*0$ʣɺੈքؾػ ʢؔ8.0ʣͱ͠ྗڠɺ֤ࠃͷւ༸ʹؔ͢

ΔՊֶܭըͷௐΛͯͬߦ ͍· ɻ͢ؾிɺւ༸ɾͰͷٕज़తݙߩΛͯ͠ ͍· ɻ͢

○北東アジア地域海洋観測システム地域リアルタイムデータベース

ɹɾதɾؖɾ࿐͕͠ྗڠɺ౦ΞδΞҬͷւ༸ɺւ্ؾσʔλͷऩूɺղੳɺఏڙΛͯͬߦ ͍· ɻ͢

○津波の警報に関する国際協力

ɹଠฏ༸Ͱൃੜͨ͠ʹΑͬ Βͷ͔ࠃਤʣͱͱʹɺ֤ࠨΔʢ͢ڙఏʹࠃใΛ֤͖ͨىͯ

ใΛऩूͯ͠ ·ใʹཱ͍ͯͯࡂͷࠃ ʢ͢ӈਤʣɻ

� ݙߩʢ6/&4$0ʣΛ௨ͨ͡ੈքͷؔػҭՊֶจԽڭ࿈ࠃ

日本周辺海域の海流

津波発生時に津波情報を各国に提供する
日本の担当海域（インド洋は暫定運用）

日本周辺海域の海面水温

収集したデータを基に算出した海流の分布。
赤い色ほど流速が速いことを示す。

収集したデータから解析した海面水温の分布。
暖色系ほど水温が高いことを示す。

チリで発生した津波の
シミュレーションイメージ

北西太平洋域に加え、関係国の要望に応じて、インド洋域に
対しても暫定的な情報提供を行っている。

ハワイにある米国海洋大気庁の太平洋津波警報センターと
協力し、津波の到達前に津波情報を提供している。
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第1部　気象業務の現状と今後

� ݙߩʢ*$"0ʣΛ௨ͨ͡ੈքͷؔػۭߤຽؒࡍࠃ
ɹ*$"0ࠃ࿈ͷઐؔػͷҰͭͰ͋Γɺࡍࠃຽۭؒߤͷ

݈શͳൃୡͷͨΊʹઃཱ͞Ε·͠ ͨɻؾிɺ*$"0͕

ओ͢࠵Δؾۭߤʹؔ͢Δձ߹ʹੵۃతʹࢀՃ͠ɺؾۭߤ

ۀͷࡍࠃతͳ౷Ұج४ͷࡦఆߴԽʹݕ͚ͨ౼ʹ

ըͯ͠ࢀ ͍· ɻ͢·ͨɺ*$"0ͷࢦఆΛड͚ͯɺ౦ۭߤژ࿏

Րࢁփใηϯλʔٴͼଳؾѹใηϯλʔͷࡍࠃ

తͳηϯλʔۀΛ୲͠ɺੈքͷػۭߤͷ҆શӡߩʹߤ

ͯ͠ݙ ͍· ɻ͢

ɹؾۀͷॆ ɾ࣮վળͷͨΊʹɺ༧ใϞσϧͷ։ ɾൃվྑʹද͞ΕΔٕज़։ൃ͕ෆՄܽͰ ɻ͢

զ͕ࠃɺ֤ࠃͱͯ͠ྗڠ ༷ʑͳࡍࠃతͳܭڀݚըΛਐΊ͍ͯ· ɻ͢

ɹͱΓΘ͚ٿԹஆԽʹ͍ͭͯɺʮީؾมಈʹؔ͢Δؒύωϧʢ*1$$ʣʯͷ׆ಈʹର͠ɺত

 �� ʢ���� ʣͷઃཱҎདྷɺީؾϞσϧʹΑΔٿԹஆԽ༧ଌ݁ՌͷఏڙʹՃ͑ͯɺؾڀݚॴ

ͷ͕ऀڀݚධՁใࠂॻͷࣥචऀͱ͠ ͯ͠ݙߩʹతۃՃ͢Δɺੵࢀͯ ͍· ɻ͢

ɹ։ൃ్্ࠃͷؾؔػͷٕज़্ͷࢧԉɺͦͷࠃͷ׆ࡂಈͷڧԽʹͭͳ͕Δॏཁͳ׆ಈͰ͋

Δͱͱʹɺຊࠃͷ༧ใΛྑ͘͠ ͍ͯͨ͘ ΊʹॏཁͰ ɻ͢

ɹؾிɺ్্ࠃͷࠃՈؾؔػͷ৬һΛରʹɺؾۀͷվળͷͨΊͷूஂݚमΛػྗڠࡍࠃ

ʹʢ+*$"ʣͱͱߏ �� Ҏ্ʹΘͨΓ࣮ͯ͠ࢪ ͖·͠ ͨɻݚमੜͷଟ ͘ࡏݱɺੈք֤ࠃͷؾؔػ

༂ͯ͠׆ಋతͳཱͰࢦ͍͓ͯʹ ͍· ɻ͢·ͨɺ8.0֤ݸࠃผͷཁʹԠͯ͡ɺؾͷ؍ଌɺղ

ੳɺ༧ใʹؔ͢ΔͰઐՈͷݣݚमһͷड ೖ͚ΕΛͯͬߦ ͍· ɻ͢

ICAO/WMOアジア太平洋
地域気象 /航空交通管理セミナー

（平成 23年 1月福岡）

国際セミナーで気象庁が発表する航空気象情報
を解説する職員（演台）。

研修生に対し気象測器の説明をする職員
（右から二人目）。

研修生に個別指導をする職員（手前）。

� ݙߩըͷܭڀݚతͳٕज़։ൃɾࡍࠃ

� ਓࡐҭࢧԉɾٕज़ྗڠʹ͍ͭͯ

気象庁が国際協力機構（JICA）
とともに実施する集団研修

季節予報に関する研修セミナー
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第２部　最近の気象・地震・火山・地球環境の状況

○平成 23 年（2011年）のまとめ

ɹฏ �� ʢ����ʣɺ�݄Լ०ʹɺ෩ୈ �߸ͷӨڹͰࠃ࢛ํ͓ΑͼۙـํͰେӍͱͳͬ

ͨ΄͔ɺ�݄Լ०͔Β�্݄०ʹ͔͚ͯఀલઢͷӨڹͰ৽ׁ͓ݝΑͼౡݝͰؾி ʮ͕ฏ ��

 �݄৽ׁɾౡ߽Ӎʯͱ໋໊ͨ͠ूத߽Ӎ͕ൃੜ͠·͠ ͨɻ·ͨɺ�݄Լ०͔Β�্݄०ʹ͔͚ͯɺ

෩ୈ �� ߸ʹΑΓلҏౡΛத৺ʹهతͳେӍͱͳͬͨ΄͔ɺ�݄த०͔ΒԼ०ʹ͔͚ͯɺ෩ୈ ��

߸ͷӨڹͰશ֤ࠃͰ෩ɾେӍͱͳΓ·͠ ͨɻ

○平成 23 年の主な気象災害

・台風第 6号による暴風・大雨

ɹ�݄��࣌��ʹೆௗౡͷೆւ্Ͱൃੜͨ͠ଳؾѹɺਐΈɺ��� ෩ୈʹ࣌ �߸ͱͳ

Γ·͠ ͨɻ෩ਐΜͩޙʹ͖Λม͑ɺ��࣌��ʹԭϊௗౡͷ౦ւ্ͰେܕͰඇৗʹ

͠·ྗͱͳΓ͍ڧ ͨɻͦͷޙɺ෩ʹ͖Λม͑ɺ��͔Β��ʹ͔͚ͯຊͷೆΛࠃ࢛ԭͱ

্͠·͠ ͨɻ��ʹਐ࿏Λ౦دΓʹม͑ͯɺେܕͰ͍ڧྗΛอͬͨ··���� ݝಙౡʹࠒ࣌

ೆ෦ʹ্͠·͠ ͨɻͦͷޙ౦ʹਐΜͩ෩ɺ���� ைິۙΛ௨ա͠ɺਐ࿏ΛݝࢁલʹՎ࣌

ೆ౦ม͑ɺ��ʹീৎౡͷೆւ্ʹਐΈ·͠ ͨɻ��ʹਐ࿏Λ࠶ͼدΓʹม͑ɺ��࣌��

ʹຊͷ౦ͰԹଳؾѹʹมΘΓ·͠ ͨɻ

ɹ෩ୈ �߸ͷۙɾ্ ʹΑΓɺࠃ࢛ํ͔Βؔ౦ํʹ͔͚ͯͷଠฏ༸ଆΛத৺ʹେӍͱͳΓɺ߱

Γ࢝Ί͔Βͷ૯߱ਫྔ͕�݄ͷ݄߱ਫྔฏΛ Δ͑هతͳେӍͱͳͬͨͱ͜ Ζ͕͋Γ·͠ ͨɻ·ͨɺ

ຊ͔Βຊͷଠฏ༸Ԋ؛Ͱฏۉ෩ຖඵ ��ϝʔτϧΛ Δ͑෩ͱͳΓɺຊ͔Β౦ຊʹ

͔͚ͯͷଠฏ༸ଆͰͳ͠ ͱ͚ͳΓ·͠ ͨɻ

ɹࠓճͷ෩ʹΑΓɺࡾॏݝɺߴݝͰऀࢮ � ໊ɺಸྑݝͰํߦෆ໌ऀ�໊ͱͳΓʢඃঢ়گɺฏ

 ��  �݄��ֳ·ͱΊʹΑΔʣɺՈଛյਁਫɺ࠭ࡂɺަ௨োɺిྗো͕ൃੜ͠

·͠ ͨɻ

平成23年（2011年）に発生した主な気象災害（地すべり、地震を除く）

（注）・内閣府作成資料から一部引用。

・激甚災害及び局地激甚災害は「激甚災害に対処するための特別の財政援助等に関する法律」に基づき指定された政令により公布される。

・局地激甚災害は、被災地域としては市町村を単位として指定されるが、本資料ではその市町村が所属する都道府県名を示した。

�ɺ෩ͳͲࡂؾ
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• 平成 23 年 7月新潟・福島豪雨

ɹ�݄��͔Β��ʹ͔͚ͯɺ৽ׁݝͱౡݝձΛத৺ʹେӍͱͳΓ·͠ ͨɻಛʹɺ��͔Β��

ʹ͔͚ͯɺલઢ͕ேౡ͔ΒํΛ௨ͬͯ ؔ౦ͷ౦ʹ͔͚ͯఀ͠ɺલઢʹ͔ͯͬ ஆ͔͘ඇ

ৗʹۭ࣪ͬͨྲྀ͕ؾΕࠐΈɺେؾͷঢ়ଶ͕ෆ҆ఆͱͳͬͯ ɺ৽ׁݝͱౡݝձΛத৺ ʮʹฏ �� 

�݄৽ׁɾౡ߽ӍʯΛ্ճΔهతͳେӍͱͳΓ·͠ ͨɻ͜ͷؒظͷ߱ਫྔɺౡݝձͷଟ͍ͱ

͜ΖͰ ���ϛϦɺ৽ׁݝͷଟ͍ͱ͜ΖͰ ���ϛϦΛ

͑ɺ�݄ͷ݄߱ਫྔฏͷ�ഒҎ্ͱͳΓ·͠ ͨɻ

͜ͷେӍʹΑΓɺ৽ׁݝͰऀࢮ� ɾ໊ํߦෆ໌ऀ�໊ɺ

ౡݝͰํߦෆ໌ऀ�໊ͱͳΓ·͠ ʢͨඃঢ়گɺ

ฏ �� ��݄��ֳ·ͱΊʹΑΔʣɻ·ͨɺ

৽ׁݝɺౡݝͰ֤ͰఅͷܾյՏͷ

ΜཞʹΑΔॅՈͷਁਫɾͷףਫ͕ൃੜͨ͠΄͔ɺ

࠭ࡂʹΑΔॅՈಓ࿏ͷඃଟൃੜ͠·͠

ͨɻͦͷଞɺఀిɺஅਫ͕ൃੜ͠ɺަ௨ؔػʹ

େ͖ͳӨ͕ڹग़·͠ ͨɻ

ɹ͜ͷ �݄��͔Β��ʹ͔͚ͯࡂΛͨΒ͠

ͨେӍʹ͍ͭͯɺؾிʮฏ �� ݄̓৽ ɾׁ

ౡ߽Ӎʯͱ໋໊͠·͠ ͨɻ

50　     100     　200    　300 　   400   　  500　    600　 mm

７月27日から30日までの
期間降水量分布図

７月17日から21日までの期間降水量分布図

第２部　最近の気象・地震・火山・地球環境の状況
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• 台風第12 号による暴風・大雨

ɹ�݄��� ͷ෩ୈܕϚϦΞφॾౡͷւ্Ͱൃੜͨ͠େʹ࣌ �� ߸ɺൃୡ͠ͳ͕ΒΏͬ͘ Γͱ͠ ͨ

͞Ͱ্͠ɺ��࣌��ʹத৺ؾѹ͕ ��� ϔΫτύεΧϧɺ࠷େ෩͕��ϝʔτϧͱͳΓ·ͨ͠ɻ

෩ ��ʹখּݪॾౡۙͰਐ࿏Λʹม͑ͨޙɺ�݄�ʹࠃ࢛ํʹۙɺ��� ߴʹࠒ࣌

ݝ౦෦ʹ্ɺ�� ͠·্͠࠶ʹೆ෦ݝࢁա͗ʹԬ࣌ ͨɻͦͷޙɺ�ະ໌ʹࢁӄԭʹਐΈɺ�

�� ͠·ѹʹมΘΓؾຊւத෦ͰԹଳʹ࣌ ͨɻ

ɹ෩͕େܕͰ Β͞ʹಈ͖͕͔ͬͨͨΊɺؒ࣌ʹΘͨͬͯ ෩पลͷඇৗʹۭ࣪ͬͨྲྀ͕ؾΕࠐΈɺ

ຊ͔Βຊʹ͔͚ͯɺࢁԊ͍Λத৺ʹൣ͍ғͰهతͳେӍͱͳΓ·͠ ͨɻ�݄��͔Β�݄

�·Ͱͷ૯߱ਫྔɺلҏౡΛத৺ʹൣ͍ғͰ����ϛϦΛ͑ɺଟ͍ͱ͜ ΖͰ߱ਫྔฏ

ͷ �ׂʹୡ͠ɺلҏౡͷҰ෦ͷҬͰղੳӍྔͰ ����ϛϦΛ͑·͠ ͨɻ·ͨɺຊͷଠฏ༸

ଆΛத৺ʹฏۉ෩ ��ϝʔτϧΛ Δ͑ඇৗʹ͍ڧ෩͕ਧ͖ɺւ্Ͱͷ͕͞ߴ �ϝʔτϧΛ Δ͑େ

͠ ͱ͚ͳΓɺԊ؛ͰߴைͱͳΓ·͠ ͨɻ

ɹ͜ͷ෩ʹΑΓɺՎݝࢁͰऀࢮ �� ໊ɺํߦෆ໌ऀ � ໊ͱͳͬͨͷΛ͡ΊɺશࠃͰऀࢮ �� ໊ɺ

��ෆ໌ऀํߦ ໊ͱͳΓ·͠ ʢͨඃঢ়گɺฏ �� ��݄��ֳ·ͱΊʹΑΔʣɻ͔ࠃ࢛Β

ւಓʹ͔͚ͯͷൣ͍ғͰচ্ɾচԼਁਫͳͲͷॅՈඃɺాാͷףਫͳͲͷྛਫۀ࢈ͷඃɺ

మಓͷӡٳͳͲͷަ௨োൃ͕ੜ͠·͠ ͨɻಛʹɺՎݝࢁಸྑݝͰ߽Ӎʹ͏่ࢁΕʹΑΓՏಓ

ด࠹ʢఱવμϜʣ͕ੜͨͨ͡Ίɺܯռ۠Ҭ͕ઃఆ͞ΕॅຽͷཱͪೖΓ੍͕͞نΕ·͠ ͨɻ

紀伊半島周辺の降水量
（解析雨量の積算値）

８月30日から９月５日までの期間降水量分布図
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• 台風第15 号による暴風・大雨

ɹ�݄���� ԭϊௗౡͷ౦ւ্Ͱൃੜͨ͠෩ୈʹ࣌ ��߸ɺਐ࿏Λʹม͑ͨޙɺೆେ౦

ౡۙͰܭ࣌ճΓʹԁΛඳ Α͘͏ʹਐΜͩޙ౦ਐΈɺ��࣌��ʹେܕͰඇৗʹ͍ڧ෩ͱͳ

Γ·͠ ͨɻ෩ɺΛΊͭͭࠃ࢛ͷೆւ্͔Βلҏౡʹۙͨ͠ޙɺ���� ݝ੩Ԭʹࠒ࣌

দࢢۙʹ্͠ɺ͍ڧྗΛอͬͨ··౦ւํ͔Βؔ౦ํɺͦ͠ ͯ౦ํΛ౦ʹਐΈ·͠ ͨɻ

ͦͷޙ෩ɺ��͘ʹ ౡݝԭʹਐΈɺ��ேʹւಓͷೆ౦ւ্ʹਐΈɺಉ�� ઍౡʹ࣌

ۙւͰԹଳؾѹͱͳΓ·͠ ͨɻ

ɹ෩͕ɺೆ େ౦ౡͷւ্ʹ͠Β͘ ཹ·Γɺ࣪ Θͨͬͯʹ͕ؒ࣌ؾۭͨͬ ຊभʹྲྀΕࠐΜͩ͜ͱͱɺ

্ޙ͍ڧྗΛอͪͳ͕Β౦ʹਐΜͩ͜ͱʹΑΓɺຊ͔Βຊʹ͔͚ͯͷൣ͍ғͰɺ

෩هతͳେӍͱͳΓ·͠ ͨɻ

ɹ�݄��͔Β�݄��ͷ૯߱ਫྔɺݝ࡚ٶඒڷொਆʢŶŜŪƄʣͰ ������ϛϦͱͳΔͳͲɺभ

ͷҰ෦Ͱ����ϛϦΛ͑ɺଟࠃ࢛ ͷ͘Ͱ૯߱ਫྔ͕ �݄ͷ߱ਫྔฏͷ�ഒΛ͑·͠ ͨɻ෩

ʹ͍ͭͯɺ౦ژށߐ۠ށߐྟւʢŚŪƄŜƄƂžƃŜŘʣͰ࠷େ෩͕ຖඵ ����ϝʔτϧͱͳΓɺ౷ܭ։

͠·ଌ͠؍৽͢ΔͳͲɺ֤Ͱ෩ΛߋҐΛ্࢙̍ଌ؍Ҏདྷͷ࢝ ͨɻ·ͨɺ౷͕ؒظܭ�� Ҏ্ͷ؍

ଌͷ͏ͪ ɺ࠷େ �� �ࠃਫྔͰશ߱ؒ࣌��� த �� ɺ࠷େ෩Ͱશࠃ ���த �� 

͕౷ܭ։࢝Ҏདྷͷ؍ଌ্࢙ Ґ̍Λߋ৽͠·͠ ͨɻ

ɹ͜ͷ෩ʹΑΓɺશࠃͰऀࢮ�� ໊ɺํߦෆ໌ऀ�໊ͱͳΓ·͠ ʢͨඃঢ়گɺฏ �� ��݄��

ֳ·ͱΊʹΑΔʣɻ·ͨɺԭೄํ͔Βւಓํͷൣ͍ғͰॅՈଛյɺ࠭ࡂɺਁਫ

͕ൃੜ͠ɺۀɾྛۀɾਫۀ࢈ඃఀిඃɺమಓͷӡٳɺػۭߤɾϑΣϦʔͷܽߤʹΑΔަ௨ো

͠·ੜ͠ൃ͕ ͨɻ

９月15日から９月22日までの期間降水量分布図

第２部　最近の気象・地震・火山・地球環境の状況
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○平成 23年（2011 年）の台風

ɹฏ��ʢ����ʣͷ෩ͷൃੜݸ��ʢฏݸ����ʣͰɺ෩ͷ౷ܭΛ։࢝͠ ͨত��ʢ����

ʣҎ߱Ͱฏ �� ʢ���� ʣͱฒͼ �൪ʹগͳ͍Ͱ͠ ͨɻಛʹɺ��݄Ҏ߱ฏ �� ʢ����

ʣͱฒͼ࠷গͳ͍ݸ�ʢฏ ��� ʣ͠ݸ ͔෩͕ൃੜ͠ ·ͤΜͰ͠ ͨɻຊͷ্ɺ෩ୈ �߸ɺ

ୈ �� ߸ɺୈ �� ߸ͷݸ�ʢฏ ��� ʣͰฏฒͰ͠ݸ ͕ͨɺ֤Ͱେ ͳ͖ඃൃ͕ੜ͠ ·͠ ͨɻ

平成23年（2011年）に発生した台風の経路

経路の両端の●と■は台風の発生位置と消滅位置、数字は台風番号（第1号～第 21号）を示しています。

見やすさを考慮し台風の経路を複数の色に色分けしています。

平成23年（2011年）に発生した台風の一覧
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○日本の天候

ɹฏ �� ʢ����ʣશࠃతʹ�݄·ͰؾפͷӨڹΛड͚͢ ͘ԹͱͳΔ͜ͱ͕ଟ͔ͬͨҰํɺ

�݄͔Β��݄ʹ͔͚ͯภ෩͕ฏΑΓدΓʹྲྀΕͯߴԹͱͳΔ͜ͱ͕ଟ͔ͬͨͨΊɺฏؾۉ

ԹԭೄɾԄඒΛআ͖ฏฒͱͳΓ·͠ ͨɻ߱ਫྔɾ౦ຊଠฏ༸ଆɺԭೄɾԄඒΛআ͍ͯଟ ɺ͘

ؾѹલઢͷӨڹΛड͚͔ͬͨ͢ຊຊւଆͰ͔ͳΓଟ ͳ͘Γ·͠ ͨɻฏ ��  �݄৽ ɾׁ

ౡ߽Ӎɺ෩ୈ �� ߸ͱ෩ୈ ��߸ʹΑΔهతͳେӍʹΑΓɺਙେͳൃ͕ࡂੜ͠·͠ ͨɻ

ɹฏ �� ʢ����ʣͷ֤قઅɺകӍɺ෩ͷಛҎԼͷͱ͓ΓͰ ɻ͢

ᶃౙʢฏ �� ��݄ʙฏ ��  �݄ʣɺౙܕͷؾѹஔ͕ଓ͖͠ ؾפͱɺظ࣌Թͷ͍ؾͨ

ͷӨ͕ڹऑ͘ؾԹͷظ͍࣌ߴͱͷରর͕શࠃతʹ໌ྎͰͨ͠ɻ��݄ऴΘΓ͔Β�݄ʹ͔͚ͯɺ

ຊۙʹ͕ؾפ͍ڧஅଓతʹྲྀΕࠐΜͩͨΊશࠃతʹؾԹ͕ ɺ͘ΞϝμεΛؚΉ�� Ͱੵઇ

ͷਂ͕͞؍ଌ্࢙ Ґ̍Λߋ৽͢ΔͳͲɺຊւଆͷൣ͍ғͰ߱ઇྔ͕ଟ ͳ͘Γ·͠ ͨɻ

ᶄय़ɺલຊɺޙຊΛத৺ʹؾפͷӨڹΛड͚ɺ͔ͳΓͷԹͱͳͬͨظ࣌͋ͬͨ

ͨΊɺฏؾۉԹશࠃతʹ ɺ͘ಛʹຊɺԭೄɾԄඒͰ͔ͳΓ ͳ͘Γ·͠ ͨɻ·ͨɺޙΛ

த৺ʹຊւΛ௨ΔؾѹલઢͷӨڹΛड Δ͚͜ͱ͕ଟ͔ͬͨͨΊɺɾ౦ຊຊւଆͰय़ͷ

߱ਫྔ͕͔ͳΓଟ ͳ͘Γ·͠ ͨɻ

ᶅՆͷฏؾۉԹશࠃతʹߴ ͳ͘Γ·͠ ͕ͨɺଠฏ༸ؾߴѹ͕ڧ·ͬ ߴԹ͕͔ͳΓؾͯ ͳ͘Δظ࣌ͱɺଠ

ฏ༸ؾߴѹ͕ऑ·ͬͯ Թ͕ؾ ͳ͘Δظ࣌͋ΔͳͲɺؾԹͷมಈ͕શࠃతʹେ͖͍ՆͰͨ͠ɻകӍ

ͷͳ͍ւಓํΛআ͖ɺകӍೖΓ౦ɾํҎ֎ͷํͰ͔ͳΓૣ ɺ͘കӍ໌͚Ԅඒɾ

भೆ෦ɾभ෦ɾࠃ࢛ํҎ֎ͷํͰ͔ͳΓૣ ͳ͘Γ·͠ ͨɻ�݄ऴΘΓʹɺฏ ��  �݄৽ ɾׁ

ౡ߽ӍʹΑΓɺ৽ׁݝͱౡݝձͰهతͳେӍ͕߱ͬͯ ਙେͳൃ͕ࡂੜ͠·͠ ͨɻ

ᶆळภ෩͕ฏΑΓدΓʹྲྀΕͯஆ͔͍

Թؾۉ෴ΘΕΔ͜ͱ͕ଟ͔ͬͨͨΊɺฏʹؾۭ

શࠃతʹߴ ɺ͘ಛʹ౦ɾຊɺԭೄɾԄඒ

Ͱ͔ͳΓߴ ͳ͘Γ·͠ ͨɻ෩ؾѹͳͲ

ͷӨڹʹΑΓळͷ߱ਫྔશࠃతʹଟ ɺ͘

ຊຊւଆɺຊଠฏ༸ଆͰ͔ͳΓଟ ͳ͘

Γ·͠ ͨɻ�݄ऴΘΓ͔Β�݄ʹ෩ୈ �� ߸

ͱ෩ୈ ��߸ʹΑΔهతͳେӍʹΑΓਙେ

ͳൃ͕ࡂੜ͠·͠ ͨɻळͷরؒ࣌ɺؒظ

Λ௨ͯ࣪ͬͨ͡ྲྀؾͷӨڹΛड͚͔ͬͨ͢

ԭೄɾԄඒͰ͔ͳΓগͳ ɺ͘౷ܭΛ։ͨ࢝͠

���� Ҏ߱࠷গͳ͍ͱͳΓ·͠ ʢͨฏൺɿ

��ˋʣɻ

� ఱީɺҟৗؾͳͲ

地域平均気温平年差の経過

平成 23 年（2011年）の平均気温平年差を5日移動平均で表しています。

平年値は1981～ 2010 年の平均。

第２部　最近の気象・地震・火山・地球環境の状況

1��



第
二
部

第
二
部

○世界の主な異常気象

ɹถࠃೆ෦ʙϝΩγί෦ͰɺظʹΘͨΓҟৗߴԹʢ�	ʙ	�	݄ʣɺҟৗগӍʢ�	ʙ	��	݄ʣͱͳΓ·

͠ ʢͨਤதᶌɺᶍʣɻถࠃւ༸େؾிʹΑΔͱɺถࠃೆ෦ͷςΩαεभͳͲͰ����	Ҏ߱Ͱ࠷ॵ͍Ն

ʹͳΓ·͠ ͨɻ·ͨɺϝΩγί෦Ͱ��	݄ʹਂࠁͳׯ͕ͭൃੜ͠ɺ ���	ສਓͷҿΈਫʹӨڹΛ

͠·͠΅ٴ ͨɻ

ɹϒϥδϧೆ౦෦Ͱ�݄ʹେӍͰ ���ਓҎ ʢ্ਤதᶎʣɺύΩελϯೆ෦Ͱ �ʙ �݄ʹଟӍʢਤதᶆʣ

Ͱ���ਓҎ্ɺϑΟϦϐϯͰ��݄ʹ෩ୈ ��߸ʢਤதᶅʣͷӨڹͰ����ਓҎ্͕ࢮ͢ΔͳͲɺ

֤Ͱؾൃ͕ࡂੜ͠·͠ ͨɻΠϯυγφౡͰӍقΛ௨ͯ͡Ӎ͕ଟ ɺ͘�ʙ��݄ʹߑਫ͕ൃੜʢ͠ਤ

தᶄʣɺλΠͰ���ਓҎ্ɺΧϯϘδΞͰ ���ਓҎ্ɺϕτφϜͰ��ਓҎ্͕ࢮ͠·͠ ͨɻ·ͨɺ

ΞϑϦΧ౦෦Ͱ�ʙ ͕ͭൃੜׯʹ݄� ʢ͠ਤதᶈʣɺ͜ͷ �� Ͱ࠷ѱͷׯͭͰ�ઍສਓҎ্͕Ө

͠·Λड͚ڹ ʢͨࡂͷهड़ɺถࡍࠃࠃ։ൃிւ֎ࡂԉॿہͱϧʔϕϯΧτϦοΫେֶࡂӸֶݚ

ػ࿈ࠃσʔλϕʔεʢ&.�%"5ʣࡂॴʢϕϧΪʔʣͷڀ ʢؔ0$)"ɺ*3*/ʣɺ֤ࠃͷؔػͷൃ

දʹ͍͍ͯͮج·͢ʣɻ

＊「大雨」は、異常多雨とはならなかったが、人的被害等の気象災害を発生させたものを指す。

平成23年（2011年）の世界の異常気象と気象災害
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○平均気温

ɹฏ �� ʢ����ʣͷੈքͷฏؾۉԹʢҬʹ͓͚ΔදۙͷؾԹͱւ໘ਫԹͷฏۉʣͷ

����ʙ ���� ฏۉΛج४ͱͨ͠ภ ʢࠩਤͷࢀরʣ����� ʢ̂�� ४ͱͨ͠ภࠩجΛۉฏلੈ

�����ˆʣͰɺ໌࣏ �� ʢ����ʣҎ߱ɺ�� ൪ʹ͍ߴͱͳΓ·͠ ͨɻੈքͷฏؾۉԹɺظ

తʹ��� ͨΓ ����ˆͷׂ߹Ͱ্ঢͯ͠ ͓Γɺಛʹ���� Ҏ߱ɺߴԹͱͳΔ͕සग़͠

͍ͯ· ɻ͢

ɹฏ �� ͷຊͷฏؾۉԹͷ����ʙ ���� ฏۉΛج४ͱ͠ ͨภࠩʴ���� ʢ̂�� Λۉฏلੈ

४ͱ͠ج ͨภࠩ�����ˆʣͰɺ໌࣏ ��ʢ���� ʣҎ߱ɺ��൪ʹ͍ߴͱͳΓ·͠ ͨɻຊͷ

ฏؾۉԹɺظతʹ��� ͨΓ ����ˆͷׂ߹Ͱ্ঢͯ͠ ͓Γɺಛʹ���� Ҏ߱ɺߴԹͱͳ

Δ͕සग़ͯ͠ ͍· ɻ͢

各年の偏差を黒の折線、5 年移動平均値を青の折線、長期変化傾向（トレンド）を赤の直線で示します。

（注）世界・日本の平均気温の算出方法

世界の平均気温は、世界各地で観測された陸域の気温と海面水温のデータをもとにしており、緯度 5度×経度 5度の格子ごとに平均値を算出し、これ

らを緯度ごとの面積の違いを考慮して世界全体で平均した値です。

日本の平均気温は、長期にわたって観測を継続し、都市化の影響が少ない国内の 17の気象観測所における気温の平均値です。

これらの平均気温は、いずれも1981～ 2010 年の 30 年平均値からの差で表しています。

世界の年平均気温偏差

日本の年平均気温偏差

第２部　最近の気象・地震・火山・地球環境の状況
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○海面水温

ɹฏ �� ʢ����ʣͷੈքͷฏۉւ໘ਫԹͷฏࠩ 	 ত �� ʢ����ʣʙฏ �� ʢ���� ʣ

·Ͱͷ�� ฏۉ͔Βͷࠩ 
�����ˆͰɺ౷ܭΛ։࣏໌ͨ࢝͠ �� ʢ����ʣҎ߱Ͱɺฏ ��

ʢ����ʣͱฒΜͰ��൪ʹ͍ߴͱͳΓ·͠ ͨɻੈքͷฏۉւ໘ਫԹɺ͔Βेʹٴ

Ϳؒ࣌εέʔϧͷւ༸ɾେؾͷมಈٿԹஆԽͷӨ͕ڹॏͳΓͳ͕ΒมԽͯ͠ ͍·͕͢ɺظతʹ

��� ͋ͨΓ����ˆͷׂ߹Ͱ্ঢͯ͠ ͓Γɺಛʹ���� ޙ͔ΒߴԹͱͳΔ͕සग़ͯ͠ ͍· ɻ͢

ɹฏ �� ʢ���� ʣՆʹൃੜͨ͠ϥχʔχϟݱɺฏ �� ʢ����ʣय़ʹऴଉ͠ɺଠฏ༸

ಓҬͷத෦͔Β౦෦ʹ͔͚ͯͷΤϧχʔχϣࢹւҬͷւ໘ਫԹɺՆʹج४ʹ͍ۙʹͳΓ·͠

ͨɻಉւҬͷւ໘ਫԹɺळʹ࠶ͼج४ΑΓ ͳ͘Γʢϥχʔχϟݱͷʣɺౙʹ͔͚ͯͦͷঢ়ଶ

͕ଓ͖·͠ ͨɻ

ɹຊۙւͰɺฏ �� ʢ����ʣͷલ

ʢ�݄͔Β�݄ʣͷւ໘ਫԹɺશൠʹฏΑ

Γ͍ঢ়ଶ͕ଓ͍͍ͯ·͠ ͨɻ͔͠͠ɺ�݄͔

Β�݄ʹͳΔͱฏΑΓ͍ւҬॖখͯ͠ɺ

ฏΑΓ͍ߴւҬ͕ΈΒΕΔΑ͏ʹͳΓ·͠ ͨɻ

ͦͷޙɺ�݄ʹຊͷ౦ͷւҬΛத৺ʹฏ

ΑΓߴ ͳ͘Γɺ��݄ʹຊւɺ౦γφւ

ຊͷೆͷւҬΛத৺ʹฏΑΓߴ ͳ͘ΔͳͲɺ�

݄͔Β��݄ʹ͔͚ͯͷւ໘ਫԹશൠʹฏ

ฒ͔ฏΑΓ͍ߴঢ়ଶͱͳΓ·͠ ͨɻ

世界の年平均海面水温

エルニーニョ監視海域の海面水温の変化

各年の平年差を黒の折線、5 年移動平均値を青の折線、長期変化

傾向（トレンド）を赤の直線で示します。

エルニーニョ監視海域（北緯 5度～南緯 5度、西経 150 度～西経 90 度：オレンジ色の範囲）における月平均海面水温の基準値との差（℃）の経年変

化を示しています。基準値はその年の前年までの30年間の月毎の平均値です。細線は月平均値、滑らかな太線は5か月移動平均値を示しており、エルニー

ニョ現象の発生期間は桃色、ラニーニャ現象の発生期間は水色の陰影が施してあります。

2001䚷䚷䚷2002䚷䚷䚷㻌200㻟䚷䚷䚷㻌200㻠䚷䚷䚷㻌200㻡䚷䚷䚷200㻢䚷䚷䚷㻌㻌2007䚷䚷䚷200㻤䚷䚷䚷㻌200㻥䚷䚷䚷㻌2010䚷䚷䚷2011䚷
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○オホーツク海の海氷

ɹΦϗʔπΫւͷւණҬ໘ੵ

ɺฏ �� ʢ���� ʣ��

݄͔Βฏ �� ʢ���� ʣ�

݄·ͰฏฒͰਪҠ͠·͠

ͨɻγʔζϯͷ࠷େւණҬ໘ੵ

������ ສฏํΩϩϝʔτϧͰ

ฏͷ ��ˋͰͨ͠ɻ

		ྲྀණͷຊͷۙظ࣌֓

ͶฏฒͰɺͷྲྀණॳʢւ

ॳͷ࠷ଌ͞Εͨ؍Βྲྀණ͕͔؛

ʣฏΑΓ�ૣ͍�݄��

ɺஓͷྲྀණॳฏΑΓ

��͍�݄��Ͱͨ͠ɻ·ͨɺ

ͷւ໌ ʢ͚ւණͷΊΔׂ

߹͕ � ׂҎԼʹͳΓધഫͷߤ

ॳͷʣ࠷Մʹͳ͕ͬͨߦ

ฏΑΓ�͍ �݄��Ͱɺ

ྲྀණऴʢւ͔؛Βྲྀණ͕؍ଌ

͞Εͨޙ࠷ͷʣฏΑΓ�

͍ �݄��Ͱͨ͠ɻͳ͓ɺ

۴࿏Ͱྲྀණ؍ଌ͞Ε·ͤΜ

Ͱͨ͠ɻ

ɹΦϗʔπΫւͷւණҬ໘ੵ

͝ͱʹେ͖͘มಈ͍ͯ͠·͢

͕ɺ࠷େւණҬ໘ੵত ��

ʢ����ʣͷ౷ܭ։࢝Ҏདྷɺ

؇͔ʹݮগͯ͠ ͓Γɺ�� 

ͨΓ���ສฏํΩϩϝʔτϧʢΦ

ϗʔπΫւͷશ໘ੵͷ���ˋʹ

૬ʣݮগͯ͠ ͍· ɻ͢
赤線は平年（1981～ 2010 年の平均）の 3月31日の分布

平成24年(2012年)3月31日（最も拡大した日）の海氷分布

第２部　最近の気象・地震・火山・地球環境の状況
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○日本およびその周辺の地震活動
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※「平成 23 年（2011年）東北地方太平洋沖地震」の活発な余震活動により非常に多くの地震が発生し、2011年３月～５月に

発生した地震観測データの解析処理が終了していないため、2011年 12 月時点で解析処理が済んだ地震の回数を掲載している。

「マグニチュード6.0以上」、「被害を伴った」、「震度４以上を観測した」、
「津波を観測した」のいずれかに該当する地震の震央分布（平成23年）

1��



第
二
部

第
二
部

「マグニチュード6.0以上」、「被害を伴った」、「震度４以上を観測した」、「津波を観測した」
のいずれかに該当する地震（平成23年）
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7� �3 1� �� 1� ⚟ᓥ┴Ἀ 37 11�� 141 ���� 4� ���
㸳ᙅ㸸⚟ᓥ┴ࠉᴍⴥ⏫⏣㸨ࠉなど㸯┴㸰ᆅⅬ
⥭ᛴᆅ㟈㏿ሗ㸦㆙ሗ㸧ࢆⓎ⾲

73 �3 1� �3 34
㛗㔝┴࣭᪂₲┴┴ቃ㏆
ͤ㸰

3� ���� 13� 34�� � 3�7
㸳ᙅ㸸㛗㔝┴ࠉᰤᮧಙ㸨
⥭ᛴᆅ㟈㏿ሗ㸦㆙ሗ㸧ࢆⓎ⾲

74 �3 13 �7 1� ⚟ᓥ┴Ἀ 37 3��3 14� 3�� � ��1 㸱㸸ᐑᇛ┴ࠉⓏ⡿ᕷ㏕⏫㸨ࠉなど㸳┴��ᆅⅬ

7� �3 13 �� �4 ᐑᇛ┴Ἀ 3� ��7 141 ���� 1� ���
㸳ᙅ㸸ᐑᇛ┴ࠉⓏ⡿ᕷ㏕⏫㸨
⥭ᛴᆅ㟈㏿ሗ㸦㆙ሗ㸧ࢆⓎ⾲

7� �3 13 1� �� Ⲉᇛ┴Ἀ 3� 4��� 141 ���3 11 ���
㸲㸸༓ⴥ┴ࠉ㖯Ꮚᕷⱝᐑ⏫㸨ࠉなど㸰┴㸵ᆅⅬ
⥭ᛴᆅ㟈㏿ሗ㸦㆙ሗ㸧ࢆⓎ⾲

77 �3 13 11 �3 Ⲉᇛ┴Ἀ 3� ���� 141 �4�7 �3 ��� 㸰㸸⚟ᓥ┴ࠉ⊦ⱑ௦⏫༓௦⏣㸨ࠉなど㸱┴㸷ᆅⅬ
7� �3 13 �� 37 ⚟ᓥ┴Ἀ 37 �3�7 14� ���� � ��1 㸱㸸ᐑᇛ┴ ྡྲྀᕷቑ⏣㸨ࠉなど㸱┴33ᆅⅬ

7� �3 14 1� �� Ⲉᇛ┴Ἀ 3� �7�� 141 7�� 3� ���
㸳ᙅ㸸Ⲉᇛ┴ࠉ㖝⏣ᕷᙜ㛫㸨ࠉなど㸯┴㸰ᆅⅬ
⥭ᛴᆅ㟈㏿ሗ㸦㆙ሗ㸧ࢆⓎ⾲

�� �3 14 1� 1� ᐑᇛ┴Ἀ 37 4��� 14� 3��� 7 ��� 㸲㸸ᐑᇛ┴ࠉⓏ⡿ᕷ㏕⏫㸨

�1 �3 1� 1� 4� ⚟ᓥ┴Ἀ 37 �3�3 14� 1��� 7 ��3 㸱㸸ᐑᇛ┴ Ⓩ⡿ᕷ㏕⏫㸨ࠉなど㸰┴㸱ᆅⅬ
�� �3 1� �� �7 ⚟ᓥ┴Ἀ 37 3��� 14� 17�� 1� ��� 㸲㸸⚟ᓥ┴ࠉ⏣ᮧᕷ㉺⏫㸨ࠉなど㸰┴1�ᆅⅬ

�3 �3 1� �� 31 㟼ᒸ┴ᮾ㒊 3� 1��� 13� 4��� 14 ��4
㸴ᙉ㸸㟼ᒸ┴ࠉᐩኈᐑᕷ㔝୰㸨ࠉなど㸯┴㸰ᆅⅬ
⥭ᛴᆅ㟈㏿ሗ㸦㆙ሗ㸧ࢆⓎ⾲
被害㸸負傷者㸰人、㍍傷者4�人、ఫᐙ୍㒊◚ᦆ��1棟

�4 �3 1� �� �3 ୕㝣Ἀ 4� ���� 143 ���4 1� ��3 㸱㸸ᒾᡭ┴ࠉ┒ᒸ⋢ᒣ༊⸭ᕝ㸨ࠉなど㸰┴1�ᆅⅬ

�� �3 1� 1� �� ༓ⴥ┴ᮾ᪉Ἀ 3� ���� 14� �4�3 1� ��1
㸳ᙅ㸸༓ⴥ┴ࠉ㖯Ꮚᕷᕝཱྀ⏫ࠉなど㸰┴㸰ᆅⅬ
⥭ᛴᆅ㟈㏿ሗ㸦㆙ሗ㸧ࢆⓎ⾲

�� �3 17 13 13 ᒾᡭ┴Ἀ 4� 7�� 14� �4�� 31 ��� 㸲㸸ᒾᡭ┴ࠉ┒ᒸ⋢ᒣ༊⸭ᕝ㸨ࠉなど㸰┴㸱ᆅⅬ
�7 �3 1� 1� �� ୕㝣Ἀ 3� 3��� 143 ���� 13 ��1 㸰㸸ᐑᇛ┴ࠉⓏ⡿ᕷ▼㉺⏫㸨

�� �3 1� 1� �� Ⲉᇛ┴㒊 3� 47�� 14� 34�� � ��1
㸳ᙉ㸸Ⲉᇛ┴ࠉ᪥❧ᕷຓᕝᑠᏛᰯ㸨ࠉなど㸯┴㸰ᆅⅬ
⥭ᛴᆅ㟈㏿ሗ㸦㆙ሗ㸧ࢆⓎ⾲

�� �3 �� 1� 1� ⚟ᓥ┴Ἀ 37 ��1 144 14�� �� ��7 㸲㸸༓ⴥ┴ࠉᶓⰪග⏫ᐑᕝ㸨ࠉなど㸯┴㸳ᆅⅬ
�� �3 �� 1� 1� ⚟ᓥ┴Ἀ 37 1��� 141 �4�� 43 ��4 㸲㸸⚟ᓥ┴ࠉⴥ⏫᪂ᒣ㸨ࠉなど㸱┴3�ᆅⅬ
�1 �3 �� 1� 44 ୕㝣Ἀ 3� ���1 143 3��� � ��� 㸲㸸ᐑᇛ┴ࠉⓏ⡿ᕷ▼㉺⏫㸨
�� �3 �� �� �� Ⲉᇛ┴Ἀ 3� �1�� 141 4��� �� ��� 㸱㸸Ⲉᇛ┴ࠉ⚄ᰨᕷ⁁ཱྀ㸨ࠉなど㸰┴��ᆅⅬ

�3 �3 �3 �7 1� ⚟ᓥ┴㏻ࡾ 37 ��� 14� 47�� � ���
㸳ᙉ㸸⚟ᓥ┴ࡁࢃ࠸ࠉᕷ୕⏫
⥭ᛴᆅ㟈㏿ሗ㸦㆙ሗ㸧ࢆⓎ⾲

�4 �3 �3 �7 34 ⚟ᓥ┴㏻ࡾ 37 ��� 14� 47�7 7 ��� 㸳ᙉ㸸⚟ᓥ┴ࡁࢃ࠸ࠉᕷ୕⏫

�� �3 �3 �7 3� ⚟ᓥ┴㏻ࡾ 37 3�� 14� 4��� 7 ���
㸳ᙅ㸸⚟ᓥ┴ࡁࢃ࠸ࠉᕷ୕⏫ࠉなど㸰┴㸰ᆅⅬ
⥭ᛴᆅ㟈㏿ሗ㸦㆙ሗ㸧ࢆⓎ⾲

�� �3 �3 1� �� ⚟ᓥ┴㏻ࡾ 37 ��� 14� 4��� � 4�7 㸳ᙉ㸸⚟ᓥ┴ࡁࢃ࠸ࠉᕷ୕⏫
�7 �3 �4 �� �� Ⲉᇛ┴༡㒊 3� 1��� 14� ��� �� 4�� 㸳ᙅ㸸Ⲉᇛ┴ࠉ㖝⏣ᕷᙜ㛫㸨
�� �3 �4 17 �� ᒾᡭ┴Ἀ 3� 4�� 14� �1�4 34 ��� 㸳ᙅ㸸ᐑᇛ┴ࠉ▼ᕳᕷ᱈⏕⏫㸨

�� �3 �� �� 3� ᐑᇛ┴Ἀ 3� 43�7 14� ��4 4� ��3
㸲㸸ᐑᇛ┴ࠉ㔩▼ᕷ୰ጔ⏫㸨ࠉなど㸰┴1�ᆅⅬ
⥭ᛴᆅ㟈㏿ሗ㸦㆙ሗ㸧ࢆⓎ⾲

1�� �3 �� �7 �3 ᐑᇛ┴Ἀ 3� �3�� 14� ���7 3� ���
㸳ᙅ㸸ᐑᇛ┴ࠉ▼ᕳᕷ᱈⏕⏫㸨
⥭ᛴᆅ㟈㏿ሗ㸦㆙ሗ㸧ࢆⓎ⾲
ὠἼὀពሗࢆⓎ⾲

1�1 �3 �� 1� �4 ⚟ᓥ┴Ἀ 37 �4�� 14� ���1 13 ��� 㸲㸸ᐑᇛ┴ࠉ▼ᕳᕷ᱈⏕⏫㸨ࠉなど㸰┴㸳ᆅⅬ
1�� �3 3� 14 �� 㛵ᮾᮾ᪉Ἀ 3� 7�4 14� ���� �� ��3 㸯㸸⚟ᓥ┴ࡁࢃ࠸ࠉᕷᑠྡࠉなど㸴┴1�ᆅⅬ
1�3 �3 31 1� 1� ᐑᇛ┴Ἀ 3� ���3 14� ��� 47 ��1 㸳ᙅ㸸ᒾᡭ┴ࠉⰼᕳᕷ㏕⏫

1�4 �4 �1 1� 4� ⛅⏣┴ෆ㝣㒊 4� 1��4 14� �1�� 1� ���
㸳ᙉ㸸⛅⏣┴ࠉ⯓ᕷ᪩ཱྀ㸨
⥭ᛴᆅ㟈㏿ሗ㸦㆙ሗ㸧ࢆⓎ⾲
被害㸸負傷者㸯人など

1�� �4 �1 �� �7 ᒾᡭ┴Ἀ 3� ���1 14� ��� 4� ��� 㸲㸸ᒾᡭ┴୍ࠉ㛵ᕷ༓ཕ⏫㸨ࠉなど㸱┴17ᆅⅬ
1�� �4 �� 1� �� Ⲉᇛ┴༡㒊 3� 1��4 13� �7�7 �4 ��� 㸳ᙅ㸸Ⲉᇛ┴ࠉ㖝⏣ᕷᙜ㛫㸨

1�7 �4 �7 �3 3� ᐑᇛ┴Ἀ 3� 1��� 141 ���� �� 7��

㸴ᙉ㸸ᐑᇛ┴ࠉᰩཎᕷ⠏㤋㸨ࠉなど㸯┴㸱ᆅⅬ
⥭ᛴᆅ㟈㏿ሗ㸦㆙ሗ㸧ࢆⓎ⾲
ὠἼ㆙ሗ㸦ὠἼ㸧ࢆᐑᇛ┴、ὠἼὀពሗࢆ㟷᳃┴ኴᖹὒἢ
ᓊ、ᒾᡭ┴、⚟ᓥ┴、Ⲉᇛ┴࡚ࡅⓎ⾲
被害㸸死者㸲人、負傷者���人など

1�� �4 �� 1� 4� ᐑᇛ┴Ἀ 3� 14�� 141 4��� �� ��4 㸳ᙅ㸸ᐑᇛ┴ࠉᓮᕷ⏣ᑼ㸨

1�� �4 11 17 1� ⚟ᓥ┴㏻ࡾ 3� ���7 14� 4��3 � 7��

㸴ᙅ㸸⚟ᓥ┴ࡁࢃ࠸ࠉᕷ㘊⏫㸨ࠉなど㸰┴㸲ᆅⅬ
⥭ᛴᆅ㟈㏿ሗ㸦㆙ሗ㸧ࢆⓎ⾲
ὠἼ㆙ሗ㸦ὠἼ㸧ࢆⲈᇛ┴、ὠἼὀពሗࢆᐑᇛ┴、⚟ᓥ
┴、༓ⴥ┴༑㔛࣭እᡣⓎ⾲
被害㸸死者㸲人、負傷者1�人など

11� �4 11 17 �� ⚟ᓥ┴୰㏻ࡾ 37 3�7 14� 37�3 � ��4
㸳ᙅ㸸⚟ᓥ┴ྂࠉẊ⏫ᯇᕝ㸨
⥭ᛴᆅ㟈㏿ሗ㸦㆙ሗ㸧ࢆⓎ⾲

111 �4 11 �� 4� ⚟ᓥ┴㏻ࡾ 3� �7�� 14� 3��� 11 ���
㸳ᙅ㸸⚟ᓥ┴ྂࠉẊ⏫ᯇᕝ㸨ࠉなど㸯┴㸱ᆅⅬ
⥭ᛴᆅ㟈㏿ሗ㸦㆙ሗ㸧ࢆⓎ⾲

11� �4 1� �7 ��
㛗㔝┴࣭᪂₲┴┴ቃ㏆
ͤ㸱

3� 4��1 13� 3��3 � ��� 㸳ᙅ㸸㛗㔝┴ࠉᰤᮧಙ㸨、ᮌᓥᖹᮧ 㒓㸨

113 �4 1� �� �� ༓ⴥ┴ᮾ᪉Ἀ 3� ���� 14� ���� �� ��4
㸳ᙅ㸸༓ⴥ┴ࠉ᪫ᕷ༡ᇼஅෆ㸨ࠉなど㸯┴㸱ᆅⅬ
⥭ᛴᆅ㟈㏿ሗ㸦㆙ሗ㸧ࢆⓎ⾲

114 �4 1� 14 �7 ⚟ᓥ┴୰㏻ࡾ 37 3�1 14� 3��� 1� ��4
㸴ᙅ㸸⚟ᓥ┴ࡁࢃ࠸ࠉᕷ୕⏫ࠉなど㸰┴㸱ᆅⅬ
⥭ᛴᆅ㟈㏿ሗ㸦㆙ሗ㸧ࢆⓎ⾲
被害㸸負傷者㸯人など

11� �4 13 1� �7 ⚟ᓥ┴㏻ࡾ 3� �4�� 14� 4��4 � ��7
㸳ᙅ㸸Ⲉᇛ┴ࠉⲈᇛᕷ☾ཎ⏫㸨
⥭ᛴᆅ㟈㏿ሗ㸦㆙ሗ㸧ࢆⓎ⾲

11� �4 14 �4 �7 ୕㝣Ἀ 3� 3��� 143 4��� � ��3 㸱㸸ᐑᇛ┴ ᰩཎᕷ㔠ᡂ㸨ࠉなど㸲┴1�ᆅⅬ
117 �4 14 1� �� 㛵ᮾᮾ᪉Ἀ 3� 31�� 14� �7�� �� ��� 㸯㸸ᇸ⋢┴ࠉ᪥㒊ᕷ㇂ཎ᪂⏣㸨ࠉなど㸱┴㸴ᆅⅬ

11� �4 1� 11 1� Ⲉᇛ┴༡㒊 3� ���4 13� ���7 7� ���
㸳ᙉ㸸Ⲉᇛ┴ࠉ㖝⏣ᕷᙜ㛫㸨
⥭ᛴᆅ㟈㏿ሗ㸦㆙ሗ㸧ࢆⓎ⾲
被害㸸負傷者㸴人など

11� �4 17 �� �� ᪂₲┴୰㉺ᆅ᪉ 37 1�3 13� 41�3 � 4��
㸳ᙅ㸸᪂₲┴ࠉὠ༡⏫ୗ⯪Ώ㸨
被害㸸建物୍㒊◚ᦆなど

1��
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部
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1�� �4 1� �4 14 ⛅⏣┴ෆ㝣༡㒊 3� 3��1 14� �3�� � 4��
㸳ᙅ㸸⛅⏣┴ࠉᕷส㔝㸨
⥭ᛴᆅ㟈㏿ሗ㸦㆙ሗ㸧ࢆⓎ⾲
被害㸸建物୍㒊◚ᦆなど

1�1 �4 �1 1� �4 ୕㝣Ἀ 4� 1��� 143 3��� 11 ��� 㸰㸸ᐑᇛ┴ࠉᰩཎᕷ㔠ᡂ㸨ࠉなど㸱┴㸶ᆅⅬ

1�� �4 �1 �� 37 ༓ⴥ┴ᮾ᪉Ἀ 3� 4��� 14� 41�1 4� ���
㸳ᙅ㸸༓ⴥ┴ࠉ᪫ᕷ༡ᇼஅෆ㸨
⥭ᛴᆅ㟈㏿ሗ㸦㆙ሗ㸧ࢆⓎ⾲

1�3 �4 �3 �� �� ⚟ᓥ┴Ἀ 37 1��1 141 11�� �1 ��4 㸳ᙅ㸸⚟ᓥ┴ࠉ⚟ᓥᗈ㔝⏫ୗ㏕㇂ᆅཎ㸨
1�4 �4 �3 1� 1� ୕㝣Ἀ 3� 7�� 143 ��� 3� ��1 㸱㸸ᐑᇛ┴ࠉᰩཎᕷ㔠ᡂ㸨ࠉなど㸱┴41ᆅⅬ
1�� �� �� �3 �� ୕㝣Ἀ 3� 1��7 144 7�1 4� ��1 㸱㸸ᐑᇛ┴ࠉᮾᯇᓥᕷ▮ᮏ㸨、ᯇᓥ⏫㧗ᇛ
1�� �� �� �� �4 ⚟ᓥ┴㏻ࡾ 37 ��� 14� 4��� � ��� 㸳ᙅ㸸⚟ᓥ┴ࡁࢃ࠸ࠉᕷ୕⏫
1�7 �� �� �� 3� ⚟ᓥ┴㏻ࡾ 37 ��7 14� 4��� 7 ��� 㸳ᙅ㸸⚟ᓥ┴ࡁࢃ࠸ࠉᕷ୕⏫

1�� �� �� 11 33 ᪂₲┴୰㉺ᆅ᪉ 37 1�� 13� 4��3 � 4�7
㸳ᙉ�᪂₲┴ࠉ༑᪥⏫ᕷ上ᒣ㸨
被害㸸建物ࡢෆቨ㞳㸱௳

1�� �� �3 �� �� ⚟ᓥ┴Ἀ 37 1��1 143 4��� �7 ��1 㸱㸸⚟ᓥ┴ࠉ⚟ᓥᕷᯇᮌ⏫ࠉなど㸯┴㸱ᆅⅬ

13� �� �4 �1 �� ⚟ᓥ┴Ἀ 3� ���4 141 1��� 3� ���
㸳ᙅ㸸⚟ᓥ┴ࡁࢃ࠸ࠉᕷ୕⏫
⥭ᛴᆅ㟈㏿ሗ㸦㆙ሗ㸧ࢆⓎ⾲

131 �� 14 �� �� ୕㝣Ἀ 37 4��7 143 34�� �� ��� 㸱㸸ᐑᇛ┴ࠉ▼ᕳᕷ᱈⏕⏫㸨
13� �� 1� �� 31 ⚟ᓥ┴Ἀ 37 37�� 141 4��� �� ��� 㸲㸸⚟ᓥ┴ࠉ༡┦㤿ᕷ㮵ᓥ༊㸨ࠉなど㸰┴㸷ᆅⅬ

133 �� �3 �� �� ᒾᡭ┴Ἀ 3� ���� 14� 3��4 3� ���
㸳ᙅ㸸㟷᳃┴ࠉ㝵上⏫㐨㸨ࠉなど㸰┴㸲ᆅⅬ
⥭ᛴᆅ㟈㏿ሗ㸦㆙ሗ㸧ࢆⓎ⾲、ὠἼὀពሗࢆᒾᡭ┴Ⓨ⾲
被害㸸ఫᐙ୍㒊◚ᦆ㸯棟➼

134 �� 3� �� 1� 㛗㔝┴୰㒊 3� 11�3 137 �7�� 4 ��4

㸳ᙉ㸸㛗㔝┴ࠉᯇᮏᕷࡢෆ㸨
⥭ᛴᆅ㟈㏿ሗ㸦㆙ሗ㸧ࢆⓎ⾲
被害㸸死者㸯人、負傷者17人、ఫᐙ༙ቯ1�棟、ఫᐙ୍㒊◚ᦆ
��1��棟など

13� �7 �� 1� 1� ḷᒣ┴㒊 33 ���4 13� 14�� 7 ���
㸳ᙉ㸸ḷᒣ┴ࠉḷᒣᗈᕝ⏫ᗈ㸨、᪥㧗ᕝ⏫㧗ὠᑿ㸨
⥭ᛴᆅ㟈㏿ሗ㸦㆙ሗ㸧ࢆⓎ⾲
被害㸸ఫᐙ୍㒊◚ᦆ��1棟など

13� �7 1� �� �7 ୕㝣Ἀ 3� 1�� 143 3��4 34 7�3
㸲㸸ᐑᇛ┴ࠉ▼ᕳᕷ᱈⏕⏫㸨ࠉなど㸱┴1�ᆅⅬ
ὠἼὀពሗࢆᒾᡭ┴、ᐑᇛ┴、⚟ᓥ┴Ⓨ⾲
ὠἼ㸸ᒾᡭ┴、ᐑᇛ┴、⚟ᓥ┴࡛ὠἼࢆほ 

137 �7 1� �1 �1 Ⲉᇛ┴༡㒊 3� ��� 14� ��� �� ��4 㸳ᙅ㸸ᰣᮌ┴ࠉ┿ᒸᕷ▼ᓥ㸨

13� �7 �3 13 34 ᐑᇛ┴Ἀ 3� ���4 14� ��4 47 ��4
㸳ᙉ㸸ᒾᡭ┴ࠉ㐲㔝ᕷᯇᓮ⏫㸨
⥭ᛴᆅ㟈㏿ሗ㸦㆙ሗ㸧ࢆⓎ⾲
被害㸸ఫᐙ୍㒊◚ᦆ㸰棟、㠀ఫᐙ୍㒊◚ᦆ㸴棟など

13� �7 �� �3 �1 ⚟ᓥ┴Ἀ 37 4��� 141 37�� 4� ��3
㸳ᙅ㸸⚟ᓥ┴ࠉᴍⴥ⏫⏣㸨ࠉなど㸰┴㸲ᆅⅬ
⥭ᛴᆅ㟈㏿ሗ㸦㆙ሗ㸧ࢆⓎ⾲

14� �7 31 �3 �3 ⚟ᓥ┴Ἀ 3� �4�1 141 13�� �7 ���
㸳ᙉ㸸⚟ᓥ┴ࠉᴍⴥ⏫⏣㸨、ᕝෆᮧ上ᕝෆ᪩Ώ㸨
⥭ᛴᆅ㟈㏿ሗ㸦㆙ሗ㸧ࢆⓎ⾲
被害㸸負傷者�11人

141 �� �1 �3 �� 㥴Ἑ‴ 34 4��� 13� 3��� �3 ���
㸳ᙅ㸸㟼ᒸ┴ࠉ↝ὠᕷᮏ⏫㸨ࠉなど㸯┴㸱ᆅⅬ
⥭ᛴᆅ㟈㏿ሗ㸦㆙ሗ㸧ࢆⓎ⾲
被害㸸負傷者13人、ఫᏯ➼୍㒊ᦆቯ1�棟など

14� �� 1� �3 �� ⚟ᓥ┴Ἀ 3� ���1 141 ��� �� ��1
㸳ᙅ㸸⚟ᓥ┴ࠉᕝෆᮧ上ᕝෆ᪩Ώ㸨、ᐩᒸ⏫ᮏᒸ㸨
⥭ᛴᆅ㟈㏿ሗ㸦㆙ሗ㸧ࢆⓎ⾲

143 �� 17 �� 44 㛵ᮾᮾ᪉Ἀ 3� 4��1 143 4��� �� ��� 㸰㸸⚟ᓥ┴ࠉ⏣ᮧᕷ㉺⏫㸨ࠉなど㸴┴71ᆅⅬ

144 �� 1� 14 3� ⚟ᓥ┴Ἀ 37 3��� 141 47�� �1 ���

㸳ᙅ㸸⚟ᓥ┴ࠉᴍⴥ⏫⏣㸨ࠉなど㸰┴㸷ᆅⅬ
⥭ᛴᆅ㟈㏿ሗ㸦㆙ሗ㸧ࢆⓎ⾲
ὠἼὀពሗࢆᐑᇛ┴、⚟ᓥ┴Ⓨ⾲
被害㸸負傷者㸰人

14� �� �� �� �3 Ⲉᇛ┴Ἀ 3� ��4 141 ���� 34 ��1 㸱㸸Ⲉᇛ┴ࠉ⚄ᰨᕷ⁁ཱྀ㸨ࠉなど㸰┴㸲ᆅⅬ

14� �� �7 �� �� ᪥㧗ᨭᗇ୰㒊ͤࠉ㸲 4� 1��� 14� 3��3 1� ��1
㸳ᙉ㸸ᾏ㐨ࠉ᪂ࡔࡦ⏫୕▼᪫⏫㸨
被害㸸ఫᐙ୍㒊◚ᦆ㸯棟

147 �� 1� 17 �� Ⲉᇛ┴Ἀ 3� 1��3 141 ���� �1 ��3 㸲㸸Ⲉᇛ┴ࠉỈᡞᕷෆཎ⏫㸨ࠉなど㸯┴㸱ᆅⅬ
14� �� 17 �4 �� ᒾᡭ┴Ἀ 4� 1��� 143 ��1 7 ��� 㸲㸸ᒾᡭ┴ࠉ┒ᒸᕷ⋢ᒣ༊⸈ᕝ㸨
14� �� 17 �� �� ୕㝣Ἀ 4� 14�� 143 1��7 4 ��1 㸱㸸ᒾᡭ┴ࠉ┒ᒸᕷ⋢ᒣ༊⸈ᕝ㸨ࠉなど㸯㐨㸱┴1�ᆅⅬ

1�� �� �1 �� 3� Ⲉᇛ┴㒊 3� 44�� 14� 34�� � ���
㸳ᙅ㸸Ⲉᇛ┴ࠉ᪥❧ᕷ༑⋤⏫㒊㸨
⥭ᛴᆅ㟈㏿ሗ㸦㆙ሗ㸧ࢆⓎ⾲

1�1 �� �� 1� �� ⚟ᓥ┴㏻ͤࠉࡾ㸳 37 7�� 14� ���1 � ��4
㸳ᙉ㸸⚟ᓥ┴ࡁࢃ࠸ࠉᕷ୕⏫
⥭ᛴᆅ㟈㏿ሗ㸦㆙ሗ㸧ࢆⓎ⾲

1�� 1� �� �3 33 ⇃ᮏ┴⇃ᮏᆅ᪉ 3� �4�� 13� �1�� 1� 4��
㸳ᙉ㸸⇃ᮏ┴ࠉ⳥ụᕷ᪫ᚿ㸨
被害㸸ఫᐙ୍㒊◚ᦆ1�棟

1�3 1� �1 17 �� 上ᕝᨭᗇ୰㒊 43 47�� 14� 3��1 1�� ��3 㸱㸸㟷᳃┴ࠉ㝵上⏫㐨㸨ࠉなど㸰┴㸲ᆅⅬ
1�4 11 �� 11 �� Ἀ⦖ᮏᓥすἈ �7 17�� 1�� 44�3 �17 7�� 㸲㸸Ἀ⦖┴ࠉඵ㔜℩⏫ᮾ㢼ᖹ㸨ࠉなど㸯┴1�ᆅⅬ

1�� 11 �� 1� �3 Ⲉᇛ┴㒊 3� 4��� 14� 3��� � ��3
㸳ᙉ㸸Ⲉᇛ┴ࠉ᪥❧ᕷ༑⋤⏫㒊㸨
被害㸸㍍傷者㸯人

1�� 11 �1 1� 1� ᗈᓥ┴㒊 34 ���3 13� �3�� 1� ��4
㸳ᙅ㸸ᗈᓥ┴ࠉᗈᓥ୕ḟᕷྩ⏣⏫㸨
⥭ᛴᆅ㟈㏿ሗ㸦㆙ሗ㸧ࢆⓎ⾲
被害㸸負傷者㸰人など

1�7 11 �4 �4 �4 ⚟ᓥ┴Ἀ 37 1��� 141 3��7 4� ��1 㸲㸸⚟ᓥ┴ࠉᴍⴥ⏫⏣㸨ࠉなど㸰┴㸴ᆅⅬ

1�� 11 �4 1� �� ᾆἙἈ 41 4��� 14� �3�� 43 ���
㸳ᙅ㸸ᾏ㐨ࠉᾆἙ⏫₻ぢ
⥭ᛴᆅ㟈㏿ሗ㸦㆙ሗ㸧ࢆⓎ⾲
被害㸸ᵝఝ⏫、3ࡢ⏫ࡶࡾ࠼����ୡᖏ࡛㟁など

1�� 11 �� �4 3� ᗈᓥ┴㒊 34 ���� 13� �3�� 1� 4�7
㸲㸸ᗈᓥ┴୕ࠉḟᕷ୕ḟ⏫㸨ࠉなど㸰┴㸳ᆅⅬ
被害㸸ఫᐙ୍㒊ᦆቯ㸯棟など

1�� 1� 14 13 �1 ᒱ㜧┴⨾⃰ᮾ㒊 3� �1�3 137 14�� 4� ��1
㸲㸸㛗㔝┴ࠉᮌᮧᙺሙ㸨ࠉなど㸲┴1�ᆅⅬ
被害㸸㔜傷者1人など㸦ᒱ㜧┴ࡿࡼ㸧

（注1）震央地名に※1～6印を付した地震については、情報発表で以下の震央地名を用いた。

※1　和歌山県南部

※ 2　新潟県中越地方

※3　長野県北部

※4　浦河沖

※5　福島県沖

（注2） 震源要素は再調査後、修正することがある。

（注3）最大震度の観測点名にある＊印は地方公共団体もしくは独立行政法人防災科学技術研究所の震度観測点の情報である。被害の報告は

総務省消防庁による。3月12日の長野県・新潟県県境付近の地震の被害は新潟県および長野県、3月15日の静岡県東部の地震および8月１日の駿

河湾の地震の被害は静岡県、4月1日と４月19日の秋田県内陸南部の地震の被害は秋田県、4月27日の新潟県中越地方の地震の被害は新潟県、6

月30日の長野県中部の地震は長野県、10月５日の熊本県熊本地方の地震の被害は熊本県、11月21日と11月25日の広島県北部の地震の被害は広

島県、11月24日の浦河沖の地震の被害は北海道、12月14日の岐阜県美濃東部の地震の被害は岐阜県による。

第２部　最近の気象・地震・火山・地球環境の状況

1��



第
二
部

第
二
部

○世界の地震活動
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マグニチュード7.0以上または死者を伴った地震（世界）（平成23年）

・震源要素、被害状況等は、１月1日～ 8月19日は米国地質調査所 (USGS) 発表の PRELIMINARY DETERMINATION OF EPICENTERS (PDE) 

に、8月20日～12 月 31日は同所発表のQUICK EPICENTER DETERMINATIONS(QED) による（平成 24 年１月10日現在）。

・mbは実体波マグニチュードである。Ｐ波、Ｓ波など、地球の内部を伝わる波の振幅などから計算する。表面波が発生しにくい深い地震でも計算できる。

・Msは表面波マグニチュードである。地球の表面に沿って伝わる波（表面波）の振幅などから計算する。表面波はＰ波やＳ波に比べて減衰が少なく、

規模の大きな地震に適している。

・Mwはモーメントマグニチュードである。地震により地下の岩盤がずれ動いた規模から計算する。計算に時間がかかるが地震の規模を正確に表すこと

ができる。

・11月10日に発生したトルコの地震の被害はトルコ政府の発表による（平成 23 年 11月13日現在）。

・日本やその周辺で発生した上記の条件を満たす地震も含む。マグニチュードは気象庁（Ms 及び Mwの欄に括弧を付して記載）、被害状況は総務省消

防庁による（平成 24 年１月13日現在）。（気象庁、消防庁および自治体によるデータは、網掛けで記載）

㟈※䠄᪥ᮏ㛫䠅

䚷᭶䚷᪥䚷䚷ศ䚷 mb Ms Mw

1 01᭶01᪥1㻤㻡㻢ศ 㻢㻚㻤 7㻚0 䜰䝹䝊䞁䝏䞁䚸䝃䞁䝔䜱䜰䝂䝕䝹䜶䝇䝔䝻ᕞ
2 01᭶0㻟᪥0㻡20ศ 㻢㻚㻢 7㻚1 (7㻚2) 䝏䝸୰㒊ἢᓊ
㻟 01᭶1㻠᪥011㻢ศ 㻢㻚㻢 7㻚1 (7㻚0) 䝻䞊䝲䝸䝔䜱䞊ㅖᓥ

㻠 01᭶1㻥᪥0㻡2㻟ศ 㻢㻚7 (7㻚2) 䝟䜻䝇䝍䞁༡す㒊
Ṛ⪅䠏ே䚸㈇യ⪅」ᩘ䚸
ఫᐙ⿕ᐖ200Ჷ௨ୖ

㻡 02᭶0㻠᪥22㻡㻟ศ 㻢㻚㻠 㻢㻚㻟 䝭䝱䞁䝬䞊䠋䜲䞁䝗ᅜቃ Ṛ⪅䠍ே䚸ᘓ≀⿕ᐖ」ᩘ

㻢 02᭶22᪥0㻤㻡1ศ 㻢㻚1 㻢㻚㻟 㻢㻚1 䝙䝳䞊䝆䞊䝷䞁䝗䚸༡ᓥ
Ṛ⪅1㻤1ே௨ୖ䚸㈇യ⪅1㻘㻡00ே௨ୖ䚸ᘓ≀
⿕ᐖ100㻘000Ჷ௨ୖ䛺䛹

7 䛹䛺Ჷ䠍ᦆ◚㒊୍ᐙఫ䚸ே䠎⪅യ㍍Ἀ㝣୕)㻟㻚7()㻟㻚7(㻠㻚㻢ศ㻡㻠11᪥㻥0᭶㻟0
㻤 0㻟᭶10᪥1㻟㻡㻤ศ 㻡㻚㻠 㻡㻚㻟 㻡㻚㻡 䝭䝱䞁䝬䞊䠋୰ᅜᅜቃ Ṛ⪅2㻡ே䚸㈇യ⪅2㻡0ே䚸ఫᐙ⿕ᐖ1㻘0㻟㻥Ჷ

㻥 0㻟᭶11᪥1㻠㻠㻢ศ 7㻚2 (㻤㻚㻠) (㻥㻚0) ୕㝣Ἀ

10 0㻟᭶11᪥1㻡0㻤ศ 㻢㻚7 (7㻚㻠) (7㻚㻠) ᒾᡭ┴Ἀ
11 0㻟᭶11᪥1㻡1㻡ศ 㻢㻚㻤 (7㻚㻢) (7㻚7) Ⲉᇛ┴Ἀ
12 0㻟᭶11᪥1㻡2㻡ศ 7㻚1 (7㻚㻡) (7㻚㻡) ୕㝣Ἀ

1㻟 0㻟᭶12᪥0㻟㻡㻥ศ 㻢㻚1 (㻢㻚7) (㻢㻚㻟) 㛗㔝┴㒊
Ṛ⪅䠏ே䚸㔜യ⪅1ே䚸㍍യ⪅㻡㻢ே䚸ఫᐙ
ቯ7㻟Ჷ䚸༙ቯ㻠2㻢Ჷ䚸୍㒊ᦆቯ2㻘㻡㻢㻥Ჷ䛺䛹

1㻠 0㻟᭶2㻠᪥22㻡㻡ศ 㻢㻚㻟 7㻚1 (㻢㻚㻤) 䝭䝱䞁䝬䞊
死者74人以上、負傷者111人以上、建物被
害413棟以上など

1㻡 䛹䛺ே㻢㻥2⪅യ㈇䚸ே䠐⪅ṚἈ┴ᇛᐑ)1㻚7()2㻚7(㻥㻚㻢ศ2㻟㻟2᪥70᭶㻠0
1㻢 䛹䛺ே01⪅യ㈇䚸ே䠐⪅Ṛ䜚㏻┴ᓥ⚟)7㻚㻢()0㻚7(㻠㻚㻢ศ㻢171᪥11᭶㻠0

17 ᩘከ⪅യ㈇䚸ୖ௨ே01⪅Ṛ䞁䜲䝨䝇1㻚㻡㻟㻚㻡ศ7㻠10᪥21᭶㻡0

1㻤 0㻢᭶2㻠᪥120㻥ศ 㻢㻚㻥 (7㻚2) 䜰䝸䝳䞊䝅䝱䞁ิᓥ䝣䜷䝑䜽䝇ㅖᓥ
䝣䜷䝑䜽䝇ㅖᓥ䚸䜰䞁䝗䝸䜰䝜䝣ㅖᓥ䛺䛹䛷ᑠ
䛥䛺ὠἼ䜢ほ 

1㻥 0㻢᭶㻟0᪥0㻤1㻢ศ 㻠㻚㻥 (㻡㻚㻠) (㻡㻚0) 㛗㔝┴୰㒊
Ṛ⪅䠍ே䚸㈇യ⪅17ே䚸ఫᐙ༙ቯ1㻤Ჷ䚸ఫᐙ
୍㒊ᦆቯ㻡㻘12㻥Ჷ

20 07᭶07᪥0㻠0㻟ศ 7㻚0 7㻚㻤 (7㻚㻢) 䜿䝹䝬䝕䝑䜽ㅖᓥ
21 07᭶10᪥0㻥㻡7ศ 㻢㻚㻢 (7㻚㻟) (7㻚0) ୕㝣Ἀ

22 07᭶20᪥0㻠㻟㻡ศ 㻢㻚1 㻢㻚2 㻢㻚1 䝍䝆䜻䝇䝍䞁
Ṛ⪅1㻟ே䚸㈇യ⪅㻤㻢ே䚸
ᘓ≀⿕ᐖ䛺䛹

2㻟 0㻤᭶21᪥01㻡㻡ศ 㻢㻚2 7㻚1 (7㻚1) 䝞䝚䜰䝒ㅖᓥ
2㻠 0㻤᭶21᪥0㻟1㻥ศ 㻢㻚㻠 7㻚1 (7㻚0) 䝞䝚䜰䝒ㅖᓥ
2㻡 0㻤᭶2㻡᪥02㻠㻢ศ 㻢㻚㻤 7㻚0 䝨䝹䞊䠋䝤䝷䝆䝹ᅜቃ
2㻢 0㻥᭶0㻠᪥07㻡㻡ศ 㻢㻚㻠 (7㻚0) 䝞䝚䜰䝒ㅖᓥ
27 0㻥᭶0㻢᪥02㻡㻡ศ 㻢㻚㻢 㻢㻚7 䜲䞁䝗䝛䝅䜰䚸䝇䝬䝖䝷㒊 Ṛ⪅10ே௨ୖ䚸ᐙᒇ⿕ᐖᩘᲷ䛺䛹
2㻤 0㻥᭶1㻢᪥0㻠㻟1ศ 㻢㻚1 (7㻚㻟) 䝣䜱䝆䞊ㅖᓥ

2㻥 0㻥᭶1㻤᪥21㻠0ศ 㻢㻚㻢 㻢㻚7 (㻢㻚㻥) 䜲䞁䝗䚸䝅䝑䜻䝮ᕞ
Ṛ⪅111ே䚸㈇യ⪅177ே௨ୖ䚸ᘓ≀⿕ᐖ
1㻡㻘㻟00Ჷ௨ୖ䠄䜲䞁䝗䞉䝛䝟䞊䝹䞉୰ᅜ䛷䛾⿕
ᐖ⥲ィ䠅䚸䛭䛾䜋䛛䝞䞁䜾䝷䝕䜱䝅䝳䛷㍍ᚤ
䛺ᘓ≀⿕ᐖ㻟0 ୖ௨ே䠍⪅Ṛ䝷䝬䝔䜰䜾㻢㻚㻡1㻚㻡ศ㻟㻟㻟0᪥02᭶㻥0

㻟1 10᭶22᪥02㻡7ศ 㻢㻚㻠 7㻚㻡 (7㻚㻠) 䜿䝹䝬䝕䝑䜽ㅖᓥ

㻟2 10᭶2㻟᪥1㻥㻠1ศ 㻢㻚㻥 7㻚㻟 (7㻚2) 䝖䝹䝁
Ṛ⪅㻢0㻠ே௨ୖ䚸㈇യ⪅2㻘㻢0㻤ே䚸ᘓ≀⿕ᐖ
10㻘㻢21Ჷ䛺䛹

㻟㻟 Ჷ㻠㻟1ᐖ⿕≀ᘓ䚸ே㻟01⪅യ㈇䚸ே䠍⪅Ṛᓊἢ䞊䝹䝨㻥㻚㻢㻥㻚㻢㻡㻚㻢ศ㻠㻡㻟0᪥㻥2᭶01
㻟㻠 11᭶0㻤᪥11㻡㻥ศ 㻢㻚㻡 (7㻚0) (㻢㻚㻥) Ἀ⦖ᮏᓥすἈ
㻟㻡 䛹䛺ே0㻠⪅Ṛ䝁䝹䝖7㻚㻡ศ㻟2㻠0᪥01᭶11
㻟㻢 12᭶11᪥10㻠7ศ 㻢㻚2 㻢㻚㻡 䝯䜻䝅䝁䚸䝀䝺䝻ᕞ Ṛ⪅䠎ே௨ୖ䚸㈇യ⪅䠑ே䚸ᐙᒇ⿕ᐖ70Ჷ䛺

㻟7 12᭶1㻠᪥1㻠0㻠ศ 㻢㻚㻢 (7㻚2) 䝟䝥䜰䝙䝳䞊䜼䝙䜰䚸䝙䝳䞊䜼䝙䜰ᮾ㒊

䛂ᖹᡂ2㻟ᖺ(2011ᖺ䠅ᮾᆅ᪉ኴᖹὒἈᆅ
㟈䛃䛚䜘䜃䛭䛾వ㟈䚹Ṛ⪅1㻢㻘1㻟1ே䚸⾜᪉
᫂⪅㻟㻘2㻠0ே䚸㈇യ⪅㻡㻘㻥㻥㻠ே䚸ఫᐙቯ
12㻤㻘㻠㻥7Ჷ䚸ఫᐙ༙ቯ2㻠0㻘0㻥0Ჷ䛺䛹
ὠἼ㆙ሗ䠄ὠἼ䠅Ⓨ⾲䚸ᮾᆅ᪉䛛䜙㛵ᮾ
ᆅ᪉㒊䛾ኴᖹὒἢᓊ䜢୰ᚰ䛻ᗈ䛔⠊ᅖ䛷
ὠἼ䜢ほ 

␒
ྕ

䝬䜾䝙䝏䝳䞊䝗
䛹䛺ἣ≧ᐖ⿕ྡᆅኸ㟈
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ɹฏ �� ʢ����ʣͷຊͷओͳՐ׆ࢁಈҎԼͷͱ͓ΓͰ ɻ͢

○吾妻山（山形県・福島県）

ɹେ݀Րޱͷ׆ؾಈ͍ߴঢ়ଶ͕ܧଓ͠ɺಉՐޱͰɺؒʹ໌Δ͘ ݟ Δ͑ݱΛ؍ଌ͠·͠ ͨɻ

Րੑࢁલଟ͍ঢ়گͰɺޙগͳ͍ঢ়گͰܦա͠ɺՐੑࢁඍಈ̑ճൃੜ͠·͠ ͨɻ

○日光白根山（群馬県・栃木県）

ɹ�݄��ʹൃੜ͠ ʮͨ౦ํଠฏ༸ԭʯҎ߱ɺޫനࠜࢁपลͰ׆ಈ͕ൃ׆ͳঢ়گͱ

ͳͬͯ ͍·͠ ͕ͨɺͦͷޙɺ׆ಈԼ͠·͠ ͨɻ

○草津白根山（群馬県・長野県）

ɹՐੑࢁඍಈͷൃੜৼ෯ͷখ͞ͳՐੑࢁͷҰ࣌తͳ૿Ճ͕܁Γฦ͋͠Γ·͠ ͕ͨɺՐ׆ࢁಈʹ

ಛஈͷมԽ͋Γ·ͤΜͰͨ͠ɻ֪มಈʹಛஈͷมԽΈΒΕ·ͤΜͰ͕ͨ͠ɺ౬זՐޱͷน

ͰҾ͖ଓ͖׆ಈ͕ΈΒΕ͍ͯ· ɻ͢

○焼岳（岐阜県・長野県）

ɹ�݄��ʹൃੜ͠ ʮͨ౦ํଠฏ༸ԭʯҎ߱ɺমַपลͰ׆ಈ͕ൃ׆ͳঢ়گͱͳͬͯ

͍·͠ ͕ͨɺͦͷޙɺ׆ಈԼ͠·͠ ͨɻ

○富士山（静岡県・山梨県）

ɹ�݄���� ࣌ ��ʹൃੜͨ͠੩Ԭݝ౦෦ʢࢁ࢜ͷೆ෦ۙʣΛݯͱ͢ΔϚάχνϡʔυ��� ͷ

Ҏ߱ɺ׆ಈ͕ൃ׆ͳঢ়گͱͳͬͯ ͍·͠ ͕ͨɺͦͷޙɺ׆ಈԼͯ͠ ͖͍ͯ· ɻ͢

○三宅島（東京都）

ɹ����ʹɺՐൃੜ͠·ͤΜͰͨ͠ɻࢁՐ͔ޱΒͷೋࢎԽེԫ์ग़ྔɺ ̍ͨΓ��� ʙ

����τϯͱɺଟྔʙଟྔͷՐࢁΨε์ग़͕ܧଓͯ͠ ͍· ɻ͢

○硫黄島（東京都）

ɹ׆ಈ ���� �݄͔ࠒΒൺֱతൃ׆ͳঢ়ଶ͕ଓ͍͍ͯ· ɻ͢ࠃཧӃͷ֪มಈ؍ଌ݁

ՌͰɺ����  ͬ·࢝ʹ݄� ͨౡશମͷོىΛ֪ࣔ͢มಈɺ���� ̍ ݄͔ࠒΒོى͕૿Ճ

ͯ͠ ͍·͠ ͕ͨɺಉ��݄Լ०͔ࠒΒོىಷԽͯ͠ ͍· ɻ͢·ͨɺౡͷೆ෦Ͱେ͖ͳೆ͖

ͷมಈ͕ΈΒΕ· ɻ͢

○福徳岡ノ場（東京都）

ɹւ্อ҆ிւ༸ใ෦ɺୈ۠ࡾւ্อ҆ຊ෦ɺւ্ࣗӴୂٴͼؾிʹΑΔ্ۭ͔Βͷ؍ଌͰɺ

ಙԬϊۙͷւ໘ʹՐ׆ࢁಈʹΑΔͱΈΒΕΔม৭ਫ͕࣌ʑ֬ೝ͞Ε·͠ ͨɻ

� Ր׆ࢁಈ

第２部　最近の気象・地震・火山・地球環境の状況
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○阿蘇山（熊本県）

ɹதַୈҰՐޱͰɺ�݄��Ҏ߱͘͝ খنͳ

Ր͕அଓతʹൃੜ͠ɺ�݄�·Ͱܧଓ͠·͠ ͨɻ

Րੑࢁٴͼܕཱݽඍಈগͳ͍ঢ়ଶͰܦա͠

·͠ ͨɻ

○霧島山（宮崎県・鹿児島県）

ɹ݄̍ ��ʹখنͳϚάϚਫৠؾരൃ͕ൃੜ͠

·͠ ͨɻ̍ ݄��ʹຊ֨తͳϚάϚՐ͕࢝·Γɺ

ଟྔͷՐࢁփܰੴΛ์ग़͠·ͨ͠ɻ�݄��ʹ

രൃతՐ͕ൃੜ͠ɺ�݄��ʹՐޱʹ༹

ͯ͠ݱग़͕ؠ ͍Δͷ͕֬ೝ͞Ε·͠ ͨɻͦͷޙര

ൃతͳՐ͕܁Γฦ͞Εɺ�݄̍ ·Ͱʹ�� ճൃੜ

͠·ͨ͠ɻՐɺ�݄�͔ΒஅଓతͱͳΓɺ࣍

ୈʹස͕Լ͠ɺ�݄�Ҏ߱ൃੜ͠ ͍ͯ·ͤΜɻ

ৄ͘͠ʮτϐοΫεʯΛ͝ཡ͍ͩ͘͞ɻ

○桜島（鹿児島県）

ɹ����ʹരൃతՐ͕��� ճൃੜ͠ɺେ͖ͳ

ੴ͕�߹·Ͱୡ͢Δɺൃ׆ͳՐ׆ಈ͕ܧ

ଓ͠·ͨ͠ɻ·ͨɺՐྲྀࡅɺ�ճൃੜ͠·ͨ͠ɻ

ৄ͠ ͘ʮτϐοΫεʯΛ͝ཡͩ͘ ͍͞ɻ

○薩摩硫黄島（鹿児島県）

ɹԎ׆ಈ͍ߴঢ়ଶ͕ଓ͍͍ͯ·͕͢ɺՐ

͠·ա͠ܦগͳ͍ঢ়ଶͰੑࢁ ͨɻ

○口永良部島（鹿児島県）

ɹՐੑࢁɺগͳ͍ঢ়ଶ͕ଓ͍͍ͯ·͠ ͕ͨɺ��݄��͔ࠒΒଟ͍ঢ়ଶͱͳΓɺ��݄��

͔Β Β͞ʹ૿Ճ͠·͠ ͨɻ��݄��Ҏ߱ɺՐੑࢁݮগ͠·͠ ͕ͨɺͦͷޙଟ͍ঢ়ଶ͕ଓ

͖·͠ ͨɻ

○諏訪之瀬島（鹿児島県）

ɹޚ
ㆈ㆟㆐

ַՐޱͰɺരൃతՐΛؚΉՐ͕அଓతʹൃੜ͠ɺՐ׆ಈൃ׆ͳঢ়ଶͰܦա͠·͠ ͨɻ

ՐੑࢁٴͼՐੑࢁඍಈফΛ܁Γฦ͠ͳ͕Βଟ͍ঢ়ଶͰܦաͯ͠ ͍·͠ ͕ͨ �݄த०Ҏ߱

গͳ͍ঢ়ଶͰܦա͠·͠ ͨɻ

2011年１月26日14 時 49 分頃から噴火の規模が中規模と大きくなりま

した。（新燃岳の南西約７キロメートルに設置している猪子石遠望カメラ

による）

2011年 5月16日10 時 00 分頃に発生した中岳第一火口のごく小規模

な噴火の状況。灰白色の噴煙が火口縁上 500メートルまで上がりました。

（火口から西約 3キロメートルに設置している草千里遠望カメラによる）

阿蘇山　小規模な噴火の状況

霧島山（新燃岳）　中規模な噴火の状況
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ɹؾிೋࢎԽૉԹࣨޮՌΨεͷ؍ଌΛߦ ͱ͏ͱʹɺੈքؾػ ʢؔ8.0ʣԹࣨޮՌΨεੈ

քࢿྉηϯλʔʢ8%$((ʣΛӡӦ͠ɺੈքதͰ؍ଌ͞ΕͨԹࣨޮՌΨεͷ؍ଌσʔλΛऩूɾղੳ͠

͍ͯ· ɻ͢ٿԹஆԽͷεϐʔυɺେؾʹؚ·ΕΔԹࣨޮՌΨεͷೱʹΑͬ ·ӈ͞Εࠨͯ ɻ͢·ͨɺ

ಉ͡ೱͰԹࣨޮՌΨεͷछྨʹΑͬ ͯͦͷޮՌҟͳΓ· ɻ͢͜ͷͨΊɺԹࣨޮՌΨεͷࡦݮɺ

దͳରࡦΛऔΔͨΊʹٿԹஆԽͷݪҼͱͳΔ༷ʑͳԹࣨޮՌΨεΛ؍ଌͯ͠ ɺͦͷऩࢧΛਖ਼֬ʹ

Ѳ͠॥ϝΧχζϜΛղ໌͢ΔͨΊͷղੳɾڀݚΛ͜͏ߦ ͱ͕ෆՄܽͱͳͬͯ ͍· ɻ͢

○大気中の二酸化炭素

ɹೋࢎԽૉɺ֤छͷԹࣨޮՌΨεͷதͰٿԹஆԽʹ࠷େ͖ͳӨڹΛ༩͑· ɻ͢େؾதͷೋࢎ

Խૉͷೱɺֵۀ࢈ ʢ໋��	ੈޙلʣҎલͷաڈ ���� ؒ ���	 QQN ఔͰ͕ͨ͠ɺͦͷ

ಈʹͬͯ׆ಈͳͲʹΑΔԽੴ೩ྉͷফඅྛഁյͳͲͷਓؒ׆ۀ࢈ͷޙ ɺͦͷೱੈքతʹ૿

ՃͷҰ్ΛͨͲͬ ͍ͯ· ɻ͢ʑͷ૿Ճྔʹมಈ͕͋ΔͷͷɺੈքฏۉͷೋࢎԽૉೱฏ ��

ʢ���� ʣ͔Βฏ �� ʢ���� ʣ·Ͱͷ

��ؒͰ�͋ͨΓ���	QQN૿Ճͯ͠ ͍· ɻ͢

ฏ �� ʢ���� ʣͷੈքฏۉͷೋࢎԽ

ૉೱ �����QQNͰͨ͠ɻ

ɹҢଳผͷೋࢎԽૉฏۉೱͷܦมԽ

ΛݟΔͱɺ૬ରతʹٿͷதɾߴҢଳͰ

େ͖ͳقઅมಈΛ͍ฏۉೱ͕ߴ ɺ͘ೆ

ٿͰقઅมಈ͕খ͘͞ ฏۉೱ ͳ͘

ͬͯ ͍· ɻ͢͜ΕɺೋࢎԽૉͷٵऩݯʢ

ྛͳͲʣɾ์ग़ݯʢԽੴ೩ྉফඅͳͲʣͱʹ

ٿʹଟ͘ଘ͢ࡏΔͨΊͰ ɻ͢

 

平成23年（2011年）の噴火警報及び噴火予報発表状況

� ԹࣨޮՌΨεɺԫ࠭ɺࢵ֎ઢͳͲ

緯度帯別の大気中の二酸化炭素濃度の経年変化

温室効果ガス世界資料センター（WDCGG）が収集したデータをもとに緯

度帯別に平均した大気中の二酸化炭素月平均濃度の経年変化。

ppm（ピーピーエム）は100 万分の 1を意味します（体積比）。

第２部　最近の気象・地震・火山・地球環境の状況
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○温室効果ガスとしてのハロカーボン類

ɹྫྷഔ༹ࡎͱͯ͠�� த൫ʹେྔلੈ

ʹੜ࢈ɾফඅ͞ΕͨϋϩΧʔϘϯྨڧ

͍ԹࣨޮՌΛͯͬ࣋ ͍· ɻͦ͢ͷ͏ͪ Ϋϩ

ϩϑϧΦϩΧʔϘϯ ʢྨ$'$Tɺ͍ΘΏΔ

ϑϩϯʣΦκϯഁյͷੑ࣭߹Θͤ

ͯͬ࣋ ͓ΓɺࡍࠃʢʮΦκϯΛഁյ

͢Δ࣭ʹؔ͢ΔϞϯτϦΦʔϧٞఆॻʯʣ

ʹΑΓ੍͞نΕ͍ͯͯࡏݱੜ͞࢈Ε͍ͯ

·ͤΜɻҁཬʢؠखݝʣΛ͡Ίੈք֤

ͷ؍ଌ݁Ռ͔Βɺ੍نͷՌ͕ݟΒ

Εɺେؾதͷೱۙ΄΅ԣ͍͔Ώ

Δ͔ʹݮগͯ͠ ͍· ɻ͢େؾதͷϑϩϯ

ೱͷԼٿԹஆԽΛ੍͢ΔޮՌ

͋Γ· ɻ͢

○海洋中の二酸化炭素

ɹւ༸ɺਓؒ׆ಈʹΑΓ์ग़͞Εͨೋࢎ

Խૉͷ �ͷ�Λٵऩͯ͠ ͍Δͱੵݟ

ΒΕ͓ͯΓɺٿԹஆԽͷਐߦΛ؇͠

͍ͯ· ɻ͢ؾிͷւ༸ؾ؍ଌધʮ྇

෩ؙʯͱʮܒ෩ؙʯɺত �� ʢ���� ʣ

͔Β�� Ҏ্ʹΘͨͬͯ ଠฏ༸Ͱද

໘ւਫதͱେؾதͷೋࢎԽૉೱΛ؍

ଌͯ͠ ͍· ɻ͢౦ܦ ���ઢʹԊͬͨຊ

ͷೆ͔ΒಓҬ·ͰͷւҬʹ͓͍ͯɺຖ

ౙقʢ�ʙ�݄ʣʹද໘ւਫதͷೋࢎԽ

ૉೱ͕େؾதͷೱΑΓ͍͜ͱ͕؍

ଌ͞Ε͓ͯΓɺւ༸͕େؾதͷೋࢎԽૉ

Λٵऩͯ͠ ͍· ɻ͢·ͨɺҢ �͔Β��

Ͱฏͨ͠ۉೋࢎԽૉೱɺত ��

ʢ����  
 ͔Βฏ �� ʢ����ʣ·

Ͱͷ��ؒʹɺେؾதͰ�ʹ���QQNɺ

ද໘ւਫதͰ�ʹ���QQNͷׂ߹Ͱ૿Ճ

ͯ͠ ͍· ɻ͢

冬季の東経137度線に沿った表面海水中と大気中の
二酸化炭素濃度（北緯7度～33度での平均）の経年変化

クロロフルオロカーボン類の世界平均濃度の経年変化

クロロフルオロカーボン類のCFC-11,12,113について、温室効果ガス世界資料センター

（WDCGG）が収集した世界各地の観測所の観測結果を平均した経年変化図。ppt（ピー

ピーティー）は1兆分の 1を意味します（体積比）。

表面海水中の二酸化炭素濃度は大気と比べると年々の変動は大きいものの

大気中の濃度同様に増加しています。
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○黄砂

ɹؾிͰɺࠃ ��͔ॴʢฏ ��  �݄�ࡏݱʣͷؾଌީॴͰɺ৬һ͕ࢹʹΑΓେؾ

ͱ͠ݱ ͯԫ࠭Λ؍ଌͯ͠ ͍· ɻ͢౷ܭΛ։ͨ࢝͠ত �� ʢ����ʣ͔Βฏ �� ʢ����ʣ·Ͱ

ʹԫ࠭؍ଌ͕࠷ଟ͔ͬͨͷɺฏ �� ʢ���� ʣͷ ��Ͱ ɻ͢ฏ �� ʢ����ʣͷԫ

ଌ��ʢฏ؍࠭ ����ʣͰͨ͠ɻ

ɹฏ �� ʢ���� ʣҎ߱ɺԫ࠭؍ଌ͕��Λ͑Δ͕ଟ ͳͬͯ͘ ͍·͕͢ɺʑมಈ͕

େ͖͘ ɺظతͳඞͣ͠໌ྎͰ͋Γ·ͤΜɻ

ɹԫ࠭ͷຊͷඈདྷྫ�݄ʙ�݄ʹूத͠

͍ͯ· ɻ͢͜ͷظ࣌ɺᶃԫ࠭ൃੜݯͱͳͬͯ ͍

ΔҬͰɺ࠭Λ෴͏ੵઇ͕ͳ ͳ͘ΔҰํɺ·ͩ২

͕ժਧ͍͍ͯͳ͍ͨΊס૩ͨ͠དͱͳͬͯ ͓

Γɺ࠭͡Μ্͕͍͕Γ͍͢ঢ়ଶͰ͋Δ͜ͱɺ

ᶄ࠭Λ্͍͛ɺӡͿڧ෩ͷݪҼͱͳΔؾѹ

͕௨Δ͜ͱ͕ଟ͍قઅͰ͋Δ͜ͱ͔Βԫ͕࠭ଟ͘

ඈདྷ͠· ɻ͢͜ͷظ࣌Ҏ֎ʹɺԫ࠭ൃੜ͕ݯ

૩ͯ͠ס ্͍ۭͯͷ෩͕ຊ͍ͯਧ͍͍ͯΔ

ͳͲͷ͕݅ଗ͑ຊʹԫ͕࠭ඈདྷ͠· ɻ͢

ɹฏ ��  �݄ʹ � ʢ�݄�ʙ �ɺ��

ʙ��ʣൣғͰԫ࠭ݱ͕؍ଌ͞ΕͨͨΊɺ

�݄ͷԫ࠭؍ଌͷ͕ա࠷ڈଟͱͳΓ·͠ ͨɻ

平成23年5月2日の黄砂観測実況図

日本における年別の黄砂観測日数（1967年～2011年）

黄砂観測日数とは、国内で１か所でも黄砂を観測した場合に黄砂観測日数１日とします。

第２部　最近の気象・地震・火山・地球環境の状況
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○オゾン層・紫外線

ɹݍͷΦκϯྔ���� Λத৺ʹࡳຈɺͭ͘Ͱݮগ͕ਐΈ·͕ͨ͠ɺ���� Ҏ߱ɺ

ಹؚΊ؇͔ͳ૿Ճ͕ΈΒΕ· ɻ͢

ɹೆۃҬͰɺ���� ॳΊ͔ࠒΒΦκϯϗʔϧ͕؍ଌ͞Ε͍ͯ· ɻ͢ฏ �� ʢ����ʣͷΦκϯ

ϗʔϧɺ�݄ʹൃੜͨ͠ޙɺ�݄��ʹ͜ͷͷ࠷େ໘ੵͱͳΔ����ສฏํΩϩϝʔτϧʢೆۃେ

ͷ໘ੵͷ ��� ഒʣʹ·Ͱ͕Γɺ��݄ʹೖͬͯ ফ໓͠·͠ ͨɻେنͳΦκϯϗʔϧͷൃੜɺຖ

ଓͯ͠ܧ ͍· ɻ͢

ɹࠃͷࢵ֎ઢྔɺࡳຈͱͭ ͘Ͱࢵ֎ઢ؍ଌΛ։ͨ࢝͠���� ͡Ί͔Β؇͔ͳ૿Ճ

͕ΈΒΕ· ɻ͢ҰൠʹΦκϯྔ͕ݮগ͢Δͱදʹ౸ୡ͢Δࢵ֎ઢ͕૿Ճ͠·͕͢ɺ͜ͷؒظɺࠃͰ
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黄砂観測のべ日数とは、国内で黄砂を観測した観測点の数を合計した日数です。

（例：1日に 5 地点で観測した場合はのべ日数は 5日とします。）

平成23年の月別黄砂観測のべ日数
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オゾンホール面積の経過

日本国内の紫外線量年積算値の経年変化

平成 23 年（2011年）のオゾンホール面積の推移 ( 左上 )とオゾンホールの年最大面積の経年変化 ( 右上 )。下の 5 枚の図は 8月23日、9月2日、

9月12日、10月 7日及び10月 28 日の南半球オゾン全量分布図で、各分布図中央下の南極を中心とする灰色部分がオゾンホールの領域。

右上図の緑色の破線は南極大陸の面積。（米国航空宇宙局（NASA）提供の衛星観測データをもとに気象庁で解析）

紅斑（こうはん）紫外線量は、人体に及ぼす影響を示すため、波長によって異なる影響度を考慮して算出した紫外線量です。

第２部　最近の気象・地震・火山・地球環境の状況
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$ 	 $-*P4（$MJNBUF�*OGPSNBUJPO�BOE�PSFEJDUJPO�4FSWJDFT）
　気ީ報・༧ଌαービεܭը。ੈք気象（8.0）ؔػのੈք気ީܭը（8$1）のܭۀࣄըのҰつ
で、աڈの気ީࢿྉ気ީ࣮ࢹگ報、気ީ༧ଌ報Λ社会・ࡁܦの֤で༗ޮར༻し、社会・
。していΔのࢦΔこͱΛ͢ࢿಈに׆等のޢอڥ・ࡁܦ

$04.&54ʢ$PNQVUFS�4ZTUFN�GPS�.FUFPSPMPHJDBM�4FSWJDFTʣ
　気象ࢿྉ総߹ॲཧγεςム。ࠃ内֎の気象ͳͲの؍ଌσーλΛू৴し、大気のঢ়ଶΛղੳ・༧ଌし、
ͦの݁ՌΛࠃ内֎に৴͢Δ総߹తͳ電ػࢉܭࢠγεςム。気象ࢿྉのฤू・தܧͳͲの௨৴ॲཧ、
でのσーλར༻のたΊのۀ務ॲཧΛ͢ΔたΊの気象報ૹॲཧγεςム（Ξσε）ͱ、ղੳ・
༧ଌΛ͢ΔたΊのεーύーίϯϐϡーλγεςムからߏさΕていΔ。

& 	 &P04（&BSUIRVBLF�PIFOPNFOB�0CTFSWBUJPO�4ZTUFN）
　׆ಈ等総߹ࢹγεςム。気象庁ຊ庁ٴͼ大ࡕ区気象においてຊશࠃにお͚Δ
の؍ଌσーλΛϦΞルλΠムでࢹし、ٸۓ報、ܯ報・意報・にؔ͢Δ
報等Λؔػࡂ、報ಓؔػ等にਝにఏ͢ڙΔγεςム。気象庁ຊ庁では、東ւ・ೆؔ東Ҭの֪
มಈ؍ଌσーλのࢹͬߦていΔ。

( 	 ("8（(MPCBM�"UNPTQIFSF�8BUDI）
　શٿ大気ࢹ。Թ室ޮՌΨε、Φκϯ、Τーϩκル、ੑࢎӍͳͲڥٿにؔΘΔ大気につ
いて、نٿでߴ精に؍ଌし、Պֶతͳ報Λఏ͢ڙΔこͱΛతに、ੈք気象（8.0）ؔػ
がฏݩ（1�8� ）に։࢝した؍ࡍࠃଌܭը。

($04ʢ(MPCBM�$MJNBUF�0CTFSWJOH�4ZTUFNʣ
　શٿ気ީ؍ଌγεςム。気ީܥのࢹ、気ީมಈのݕग़ӨڹධՁ等の࣮ࢪにඞཁͳ気ީؔ連σーλ
報Λऩूし、෯広くར༻できΔΑ͏に͢ΔたΊ、༷ʑͳ؍ଌγεςムωοτϫーΫΛࡍࠃతに
ௐ͢Δγεςムͱして 1��2 にઃཱさΕた。ੈք気象ࠃ、（8.0）ؔػ連ڭҭՊֶจԽؔػ

（6/&4$0）ؒւ༸ֶҕһ会（*0$）、ࠃ連ܭڥը（6/&1）、ࡍࠃՊֶ会ٞ（*$46）がڞಉࢧ
ԉؔػであΔ。

(%1'4（(MPCBM�%BUB�PSPDFTTJOH�BOE�'PSFDBTUJOH�4ZTUFN）
　શٿσーλॲཧ・༧報γεςム。ੈք気象（8.0）ؔػのੈք気象ܭ（888）ࢹըの下で、
8.0 Ճໍࠃのར༻に͢ڙΔたΊに気象のղੳ、༧報ࢿྉΛ࡞͢Δମ੍。

(&044（(MPCBM�&BSUI�0CTFSWBUJPO�4ZTUFN�PG�4ZTUFNT）
　શٿ؍ٿଌγεςム。50 Ҏ্のࠃฒͼにԤभҕһ会・ੈք気象ࠃ・（8.0）ؔػ連ڭҭՊֶจ
Խٴؔػͼࠃ連ܭڥը等の 40 Ҏ্のؔػࡍࠃがࢀՃ͢Δ、ਓӴ؍ଌͱ্気象؍ଌΛΈ߹
Θͤたෳの؍ଌγεςムからͳΔ؍ٿଌのたΊのγεςム。気象・気ީのΈͳらͣ、ੜଟ
༷ੑのอ࣋、ޢଓՄͳར༻ཧ、ΤωルΪーݯࢿ։ൃ等ͱいͬたՌΛతͱしていΔ。

 (004（(MPCBM�0DFBO�0CTFSWJOH�4ZTUFN）
　શٿւ༸؍ଌγεςム。શੈքのւ༸のڥมಈΛࢹしてͦの༧ଌΛՄに͢ΔたΊのظత
でܥ౷తͳւ༸؍ଌγεςムΛߏங͢Δࡍࠃతͳܭը。ࠃ連ڭҭՊֶจԽؔػ（Ϣωεί）ؒւ
༸ֶҕһ会（*0$）、ੈք気象（8.0）ؔػͳͲがڞಉでਪਐしていΔ。
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(04（(MPCBM�0CTFSWJOH�4ZTUFN）
　શ؍ٿଌγεςム。ੈք気象（8.0）ؔػのੈք気象ܭ（888）ࢹըの下でల։さΕていΔ
نٿの؍ଌ。্気象؍ଌॴ、ߴ気象؍ଌॴ、ધഫ、ϒΠ、ػۭߤ、気象ӴͳͲからߏ
さΕΔ。

(14（(MPCBM�PPTJUJPOJOH�4ZTUFN）
　શٿଌҐγεςム。ਓӴΛ༻いてҐஔΛܾఆ͢Δγεςムで、ҰൠにはΧーφビήーγϣϯ
γεςムのར༻でͳ͡Έਂい。ߴい精でのҐஔܾఆがՄͳ (14 Λ༻いΔこͱにΑり、あ
ΔいはՐݱࢁ象ͳͲに͏֪มಈの؍ଌϥジΦκϯσにΑΔߴ؍ଌにར༻͢ΔこͱがՄであ
Δ。また、ۙ࠷では、ਫৠ気にΑり電のԆがੜ͡ΔこͱΛར༻して、このγεςムから大気தの
ਫৠ気Λਪఆ͢ΔこͱߦΘΕていΔ。

(17�ʢ(SJE�1PJOU�7BMVFɿ֨ࢠʣ
　༧報の݁ࢉܭՌΛ、大気தのԾ想తͳ東・ೆ・ߴさで表した࠲ඪ（ཱମతͳ֨ࢠ）にׂり
てた、気Թ、気ѹ、෩等の大気ঢ়ଶ（ཧྔ）。ίϯϐϡーλで気象ঢ়ଶのը૾表ࣔԠ༻ॲཧに
దしたσーλのܗଶであΔ。༧報のࢉܭこのΑ͏ͳཱମతͳ্֨ࢠでཧྔの༧ଌΛ͏ߦ。

(54（(MPCBM�5FMFDPNNVOJDBUJPO�4ZTUFN）
　શٿ௨৴γεςム。ੈք気象（8.0）ؔػのੈք気象ܭ（888）ࢹըの下で、気象ࢿྉのࠃ
。ஙさΕたશੈքతͳ気象௨৴ωοτϫーΫߏたΊに͏ߦ৴Λ、తͳަࡍ

* 	 *$"0（*OUFSOBUJPOBM�$JWJM�"WJBUJPO�0SHBOJ[BUJPO）
ত和。ؔػۭߤຽؒࡍࠃ　 1� （1�44 ）のࡍࠃຽۭؒߤ（γΧΰ）にͮجいてઃཱさΕ
た、ຽۭؒߤにؔ͢Δࡍࠃ連߹のઐؔػのҰつ。

*$(�1584
（*OUFSHPWFSONFOUBM�$PPSEJOBUJPO�(SPVQ�GPS�UIF�PBDJGJD�5TVOBNJ�8BSOJOH�BOE�

.JUJHBUJPO�4ZTUFN）
　ଠฏ༸ܯռ・ࡂݮγεςムのたΊのؒௐάルーϓ。ত和 35 のνϦにΑりൃੜし
たがଠฏ༸શҬにਙ大ͳඃΛ༩͑たこͱΛػܖͱして、ଠฏ༸においてൃੜ͢Δに
ؔ͢Δ報Λ֤ࠃがަڞ・༗͢ΔこͱにΑりଠฏ༸ॾࠃのࡂମ੍ΛڧԽ͢ΔこͱΛతͱし
てઃཱさΕた、*0$（ࢀ߲࣍র）の下部৫のͻͱつ。ত和 40 にଠฏ༸ܯ報৫ࡍࠃௐάルー
ϓ（*$(/*546）ͱしてઃཱさΕ、ฏ 17  10 ݄にࡏݱの໊শมߋさΕた。ଠฏ༸पลの 45 の
ՃしていΔ（ฏࢀຢはҬがࠃ 23  10 のࡏݱ݄ *0$ 。（ྉにΑΔࢿ

*0$（*OUFSHPWFSONFOUBM�0DFBOPHSBQIJD�$PNNJTTJPO）
　ؒւ༸ֶҕһ会。ত和 35 （1�60 ）、ࠃ連ڭҭՊֶจԽؔػ（Ϣωεί）内にઃཱさΕた
࣋のཧͱڥにお͚Δւ༸ࠃにؔ͢ΔࣝΛਂΊ、ͦのࣝΛՃໍݯࢿҬのੑ࣭ͱ؛ւ༸ͱԊ。ؔػ
ଓՄͳ։ൃ、อٴޢͼܾࡦఆϓϩηεにద༻͢ΔたΊに、ྗڠࡍࠃΛਪਐし、ؔ連の研ڀαー
ビεٴͼྗ։ൃのϓϩάϥムΛௐしていΔ。

*1$$（*OUFSHPWFSONFOUBM�PBOFM�PO�$MJNBUF�$IBOHF）
　気ީมಈにؔ͢Δؒύωル。ੈք気象（8.0）ؔػͱࠃ連ܭڥը（6/&1）にΑり、ত和
63 （1�88 ）にઃཱさΕた。֤ࠃのՊֶऀઐՈで৫さΕ、気ީมಈの（1）ࣗવՊֶతࠜڌ、

（2）੬ऑੑ・Өڹ・దԠ（3）、ࡦ؇和ࡦのධՁΛߦい、報ࠂॻΛͱりまͱΊていΔ。ͦの報ࠂॻの
内容は、ٿԹஆԽにؔ͢ΔަবのࡍͳͲに、ڞ௨ೝࣝの報ͱしてऔりѻΘΕていΔ。
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- 	 -*%&/ʢ-JHIUOJOH�%FUFDUJPO�/FUXPSL�4ZTUFNʣ
　ཕࢹγεςム。ཕにΑりൃੜ͢Δ電Λड৴し、ͦのҐஔ、ൃੜࠁ࣌等の報Λ࡞͢Δγεςム。

/ 	 /&"3�(004ʢ/PSUI�&BTU�"TJBO�3FHJPOBM�(MPCBM�0DFBO�0CTFSWJOH�4ZTUFNʣ
　東ΞジΞҬւ༸؍ଌγεςム。શٿւ༸؍ଌγεςム（(004）の東ΞジΞҬϓϩジΣΫ
τであり、ࢀՃ֤ࠃがͬߦたւ༸؍ଌのσーλͳͲΛଈ࣌తに͢ަࡍࠃΔたΊのσーλϕーεΛӡ
༻していΔ。ຊ、தࠃؖ、ࠃ、ϩγΞがࢀՃしていΔ。

8 	 8*/%"4ʢ8JOE�1SPGJMFS�/FUXPSL�BOE�%BUB�"DRVJTJUJPO�4ZTUFNʣ
ࠃγεςム。શࢹత気象ہ　 33 かॴにઃஔしたແਓのΟϯυϓϩϑΝΠϥ؍ଌہͱこΕΛ੍
。͢ΔγεςムߏでہࢹしσーλΛࣗಈతにऩू͢Δதԝޚ

8.0ʢ8PSME�.FUFPSPMPHJDBM�0SHBOJ[BUJPOʣ
　ੈք気象ؔػ。ੈքの気象ۀࣄのௐ和తൃలΛඪͱしたܭࡍࠃըのਪਐ・ௐΛ͏ߦたΊ、ত和
25 （1�50 ）にੈք気象ؔػにͮجいてઃཱさΕ、ཌত和 26 （1�51 ）にࡍࠃ連߹のઐ
ؔػͱͳͬた。ฏ 23 （2011 ）� ݄ 30 183、ࡏݱ かࠃͱ 6 ྖҬがߏһͱしてՃໍして
いΔ（ຊはত和 28 （1�53 ）にՃໍ）。ࣄ務ہຊ部はεΠεのジϡωーϒにஔかΕていΔ。

888（8PSME�8FBUIFS�8BUDI（PSPHSBNNF））
　ੈք気象ܭࢹը。ੈք気象（8.0）ؔػのத֩Λͳ͢ܭըであり、ੈք֤ࠃにおいて気象ۀ務
のߦのたΊඞཁͱͳΔ気象σーλ・ϓϩμΫτΛత֬にೖ手できΔこͱΛతͱ͢Δ。શੈքతͳ
気象؍ଌ（શ؍ٿଌγεςムɿ(04）、௨৴（શٿ௨৴γεςムɿ(54）、σーλॲཧγεςム

（શٿσーλॲཧ・༧報γεςムɿ(%1F4）のඋڧԽがこのܭըのࠜװͱͳͬていΔ。
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ア 	 アδアଠฏ༸ީؾηϯタʔ
　ΞジΞଠฏ༸Ҭの֤ࠃ気象ؔػにରし、ج൫తͳ気ީ報のఏڙ気ީ༧ଌにؔ͢Δٕज़ҠసΛ
こͱΛతͱして、ฏ͏ߦ 14 （2002 ）4 ݄に気象庁内にઃஔさΕたηϯλー。こΕらの׆ಈ
Λ௨͡て、ಉҬ内においてҟৗ気象にΑΔࡂのܰݮ、ۀΛは͡Ίͱ͢Δ֤छۀ࢈のৼڵに、
気ީ報が༗ޮにར༻さΕΔこͱΛࢦしていΔ。

アσε
　気象庁ຊ庁ٴͼ大ࡕ区気象にઃஔさΕた気象報ૹॲཧγεςム。気象ࢿྉのฤू・தܧͳ
Ͳの௨৴ॲཧ、でのσーλར༻のたΊのۀ務ॲཧΛͬߦていΔ。

アϝμε（".F%"4ɿ"VUPNBUFE�.FUFPSPMPHJDBM�%BUB�"DRVJTJUJPO�4ZTUFN）
　શࠃ 1300 かॴにઃஔしたແਓの؍ଌॴで、気Թ߱ਫྔͳͲΛࣗಈతに؍ଌ͢Δγεςム。Ξ
ϝμεはこのγεςム（Ҭ気象؍ଌγεςム）のӳ໊ޠの಄ޠࣈであΔ。

アϧΰܭը
　ੈք気象ٴ（8.0）ؔػͼࠃ連ڭҭՊֶจԽؔػ（Ϣωεί）ؒւ༸ֶҕһ会（*0$）ͳͲ
のྗڠの下、ࡍࠃతͳΈにΑり、ੈքのւ༸Λৗ؍࣌ଌ͢Δγεςムͱしてதϑϩーτ（νの
߲Λࢀর）Λશੈքのւ༸に 3000 ೖして、気ީに大きくӨ͢ڹΔւ༸のঢ়گΛϦΞルλΠム
にѲ͢ΔこͱΛతͱして࣮ࢪさΕていΔ。Ξルΰͱは、ΪϦγϟਆ話にग़てくΔધの໊લ（"Sgo）
にちͳΜだの。

アϯサϯϒϧख๏
　ॳظにؚまΕΔࠩޡ༧報ϞσルがશではͳいこͱにΑりੜ͡Δ、༧ଌ݁Ռのෆ࣮֬ੑに
ؔ͢Δ報Λ、ଟの༧ଌࢉܭからநग़͢Δํ๏。ॳظのࠩޡΛྀ͢ߟΔ手๏ΛʮॳظΞϯαϯ
ϒル手๏ʯ、༧報ϞσルのෆશੑΛྀ͢ߟΔ手๏ΛʮϞσルΞϯαϯϒル手๏ʯͱݺͿ。気象
庁ではॳظΞϯαϯϒル手๏ͱϞσルΞϯαϯϒル手๏の྆ํΛ༻いていΔ。

Π 	 ҟৗைҐ
1）ؒظைͱはҟͳり、ൺֱతߴ　 िؒから 3 か݄ఔ）ܧଓして、ைҐがฏৗΑりेηϯ
νϝーτルఔߴく（しくはく）ͳΔݱ象。ݪҼは、気ѹஔ・ւਫԹ・ւྲྀのมಈͳͲଟذに
Θたり、こΕらがෳ߹してൃੜ͢Δͱ͑ߟらΕていΔ。

 	 Οϯυγアʔ（XJOE�TIFBS）
　大気தの 2 点で෩のڧさきがҟͳΔঢ়ଶのこͱで、෩のۭؒతͳٸมҬΛい͏。ػۭߤのඈ
。ଌ༧ଌがॏཁͱさΕていΔ؍でのߓ࿏ۭۭߤ、Λ༩͑Δ߹がありڹに大きͳӨߦ

ΟϯυϓϩϑΝΠラ（XJOE�QSPGJMFS）
　電Λ্から্ۭに͚てൃࣹし、ओにཚྲྀにىҼ͢Δۭ気۶ંのෆۉҰにΑͬてํޙにࢄཚ
さΕた電Λड৴し、ॲཧ͢ΔこͱにΑり、؍ଌ点্ۭの෩・෩Λଌఆ͢ΔϨーμー。
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Τ 	 Τʔϩκϧ（BFSPTPM）
　大気தにු༡していΔݻମあΔいはӷମのඍཻࢠ。表ւ༸からい্がΔの、׆ۀಈに
Αͬてഉग़さΕΔഗԎͳͲがあΔ。ଠཅޫのٵऩ・ࢄཚӢのੜͳͲにӨ͢ڹΔ。

Τϧχʔχϣݱ（&M�/JOʙP）
　ೆถのペルーԭからத部ଠฏ༸ಓҬにか͚て、2 ʙ 7 おきにւ໘ਫԹがฏにൺて 1 ʙ 2ˆ、
には࣌ 2 ʙ 5ˆߴくͳり、ʙ 1 ఔܧଓ͢Δݱ象。こΕにͬてੈք֤でҟৗ気象がൃ
ੜ͢ΔՄੑがߴい。

Φ 	 Φκϯϗʔϧ（P[POF�IPMF）
　ϑϩϯΨεͳͲのΦκϯഁյ࣭のഉग़にΑり、1�80 代ॳΊからೆۃҬでय़قにあたΔ �、
10 大Λۃ象は、ೆݱଌさΕΔΑ͏にͳり、この؍গがݮஶͳݦのΦκϯྔのݍΛத৺にࠒ݄
த৺にΦκϯに݀のあいたΑ͏ͳঢ়ଶͱͳΔこͱからΦκϯホールͱݺΕていΔ。

ԹࣨޮՌΨε
　表໘から์ग़さΕΔ֎ઢΛٵऩして大気ΛஆΊΔޮՌ（Թ室ޮՌ）Λつ気ମ（Ψε）の総শ。
ਫৠ気、ೋࢎԽૉ、ϝλϯ、ҰࢎԽೋૉͳͲがあΔ。この͏ち、ਫৠ気ΛআくΨεはਓؒ׆ಈに
ͬて૿Ճしており、ٿԹஆԽのݪҼ࣭ͱしてらΕていΔ。

カ 	 ւܕߔ
　ଠฏ༸ଆの千ౡւߔຊւߔ、ೆւτϥϑ等では、ւ༸のϓϨーτがのϓϨーτの下にΈࠐ
ΜでいΔ。のϓϨーτがւ༸ϓϨーτにҾきͣりࠐまΕΔこͱにΑり、ϓϨーτڥքにはঃʑにͻ
ͣΈがੵしていく。こΕがݶքにୡ͢Δͱ、ϓϨーτڥքがܹٸにͣΕてがൃੜ͢Δ。こΕら
ւߔにۙいͱこΖでൃੜ͢ΔΛւܕߔͱݺͿ。

ղੳӍྔ
　Ξϝμε࣏ࣗମ等のӍྔܭにΑΔਖ਼֬ͳӍྔ؍ଌͱ気象ϨーμーにΑΔ広ൣғにΘたΔ໘తͳӍの
・ڧさの؍ଌͱのͦΕͧΕのॴΛΈ߹Θͤて、Αり精がߴい、໘తͳӍྔΛ 1 Ωϩϝーτル
。でղੳしたのࢠ֨

ւྲྀ
　ւ༸の΄΅ܾまͬたॴΛ΄΅ఆৗతにྲྀΕΔ大نͳྲྀΕ。代表తͳのにຊのೆ؛ΛྲྀΕΔ
。ை大༸のϝΩγίྲྀがあΔࠇ

Րྲྀࡅ
ेΩ࣌のはྲྀࡅ象。ՐݱମΛྲྀ下͢Δࢁにٸմ気ମがҰମͱͳͬてؠփࢁԹのՐߴ　
ϩϝーτルからͱきにはඦΩϩϝーτルҎ্にୡし、Թはඦˆにୡ͢ΔこͱあΔ。大نͳ
߹はܗのى෬にؔΘらͣ広ൣに広がり、ຒ・ഁյ・মࣦͳͲのඃΛҾき͢ى。Րྲྀࡅがൃੜし
てからのආはࠔͳたΊ、ࣄલのආがඞཁであΔ。

ՐࢁΨε
　Ր׆ࢁಈにいՐޱ等からग़͢Δ気ମ。ՐલにͳΔͱ、ϚάϚの্ঢにいग़ྔの૿Ճ等が
ͳのがあΔが、ͦΕらはۭ気ΑりॏいたΊԜにΨεにはਓମに༗ࢁଌさΕΔこͱがあΔ。Ր؍
ཷまり͢く、தにはແ৭ແषののありݥةに気ͮきにくいこͱあΔので意がඞཁであΔ。
。ΔこͱあΔࢸにࢮΉͱࠐいٵΨεΛࢁೱのՐߴ
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Րੑࢁඍಈ
　ϚάϚの׆ಈにىҼ͢Δ連ଓした໘のಈであり、Ր׆ࢁಈがൃ׆Խした࣌ՐࢁがՐしたࡍ
にଟく؍ଌさΕΔ。

ՐࢁՐ༧࿈བྷձ
　ՐࢁՐ༧ܭը（ত和 48 จ部লଌֶ৹ٞ会（ݱจ部ՊֶলՊֶٕज़・ֶज़৹ٞ会ଌֶ
Պ会）ٞݐ）にΑり、ؔؔػの研ٴڀͼۀ務にؔ͢ΔՌٴͼ報のަ、Րݱࢁ象についての総
߹తஅΛ͏ߦこͱ等Λతͱして、ত和 4� にઃஔさΕた。この連絡会は、ֶࣝٴऀݧܦͼؔ
。Λ୲していΔہ務ࣄさΕており、気象庁がߏのઐՈからؔػ

ՐࢁʢΕ͖ʣ
　ՐにΑͬてग़さΕΔੴՐࢁփͳͲのܗݻঢ়の࣭は大きさにΑͬてྨさΕており、ͦの
͏ちのҰつ。ܘが 2 ʙ 64 ϛϦϝーτルののΛ͢ࢦ。ͳお、ܘが 64 ϛϦϝーτルΑり大きい
のΛʮՐؠࢁմʯ、2 ϛϦϝーτルΑりখさいのΛʮՐࢁփʯͱݺΜでいΔ。

Ψετϑϩϯτ
　ੵӢੵཚӢからਧきग़したྫྷ気のઌͱपғのۭ気ͱのڥքΛࢦし、લઢঢ়のߏΛ࣋つ。߱ਫ
Ҭからपғに広がΔこͱがଟく、 10 ΩϩϝーτルあΔいはͦΕҎ্Εた点までਐ͢ߦΔ߹
があΔ。্では、ಥ෩ͱ෩のٸม、気Թのٸ下߱ͱ気ѹの্ٸঢが؍ଌさΕΔ。

ࢁՐ׆
　ՐࢁՐ༧連絡会では、ฏ 15 （2003 ）に׆ՐࢁΛʮ֓Ͷաڈ 1 ສҎ内にՐしたՐ
ຊには、ࡏݱ。ʯͱఆٛしたࢁಈのあΔՐ׆ͳ気ൃ׆ࡏݱͼٴࢁ 110 の׆ՐࢁがあΔ。

Ω 	 Ϟσϧީؾ
　気ީΛܗ͢Δ大気、ւ༸、໘ͳͲのॾҼࢠΛϞσルԽし（ͦΕͧΕ大気大॥Ϟσル、ւ
༸大॥Ϟσル、໘Ϟσルͱい͏。）、こΕらΛΈ߹Θͤίϯϐϡーλでࢉܭして気ީΛ༧ଌ͢Δ
༧報Ϟσル。

ใٸۓ
　には、ൺֱతૣく౸ୡ͢Δ̥（ॳظඍಈ）ͱ、Εて౸ணしओཁͳഁյݱ象ΛҾきىこ͢
4 （ओཁಈ）があΔ。ٸۓ報ͱは、ۙݯの؍ଌ点の 1 の؍ଌσーλΛॲཧ͢Δこͱに
Αり、ݯからあΔఔΕたҬにおいて 4 が౸ୡ͢Δલに、のൃੜ、ݯの報、ओཁ
ಈの౸ୡࠁ࣌、ͦの༧ଌさΕΔͳͲについてඃのܰݮ ŋ ࢭΛతͱしてՄͳݶりଈ࣌తに
ൃ表͢Δ報のこͱ。

Ϋ 	 ۭৼ
　രൃにΑりൃੜ͢Δۭ気のৼಈݱ象。ՐࢁのՐ、Րྲྀࡅのྲྀ下ͳͲにいൃੜ͢Δ。

ΫϩϩϑϧΦϩカʔϘϯྨʢDIMPSPGMVPSPDBSCPOTʣ
　Ԙૉ、ϑοૉ、ૉからͳΔԽ߹で、Φκϯഁյのఔのߴい࣭。代表తͳのͱして $F$-11、
$F$-12 ͳͲがあΔ。ϑϩϯͱい͏。
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έ 	 ܭࣼ
　൫のきΛଌఆ͢Δثػで、Ր׆ࢁಈに͏֪มಈのࢹに༻いΔ。

ί 	 ԫ࠭
　ΞジΞҬの࠭യଳ（ΰビ࠭യ、λΫϥϚΧϯ࠭യ）ԫݪߴͳͲからい্͛らΕた࠭ਖが、
্ۭのڧい෩にΑͬて東ํ༌ૹさΕ、ঃʑに߱下͢Δݱ象。ຊにお͚Δԫ࠭ݱ象は、य़ઌからॳ
Նにか͚て؍ଌさΕΔこͱがଟく、ۭ がԫ৭にԎΔこͱにΑり、ҰൠにΑくらΕたݱ象であΔ。
。Λ༩͑Δ߹があΔڹӨؔػఔのѱԽにΑりަ௨ࢹ、象がஶしいͱきはݱ

γ 	 ܭւఈ্ࣜුݾࣗ
　ւఈにઃஔ͢Δܭで、記ஔͱͱにધഫͳͲから下しւఈにΊて、Ұఆؒظの؍ଌऴ
ଓతͳܧ、はか݄ఔでؒظにւ໘্にු্さͤճऩ͢Δํ式のの。σーλΛ記できΔޙྃ
ଌ؍ಈతͳௐࠪのたΊのػ、Αり҆Ձでܭかͳいが、έーϒル式ւఈଌには؍࣌のたΊのৗࢹ
に༻いらΕΔ。

ܭ
　ಈΛܭଌ͢Δثػ。ෳの؍ଌ点にお͚Δ、が౸ୡしたࠁ࣌のৼ෯ͳͲから、
のൃੜॴ、ਂさ、ن（Ϛάχνϡーυ）がਪఆできΔ。

ಈ
　が表に౸ୡしたͱきの໘の༳Ε。


　下でੜ͡Δؠ൫のഁյは、あΔ໘（அ）ΛڥにޓいがͣΕΔΑ͏にىこΔ。こΕΛஅӡಈͱ
いい、ͦΕにいがੜ͡Δ。は、ٿの内部ΛΘΔॎ（̥）ͱԣ（̨）、
。の表໘にԊͬてΘΔ（表໘）に大ผできΔٿ

ࡂରڧࡦԽҬఆձ
　ࡂରڧࡦԽҬˎにΔ大نͳˎˎのൃੜのおͦΕの༗ແにつきఆ͢ΔたΊに৫さ
Ε、ֶࣝࡏݱ）ऀݧܦは 6 ໊）からߏさΕΔ。気象庁は、東ւҬの؍ଌσーλにج४Ҏ্のҟৗ
がݱΕた߹、ಉ会Λ։࠵し、ҕһの意見Λ౿ま͑、ʮ東ւ意報ʯΛൃ表͢Δ。さらにҟৗ
ͳ؍ଌσーλがલஹ͢りにΑΔのͱఆさΕ、東ւのൃੜのおͦΕがあΔͱೝΊた߹に、
気象庁はͦのࢫΛ内ֳ総ཧ大ਉに報͢ࠂΔ。報ࠂΛड͚た内ֳ総ཧ大ਉはֳٞにͬࢾたޙʮܯռ
એݴʯΛൃྩ͢Δ。（東ւにؔ連͢Δ報ൃ表のྲྀΕについては 121 ページのਤࢀর）

ˎɿ大نରࡦಛผાஔ๏のنఆにͮجき内ֳ総ཧ大ਉがࢦఆ͢Δ。
ˎˎɿࡏݱは東ւΛର象ͱしていΔ。

ݯ
　அӡಈのࡍに、ؠੴのഁյ（ͣΕ）が࢝まりΛൃੜさͤた࠷ॳの点。ݯҬは、அӡ
ಈにΑりΛൃੜさͤたྖҬશମΛࢦし、அӡಈにΑͬてੜ͡たؠੴのഁյ໘ͱ΄΅ಉ͡であ
Δ。ݯҬのさ（ࠩしし）は、Ϛάχνϡーυ 7 のでेΩϩϝーτルఔ、Ϛάχνϡーυ 8
では 100 ΩϩϝーτルΛ͑ΔこͱがあΔ。
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　ಈのڧさΛ表͢ईであり、表での༳ΕのఔΛ意ຯ͢Δ。は༳Εのڧいํからʮ7ʯ、

ʮ6 ʯ、ʮ6ڧ ऑʯ、ʮ5 ʯ、ʮ5ڧ ऑʯ、ʮ4ʯ、ʮ3ʯ、ʮ2ʯ、ʮ1ʯ、ʮ0ʯの 10 ஈ֊の֊ڃで表͢ݱΔ。Ұൠに、
のݯҬにۙいॴ΄Ͳは大きく、またϚάχνϡーυが大きいのͱき΄Ͳ、֤の
は大きくͳΔ。

ܭ
　ಈΛܭଌし、؍ଌ点にお͚Δ（ܭଌ）Λࣗಈతにࢉग़͢Δܭ。ثػଌのࢉग़には、
。等Λ༻いΔظଌしたಈのՃのৼ෯पܭ

ε 	 εʔύʔίϯϐϡʔタγεςϜ
　༧報Ϟσル等にΑΔղੳ・༧ଌおΑͼ੩ࢭ気象Ӵ（ͻまΘり）に代表さΕΔӴσーλॲཧに༻い
ΔεーύーίϯϐϡーλΛத֩ͱしたγεςム。。

� ਫৠؾരൃ
　ϚάϚからΘͬたにΑりՐࢁମ内の下ਫがՃさΕੜ た͡ߴѹのਫৠ気にΑͬ てىこΔՐであΔ。

༧ใ
　ཧの๏ଇにͮجき、কདྷの気Թ、気ѹ、෩ͳͲの大気ւ༸のঢ়ଶΛͱして༧ଌ͢Δٕज़。
このࢉܭには、大ͳԋࢉॲཧがඞཁであΔたΊ、εーύーίϯϐϡーλがΘΕΔ。ࢉܭに༻いら
ΕΔϓϩάϥムΛ༧報ϞσルͱݺͿ。

η 	 ੩ؾࢭӴ
　ಓ্ۭ 35800 Ωϩϝーτルのߴさにあͬて、ٿのࣗసͱಉҰपظでٿΛपճしͳがら、
ৗに্ٿのಉ͡ॴの気象؍ଌΛ͏ߦӴ。զがࠃのʮͻまΘりʯの΄か、ถࠃの (0&4、Ԥभ
の .&5&04"5 ͳͲがӡ༻さΕていΔ。

੩ࢭ؍ڥٿଌӴʢ)JNBXBSJʣ
　ͻまΘり 7 ߸のܧޙͱͳΔ੩ࢭ気象Ӵで、ʮͻまΘりʯ8 ͼٴ߸ � ߸Λ͢ࢦ。ैདྷのʮͻまΘりʯ
ͱい͏和໊のѪশΛड͚8、͗ܧ ͼٴ߸ � ߸からӳ໊ʮ)imawaSi-8ʯʮ)imawaSi-�ʯͱした。ʮͻ
まΘりʯ8 ͼٴ߸ � ߸の気象؍ଌػは、ʮͻまΘりʯ6 ͼٴ߸ 7 ߸ͱൺ、ը૾ղが؍、্
ଌִؒがॖ、ը૾のछྨが૿Ճし、ࡂのたΊのػࢹΛڧԽ͢Δͱڞに、気ީมಈڥٿ
のػࢹڧԽ͢Δ。8 ߸はฏ 26 （2014 ）に、� ߸はฏ 28 （2016 ）にଧち্͛、

2 あΘͤてػ 14 ؒの؍ଌΛ͏ߦ༧ఆ。

ݍ
　ରྲྀݍͱதؒݍのؒにあΔ大気ݍ。ত和 36 （1�61 ）にੈք気象（8.0）ؔػは、ʮରྲྀݍ
ք໘（ߴさ 6 ʙ 18 Ωϩϝーτル）ͱݍք໘（50 ʙ 55 Ωϩϝーτル）ͱのؒにあり、Ұൠに気
ԹがߴさͱͱにߴくͳΔྖҬʯͱఆٛした。

ੈքؾؔػ
　ˠ 8.0 （8oSld .eteoSological 0Sgani[ation）ࢀর
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લஹ͢Γ
　は、まͣΏͬくりͱした͢りで࢝まり、がてܹٸͳஅӡಈͱͳり、ൃੜにࢸΔͱ͑ߟら
ΕていΔ。このൃੜのલஈ֊にお͚ΔஅのΏͬくりしたಈきΛલஹ͢り（ϓϨεϦοϓ）ͱݺͿ。

タ 	 ෩
　ଠฏ༸またはೆγφւにଘ͢ࡏΔଳ気ѹの͏ち、࠷大෩がおΑͦຖඵ17ϝーτルҎ্のの。

μϯόʔετ
　ੵӢੵཚӢからੜ͡Δڧい下߱気ྲྀΛࢦし、໘にিಥしपғにਧきग़͢ಥ෩Λੜ͡Δ。্で
は、ൃੑࢄのಥ෩の΄かڧӍ・ᯔͱͱに࿐点Թの下߱Λ͏こͱがあΔ。ඃҬはԁまたはପԁ
ঢ়ͱͳΔこͱがଟい。また、ڧいΟϯυγΞーΛىこ͢ݱ象のҰつであり、ػۭߤのணに
大きͳӨڹΛ༩͑Δ。पғのਧきग़しが 4 ΩϩϝーτルະຬののΛϚΠΫϩόーετ、4 Ωϩϝー
τルҎ্ののΛϚΫϩόーετͱݺͿ。

ைߴ
　෩ൃୡした気ѹͳͲに͏気ѹ߱下にΑΔւ໘のٵい্͛ޮՌͱ෩にΑΔւਫのਧきޮͤد
ՌのたΊ、ւ໘がҟৗに্ঢ͢Δݱ象。

רཽ
　ੵӢੵཚӢにͬてൃੜ͢ΔԖ࣠Λ࣋つܹしいӔרきで、࿙ేঢ়またはபঢ়のӢ、্では
つಥ෩気ѹ߱下࣋き্がΔ࠭ਖ、ւ্ではਫபΛ͏こͱがあΔ。্では、ऩଋੑճసੑΛר
が؍ଌさΕ、ඃҬはଳঢ়・ઢঢ়ͱͳΔこͱがଟい。

ν 	 தϑϩʔτʢアϧΰϑϩʔτʣ
　ւ໘からਂさ 2000 ϝーτルまでのؒΛࣗಈతにුきΈしͳがらਫԹ・ԘΛ؍ଌし、ͦのσー
λΛਓӴܦ༝にて௨報͢Δ؍ଌثػ。Ξルΰܭը（Ξの߲Λࢀর）においてओཁͳ؍ଌثػͱし
て༻いらΕていΔ。தϑϩーτから௨報さΕたσーλは、ちに気象σーλަのたΊのશٿ௨৴
γεςム（(54）Λ௨͡てࡍࠃతにަさΕ、ւਫԹ༧ଌΤルχーχϣݱ象のࢹ・༧ଌͳͲの気
象・ւ༸ۀ務にར༻さΕていΔ。

ைҐ
。したのڈのมಈΛআظさで、࿘ͳͲपߴ४໘からଌͬたւ໘のج　

π 	 
　ւఈ下のઙいͱこΖで大きͳがىきΔͱ、ւఈが࣋ち্がͬたり下がͬたり͢Δ。ͦの݁Ռ、
पลの広いൣғにあΔւਫશମがؒ࣌にܹٸに࣋ち্がͬたり下がͬたりし、ͦΕにΑりൃੜした
ւ໘のมಈがͱしてपғに広がͬていくݱ象。がにۙͮきਫਂがઙくͳΔͱ、はく
ͳΔͱͱに、のߴさはٸにߴくͳΔ。

ૣݕظ
　のൃੜの༗ແΛଈ࠲にఆ͢ΔたΊの؍ଌ。֤؍ଌ点からのܗσーλはຊ庁、֤
区気象おΑͼԭೄ気象にૹさΕ、のҐஔ・نΛਝにਪఆ͢ΔこͱにΑりの༗ແ
のఆΛͬߦていΔ。
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ς 	 σʔタಉԽٕज़
　気象ͳͲが͏ߦ্気象؍ଌߴ気象؍ଌのΑ͏に、あΔܾまͬたࠁ࣌にߦΘΕΔ؍ଌにՃ͑
て、Ӵ؍ଌのΑ͏にಛに؍ଌࠁ࣌がఆまͬていͳい؍ଌͳͲ、༷ʑͳ؍ଌσーλΛ༧報のʮॳ
͢༺׆ͱして（の気Թ෩ͳͲの大気のঢ়ଶΛ表͢ཧతͳࠁ࣌Δ࢝͢Λ։ࢉܭ༧ଌ）ʯظ
ΔたΊの手๏。

τ 	 ౦ւ
　աڈの大نͳのൃੜִؒͳͲから、ॣՏから੩Ԭݝの内部のϑΟϦϐϯւϓϨーτͱの
ϓϨーτのڥքΛݯҬͱして、いつൃੜしておかしくͳいͱ͑ߟらΕていΔϚάχνϡーυ 8 Ϋϥ
εのւܕߔで、ࡏݱຊで།Ұ、ࡂରࡦに݁ͼつ͚らΕΔظલ༧のՄੑがあΔ。

౦ೆւٴͼೆւ
　աڈの大نͳのൃੜִؒͳͲから、لҏౡԭからࠃ࢛ԭ付ۙのϑΟϦϐϯւϓϨーτͱ
のϓϨーτのڥքΛݯҬͱして、لੈࠓલにൃੜ͢ΔՄੑがߴいͱさΕΔϚάχνϡーυ 8
Λ͑Δւܕߔ。

ω 	 ଳؾѹ
　ଳຢはѥଳํにൃੜ͢Δ気ѹの͏ち、࠷大෩がおΑͦຖඵ 17 ϝーτルະຬで෩にຬ
たͳいの。෩ؚΊてଳ、ѥଳํにൃੜ͢Δ気ѹの総শͱして༻いΔこͱあΔ。

ハ 	 ハβʔυマοϓʢIB[BSE�NBQʣ
　あΔࡂにର͢Δݥةͳ区が記ೖさΕていΔਤ。ՐࢁՐ、͢り、่ࢁΕ、ߑਫ、ߴை、
ੴྲྀ、ͳだΕͳͲのݱ象にରして、ͦΕͧΕ࡞さΕていΔ。

࿘
　ւ໘のの͏ち、෩にΑͬてҾきىこさΕΔのの総শ。ͦのॴでਧいていΔ෩にΑͬてͬىた

ʮ෩࿘ʯͱ、ଞのॴで෩にΑͬてੜ͡たがͦのॴまでΘͬてདྷたʮ͏ͶりʯがあΔ。

ώ 	 ͻͣΈܭ
　下のؠ൫の৳ͼ・ॖΈΛඇৗにߴ感で؍ଌ͢Δஔ。気象庁では、東ւのظతͳલஹͱ
のηϯαーΛܗらΕΔ֪มಈΛଊ͑ΔこͱΛతͱして、下ඦϝーτルఔのਂさにԁ͑ߟ
ຒઃし、पғのؠ൫からड͚ΔྗにΑͬてม͢ܗΔ༷ࢠΛۃΊてߴい精でݕग़し、ࢹしていΔ。
ηϯαーには、มܗにΑΔମੵのมԽΛଌఆ͢ΔମੵͻͣΈܭͱ、ਫฏ໘内のํҐごͱのมܗのྔ
ଌఆできΔଟͻͣΈܭがあΔ。

ඇ੩ྗֶϞσϧ
　気ѹલઢͳͲの気象ݱ象Λ༧ଌ͢ΔたΊの༧報Ϟσルでは、大気のԖํのӡಈΛਫฏ
の気ྲྀのྲྀΕからؒతにٻΊていΔが、ϝιϞσル（ϝの߲Λࢀর）がѻ͏気象ݱ象ではԖํ
の大気のӡಈが૬ରతに大きくͳͬてくΔ。このたΊ、Ԗの大気のӡಈ（্ঢ気ྲྀ・下߱気ྲྀ）Λ
͢ࢉܭΔඞཁがあり、このࢉܭΛऔりೖΕた༧報ϞσルΛʮඇ੩ྗֶϞσルʯͱい͏。

ώʔτアΠラϯυ（IFBU�JTMBOE）
　ਓతͳのഉग़、ਓతͳ表໘ٴͼݐஙの૿ՃにΑり、都ࢢの気ԹがपғΑりߴいঢ়ଶ
にͳΔݱ象。等Թઢが都ࢢΛؙくऔりғΜで、気ԹがౡのΑ͏ͳܗにͳΔこͱから、このΑ͏に
。ΕΔݺ
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ϑ 	 ౻ాεέʔϧ
　౻田εέールͱは、ཽרμϯόーετͳͲの෩Λ、ݐͳͲのඃঢ়گから؆ศにਪఆ͢Δ
たΊに、γΧΰ大ֶの౻田にΑりত和 46 （1�71 ）にߟҊさΕた෩のई。ཽרμϯ
όーετͳͲはݱ象がہతͳたΊ、෩ܭで෩Λ؍ଌできΔこͱが΄ͱΜͲͳいこͱから、この
Α͏ͳݱ象にお͚Δڧい෩Λਪଌ͢Δईͱしてੈքతに༻いらΕていΔ。౻田εέールはʮF ε
έールʯͱݺΕ、F0 から F5 の 6 ஈ֊に区さΕていΔ。աڈにຊでൃੜしたཽרの͏ちで
࠷ F εέールの大きかͬたのは F3。

ϓϨʔτ
　ٿ表໘Λ෴͏ްさ 10 Ωϩϝーτルから 100 Ωϩϝーτルఔのݻいؠੴの。ٿ表໘は大
খ߹ΘͤてेຕのϓϨーτで෴ΘΕており、ຊपลは、ଠฏ༸ϓϨーτ、ϑΟϦϐϯւϓϨーτ、
ถϓϨーτ、ϢーϥγΞϓϨーτの 4 ຕのϓϨーτが͢ΔڥքにҐஔしていΔ。

ϓϨʔτςΫτχΫεʢQMBUF�UFDUPOJDT

　׆ಈ、Ր׆ࢁಈ、֪มಈͳͲのٿ表໘のֶݱ象Λ、ٿ表໘Λ෴ͬていΔෳのϓϨーτ
の૬ରతͳӡಈからੜ͡Δのͱして౷Ұతにઆ໌・ղ໌͢Δֶઆ。

ՐܯռϨϕϧ
　ՐࢁのՐ࣌等にͱΔきࡂରԠΛ౿ま͑、Ր׆ࢁಈのঢ়گΛ 5 ஈ֊に区したので、Րܯ
報等でൃ表͢Δ。ฏ 1�  12 ݄ 1 からಋೖし、ฏ 24  4 ࡏݱ݄ 2� Րࢁでӡ༻していΔ。

Րܯใ
　Րݱࢁ象にؔ͢Δܯ報ٴͼ༧報。Րܯ報はՐにͬてੜ໋にݥةのおΑͿՐݱࢁ象のൃੜが
༧想さΕΔ߹にൃ表さΕΔ。ର象Ҭ（ܯռがඞཁͳൣғ）にॅډҬがؚまΕΔ߹はʮՐܯ
報（ॅډҬ）ʯ、ؚまΕͳい߹はʮՐܯ報（Րޱपล）ʯͱしてൃ表͢Δ。

ੴ
　ՐにͬてՐޱからग़͢Δੴは、ͦの大きさܗঢ়等にΑりʮՐؠࢁմʯ、ʮՐࢁΕきʯ、ʮՐࢁ
ʯ等に区さΕΔ。気象庁では、ࡂ報でॅຽ等に͑Δࡍには、こΕらΛ総শしてʮੴʯͱ
い͏༻ޠΛ༻いていΔ。ੴは、࣌にはՐޱからΩϩϝーτルఔまでඈ͢ࢄΔこͱがあり、མ下
のিܸでਓがࢮইしたり、Ո・ं・ಓ࿏ͳͲがඃΛड͚ΔこͱがあΔ。

マ 	 マάχνϡʔυ（NBHOJUVEF）
　（அӡಈ）のنのई。Ұൠに . ͱい͏記߸で表さΕ、؍ଌさΕたΛͱにࢉग़
さΕΔ。̢のが 1 大きくͳΔͱのΤωルΪーは 30 ഒにͳΔ。

ϛ 	 ຽؒؾۀࢧԉηϯタʔ
　気象庁は、༧報ۀ務ڐՄͦऀۀࣄのଞຽؒにお͚Δ気象ۀ務の݈શͳൃୡΛࢧԉしٴͼۀ࢈、ަ௨
ͦのଞの社会׆ಈにお͚Δ気象報のར༻ଅਐΛਤΔたΊ、ʮຽؒ気象ۀ務ࢧԉηϯλーʯΛࢦఆで
きΔこͱにͳͬていΔ。
　ฏ 24  4 ݄ 1 ࡏݱ、（Ұࡒ）気象ۀ務ࢧԉηϯλーが気象庁ΑりͦのࢦఆΛड͚ていΔ。
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ϝ 	 ϝιϞσϧ
（ϝι༧ใϞσϧɺNFTP�TDBMF�OVNFSJDBM�XFBUIFS�QSFEJDUJPO�NPEFM）

　気ѹകӍલઢͳͲの大نͳݱ象にい、大ӍͳͲΛたら͢ेΩϩϝーτルఔのۭؒن
の気象ݱ象（ϝι気象ݱ象）の༧ଌΛతͱした、ਫฏղがΩϩϝーτルʙ 10 Ωϩϝーτ
ルの༧報Ϟσル。

Ϣ 	 ༗ࢵ֎ઢ
ઢのதでಛに、֎ࢵ　 280 ʙ 315 φϊϝーτル（）のࢵ֎ઢ（# ྖҬࢵ֎ઢ、67-#）は、
ΦκϯにΑΔٵऩが大きいこͱからΦκϯのഁյのӨڹΛ࠷ڧくड͚、かつ、ੜにͱͬて༗
であΔこͱから、Ұൠに༗ࢵ֎ઢͱݺΕていΔ。Φκϯഁյにい、্に౸ୡ͢Δ༗ࢵ֎
ઢྔの૿ՃにΑΔൽෘがΜ、ന内োͳͲ݈߁ඃの૿Ճがݒ೦さΕていΔ。
ɿ1 φϊϝーτルは 1 ϛϦϝーτルの 100 ສの 1（10 ԯの 1 ϝーτル）

Ϥ 	 ༨
　ൺֱత大きͳ（ຊ）がൃੜしたޙ、ͦのۙくでଓൃ͢ΔΑりখさͳ。ݯがઙい大きͳ
は、΄ͱΜͲの߹、༨Λ͏。༨のはຊޙにଟく、ؒ࣌ͱͱに࣍ୈにগͳくͳΔ。
大きͳ༨にΑΔ༳Εは、ॴにΑͬてはຊの༳Εͱಉ͡ఔにͳΔこͱがあΔ。յΕか͚たՈ
֑ͳͲに意͢ΔඞཁがあΔ。

� ม๏ݩ࣍
　༧報Ϟσルがؒ࣌（ྫ͑̏ؒ࣌ఔ）に༧ଌ͢Δ、෩、気Թ、߱ ਫྔͳͲの༷ʑͳཧྔͱ、
্の༷ʑͳॴࠁ࣌に࣮ࡍに؍ଌさΕΔཧྔͱのࠩが࠷খにͳΔΑ͏に͢ΔσーλಉԽٕज़。
ۭؒ（3 さΕΔこͱからྀߟతͳؒ࣌、ଌのにՃ͑て؍の（ݩ࣍ 4 。ͱশさΕΔݩ࣍

ラ 	 ラΠμʔ�（MJEBS���-JHIU�%FUFDUJPO�BOE�3BOHJOH）ɺυοϓラʔラΠμʔ
　ϨーβーޫのいύルεΛ大気தにൃࣹし、Ӣ、Τーϩκル、大気ࢠからのࢄཚޫΛड৴͢Δこ
ͱにΑりͦΕらのೱのߴΛԕִଌఆ͢ΔஔのこͱΛい͏。ϨーβーϨーμーͱݺΕΔ。
また、υοϓϥーޮՌΛར༻して্ۭの෩の報ΛಘΔػΛඋ͑たஔΛυοϓϥーϥΠμーͱい
͏。

ラδΦκϯσ（SBEJPTPOEF）
　ηϯαーͱແઢൃ৴ثΛҰମͱした気象ଌثのこͱ。ਫૉຢはϔϦムΛ٧Ίた気ٿにして্ۭ
にඈ༲し、気ѹ・気Թ・࣪・෩ͳͲ大気のঢ়ଶのଌఆに༻͢Δ。

ラχʔχϟݱ（-B�/JOʙB）
　Τルχーχϣݱ象（Τの߲Λࢀর）ͱはٯに、ೆถのペルーԭからத部ଠฏ༸ಓҬにか͚てւ໘
ਫԹがฏΑりくͳり、ʙ 1 ఔܧଓ͢Δݱ象。こΕにͬてੈք֤でҟৗ気象がൃੜ
͢ΔՄੑがߴい。

Ϩ 	 Ϩʔμʔ（SBEBSɿ3BEJP�%FUFDUJPO�BOE�3BOHJOH）ɺυοϓϥʔϨʔμʔ
　ύルεঢ়の電Λ大気தにൃࣹし、ӍཻઇからのࣹΛड৴͢ΔこͱにΑり߱ਫのਫฏ
ଌにՃ͑、電のυο؍さͳͲのڧͳͲΛԕִଌఆ͢ΔஔのこͱΛい͏。また、߱ਫのߴ
ϓϥーޮՌΛར༻して্ۭの෩の報ΛಘΔػΛඋ͑たϨーμーΛυοϓϥーϨーμーͱい͏。
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